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序言 
 
1903 年、明治 36 年に神戸に生まれた画家小磯良平（1903-1988）は、東京美術学校西洋
画科在学中の 1926 年と、渡欧から帰国後の 1932 年に帝国美術院美術展覧会において特選
を獲得した。さらに 1934 年には、無鑑査の特権を得るなど、そのキャリアの初期には官展
である帝展を主な舞台として活躍したといってもよいであろう。しかし 1935 年、松田改組
を契機として、ここから離反し、第二部会へと参加。翌年には新制作派協会を創設して、
以後ここを中心に発表活動を行うこととなった。小磯の人生は、逆境に突入したかに見ら
れたが、日中・太平洋戦争期には戦争画の花形作家として活躍し、1940 年に朝日文化賞を、
1942 年には第 1 回帝国芸術院賞を受賞するなど、復権を果たしていった。1953 年、50 歳
のとき、小磯は東京藝術大学教授に任じられ、1971 年には同大名誉教授へと昇任、最晩年
の 1983 年には日本藝術院会員へ推挙され文化勲章を受章、日本画壇における高い栄誉を獲
得するに至る。 
美術評論家佐波甫（1901-1971）は小磯について、「秀才」であり「何から何までとんと
ん拍子で、幸運児」と述べている１。確かに彼は、その家柄においても、地位においても、
天分においても、大いに恵まれていたといえるであろう。彼の世間的な栄光を考えれば、
その生涯において、苦悩や失敗という言葉は、ほとんど無縁のものであるように見える２。
こうした小磯の成功はいかにしてなされたのか。その要因のひとつとして、彼が大衆的な
人気を博したことが挙げられるであろう。 
現在、女性雑誌や大衆誌の表紙は旬のモデルや女優の写真で飾られるのが常であるが、
当時は小磯が描いた女性像が雑誌の表紙を飾り、読者の目と関心を惹きつけた。さらに、
谷崎潤一郎（1886-1965）の『細雪』や川端康成（1899-1972）の『古都』など、著名な作
家による書籍や新聞の連載小説の挿絵を数多く手がけたことも見逃せない３。こうした挿絵
の仕事で小磯は「東の宮本４、西の小磯」と言われるほどの評価を得ていた。このように、
多くの国民の目に触れるかたちでその作品が社会に流通した結果、彼の知名度は、非常に
高いものとなっていったと考えられよう。美術雑誌や新聞における好きな画家のアンケー
トでは、上位に名を連ねるほどであった５。   
こうした大衆からの支持は、生前から現在に至るまで、変わることがないようである。
1970 年代より、小磯の個人展は全国を巡回し、また、そうした展覧会はその人気故に、い
くたびも開催された。1988 年からは、兵庫県立近代美術館（現・兵庫県立美術館）に小磯
良平記念室が竣工６、作品約 20 点が常時陳列され、同年の彼の死後には、神戸市に寄贈さ
れたアトリエと、自宅に遺されていた作品や遺品等を所蔵品として神戸市立小磯記念美術
館が開館、同時代の洋画家の中でも特別の扱いを受けているといってよいであろう。 
だが、小磯は文化勲章を授与される伝達式の晴れの場で、それまでの制作活動について
次のような述懐を漏らしていた。 
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かつて、友達に、大きな飛躍も、落ちもしない私のことを“低空飛行”と評された
が、言い当てています７。 
 
小磯の華やかな経歴からは意外に思えるこの言葉の背後には、彼が度々漏らしていたと
いう、西洋美術受容に対する小磯の使命感に関わる思いが存在したと筆者は推定する。 
 
いわく、「日本の洋画界にはまだまだ古いところの研究が足りぬのだから、そこを自
分がやるだけだ。だから、一生かかって、自分独特の表現は発明できないかもしれぬ
が、それならそれで、洋流の伝承を十分咀嚼して我邦に植えるだけで自分の任務は沢
山だ８」と。 
 
小磯芸術の本質を表わすものとして引用されてきたこの発言は、1942 年という画家のキ
ャリアの初期に、親友竹中郁（1904-1982）によって、なされた証言によるものだが、彼の
試行錯誤の歴史と苦渋の思いが込められているといえるであろう。つまり、彼が「低空飛
行」を強いられてきた事実は、「洋流の伝承を我邦に植える」という困難な作業と密接な関
係を有していたことが理解できるのではないだろうか。 
近代日本の洋画史は、明治のはじめから、西洋美術の成果をつぎつぎと取り入れること
で形成されてきた。その中で黒田清輝（1866-1924）は、フランスで印象派の影響を受けた
折衷的な外光派アカデミズムのラファエル・コラン（Raphael Collin, 1850-1916）の指導
を受け、構想画を試みるなど、彼が西洋絵画の本道と信じた伝統的な絵画理念を日本に移
植しようと試みた先駆者の一人であった。しかし、我が国にそれを受け入れるだけの土壌
がなかったため、黒田は中途でこの企てを放棄せざるを得なくなったといわれる９。 
黒田のケースと異なり、小磯が画家としてスタートを切った 1920 年代に入ると、同時代
の西洋美術の実作を見る機会が断然増えていた。大原孫三郎が初めてコレクションを公開
した第 1 回現代仏蘭西名画家作品展覧会を始めとする海外美術展が開催され、第一次世界
大戦の終結によって多くの画家や彫刻家たちがヨーロッパに渡っている。さらに、大正か
ら昭和にかけて、1924 年に『アトリヱ』、1925 年に『美之国』、そして 1926 年には『美術
新論』など、同時代の西洋美術の状況を事細かに伝える美術雑誌が、相次いで創刊された
ことも見逃せない現象といえるであろう。 
しかし、この時代においても画家たちは、同時代の西洋の芸術から受けた刺激と造形思
考を、その伝統的な部分を積み残したまま、性急に移植したのであった。 
こうした時代の流れのなかにあって、小磯に関する批評に眼を転じると、初期からその
画風が「アカデミック」であるとして技術の高さが評価される一方、「マンネリズム」に陥
っていることや、迫力の弱さ、「生活感情の無さ」や内容的な空虚さが批判されていたこと
がわかる１０。 
また、彼は生涯に渡って女性像を追求したが、1960 年代後半から最晩年にかけて、室内
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で、その多くは 4 分の 3 正面を向いて座する若い女性像を数多く描いたことによって、小
磯良平の作品のイメージがひとつの像を結んでしまったと考えられる。というのは、小磯
に関する批評の変遷を追うと、もともと、その女性像に関しては定評のあるところであっ
たが、この時代から、彼の作風は 1988 年 12 月の新聞各誌による死亡記事の「気品」「清澄」
「典雅な婦人像」「大衆人気」「おだやかな人間味」１１という文言に代表される、ステレオ
タイプの一面化につきまとわれ、彼の表層をなぞった批評や評論が多く見受けられるよう
になっていったからである。 
ただ、私見ではあるが、こうした評価に反して、彼は自らの現状のスタイルに自足せず、
いかに西洋芸術の画風や技法を反映させるかに腐心して、その画業を展開させてきた画家、
それこそが小磯良平の真骨頂ではなかったか、と思われてならないのである。「洋流の伝承
を我邦に植える」作業の背後には、先の批評にある「マンネリズム」や迫力の弱さといっ
た、繰り返し指摘されていた弱点を払拭するための様々な試行錯誤が存在したのである。 
小磯は絵画の制作について次のように述べている。 
 
私はよく西洋の画集を見る。古いものから新しいものまで、楽しみながらパラパラ
と見る。それが頭のどこかに残っていて、制作のヒントになることもあるようだ１２。 
 
ゆきあたりばつたりなので始末が悪い、十三世紀が十九世紀に十六世紀が紀元前に
飛んだりする。その折節手にした写真から次々と飛やくするところに楽しみがある１３。 
 
彼は、1928-30 年と 1960 年、2 度の渡欧を経験し、美術館を巡って直接芸術作品を目睹
していた他に、およそ 2300 冊にものぼる美術書を所有し１４、古代から現代に至るまでの西
洋の芸術を熱心に研究していた。そのため、1950 年頃から 1960 年代前半には人物のコス
チュームをパルテノン神殿のフリーズ部分のレリーフ（紀元前 442-紀元前 438）から借用
した作品が多く見られ、またテオドール・シャセリオ （ーThéodore Chassériau, 1819-1856）
の描く女性の顔をイメージして描かれた《コスチューム》（1935 年）のような作品があるか
と思えば、ドミニク・アングル（Dominique Ingres, 1780-1867）の肖像表現に感化を受け
て描いた《肖像》（1940 年）のような作品もある１５。ヨハネス・フェルメール（Johannes 
Vermeer, 1632-1675）、エドゥアール・マネ（Édouard Manet, 1832-1883）などの摂取は、
つとに指摘されるところであるが、さらに、アンリ・マティス（Henri Matisse, 1869-1954）
やパブロ・ピカソ（Pablo Picasso, 1881 -1973）についても、高く評価していたことが知ら
れている１６。他にも小磯が技法を摂取した西洋画家の例を挙げれば枚挙に遑が無い。以上
のように、彼の作品には、時代や国籍を問わず実に多様な西洋美術の受容が見受けられる
が、いかなる時代の絵画であろうとも、彼が摂取しようとしたのは、あくまで、西洋芸術
の長い歴史の中で、試行錯誤を繰り返しながら構築された技法であったといえるであろう
１７。 
5 
 
しかしながら、今日でも小磯作品の女性像と大衆性に対するイメージが強烈にすぎてい
るためか、西洋美術受容を含む、実際の彼の様々な事象に対する研究が不足している感が
否めないのではなかろうか。さらに、小磯の日本美術界での位置付けについても、現状で
は、いまだ正確な評価が与えられるに至ってはいないと考えるのは筆者だけではあるまい
１８。それらの欠を埋めるために、小磯の研究において、最も必要であると感じられるのが、
人文学の基礎である基礎資料の整理ではなかろうか。 
小磯研究の基礎資料としては、これまで油彩画、版画、デッサンや、先に述べた書籍の
装丁や雑誌の表紙画、挿絵に至るまで、小磯の仕事を取り上げた数々の作品集やカタログ
が出版されてきた。また、いくらかの論文も世に問われている。 
まず作品集では、とりわけ、特筆されるべき代表的なものとして、求龍堂から刊行され
た画集群を紹介しなくてはならない。求龍堂は、小磯の画業の初期から彼を援助し、少な
くない展覧会に関わった書肆であると同時に、『小磯良平画集 1923-1970』、『小磯良平画集
Ⅰ』『小磯良平画集Ⅱ』、『小磯良平画集Ⅲ』の三部作や、小磯自身が監修した最後の画集『小
磯良平油彩作品全集』など１９、多くの画集を出版した。これらの出版物は、彼の絵画やデ
ッサンだけでなく、一点の書き下ろしを含めた数々の小磯の著作２０や、今に至る小磯のイ
メージの源泉のひとつになっているといって良い竹中郁による小磯の人物評２１、元兵庫県
立近代美術館学芸員の山脇佐江子による年譜・文献目録２２を含め、小磯研究の基礎的な資
料を集約した一大叢書であるといえるであろう。 
また、主として小磯記念美術館や兵庫県立美術館といった彼と関わりの深い美術館が開
催館として参加した、小磯や新制作派（新制作）協会をテーマとする展覧会のカタログが
あり、その他に、小磯記念美術館が刊行していた『神戸市立小磯記念美術館研究紀要』に
は、彼に関する数多くの労作が掲載されている２３。 
しかし、主要な美術研究の世界においては、先に紹介したように、挿絵や大衆受けする
女性像を得意とした通俗的な作家という先入観もあってのことであろうか、従来では、小
磯を本格的な研究対象とすることを忌避する気風があったように思われてならない。  
このような現状では、近代日本における西洋美術受容という重要な事象を理解すること
は事実上不可能となるであろう。 
そこで本稿では、まず第一章において、続く第二章、第三章に先立ち小磯芸術を特徴付
けるものとして「室内での創作」という観点を提示する。ここでは初期の特徴的な作品や、
彼のアトリエでの制作に関する言葉を取り上げ、分析することによって、小磯のアトリエ
への意識を読み取ることができるであろう。また、現在に至る彼のステレオタイプイメー
ジを形成した、1960 年代後半から最晩年にかけて数多く描いた室内の女性像についても検
討を加える。以上のように彼の作品や発言を取り上げて分析し、画家のアトリエという場
所への意識と、そこでの創作について考察を加えることによって、その作風の特質の洗い
出しを試みるのである。また最後には、室内で一人のモデルの異なるポーズを同一画面に
再構成して、複数の人物のいる光景を生み出すという小磯の特徴的な手法についても検証
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を行う。従来の研究で一緒くたに捉えられていた小磯の群像画に関して、手法が同じであ
ってもそれぞれの作品で特徴や表現の異なることを指摘し、その表現に複数の西洋画家の
影響が関与している可能性を提示することによって、第二章、第三章での群像表現に関す
る問題につなげたい。 
次の第二章と第三章では、第一章の小磯の「室内での創作」という観点を踏まえた上で、
画家がその長い生涯のうち、「最も脂ののった時代」と語った時期にあたる２４ 1930 年代か
ら 40 年代の画業に焦点をあてる。 
第二章ではとりわけ、小磯が多大な影響を受けた西洋の画家の一人として、エドガー・
ドガ（Edgar Degas, 1834-1917）との関わりを中心にとりあげることによって、彼の西洋
美術受容の一断面を解明したい。従来の小磯研究においても、ドガの影響や関連性は幾度
となく指摘されてきたが、それらの多くは断片的な指摘に留まり、十分な論及がなされた
とは言い難いのではあるまいか。本章では、当時の批評文や小磯自身の言葉を整理しなが
ら、彼の絵画制作における課題が何であったかについて検証を加える。そして西洋美術受
容に至る経緯を述べた上で、次の三つの点から小磯のドガ受容を追うこととしたい。 
例えば、小磯は 1934 年から 1970 年頃に至るまで頻繁に描いた踊り子のモティーフにつ
いて、「ドガの影響がなければ、ぼくのバレエの作品は生まれなかったかも知れませんね
２５。」と述べている。また、モティーフだけではなく、第一章で見たような群像表現につい
ても、ドガとの関連を見ることができる。さらにドガを特徴づける技法の一つであるモテ
ィーフを画面の縁や別のモティーフによって切断する技法を、小磯も用いたのであった。
以上のような観点で取り上げた小磯とドガの作品を比較することによって、小磯芸術の特
徴を抽出することも本章の一つの目的としたい。 
さらに、この第二章の末尾では、付論として、「エドガー・ドガ作《コンコルド広場》に
関する一考察」と称する小論を採用している。小磯がドガより多大な影響を受けたことは
先に述べたが、この論文はそのドガの特徴である「切断の表現」や「登場人物の視線と身
体の方向性の不統一性」について、いくばくかの考察を加えたものである。本論とは異な
る面があるのだが、ここでこれらの特徴がよく表れているドガの《コンコルド広場》につ
いて考察することによって、小磯を理解する上での一助としたい。 
第三章では、小磯の戦争画について考察する。富沢有為男が「聖戦展に於ける考察と感
動」において「小磯氏だけが 19 世紀以前の西洋に多く其の影響を受けて頑強に譲り通した
といふことが出来る。（中略）ただ彼の頼むところのものは、正確な眼と技術であった。（中
略）思ふに小磯氏の素質なり能力は、戦争が来なかつたならば、遂に何に一つ生めなかつ
たに違ひない２６。」と述べているように、小磯の画業の展開を見ていくとき、1938 年から
1944 年の戦争画制作の経験は、大きな意味をもつと考えられる。 
同時代の戦争を歴史画の形式で記録するという、日本の絵画史においては伝統が欠如し
ていた課題を突き付けられた多くの画家は、西洋の美術、特にルネサンスから 19 世紀まで
の絵画に範例を求めた２７。伝統に裏打ちされた数々の西洋芸術を熱心に研究した小磯にあ
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っては、この時代の流れは追い風となり、大いにその本領を発揮したと考えられる。 
ただこの時代、戦争画を描くにあたって小磯が参照した視覚イメージは西洋絵画だけで
はなかった。小磯は四度の従軍を経験したが、アトリエにおいて、西洋絵画の他に現地取
材の情報やスケッチ、そして報道写真をもとに構想して、戦争画を描き出したと考えられ
る。本章では数々の資料を用いて、小磯の戦争画の制作過程を出来る限り明らかにすると
ともに、彼の戦争画と写真を比較、分析することによって、小磯の創意工夫や戦争画への
態度の変遷についても考察したい。 
1990 年代以降、長らくタブーであった戦争美術の議論が活発になるなか、近年になって、
小磯の戦争画制作の全容を明らかにしようと廣田生馬の試みが、初めてなされたのである
が２８、未だ画業全体の中での戦争画の位置づけには至っていないと考えられる。筆者は、
小磯の戦争画制作に関する重要な新資料を提示するとともに、ドガの受容という観点から、
その群像表現に着目することによってこの問題にアプローチしたい。 
なお、以上の四章の構成を通して、重要な伝記事項の紹介も行っているが、それに留ま
らず、従来、大きく取り上げて分析されることの少なかった帝展時代のものを含めた作品
の分析も行っているのが、本稿の特色の一つである。その際、小磯と同時代の美術雑誌・
新聞などの悉皆調査の結果によって得た、小磯の消息や当時の彼と作品の評価に関する批
評文などの文献資料も重視して考察を重ねた。 
また、本論を構成する上で、筆者が特に注意したのが、小磯の基礎資料の徹底的な調査
である。2014 年は、『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂、1988 年）から 70%多くの油彩画
作品を収録した『小磯良平全作品集』が刊行され、小磯研究の新たな地平が開かれたとい
える。私事ではあるが、筆者は、本作品集の年譜と文献目録を担当し、その画業のほぼす
べてを通観した。この作品集の刊行以後、そこに含むことが出来なかった発見も少なくな
い。そこで、本稿作成の副産物として、年譜及び文献目録を資料編として巻末に付してい
る。もっぱら、小磯の初期の研究に集中した本論において、言及することができなかった
彼の全画業や伝記情報の網羅的・通史的な記述については、こちらを参照していただきた
い。なお、各小磯作品の図版のキャプションには、この全作品集のレゾネ番号を付するこ
ととした。 
以上、本稿は、三方面から異なるアプローチによって、小磯芸術の基礎形成について考
証を行うことによって、これまで定型句ともいえるような文言で語られがちであった小磯
芸術について、新たな側面を提示して再構成を目指すものである。 
小磯は、1930 年代において、黒田清輝に続いて西洋美術の受容に努力を傾注し、戦中は
戦争画制作に挑み続けた。画家は、意識的に西欧の伝統的な絵画理念を日本に移植しよう
と試み、「ヨーロッパの「作法」に忠実であろうとした」２９重要な画家の一人であったとい
えるであろう。性急に西洋美術の果実を取り入れることに熱中した、近代日本洋画壇を考
究する上で、本研究はその新たな断面を浮かび上がらせることを目指すものである。 
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１ 佐波甫「小磯良平を語る」（『みづゑ』美術出版社、第 391 号、1937 年 9 月号）269-285
頁、269-278 頁。 
２ 高階秀爾が黒田清輝について語った文言は、そのまま小磯に該当すると考えられまいか。
高階秀爾「黒田清輝」（『日本近代美術史論』筑摩書房、2006 年）77-116 頁、84-85 頁。 
３ 装丁、表紙画、挿絵に関してまとめた書物に『小磯良平ブックワーク』（形象社、1984
年）がある。また 1997 年に神戸市立小磯記念美術館において、「小磯良平の挿絵とデザイ
ン展」が開催されている。『神戸市立小磯記念美術館企画展 小磯良平の挿絵とデザイン展』
（神戸市立小磯記念美術館、1997 年）。さらに、研究論文としては以下のものが挙げられる
であろう。金井紀子「近代挿絵と小磯良平（戦前篇）」（『神戸市立小磯記念美術館研究紀要』
神戸市立小磯記念美術館、第 2 号、1998 年 3 月）頁や、辻智美「小磯良平の新聞・雑誌連
載小説の挿絵の研究」（『鹿島美術研究 年報別冊』鹿島美術財団、第 21号、2003年）400-411
頁。以上の研究の他に、筆者は装丁に関して、「装丁家で探す本 古書目録にみた装丁家た
ち」[かわじもとたか編]（杉並けやき出版、2007 年）を参考に調査を行い、小磯が手掛け
た装丁と挿絵の全容を本稿資料篇「文献目録」にまとめた。 
４ 宮本三郎のこと。宮本三郎（1905-1974）は藤島武二に師事した洋画家。雑誌や新聞小説
の挿絵でも高く評価された。戦時中の1940年には従軍画家として小磯と中国に同行するな
ど、小磯と関係が深い人物である。 
５ 小磯は、新美術新聞読者アンケート「’75 新春 読者が選ぶこの一点 私が推す日本画
洋画十人の作家」の洋画部門第 2 位に、ランクインした。『新美術新聞』1975 年 1 月 1 日
2 頁、「小磯良平さんの絵が好きな人は多い。十年ほど前に美術雑誌が人気洋画家のアンケ
ートをしたら、小磯さんが他の画家たちを引き離して首位だった。」吉良良夫「自然な女
性像追求 暮らしいつくしむ視線」『朝日新聞』1988 年 12 月 17 日 26 頁。 
６ 武田薬品社長を務めた 6 代目武田長兵衛が寄贈した《T 嬢の像》《洋裁する女達》《肖像》
《斉唱》《少女と猫》などの作品が、兵庫県立美術館のコレクションの核となっている。彼
らは、武田が英国留学から帰国した 1931 年頃に出会い、良き友として、また最大の支援者
として、親交を持った。また小磯は武田薬品の機関誌『武田薬報』の表紙絵を 1956 年から
1968 年まで担当し、気に入らないものは数点描き直した上で、後に『薬用植物画譜』とし
て出版された。速水豊「武田長兵衛」[小解説]（『特別展 没後 10 年 小磯良平展』兵庫県立
近代美術館、神戸市立小磯記念美術館、1998 年）81 頁。 
７ 「墓碑銘 文化勲章から六日後死去した小磯画伯夫人」（『週刊新潮』新潮社、第 28 巻 47
号、1983 年 11 月 24 日）153 頁。 
８ 竹中郁「小磯良平論」（『新美術』春鳥会、第 10 号、1942 年 6 月号）35-40 頁、38 頁。 
９ 高階秀爾、前掲書、2006 年、77-116 頁。 
１０ ここでの批評文とは以下のものを指す。 
「アカデミズムで本場の技巧を体得して居るのは小磯良平氏のみであらう。勿論アカデ
ミズムについては異論があるがアカデミツクならば本式なアカデミツクな技巧を見度い。
小磯氏は常に良い趣味のアカデミズムで其の描法なり色調に於て優れて居る。」益田義信
「帝展洋画雑感」（『みづゑ』美術出版社、第 357 号、1934 年 11 月号）304-306 頁、305
頁。 
「注意を払って確かな歩みをつゞけて来た小磯良平氏には好感は持てたが、今度の作品
は「静物」をはじめやゝマンネリズムの嫌ひはある。」「三人洋画展」（『朝日新聞』1934
年 6 月 5 日）9 頁。 
「小磯君は一部ではマンネリズムだともアカデミツクだとも云はれて居るが僕は小磯君
の態度と識見においてむしろその点を賞用したいとさへ考へて居る。一つの目標に向つて
ひたむきな同一態度で研究を続けてゐる事はともすればマンネリズムに陥つて居ると見誤
られ易いし又冒険や軽業を敢へて試みない所にアカデミツクとも称される理由があるだら
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うが要はその素質の問題がすべてを決定するのではないだらうか。分厚な地塗の上にブル
ンを基調として描き上げて行く確実さは同時に緊密な構成と相まって此上ない健康さを示
して居るがたゞ迫力の点に於いていささか弱いのが惜しまれる。向井潤吉「田村孝之助、
小磯良平、古家新三人展」（『みづゑ』美術出版社、第 354 号、1934 年 8 月号）87 頁。 
児島喜久雄は「小磯良平君の勉強は目覚ましいものである。《踊り子》《日本髪の娘》共
に全力を竭した力作である。小磯君は代表的な美術學校の秀才だらう。」と評する一方で、
次のように酷評している。「小磯君は柄にない企てなどは少しもやつては居ない。自分相
應のこくめいな寫實で行かうと努めて居るらしい。こくめい過ぎて、整理が足らないのと、
色調の差別が無いので奥行が出ないのが難である。然し一番残念なのは小磯君の作品から
生活感情がひらめかないことである。其爲にあの寫實も生命の無い色寫眞に過ぎないこと
になる。小磯君は大方寫實に追はれて感興を逸して了ふのだらう。それとも性来か。」児
島喜久雄「第二部會を觀る」（『朝日新聞』1935 年 10 月 21 日）9 頁。 
「小磯良平君の諸作は、厳格なアカデミックの技巧を外して、内容的な空虚が蔽ひ難い
アナクロニズムの悲哀を暴露してゐる点を注目しなければならない。」柳亮「新制作派展」
（『読売新聞』1937 年 12 月 21 日夕刊）4 頁。 
また、「正確な文法を身につけていても、おもしろい話はできない。そんなもどかしさ
を感じさせる仕事も少なくない。すぐれた技術がこうなるとかえって身をしばるのかもし
れない。芸術か技術か―これこそ小磯の直面している深刻な問題だ。」（「冷静な描写態度
―小磯良平素描展―」朝日新聞（1959 年 7 月 7 日 7 頁）。 
１１ 乾由明「小磯良平画伯を悼む 清澄なリアリズムに芳醇さ 西欧の古典主義を受けつぐ」
（『朝日新聞（大阪）』1988 年 12 月 17 日）1 頁、「気品の人物画・文化勲章 洋画家・小
磯良平氏が死去」（『朝日新聞（大阪）』1988 年 12 月 17 日夕刊）5 頁、「「典雅な婦人像」
追求 故小磯画伯 圧倒的な大衆人気」（『毎日新聞（大阪）』1988 年 12 月 17 日）21 頁、吉
村良夫「故小磯良平氏 おだやかな人間味 「日常」いつくしむ視線 評伝」（『毎日新聞（大
阪）』1988 年 12 月 17 日）23 頁。他にも小磯の死亡記事や、死亡に際して書かれた関係者
の記事があるが、資料篇「文献目録」を参照。 
１２ 小磯良平「私の素描」（『小磯良平素描集』朝日新聞社、1980 年）頁表記なし。 
１３ 小磯良平「絵の勉強」（『新女苑』実業之日本社、第3巻第10号、1939年10月号）154-156
頁、154-155 頁。 
１４ 辻智美「あとがき」『開館記念特別展 小磯良平の世界展』（神戸市立小磯記念美術館、
1992 年）186 頁。 
１５ 本作制作中に新制作派協会の仲間であった内田巌にあてた手紙で、小磯は次のように
述べている。「肖像画形式による人物と云ふのを 本格的にやりたいと思ってゐます まだ
だれもやれなかった様なのを 見てゐて下さい」（1840 年 7 月 13 日付書簡）、「四十号の
人物肖像一枚 どうもすっきりゆかない 肖像と云ってもアングルばりをやろうと思って細
かくやりだしたが いくらやってもアングルの充分の一にも達しない、密度が。構図も姿
勢も悪かったが 中々むつかしい。今年これ一枚をねばったのだが まあみてほしい」（1840
年 8 月 19 日付書簡）辻智美「肖像」[作品解説]（『生誕 110 年 小磯良平の世界』（神戸市立
小磯記念美術館、ふくやま美術館、郡山市立美術館、2012 年）55 頁を参照。本作のみなら
ず、小磯は影響を受けた西洋画家としてアングルを挙げることが多い。両者の関係につい
ての研究に、廣田生馬「小磯良平とアングル『ドミニック・アングル 画人傅』を中心に」
（『神戸市立小磯記念美術館研究紀要』神戸市立小磯記念美術館、第 1 号、1996 年 3 月）
25-46 頁がある。 
１６ マティスについて小磯は、「時代とともに序列を作って並べてみると、マチスの芸術が
如何に一本調子に自然に発展しフランスの伝統が純粋な形で受けつがれて開花しているで
あろう事が如実に示されていて気持いい。最初のアカデミックがマチスの個性あるデッサ
ンに発展する意味をマチスがわれわれに知らせようとしている気持を素直に受けねば駄目
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だと思う。一番大切なところだから。」と述べている。小磯良平「マチスのデッサン 初期
作品について」（『読売新聞』1951 年 4 月 28 日夕刊）1 頁。また、「ピカソの絵は抽象絵画
のどぎついものです。その中に一つの真理があります。白人の油絵の伝統の中に属してい
ます。」と述べている。小磯良平「新しいということ」（『教育美術』教育美術振興会、第
11 巻第 11 号、1950 年 11 月号）4-6 頁、5 頁。 
１７ 同所を参照。 
１８ 例えば、河北倫明、高階秀爾『近代日本絵画史』（中央公論社、1978 年）に、小磯の名
前は三度しか登場しない。最初に、渡欧した画家の一人として、次に新制作派協会の創立
会員として、最後に第二次大戦下の戦争画の作者としてである。磯辺勝は、それはこの本
が作品評価から出発していないからであり、その内容について「是非述べておかなければ
ならない小磯評価を、この本の著者は他に持ち合わせていない」としている。磯辺勝「小
磯良平展に寄せて」（『三彩』美術出版社、第 372 号、1978 年 8・9 月号）51 頁。また、土
方定一『日本の近代美術（岩波文庫）』（岩波書店、2010 年）には小磯の名は一度も出てこ
ない。最近刊行された『美術の日本近現代史―制度・言説・造型』[北澤憲昭、佐藤道信、
森仁史編]（東京美術、2014 年）には小磯の名は 11 度出てくるが、そのほとんどは日中・
太平洋戦争期に集中しており、戦後は一切登場しない。 
１９ 『小磯良平画集 1923-1970』（求龍堂、1971 年）、『小磯良平画集Ⅰ』『小磯良平画集
Ⅱ』（ともに（求龍堂、1978 年））、『小磯良平画集Ⅲ』（求龍堂、1983 年）、『小磯良平
油彩作品全集』（求龍堂、1988 年）参照。 
２０ 以上の書籍に収録の小磯の著作は以下の通りである。 
小磯良平「迎賓館壁画 絵画・音楽」『小磯良平画集Ⅱ』（求龍堂、1978 年） 
小磯良平「この薬草図鑑に美あり」「芸大回想」「石膏デッサン 技法ノート」「ジョルジュ・
ド・ラツウルからドガまで」（すべて再録）『小磯良平画集Ⅲ』（求龍堂、1983 年） 
小磯良平「上杜会のこと」「神戸山の手の話」「朝鮮の思ひ出」「新制作派協会員としての私」
「無題」「全関西 12 回展」「ジョルジュ・ド・ラツウルからドガまで」「絵の勉強」「戦争美
術私感」「4 都競粧」「藤島先生と私達」「南方絵画通信」「宮本三郎」「太田忠君の芸術」「逗
子の娘」「モデルとデッサン」「なつかしい昔の面影」「神戸と私」「自作を語る」「天性の素
描 ロートレック作『靴下を脱ぐ女』」「金山さんのことども」「東京芸術大学回想」「新制作
の仲間」「慎ましさの魅力 コロー作『真珠の女』」「この薬草図鑑に美あり」「脇田君のこと」
「彼はいつも彼の頭にある風景を描いていた」「作家の言葉」「あかずに人物を描く 先日久
しぶりに 上京」「画家の言葉」（すべて再録）『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂、1988 年） 
２１ 竹中郁「小磯良平＝人と作品」が『小磯良平画集 1923-1970』（求龍堂、1971 年）と、
『小磯良平画集Ⅰ』（求龍堂、1978 年）［再録］に収録。『小磯良平画集Ⅱ』（求龍堂、1978
年）には、竹中郁の詩「かわらぬ R.K.」が収録。 
２２ 『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂、1988 年）に収録のものも含め、現在美術館などで
用いられている小磯良平の年譜及び文献目録は、山脇佐江子が作成したものが元になって
いる。本稿資料篇の作成においても、これを参照した。 
２３ この研究紀要の中で、小磯に主眼を置いて論じたものを以下に挙げておく。辻智美「小
磯良平の作品」（『神戸市立小磯記念美術館研究紀要』神戸市立小磯記念美術館、第 1 号、
1996 年 3 月）9-23 頁・廣田生馬「小磯良平とアングル『ドミニック・アングル 画人傅』
を中心に」同書、25-46 頁・金井紀子「「洋和服の二人（みなとの祭りの日）」と小磯良平の
1930 年代の作品について」同書、47-60 頁、金井紀子「近代挿絵と小磯良平（戦前篇）」（『神
戸市立小磯記念美術館研究紀要』神戸市立小磯記念美術館、第 2 号、1998 年 3 月）11-36
頁、辻智美「小磯良平における群像表現の探究と成果《働く人びと》（1953）に至るまで」
（『神戸市立小磯記念美術館研究紀要』2008 年 3 月、第 3 号）57-84 頁、廣田生馬「小磯良
平と戦争画 従軍の記録と制作の過程」同書、9-56 頁。 
２４ 廣田生馬「内田巌と新制作派協会―猪熊弦一郎・小磯良平らとともに―」（『没後 50 年 
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内田巌展 猪熊弦一郎・小磯良平とともに』神戸市立小磯記念美術館、新見美術館、2004
年）141-149 頁、149 頁。 
２５ 「小磯良平画伯に聞く ぼくの好きなヨーロッパの画家 “小磯抒情”の源泉をたずね
て……」（『小磯良平展（神戸新聞創刊 85 周年記念）』姫路市立美術館、1983 年）頁表記な
し。 
２６ 富沢有為男「聖戦展に於ける考察と感動」（『アトリヱ』アトリエ出版社、第 18 巻第 18
号、1941 年 8 月号）69-73 頁、70-71 頁。 
２７ 高階秀爾「東西戦争画の系譜」『日本絵画の近代 江戸から昭和まで』（青土社、1996 年）
265-289 頁、279 頁。 
２８ 廣田生馬、前掲論文、2008 年。 
２９ 島田康寬「小磯良平の「絵画」」（『東京美術倶楽部カタログレゾネシリーズ 小磯良平全
作品集』求龍堂、2014 年）10-11 頁。 
 
 
  
 
第一章 室内での創作 
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第一節 室内―アトリエへの意識 
 
小磯が 1939 年に描いた《洋裁する女達》（図 1）という作品がある。ここには、三人の
女性たちがそれぞれ針を通したり、大きさを測ろうと布に手をあてたりする、仕事に打ち
込む洋裁店の様子が描かれている。ところが、画面右で重なるように描かれている黒い服
を着た二人の女性と、左で画面の縁によって切り取られた桃色のワンピースを着た女性に
注目すると、顔立ちと輪郭、髪型などが非常に似通っていることがわかる。三人とも同一
の人物であるようだ。さらに興味深いことに、女性達の背後にある鏡台の鏡の中には、本
作のキャンバスの前に座り、制作している最中の画家自身の姿が描き込まれている。鏡台
とその上に置かれた黒い帽子、左にいる女性のさも作業中に咄嗟にかけられたような肩の
メジャー、右の女性のもつ針や白い布、そしてテーブルの上にさり気なく置かれた定規や
裁縫箱も、画家が配置したものであり、このような洋裁店の光景が現実に存在したわけで
はなかったのである。 
実際に存在したのは、制作の場における画家と一人のモデルのみであった。一人のモデ
ルに異なるポーズをとらせてデッサンした上で、その異なるポーズの人物群を同一画面に
再構成するという手法、そしてそこに様々な小道具を画家が配置することによって、この
女性たちが働く洋裁店の光景を生み出したのであった。 
画家の画業と作品について考察を加える際に、重要な要素の一つに「制作の場」という
ものが挙げられるが、画家・小磯における主な制作の場とは、「アトリエ」であった。どん
な画家にとってもアトリエというのは、特別な場所の筈であるが、小磯にあっては、アト
リエが果たした役割はより大きいと考えられる。というのは、これから取り上げるように
彼は室内画を描く際にアトリエという場所性を強く意識していたと考えられるからである。
ここでは、第二章、第三章に先立ち、この視点から、彼の特徴的な作品や言葉を取り上げ、
小磯良平の作風の特質を洗い出してみたい。 
小磯は風景画を描くことが稀で、室内の人物像を数多く描いたが、勿論彼だけが室内の
制作を主とした画家だったという訳ではない。従軍の際に同行するなど、何かと小磯と関
係深い宮本三郎（1905-1974）も、室内画を数多く描いた。だが管見の限りではあるが、宮
本は、小磯のように室内での人体、つまり人物と背景の関係を描き出すことに、それほど
の関心をもっていないように見受けられる。基本的に彼の室内画における人物の背景は、
曖昧に処理される傾向があるようである。 
例えば、小磯の《日本髪の娘》（1935 年）（図 2）と、同年に宮本が描いた《手鏡》（図 3）
を比べてみると興味深い。両作品とも同じ年に、和装の女性をモティーフとして描かれて
いる。《日本髪の娘》は、1935 年の第 1 回第二部会展１に《踊り子》とともに出品した作品
であるが、本作で目をひくのは、モデルに着せている黄、赤、白のラインの入った斬新に
思えるデザインの着物である。小磯はその制作意図について語る中で、「三越デパートの百
選会というのに行きまして一番奇抜な、リボンみたいな色分けしたのが袂にはすかいに通
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っている着物を買ってきて、それを仕立てて描いた。その時分に着物を油絵で描くとどう
いうふうになるかやってみたかったので、二、三回やったのです２。」と回想している。こ
こで「三越」と言っているのは、小磯の記憶違いであり、この衣装は、高島屋が開催した
第五十三回秋の「百選会」で展示されていた優選品「流線美式天像美光縮緬訪問着」を、
小磯が購入したものであった（図 4）３。本作は、ここで得た着物を、その頃小磯のところ
へ絵を習いにきていた上田という女性に鬘などを誂えて取り組んだものだという４。 
発表当時の批評にもこの衣装に着目したものが多く見られる。加山四郎は、上記の小磯
の意図に気づき、「踊り子は難の無い従来のもので日本髪の娘に彼の新しい動向を示すもの
であらう。難點も多少見出す例へば黒き布の如きは赤と黄の縞を未だこなし切れてない。
（中略）日本材料を扱ふので、未だこなし切れぬのであらう５。」と述べる。宮本三郎も、「今
度の「日本髪の娘」は純然たる日本的モチーフをヨーロツパ風の技術で生してゐる。氏と
しては新機軸であり、注目出来る。」と述べている。しかし一方で彼は、「併しこの日本娘
が単なるモデルとして扱はれるに止らずもつと日本的な日常生活に即してゐたならばより
興味深いものとなつたらうと思はれる６。」と、描かれた女性のいる場に違和感を感じてい
るようである。また中山巍も「簡素な絵面が却つていゝ。」と評価しながらも、「此顔だけ
の部分を一枚の小品に切り取つて見れば随分甘い繪になりさうだが全体を鑑賞すれば甘い
繪とは違ふ７。」と述べ、絵の全体を見ると「甘い繪」ではないと言う。彼らはこの日本髪
の娘の背後に、ここがアトリエであることを示す白いカンヴァスが立てかけてあることに
気付いていたのではないだろうか。 
実は同様の例は、小磯の他の作品でも見られる。《踊り子》（1940 年頃）（図 5）でも、人
物の背景に新しい白のキャンバスが立てかけてあることが、アトリエ内の光景であること
を示唆する。また、小磯がアトリエにある附属物を作品中に描き込んだ例も少なくない。《踊
り子》（1935 年）（図 6）などには、現在、写真でのみ確認できる戦前の山本通りのアトリ
エにあった大きな窓が描かれている（図 7）。《化粧》（1936 年）（図 8）や《窓辺》（1937
年）（図 9）には、モスグリーン色の窓の鎧戸が描かれているが、これは小磯が好んでアト
リエに用いたものであった８。つまり、以上の小磯の室内画の構成や背景では、アトリエに
おいて制作されたものである形跡が残されていると、述べることができる。 
一方、宮本の《手鏡》では、女性が髪型を整える姿をクロースアップして捉え、背景と
の関係について曖昧な処理を施している。そこがアトリエであるかも判然としない。そし
て彼が晩年に数多く描いた裸婦においては、背景に幻想的・抽象的ともいえる処理が施さ
れるに至る。ただ室内で編み物をする女性が描かれた《編み物》（1945-48 年頃）（図 10）
のように、宮本が日常的な場面を作り出した例もあるが、あくまで家庭の一情景に見せる
ために、女性の周囲に小道具を配置することによって、架空の光景を作り出している。こ
れに対して、小磯は作品中にアトリエ内の画材などの道具類などをそのまま描き込み、ま
た、《洋裁する女達》（図 1）で用いたような独特
’ ’ ’
の手法
’ ’
や、描いている画家自身の姿を登場
させることによって、そこに現実のような光景が描かれていても、それがアトリエで創作
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されたものであることを観者に意識させるのではなかろうか。 
小磯自身はアトリエで人体を描く事に関して、次のように言っている。 
 
人体は画家のアトリエで描かれる。アトリエには画架もあり、椅子もあり、テーブ
ルも窓もある。人体は椅子によっている、椅子との関係、背後の窓との関係、その関
係を考えなければ人体は存在しない。そのように考えられて、西欧の絵画は合理的に
その組みたてで描くことが発達して来ている。今日までの絵の構造も、それによって
出来ているわけである。画架やテーブルと人体の位置関係は、そのまま空間を感じさ
せるし、またカンバスの平面を区切るそれらの線は、カンバスの平面を構成させる有
力な色面となって役立っているのである。いわゆるコンポジションということである９。 
 
この言葉にある様に、小磯は《日本髪の娘》において、背景を曖昧に処理している宮本
の《手鏡》とは異なり、そこがアトリエであることを示唆する白いカンヴァスを人物の背
景に置き、また、少し俯瞰的に女性を捉えていることから、室内の三次元空間の中にどの
ように人体と背景そして附属物を配置して、その関係性を作り出すかに随分関心を払って
いるのである。結果として小磯の作品には、アトリエで制作されたことを観者に意識させ
るものが、多く見受けられるのではないだろうか。 
またアトリエは、小磯の追求したい表現世界を深める場所でもあった。彼は初期から晩
年にいたるまで一貫して女性像を描き続けたが、特に 1960 年代後半から最晩年にかけて、
室内で、その多くは 4 分の 3 正面を向いて座する若い女性像を数多く描いた。それは、室
内で同じモデルに同じ衣装を着せて、一度や二度ではなく六度、七度と繰り返された（図
11～図 18）すでに大家として名を馳せていた小磯の室内の女性像は、美術雑誌に掲載され
ている画廊の広告にもよく見られる。画商の売買の対象になりやすいこうした一連の作品
は、需要に応じて描かれたのではないか、と思う人がいるかもしれない。しかし小磯は、
数多くの女性像を描きながら女性のポーズや捉える角度、周囲に配する小道具などに少し
ずつ変化もつけていた。 
一連の室内の女性像を描き始めた時期である 1968 年に、小磯は次のように述べているの
である。 
 
デッサン（素描）は描く方の頭の中に理想像のようなイメージが出来ていなくては
ならない。対象にこだわることはない。（中略）対象であるモデルは、あくまで参考品
でなければならない。描く人が対象からイメージを引きだすという根本的な態度がき
まっているのであれば、それに従い、それを参考にして、自己の持っている理想の形
態を造型することに熱心でなければならない１０。 
 
また、1977 年に小磯は理想の女性像のイメージについて、 
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・・・ぼくの場合は、頭の中にもやもやと夢みたいにひとつの女性像が棲みついて
いるのだな。神戸に生まれて、若いころから外国に行ったり画集を見たりしているう
ちに、いつの時代のどこの人ともいえない、ぼくの理想像ができ上がってしまったら
しい。いったい、どんな女性が？と問い詰められても、また困るんだが、外国のいい
絵に出てくる女性の。あの雰囲気が出ないものかと思うのです。モデルを使うのは、
その中から自分で納得したものを頭の中で組み立て、自分のイメージに近寄せて描く
ための、ひとつの方便ですね１１。 
 
と語っている。 
懇意の女性を描いた最初期の《T 嬢の像》（1926 年）（図 19）は、小磯の出世作である
とともに、画家が追求した女性像の先駆けとされるが、実際の人物の雰囲気を表現し、室
内の背景と女性の関係、そして女性を捉える視点の近さと、女性の椅子の背に深く凭れか
けるリラックスした姿勢によって、画家との親密な雰囲気を感じさせる。だが晩年の室内
の女性像の顔は、異なるモデルを描いていてもどの作品でも似通ってくる。小磯はモデル
を使いながらも、その女性の個性に関心はなく、頭の中に一貫して理想の女性像をもって
おり、アトリエにおいて静かに座るモデルの姿を小道具やアングルなどに少しずつ変化を
つけ繰り返し描きながら、その理想のイメージを追求していたのかもしれない。そして女
性像の理想のイメージは、小磯が見た西洋の絵画に描かれた女性であった。晩年には古く
から親交のあった武田長兵衛や親友の竹中郁、妻貞江の相次ぐ死を経験し、また自身の体
調不良により人と会話することを厭うようになっていった。結果、画家はますます室内に
閉じこもったが、かえってその世界は深まっていったと考えられる。アトリエは小磯にと
って創造の場であったが、もはやアトリエと人物、両者の関係性はほとんど眼中にはなく、
小磯の関心は眼の前のモデルを通して見る理想の女性像の美と、家具、帽子、コスチュー
ム、そして楽器や人形など様々な小道具をモデルの周囲に配置し、その世界を豊かにする
ことに向けられていったのである１２。 
小磯においては一連の女性像を描き始める以前より、もともと一人のモデルを何年と続
けて使う習慣があったのだが、1953 年の時点で「私のモデル 竹中郁君」という文章の中で、
「慣れると気心がわかって仕事がしやすい」し、「自分の描きたいモデルに出会うことがあ
っても、その人がモデルになってくれるかどうかわからない場合、また全く知らぬ人をツ
テを求めて交渉するなんてことはおっくうにもなるし、新しい人に初めて会ってすぐ絵を
描くことは、大変気を使うのでいやなのだ、それでつい同じモデルを使う１３。」と述べてい
る。冒頭で挙げた《洋裁する女達》に見られたように、一人のモデルにポーズをとらせ、
それらを同一画面上に組み合わせることによって群像を描く方法を用いたのも、このよう
な心理的要因が理由の一端にあったのかもしれない。しかし何よりも、慣れたモデルを使
うと、「そのからだつきや顔の構造を通して、私の欲するフォルムを引き出しやすい」、「私
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は、モデルにはただモデルであるだけで、描きたいものは頭の中にある。モデルにはただ
その参考だということで描いているのだ１４。」と語っていることが、重要であろう。このよ
うな室内での創作は、本研究で取り上げるドガ受容、戦争画制作の時代にも基本的に行わ
れることになるのである。 
 
第二節 群像表現と《二婦人像》の解釈に関する考察 
 
本章冒頭で《洋裁する女達》（図 1）を例に見たように、小磯は群像画を描く際に、一人
か二人のモデルに異なったポーズをとらせるか、見る角度を変えて複数のデッサンをとり、
それらを同じ画面に構成して描くという方法を頻繁にとった。しかも小磯は、それらの人
物たちを同じ顔で描き、一人のモデルのポーズを合成していることを、画中にそのまま残
した。この小磯のスタイルによって、絵画空間が、画家がデッサンに基づいて構成するこ
とによって、創られるものであるということが示されているであろう。そしてこの手法は、
次章以降で取り上げる《練習場の踊子達》（1938 年）（図 20）《踊り子群像》（1939 年）（図
33）《兵馬》（1939 年）（図 34）《斉唱》（1941 年）（図 35）など、数々の作品で用いられる
ことになるのである。 
この手法に関しては、従来の小磯研究において指摘はされているものの具体的に論じら
れたことはそう多くない。岡泰正はこの方法は決して特殊なものではなく、歴史を遡れば
アントニオ・デル・ポッライオーロ（Antonio del Pollaiolo, 1429/1433-1498）の《裸の男
たちの戦い》（1470 年代）（図 21）にも見られるように古くから行なわれて来たことである
と、直接的な影響関係には触れずに絵画史上に位置付ける旨の指摘をしている１５。 
一方、辻智美の場合は小磯がこの手法を最初に用いた作品として《二婦人像》（1931 年）
（図 22）を挙げ、ここに 1928-30 年の滞欧期にルーヴル美術館を訪れた際に、小磯が佇立
して見ていた１６というシャセリオーの《姉妹》（1843 年頃）（図 23）の影響を見ている１７。
シャセリオーは、身体のサイズ、外観、身につけているコスチュームも同じ二人の姉妹を
描いていた。 
《二婦人像》は、1931 年の第 12 回帝展１８に出品された作品であるが、現在は所在不明
となっている。そのために辻は白黒の図版でしか確認することができないことを述べた上
で、小磯がこの二人の女性の個性を消し去り、外観や身に付けている衣装を同じにするこ
とで、画面に統一感をもたらしていると指摘し、ここに小磯の群像画において用いられる
ようになる例の手法が決まったと指摘する１９。そしてこれが、「《二人裸婦》（1949 年）《二
人の女》（1955 年）（図 24）のような作品にフーガとなってあらわれ、やがて大作の群像表
現をも成立させた」という２０。また、群像表現だけではなく、小磯は 1950 年頃から 1960
年代前半までの作品でしばしば、古代ギリシア風のコスチュームをモデルに着せたが（図
24）、《二婦人像》がその最初の例であり２１、人物のポーズや、その背後にある暖炉のよう
なものがつくり出す線、「モノトーンを思わせるシンプルな色調」などに、古代ギリシアの
18 
 
レリーフの影響を見ている２２。 
確かに本作の白黒の図版を見ると、「モノトーンを思わせるシンプルな色調」であり２３、
外観や身に付けている衣装を同じにすることで、画面に統一感をもたらし、またギリシア
風のコスチュームをモデルに着せた最初の例であるという、指摘は妥当に思える。しかし
筆者が調査の過程で得た、本作のカラー図版が印刷された絵葉書の写真（図 25）を確認す
ると、二人の女性はそれぞれ異なる色の衣装を身に付けていることがわかった。容貌や髪
型も異なっているように見受けられる。むしろ小磯はそれぞれの人物を描き分けようとし
ているのではないだろうか。また、かたちはギリシア風のコスチュームのようであった衣
装も、色を見るとそれを意識していたようには思えない。この絵葉書では印刷が粗く、色
合いが強く出ている可能性も否定できないが、本作が発表された当時の批評でも、「女のコ
スチュームや扮装に嫌味なエキゾチシズムの匂ひが多分にあって、気取った有閑藝術の弱
点を暴露してゐる２４」と評されていることから、後に小磯がよく描いた白のギリシア風の
衣装とは、異なるものであったことがわかる。小磯作品にこのような衣装がよく見られる
ようになるのは 1950 年頃からであり、《二婦人像》を最初の例とみなしては、この時間の
隔たりにも説明がつきにくいのではなかろうか。 
また、女性たちの背後にある暖炉のようなものがつくり出す線とレリーフの線との類似
の指摘に関してであるが、この暖炉か飾り棚か判然としないものは、当時小磯が制作を行
っていた山本通のアトリエに実際に存在したものであることが確認されている（図26）２５。
同じ時期に手がけた《横たわる裸婦》（1931 年）（図 27）でも小磯はこれを描き込んでいる。
第一節で述べたように、小磯は作品中にアトリエ内の画材や道具、窓や装飾品などをその
まま描き込むことがよくあった。しかも気に入ったモティーフは何度も作品の中に登場す
るのである。例えば、《コスチューム》（1935 年）（図 28）で女性が身に付けている青と桃
色の衣装は、「19 世紀風のつもり」で、小磯がこの女性と一緒に考案したもので、「後々ま
でよく用いたものだが焼けてしまつた。」という２６。確かに、当時小磯はこの衣装を気に入
っていた様で、《踊り子》（1935 年）（図 6）や第二部会に出品した《踊り子》（1935 年）（図
29）などに、人物の背後の台や椅子に置かれている。また、《コスチューム》で描かれた鏡
台と、その上に置かれた黒電話はそのまま、《舞踊家》（1934 年）（図 30）に再度登場して
いる。 
これまでの作品の分析からわかるように、小磯は、室内の三次元空間の中での人体と背
景、そして附属物の関係性に関心を払っており、アトリエ内にある様々な道具や装飾品を
画面に配することによって、絵画を構成し作品を創り上げたのであった。よって、《二婦人
像》の暖炉のようなものに関していえば、当時単純にこのかたちを気に入っていたために
描いたと考える方が自然であるように思える。 
一方、小磯がシャセリオーの《姉妹》の似通った二人の女性を並べる表現を見て、同一
人物の異なったポーズを画面に構成するアイディアを得たという点、そしてここから《二
人の女》（1955 年）（図 24）のような作品を描いたということは否定できない。1983 年と
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いう最晩年に至っても小磯は好きな西洋画家について語るなかで「ヨーロッパ滞在中、た
くさん見た画家の中で、感心した一人にアングルの弟子シャセリオがあります。ルーブル
にシャセリオのきれいな姉妹の絵がありますね。（中略）あのべっぴんさんの魅力にとらわ
れたんです２７。」と本作について言及しており、また《二婦人像》から四年後の《コスチュ
ーム》（1935 年）（図 28）について語るなかでも、この時期シャセリオーが「大変すきだつ
た」と回顧し２８、描く顔のモデルと似たところがあるとして、このフランスと日本のハー
フの女性を描いたことを明かしている。これらのことからも、確かに彼の中で印象深い作
品の一つであったことが察せられるからである。だが、《姉妹》が大作の群像表現をも成立
させたという点はどうであろうか。 
小磯は、《二婦人像》の五年後に第一回新制作派展に出品した《憩う》（1936 年）（図 31）
においても、同一人物を描いていると見られ、《人々》（1937 年）（図 32）に関して西村は、
中央にいる少年のモデルとなったという K 氏の証言を取り上げ、中川郷一郎や小松益喜が
加わっていたことの他に女性のモデルが二人分のポーズをとったことを明らかにしている
２９。だが、これらの作品は同じ手法が用いられていても、《練習場の踊子達》（1938 年）（図
20）などとは別の性質をもつものであると筆者は考える。《憩う》《人々》においては、同
一の人物を画面に複数配置している点で、小磯がこの技法に取り組んだ実験的な作品と考
えられるが、それぞれが身に付ける衣装は異なっており、また、《練習場の踊子達》とは違
って、それらが画面の中にリズムよく配置されている訳でもなく、絵画で与えられた役割
に従って、別個の人物としてポーズをとっているようである。一方《練習場の踊子達》で
は、ポッライオーロともシャセリオーの《姉妹》とも、それまでの小磯の群像画とも性格
が異なり、同一のモデルの様々なポーズが組み合さっているために、その変化と同時に時
間的な経過や、変化による動きといったものを感じさせるのである。つまり、小磯の群像
画が《練習場の踊子達》そして《踊り子群像》（1939 年）（図 33）や《兵馬》（1939 年）（図
34）、群像画の一つの到達点と評される３０《斉唱》（1941 年）（図 35）のような作品に発展
していくには、また別の導因が必要だったのではないだろうか。筆者はこれこそがエドガ
ー・ドガ（Edgar Degas, 1834-1917）の受容であったと考えている。この問題については、
次章で詳しく取り上げることとしたい。 
 
                                                   
１ 第 1 回第二部会展は、1935 年 10 月 15 日-11 月 10 日 東京府美術館、同年 11 月 20 日-
翌年 12 月 1 日 大礼記念京都美術館で開催された。 
２ 小磯良平、 桑原幹根、長谷川仁、長谷川徳七、橋本尚「新春炉辺 小磯さんと語る」[座
談会]（『繪』日動画廊、第 72 号、1970 年 2 月号）2-12 頁、3-4 頁。 
３ 高島屋は、シーズンの趣意や流行色を決定し、それに基づいて全国の染織製造業者が出
品して審査を行う百選会なるものを開催し、流行の指導機関たる役割を担っていた。実際、
本文中で取り上げた以外にも、当時の批評には、この斬新なデザインの着物に関心をもち、
言及したものがかなり見られる。佐波甫は、「「日本髪の娘」の方は顔や手こそ人形のやう
であれ、調度衣装などは前者より色も見事に克明に美しく描けてゐるかうしたものを描か
しては優秀な選手の一人といへよう。」と、小磯のコスチュームの描き方を称賛する。佐
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波甫「第二部会展評」（『美之国』美の国社、第 11 巻第 11 号、1935 年 11 月号）36-47 頁、
43 頁。荒城季夫は、「いゝ意味に於けるアカデミズムである。流石に若い人だけあつて、
感情の輝きもある。この丹念な描写、細密のやうに見えて実はある程度まで省略のある、
効果のうまさは洵に獨自である、殊に日本娘の黒衣の派手な顔面のメーキャップの対照、
白い足袋、白いハンケチ、黄赤のショールなど、効果を心得ての技巧は冴えたものである。
この人はいつも人物そのものよりもコスチュームや附属物の描出に力を注ぐ為め、人物画
として人間の個性的な表現に缺くる憾みはある 。」と指摘している。荒城季夫「第二部会
を観る」（『美之国』美の国社、1935 年 11 月号、第 11 巻第 11 号）32-35 頁、34 頁。 
４ 日本のきもの姿を描きたいと思っていたところ、たまたま案内状をもらって出かけた高
島屋百選会の長堀店に展示されていたものを百二、三十円で購入したという。小磯良平
「日本髪の娘」（『百選会百回史 1906-1971』高島屋本社業務部、1971 年）170 頁。また同
書には、竹中郁や宮本三郎なども文を寄せており、当時の高島屋と文学・美術関係者との
交流が窺える。 
５ 加山四郎「第二部管見」（『美之国』美の国社、第 11 巻第 11 号、1935 年 11 月号）47-51
頁、51 頁。 
６ 宮本三郎「二部会評」（『みづゑ』美術出版社、第 369 号、1935 年 11 月号）368-372 頁、
372 頁。 
７ 中山巍「二部会展に就て」（『読売新聞』1935 年 10 月 23 日）10 頁。 
８ この色は神戸に建ち並んだ異人館の外壁を彩っていたものでもあった。《窓辺》につい
て小磯は、「窓のあたりをつゝむグリベールの空気と黄色の着物と肌色に爪と唇のルージ
ュ。窓枠の直線と人体の柔い線等楽しく仕事しました。」と述べている。小磯良平「窓辺」
（『みづゑ』美術出版社、第 391 号、1937 年 9 月号）268 頁。 
９ 小磯良平「人体デッサン 絵画の組立て」（『アトリエ』アトリエ出版社、第 484 号、1967
年 6 月号）34-53 頁、36 頁。 
１０ 小磯良平「人体デッサンのコツをつかむ法」（『アトリエ』アトリエ出版社、第 498 号、
1968 年 8 月号）3 頁。 
１１ 小磯良平「“べっぴんさん”がいない」（『素敵な女たちよ！』朱鷺書房、1977 年）6-11
頁、6-7 頁。 
１２ 1993 年に、小磯の絵画に描かれたアトリエ内の人形や道具などの様々なモティーフを
テーマにした展覧会が開催されている。「特別展 絵画とモティーフ 室内を描き続けた画
家 小磯良平のアトリエより」神戸市立小磯記念美術館、1993 年。 
１３ 小磯良平「私のモデル 竹中郁君」（『朝日新聞』1953 年 3 月 21 日）6 頁。 
１４ 同所。 
１５ 岡泰正「アトリエからの贈りもの 神戸市寄贈の小磯作品をめぐって」（『受贈記念特別
展 小磯良平展 いま、べールをぬぐ小磯芸術』[神戸市立博物館編]神戸市スポーツ教育公社、
1990 年）119-129 頁、126 頁。 
１６ 竹中郁「小磯良平論」（『新美術』春鳥会、第 10 号、1942 年 6 月号）35-40 頁、37 頁。 
１７ 辻智美「小磯良平における群像表現の探究と成果《働く人びと》（1953）に至るまで」
（『神戸市立小磯記念美術館研究紀要』2008 年 3 月、第 3 号）57-84 頁、63-64 頁。 
１８ 第 12 回帝展は 1931 年 10 月 16 日-11 月 20 日東京府美術館、同年 11 月 27 日-翌年 12
月 11 日京都・岡崎公園勧業館において開催された。 
１９ 辻智美、前掲論文、2008 年、62-64 頁。 
２０ 同論文、64 頁。 
２１ 同論文、62 頁。 
２２ 同所。 
２３ 竹中が本作について言った「ヴァルウルに乏しい貧作な様に印象される」という証言を
根拠にしているが、辻はこれを「色彩の豊かさに乏しい」と解釈している。同論文、63 頁。 
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２４ 荒城季夫『アトリヱ』1931 年 11 月号、『日展史 10』[日展史編纂委員会企画・編集]
（日展、10 巻、1983 年）512 頁。 
２５ 『特別展 小磯良平生誕 100 年記念 小磯良平の青年時代』（神戸市立小磯記念美術館、
2003 年）93 頁。 
２６ 小磯良平「自薦未発表画五十一人集（21）コスチューム」」（『アサヒグラフ』朝日新聞
社、1397 号、1951 年 5 月 23 日）22 頁。 
２７ 「小磯良平画伯に聞く ぼくの好きなヨーロッパの画家 “小磯抒情”の源泉をたずね
て……」（『小磯良平展（神戸新聞創刊 85 周年記念）』姫路市立美術館、1983 年）頁表記な
し。 
２８ 小磯良平、前掲文、1951 年、22 頁。 
２９ 西村規矩夫「「小磯良平の青年時代」点描―その揺籃期から新制作派協会成立期まで：
人物画を中心として―」、前掲図録、2003 年、6-12 頁、11 頁。 
３０ 西田桐子「斉唱」[作品解説]（『特別展 没後 10 年 小磯良平展』兵庫県立近代美術館、
神戸市立小磯記念美術館、神戸新聞社、1998 年）84 頁。 
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図版 
 
 
 
 
（図 1）小磯《洋裁する女達》1939 年 油彩・カンヴァス 72.5×60.5cm   
兵庫県立美術館  o-0192 
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（図 2）小磯《日本髪の娘》1935 年 
162.1×130.3cm  油彩・カンヴァス  
韓国国立中央博物館  o-0099 
（図 3）宮本三郎《手鏡》1935 年 
油彩・カンヴァス 所在不明 
（図 4）第五十三回秋の百選会 
優選品「流線美式天像美光縮緬訪問着」 
（『百選会百回史 1906-1971』高島屋本社業務部、
1971 年）31 頁より。 
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（図 5）小磯《踊り子》1940 年頃 
71.7×40.6cm  油彩・カンヴァス  
神戸市立小磯記念美術館  o-0219 
 
（図 7）小磯の戦前の山本通りのアトリエの写真 
『特別展 小磯良平生誕 100 年記念 小磯良平の青年時
代』（神戸市立小磯記念美術館、2003 年）93 頁より 
 
（図 6）小磯《踊り子》1935 年 
72,7×50.6cm  油彩・カンヴァス 
神戸市立小磯記念美術館  o-0095 
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（図 8）小磯《化粧》1936 年 
油彩・カンヴァス  161.0×111.0cm 
o-0119 
  
（図 9）小磯《窓辺》1937 年 
油彩・カンヴァス  72.3×60.3cm  o-0140 
 
（図 10）宮本三郎《編み物》1945-48 年頃 
油彩・カンヴァス 宮本三郎記念美術館 
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（図 14）小磯《婦人像》1974 年頃   
41.5 × 52.0cm  油彩・カンヴァス 
o-1063 
 
（図 13）小磯《婦人像》1974 年   
         o-1061 
（図 11）小磯《婦人像》1974 年   
73.0×50.0cm   油彩・カンヴァス 
o-1059 
（図 12）小磯《裁縫する女》1974 年   
90.0×60.0cm   油彩・カンヴァス 
o-1060 
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（図 16）小磯《婦人像》 
53.0×45.5cm  o-1065 
（図 15）小磯《婦人像》1974 年頃   
65.1 × 53.4cm  油彩・カンヴァス 
o-1064 
 
（図 17）小磯《婦人像》1974 年   
41.5×32.0cm   油彩・カンヴァス 
o-1067 
 
（図 18）小磯《婦人像》1974 年頃   
45.5×37.9cm   油彩・カンヴァス 
o-1068 
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（図 19）小磯《T 嬢の像》1926 年  
 油彩・カンヴァス  116.8×91.0cm   
兵庫県立美術館  o-0023 
（図 20）小磯 
《練習場の踊子達》1938 年  
油彩・カンヴァス  
191.0×180.0cm  
東京国立近代美術館  o-0172 
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（図 21）ポッライオーロ 
《裸の男たちの戦い》1470 年代 
版画 42.8×61.8cm 
ウフィッツィ美術館 
（図 22）小磯《二婦人像》1931 年 所在不明  o-0048 
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（図 23） シャセリオー《姉妹》 
1843 年頃  油彩・カンヴァス  
180×135cm  ルーヴル美術館 
 
（図 24）小磯《二人の女》1955 年 
91.0×72.5cm  油彩・カンヴァス 
神戸市立小磯記念美術館  o-0509 
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（図 25）《二婦人像》の絵葉書（神田美土代町堂ノ四四美術工芸会発行） 
 
（図 26） 
小磯の戦前の山本通りのアトリエの写真 
『特別展 小磯良平生誕 100 年記念  
小磯良平の青年時代』 
（神戸市立小磯記念美術館、2003 年） 
93 頁より 
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（図 27）小磯《横たわる裸婦》1931 年 73.1×116.8cm  油彩・カンヴァス 
神戸市立小磯記念美術館  o-0049 
 
 
（図 28）小磯《コスチューム》1935 年  
油彩・カンヴァス  162.1×130.3cm 
リーガロイヤルホテル（大阪） 
o-0092 
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（図 29）小磯《踊り子》1935 年 
油彩・カンヴァス  162.1× 130.3cm  
o-0094 
（図 30）小磯《舞踏家》1934 年 
         o-0074 
34 
 
   
 
 
 
 
 
 
（図 33）小磯《踊り子群像》1939 年 50.5×72.5cm  油彩・カンヴァス o-0198 
 
（図 31）小磯《憩う》1936 年 
所在不明  o-0112 
（図 32）小磯《人々》1937 年  o-0130 
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（図 34）小磯《兵馬》1939 年 油彩・カンヴァス 所在不明  o-0207 
（図 35）小磯《斉唱》1941 年  
油彩・カンヴァス  
100.0×80.5cm   
兵庫県立美術館  o-0227 
 
  
 
第二章 エドガー・ドガの受容 
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小序 
 
日本近代の洋画史の展開のなかで、印象派及びポスト印象派の受容とその影響が重要な
役割を果たしたことは論を俟たない。ただドガ（Edgar Degas, 1834-1917）においては、
ルノワール（Pierre-Auguste Renoir, 1841-1919）やセザンヌ（Paul Cézanne, 1839-1906）、
ゴッホ（Vincent Willem van Gogh, 1853-1890）のように圧倒的な支持者をもつことがな
かったと理解されている１。 
陰里鉄郎は、1988 年に三重県立美術館で開催された「ドガ展」の展覧会図録に収録され
た論文で、ドガの芸術が日本でどのように紹介されてきたかを、1868 年から 1930 年頃の
雑誌等文献を調査した結果に即して検証している２。陰里によると、「ドガ」の名を見出す
もっとも早い例は、1902 年に久米桂一郎（1866-1934）が書いた文章においてであるとい
う。ただ久米は、1900 年のパリ万国博におけるフランス美術 100 年展について報告するな
かで「ドガス，ルノアール，モネ，ピサロ，セザンヌ」という様に、画家の名前を列挙し
ているだけであった。また、同じ時期に形成された大原コレクションにもドガの作品は含
まれていない。よって、1900 年の一桁代にはほとんどドガの紹介文献はなかった。その後
1922 年には東京で開催された仏蘭西現代美術展覧会において、ドガの踊り子や浴女の油彩
画、パステル画、彫刻が展示されたが、作品について際立った論争はほとんどなされず、
陰里は、ドガについて注目を注ぐことになったのを第二次世界大戦後とし、その契機を小
林太市郎の『北斎とドガ』（全国書房、1946 年）にみる。 
陰里の論考は日本におけるドガ受容の流れを、まとまった形で紹介した唯一の論考であ
るが、具体的な作品分析に基づいた検討はされていなかった。しかし近年の研究で、平石
昌子が和田三造（1883-1967）や佐藤敬（1906-1978）、宮本三郎（1905- 1974）、そして小
磯などの洋画家を取り上げ、彼らの作品を検証してドガから何を学んだのかを論じるとと
もに、それぞれの画家たちの受容の仕方の違いにも触れている３。ただ他にも、日本の洋画
家たちの作品にドガの影響を振り返るならば、いくつかの例が見出せるであろう。金山平
三（1883-1964）は所有の絵葉書からドガに関心をもっていたことが確認され、《習作（男
女坐像）》（1913-15 年頃）（図 1）にドガの《アプサント》（1876 年）（図 2）の影響をみる
指摘もある４。しかし金山の場合関心をもったのは滞欧中の一時期に過ぎず、以後の作品に
は見られない。また中澤弘光（1874-1964）の場合は、ドガの芸術を直接的に反映させた、
身体の一部が切断された踊り子を描き出しているが、筆者の知る限りでは、エミール・ゾ
ラ著『女優ナナ』５の表紙絵として描いたときのみであった。つまりこれらの画家たちによ
るドガの摂取は極めて限られた範囲に留まっていたと考えられる。 
一方で小磯の場合、ドガに学んだ踊り子のモティーフを 1934 年から 1970 年頃まで描い
ていた。当初より批評家からドガの影響を指摘されており、その摂取は小磯の作品を特徴
づけるほど大きなものになっていくであろう。彼はドガのカタログ・レゾネ、数種の画集
のほか、デッサンの複製や写真など多くの資料を所有していた。死後残った蔵書の中でも、
38 
 
ドガに関する資料は、他の画家の資料に比べて豊富であることも指摘され６、そればかりか、
彼の編著になる画集や技法書、美術雑誌に発表した小文において、ドガの画風や技法、そ
の作品について小磯が解説を加えたことが確認できる７。そのため、従来の小磯研究におい
ても、その影響や関連性は幾度となく指摘されてきた。しかしながら、それらの多くは断
片的な指摘に留まり、十分な論及がなされたとは言い難い。 
本章では、小磯の作品に関する批評文や、画家の言葉を取り上げながら、彼が何を課題
とし、何故ドガ受容に取り組んだかについて考察する。まず第一節で小磯とドガの出会い
について述べるが、ここでは「秀才」「何から何までとんとん拍子で、幸運児」「おだやか
な人物」とされ、従来あまり語られなかった、小磯の焦りや苦悩に触れ、その画業と小磯
像の再構築をもう一つの目的とする。次に小磯がドガから何を学び、研究し、どのように
自らの芸術に実践したかを、第二節、踊り子のモティーフ、第三節、群像表現、そして最
後の第四節でモティーフの切断技法を取り上げて、それぞれ考察する。また、以上の三点
から両者を比較することによって、小磯芸術の特徴の抽出も目指したい。 
 
第一節 小磯とドガの出会い 
 
小磯は、日本での海外美術展や美術雑誌の西洋美術の紹介記事等とは関係なしに、家庭
の環境により幼い頃から海外から取り寄せた美術書や画集、複製を見る機会があり、最終
的には 2300 冊にものぼる数多くの美術書を所有８していた。小磯のドガとの出会いに関す
る証言が残っておらず、また小磯所蔵の画集や書物の全容が明らかにされていない現状で
は、小磯がいつ何を見てドガの作品を知り学んだのか明確にできないが、本節では神戸に
生まれてから新制作派協会結成までの画業とともに、ドガとの出会いに関して考察するた
めに出来る限りの情報をとりあげて整理したい。 
小磯が生まれたのは、国際港湾都市神戸であり、父岸上文吉は貿易商を営んでいたとい
う。また、キリスト教に奉じていた家庭の影響から外国の文化に触れる機会があった。「す
べてが當時の教養ある新時代の家庭、如何にも西洋と取引する貿易商の一家とはかかるも
のかと感ぜしめた９。」と年来の親友竹中郁（1904-1982）が語るように、神戸という環境に
いて、裕福な家庭の中で、ぬくぬくとその感性を育てていったのであろう。油絵を描くな
ど美術に深い関心をもっていた兄格之助は、ルノワールやゴッホ、セザンヌの絵の複製や、
ピカソやクレーの画集を取寄せたというが、小磯や竹中が語るこのエピソードにドガの名
は出てこない。1921 年、18 歳のときには大原孫三郎（1880-1943）が初めてコレクション
を公開した第 1 回現代仏蘭西名画家作品展覧会１０に竹中とともに行き、初めて西洋絵画の
実物を見たが、ここにもドガ作品は展示されていなかった１１。 
このような環境に育ち、画家になることを決意した小磯は、18 歳のときに中学校の卒業
式が終わるや否や上京し、20 日ほど試験対策を行って東京美術学校西洋画科に合格したと
いう。ここで後の新制作派協会の仲間となる猪熊玄一郎（のち弦一郎）（1902-1993）らと
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も出会うのであった。ところが、入学した翌年に父文吉が急逝し、以後、遠縁の小寺謙吉
（1877-1949）の庇護のもとで学業を続けることになる。彼は、一代で巨万の富を築いた資
産家・小寺泰次郎（1836-1904）の長男であり、三田学園の創設者で、後に神戸市長を務め
る人物であった。 
竹中はこの小磯の環境の変化について次のように述べている。 
 
彼のそれまでは順調な良い環境の連続であった。ところが、幸か不幸か、彼は父に
代る或る人の庇護で学業をつづけて行かねばならなくなった。これが彼を若いながら
に人生の一部に直面を余儀なくさせ、絶えざる緊張と刺戟とを彼のなかへ送り込んだ
のである１２。 
 
1926 年、22 歳のときに小寺の媒介により、大日本製薬業社長小磯吉人と小寺謙吉の姉、
英の養子となる。小磯が画家を生業とするつもりであることを、承知の上での受け入れで
あった。岸上から小磯の名字に変わったのはこのときのことである。吉人・英夫婦は神戸
のキリスト教系の名門頒栄幼稚園の創設に尽力しており、また岸上家と同様にキリスト教
徒であった。しかしひと月も経たないうちに、吉人は死去。以後は英の支えにより、学業
と画業を続けることとなる。 
ここで小磯には、自分を受け入れてくれた小磯家を継ぎ、画家として成功を収めなけれ
ばならないという「絶えざる緊張と刺戟」故のプレッシャーがあったと考えられる。実は
小磯は、東京美術学校の学生時代の初期には勢いのある筆致で女性を描いていた（図 3）１３。
しかしこの環境と心境の変化が影響を与えたのか、彼は 1926 年の第 7 回帝展１４に、それ
までとは打って変わった画風で、《T 嬢の像》（図 4）を出品するのであった。竹中郁は「こ
の絵は今から回想しても可なりの快作で、遺憾なく彼の特性図版を具へて」おり、後年の
小磯の集大成を先見させると評した１５。ここに描かれているのは、小磯の又従姉妹に当た
る落合敏子というクリスチャンで１６、場所は美校 5 年生の自宅研修の時期を過ごすことに
なった養家の小磯家の洋室の応接間であった。本作を出品した第 7 回帝展の開催時期が 10
月であったことから逆算すると、本作は夏頃に描かれたことが推察されるが、女性の肌の
色は、同時期に同じモデルを描いた《和装婦人》（図 5）に比べて白く１７、淡い青の花柄で
彩られた白の着物を着ており、涼しげである。井汲清治は当時この着物の布地の表現に注
目して「あの白っぽい単布のうすさ、光沢、そして女の手にせる手袋を見給え、実に丁寧
にかいてあるではないか１８。」と評しているが、実は着物の右ひじの部分では、白の大胆な
筆致が施されている。また本作は当時、「何んと言っても、あの明郎窮まりないあの色調が
我々の嘆美を俊らずには居ない。新写実主義の作品として推すべきである１９。」との評価を
得たのであるが、ここでの「新写実主義」の意味に関して西村規矩夫は、「“新写実主義”
といった場合に、一つには頭部や手において色調による稠密な肉付けも保ちながら、全体
としてマネ風の近代的な色彩のスキームを我が物としているという写実の手法が注目され
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ると共に、また、古い封建的な時代の鈍重な気分の名残を留めぬ、純粋に市民的な、豊か
さのある階層の中に息づく新しい個人としての、なお日本人らしい慎ましやかさを失わぬ
女性像の清爽なイメージが、ここに誕生しているということの意義が注目されるであろう
２０。」と解釈している。 
このようにこの作品は当時の批評家たちの間で好評を得、東京美術学校在学中にも関わ
らず特選を得た。このことを竹中は「当時在学中に特選に遇されることは異例といってよ
いほど珍しい。小磯という姓を審査員の誰も知らなかったので特選になったわけで、もし
旧姓の岸上ならば早すぎると判断されてしまったかも知れない…という噂があった２１」と
記している。噂の真偽のほどは不明であるが、当時の新聞でも、「学生でありながら特選の
栄誉に輝くのは異例のことである」「まだ在学中の天才」と華々しく書き立てられたことが
確認される２２。小磯自身も、弟・恭平への手紙で「恭ちゃんよ、俺は特選になったぞ」（1926
年 10 月 20 日付書簡）と、喜びを語っていた２３。 
だが一方で、特選の授与の直後に小磯が恭平に宛てた手紙では、 
 
余がいばっている如く汝も早くいばれ。余が来年を期待されて苦しみつつある苦しみを
早く汝も知れ。こんなにいい気になってるわけでもないが２４ 
 
と語り、喜びの一方で若くして高い評価を得た事へのプレッシャーを感じていたことが
わかる。 
さらに翌年には、竹中をモデルにした卒業制作《彼の休息》（1927 年）（図 6）で、98 点
という美校始まって以来の最高の高点を与えられ主席で卒業した。この作品で竹中郁の隣
りに『MANET』の画集が置かれていることからからもわかるが２５、マネに関しては東京
美術学校在学中に既に関心をもっていたと小磯は述べている。これに対して、小磯とドガ
との本格的な出会いは、卒業後 1928 年から 1930 年の滞欧を待たねばならないと考えられ
る。 
一方、卒業後の最初の帝展である、1927 年の第 8 回帝展２６への出品作《三人之図》に関
して、弟・恭平に宛てた手紙で次のように述べている。 
 
（前略）裸の東京へ送ったのは大した悪評をこほむって実に悲観した. 石井柏亭が悪
口を云ったそうだ. 今度の帝展出品画も悪評をこふむらねばいゝが 心配してる. バニ
スを半分かけて見たがだいぶハツキリして来た. 制作中考えてたよりよくなったかと
思ふ. しかし今度のも悪評だったら早く佛国へ落ちのびよう.（後略）２７ 
（1927 年 9 月 16 日付書簡） 
 
（前略）特選にならなかったら先ず皆様に遠りょして早く帰へつて家にくすぼらな
ければ、どこへも工合式が誠に悪いと云ふものです。特選になれば大したもので一寸
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くらい遅れてもかまひませんがね. （後略）２８ 
（1927 年 10 月 13 日付書簡（※「帰へつて」「工合式」引用文献ママ）） 
 
結局、小磯の不安は的中し、本作は審査員の好評を得られなかった。東京美術学校で同
期生であった山口長男（1902- 1983）は、この時期に小磯の元を訪れた際に、「どうもこの
頃うまく描けない」という不安の声を聞いたことがあったと証言している２９。 
このことに落胆したためか、小磯は 3 月 15 日の鹿島丸で渡仏する予定であったのが、体
調を崩し風邪のために遅れ、5 月 10 日に、神戸出帆の筥崎丸で渡仏した。小磯がマルセイ
ユに到着すると、先に出発していた竹中郁が港まで迎えに来て、以後パリ滞在をともにす
ることになる。 
彼らは 6 月 20 日にはパリに到着した。元神戸市立小磯記念美術館学芸員の廣田生馬の報
告によると、小磯の書簡等から、パリでは当初、ポルト・オルレアン界隈に滞在した後、
10 月の時点でリュ・ダゲール（22 Rue Daguerre）に、翌年 1 月頃までにトンブ・イソワ
ール（Hotel Buffalo 138 Rue de la Tombe Issoire）に、そして 1929 年 6 月から 12 月まで
の間には、伊原宇三郎が使っていたエルネスト・クレッソン（18Rue Ernest Cresson）に
と住居（アトリエ）を変えたことがわかっている３０。 
小磯は滞欧期、ラファエル・コラン（Raphael Collin, 1850-1916）に師事した黒田清輝
（1866-1924）や、あるいはルノワールに師事した梅原龍三郎（1888-1986）のように、特
定の師にはつかず、ルーヴル美術館の付属デッサン室で勉強したり、グラン・ショミエー
ルに通いデッサンをした。しかし、制作よりも美術館、画廊、劇場、映画館や音楽会通い
を熱心に行なったという。1929 年に、サロン・ドートンヌ３１に《おさげの女》（図 7）、《肩
掛けの女》（図 8）を出品し入選したが、約 2 年もの滞在期間にも関わらず、翌々年に日本
に持ち帰った絵は 19 枚だった３２。 
小磯は、滞欧中にベルギー、オランダ、イタリア、スペイン、イギリスなど、竹中や同
行した仲間たちとともに、様々な場所を旅行し、各地の美術館や画廊を訪れたが、竹中は、
小磯の美術館での様子や発言から、その西洋の美術への関心を示す重要な証言をしている。 
 
最も傾倒したと思はれるのは第一にマドリツドのヴエラスケス、次いでハーグのヴ
エルメールデルフトであつたらしい。アムステルダムにあるレムブラントの「夜の巡
邂」などは「圧倒されて少しいやだな、むしろ、ハーグの解剖の方がしたしめる」と
漏らしたのを覚えてゐる。（中略）巴里のルウヴル美術館ではあの十九世紀の大作の集
つた二階の大広間と、カモンド伯のコレクションの室が好きだと云つていた。その中
でも特によく侘立してみたのは、アングルの「某伯夫人」シヤツセリオの「姉妹」、マ
ネの「オラムピヤ」「笛吹き」、コロオの「少女像」であつた３３。 
 
ここにドガの名は挙げられていないが、カモンド・コレクションにはドガの《アイロン
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をかける女たち》（1884-1886 年頃）（図 9）や《アプサント》（1876 年）（図 2）が含まれ
ていた。また小磯は、印象派を支援したコレクターで画家のカイユボット（Gustave 
Caillebotte, 1848 -1894）からの遺贈を含む印象派コレクションを展示したリュクサンブー
ル美術館を訪れ、ロンドンではナショナルギャラリーにおいてドガの作品を見たことがわ
かっている３４。 
翌年の 1930 年の 2 月に、竹中とともにヨーロッパから帰国すると、小磯は渡欧で学んだ
成果を活かし３５、1930 年の第 11 回帝展３６に出品の《耳飾》（図 10）で体をひねった女性
を描いた。しかしここでも期待した評価を得ることは叶わなかった。小磯は恭平への手紙
で次のように述べている。 
 
（前略）今度の帝展における私の絵は五十号で大変貧弱であった 皆さんに心配をか
けてしまって失敬したが来年は大きいのをやる せいぜい百号から百五十号をやろう 
そして特選をせしめるのであろう 今度も大久保氏と藤島先生によって特選候補にあ
げられてはゐたそうだが。あれでなったら皆にうらまれたであろう３７ 
（1930 年 10 月 24 日付書簡） 
 
 1937 年、佐波甫は『みづゑ』の小磯良平論の中で次のように述べている。これは管見の
限りでは、美術評論家による最も初期の小磯良平論である。 
 
小磯君はとにかく幸運児だった。画学生の時からとびきり絵の巧いことも天の配在
とやらいふのだらう（中略）今の小磯君ですらどうみたつて秀才タイプだ。だから画
家をとるときめると忽ちグングン皆を抜いていつた。勉強もあらうがとにかく天分の
豊かな点で、怜悧な点で君はめぐまれてゐた。それが神戸屈指の資産家の所に養子と
なり、学校を出ると忽ち青年画家の誰でもが切願するフランス行きがかなひ、帰国す
ると六千圓の画室が忽ち出来上るし、五年後にはこの画室で描いた「舞踏家」で推薦
となつて、若い作家のゆきつくところへは三十そこそこの歳で忽ち到達してしまつた。
そして、今日君の絵の値段は、一流の大家とそんなに違ひはしない。若い作家の絵と
はまさにダン違ひである。これを僕は、小磯君が何から何までとんとん拍子で、幸運
児だといふのだ３８。 
 
確かに小磯は、東京美術学校での教育、渡欧を経るなど、初期には画学生たちが歩むべ
き正統な道を進み、以後も 1932 年の第 13 回帝展３９に出品した《裁縫女》（図 17）で二度
目の特選を得て、1934 年の第 15 回帝展４０では《舞踏家》（図 15）を出品し、無鑑査にな
るなど画壇の中でエリートコースを歩んだ。だが、その過程には他家を継ぐ者として、画
家として成功しなければならないというプレッシャーや、《T 嬢の像》で特選を得て以来、
思うように評価を得られないことに焦りを感じていたことがわかるのである。 
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第二節 踊り子のモティーフ 
 
小磯はヨーロッパから帰国後には、帝展のみならず画家としての活動の範囲を拡げてい
った。卒業した年に東京美術学校西洋画科の同級生たちで結成した、上杜会展に引き続き
出品するとともに、会員としての光風会展への参加を始めとして、大塚銀次郎が神戸に開
いた「画廊」での個展開催を経験し、初期の本格的な洋画商の一人、求龍堂の石原隆一に
才能を認められ、その展覧会への出品を重ねた。また最大の支援者として、年来親交を持
った武田薬品社長の 6 代目武田長兵衛と出会ったのも、1931 年頃であった４１。同時代の美
術を常設展示する美術館もなく、強力な現代美術のパトロンも商業画廊も多くは存在しな
かった戦前の日本美術界において、小磯には小寺謙吉、小磯英という後ろ盾があり、20 代
にして既に有力な画廊やパトロンと交流しながら、個展を開くなど活発に活動していた。 
また、1930 年からは神戸の松蔭高等女学校「松蔭洋画同好会」の講師を務め、1931 年の
夏頃にアトリエの新築、1932 年 5 月には、大阪・東京朝日新聞連載の下村千秋「暴風帯」
４２で、初めての長期連載小説の挿絵の仕事をしていた。そして画家としてだけでなく、1932
年 11 月 12 日には、萩原貞江と神戸教会で結婚。翌年の 10 月 15 日に、長女・嘉子が誕生
するなど、日常生活においても非常に多忙な日々を送っていた。 
一方で小磯は、を思うように作品の評価を得られない時期を過ごしていた。1932 年の第
5 回上杜会展４３に出品した作品について、橋本八百二は「もう少し努力した作品を発表し
てこの会の柱となられる事を心から期待する。三点共にまとまつた作品であるが何も繪か
ら受けるものがない４４。」と批判的な言葉を並べていた。また、1933 年の第 14 回帝展４５に
は、三人の男女を描いた《午后の客》（図 11）を出品したが４６、林達郎は「小磯氏の巧緻、
今年は見えない４７。」と述べている。中山巌はその構図に着目して「いゝ構図に心ひかれる。
稀に見る気のきいた構図である。」と評価しながら、「表現が今一段強ければ絵の迫力が出
るのに惜しいと思ふ４８」とした。本作で小磯は、色彩を工夫しつつ、男女の人物群を巧み
に画面に配置し、構図を構成したことを評価される一方で、迫力の無さを指摘されていた
ことがわかる。 
その後も、「注意を払って確かな歩みをつゞけて来た小磯良平氏には好感は持てたが、今
度の作品は「静物」をはじめやゝマンネリズムの嫌ひはある４９。」との批評があり、1934
年に向井潤吉から、「小磯君は一部ではマンネリズムだともアカデミツクだとも云はれて居
るが僕は小磯君の態度と識見においてむしろその点を賞用したいとさへ考へて居る。（中
略）たゞ迫力の点に於いていささか弱いのが惜しまれる５０。」と評されていた。 
この時期に、小磯は技術を評価される一方で「何も繪から受けるものがない」との言葉
を受けたり、迫力の無さ、そして「マンネリズム」の傾向のあることを繰り返し指摘され
ていたのである。 
筆者は、小磯がこうした問題に取り組むために積極的に摂取したのが、ドガだと考える。
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1930 年代半ばより小磯は、ドガからの影響を窺わせる、踊り子や裁縫する女性をテーマに
した作品を数多く描くことになるのであった。特に踊り子のモティーフについては、小磯
自身が「ドガの影響がなければ、ぼくのバレエの作品は生まれなかったかも知れませんね
５１。」と述べているように、ドガから借用していることは明らかである。 
ドガは、競馬場やバレエなどの現代的な主題を数多く描いたが、なかでも、踊り子を主
題とした作品が 600 点にものぼることから５２、「踊り子」の画家として知られる。だが一方
で彼は、「私は踊り子の画家と呼ばれるが、踊り子は私にとって、美しい素材を描き、動き
を表現するための口実であるということは理解してもらえない５３。」と述べていた。ドガは
オペラ座に頻繁に通い、舞台裏まで踊り子を追いかけ、稽古場での練習中の光景や、身体
を伸ばし休憩する様子など、様々な踊り子の世界を注意深く観察した。彼が描く踊り子は、
足を高く上げるなど動きの途中であったり、つま先立ちをしていたりと不安定な姿勢をと
っていることが多い（図 12・13）。ドガは踊り子の人体によって作り出される瞬間的な「動
き」となびく衣裳、そして人体とそれを取り巻く空間に関心をもっていたと考えられよう。 
小磯が初めて踊り子をモティーフに選んだのは、帰国して 4 年後の 1934 年のことであっ
たが、この年に小磯は、一気に三点もの踊り子の作品を制作している。 
《踊りの前》（図 14）はその内の一つで、大礼記念京都美術館展５４に出品された作品で
あった。ここでは暗闇の中で、バレーの衣装を身に付けた女性が浮かび上がるように描か
れているが、女性は右に顔をむけ、静かに遠くを見ているようであろう。真珠の耳飾りと
長方形のアクセサリーを下げた黒いネッカチーフをつけ、前でクロスした手には黒い手袋
をしており、羽毛のついた扇をもつ。衣装は薄い桃色で、襞に近い部分には濃い桃色の飾
りがつけられている。腕の部分と黒い手袋の部分は肌の色が透け、また、バレーのスカー
ト部分の拡がりとチュチュとが描き分けられ、衣装の繊細な表情が表現されているように
見受けられる。ここで小磯は、踊り子の衣装の美しさに関心をもっていると考えられるで
あろう。 
確かに小磯は「むしろコスチュームの人物に終始惹かれている。踊り子を描く場合も、
そのコスチュームに関心があった５５。」と語っており、さらに小磯がコスチュームに強い関
心をもっていたことはよく知られることから５６、先行研究においても、小磯が衣装に関心
をもって踊り子を描いたことが強調されがちである。 
しかし小磯は「でも実は、ぼくはバレエの型の決まりというのが分からなくて、初めの
ころ、例えば「踊りの前」の場合など、単なるモデルにバレエの衣裳をつけてもらったの
ではなく、外人でバレエの先生だった方にモデルを引き受けてもらって描いたのです。上
っ面だけの描写ではいけませんからね５７。」と語っている。彼は、「上っ面だけの描写」で
はいけないという考えのもと、主に上半身を捉えた本作においても、わざわざバレエの先
生だった人物にモデルを依頼して描いたのである。また、「むしろコスチュームの人物に終
始惹かれている。踊り子を描く場合も、そのコスチュームに関心があった。」と語る一方で、
同じ文章の中で「アトリエで、多少バレエの心得のある普通のお嬢さんにバレリーナのコ
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スチュームを着けてもらって５８」描いたとも述べている。このことは、小磯が踊り子のモ
ティーフを通してドガから摂取しようとしたのが、表層的なものだけではなかったことを
示しているのではないだろうか。 
そして 1934 年の第 15 回帝展には、踊り子を描いた《舞踏家》（図 15）を出品した。同
年の第 21 回光風会展５９に出品された《バレーコスチューム》（1934 年 o-0073）は女性の
ポーズや鏡の配置に類似が見られることから、帝展出品のための準備作とも考えられる。
《舞踏家》で描かれているのは、おそらく、踊り子がバレエの衣装に着替えて身支度を整
えている様子である。この女性は右脚を左脚の上に乗せ、バレーシューズの紐を結んでい
る最中のようである。周囲には、身支度のための鏡面や、開きっ放しの引き出し、椅子の
上には彼女が脱いだものなのか、衣服のようなものが見受けられ、床の上には彼女が脱い
だのであろう靴が置かれている。鏡面の台の上には電話と口紅とおしろいなどの化粧品が
置かれ、画面左の手前に置かれた椅子と鏡が空間に奥行きをつくっている。福沢一郎は帝
展の展覧会評において、この《舞踊家》を見てドガを想起したと言っている６０。実際、ド
ガの作品に、本作の踊り子と同じようなポーズをとった踊り子の作品がある。《ピンク色の
衣装を着けた踊り子》（1896 年頃）（図 16）など、右脚を左脚の上に交差させトゥシューズ
を整えている踊り子はドガの複数の作品に見られるものである。だが、小磯の以後の作品
とは違って、タイトルを《踊り子》とせず、あえて《舞踏家》としていることから、本作
においては、ドガの摂取を果敢に反映させようとはしていないようである。むしろ、帝展
で特選を得た二作品、1926 年第 7 回の《T 嬢の像》、1932 年第 13 回の《裁縫女》（図 17）
と同様、単体の女性を、様々な道具立てによって飾る小磯の得意の構図と構成によって描
くことによって、官展において高い評価を得ようと描いた作品とも述べることができる。
結果として、小磯は本作で無鑑査の特権を得るに至るのであった。 
益田義信は、「技巧の無いアカデミズムの存在する」帝展において、「アカデミズムで本
場の技巧を体得して居るのは小磯良平氏のみであらう。」と述べ、「小磯氏は常に良い趣味
のアカデミズムで其の描法なり色調に於て優れて居る６１。」と、小磯の作品を「アカデミズ
ム」という」言葉によって特徴づけ、評価している。これに対して、橋本八百二による「も
っと率直な気持を表現されないものだらうか６２」と言う声もあった。また酒井亮吉は、「期
待した小磯良平氏の今年の作は鈍い。基調をなす暗灰色の色感から来るものもさうである
し、種々と配置されてある器物も物それは巧みに描いてあるが、全体的にみて同士討を演
じてゐる。人物も堅くあまり整ひ過ぎた構図にも余韻がない。この種の絵は思ひ切り豪華
に壮重であつて良い、極端に言へば貧乏人は側へも近寄れぬ美しさがなければいけない。
昨年の絵にはそんなものがあつた。今年の絵にはそれがなく甚だ安つぽく見える。好漢幸
ひ自重を望む６３。」としている。これらの批判の内容は、小磯の技術の高さの裏返しともい
えようが、巧みに描かれているものの、全体を見ると周囲に配置された小道具が詳細に描
き込まれ過ぎていること、そして、ここでは構図が整いすぎていることでかえって余韻が
ないとして批判しているであろう。 
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また小磯自身も弟・恭平に宛てた手紙で、 
 
今回の帝展の絵はあまりよくないのです 今回のがもし私の理想どほりに出来あが
ってゐるとすれば来年は審査員になれたのでした。別に審査員になるのが目的ではな
くても してくれればなってもいいぢやありませんか 
（1934 年 10 月 16 日付書簡） 
 
と、思うように作品を制作できないことの苦悩を伝えている。小磯は本作で審査員になる
ことも視野に入れていたというが、それは叶わないのであった。 
公募展にこだわり続けたのは、何も小磯だけではなかった。当時帝展に出品を行い、後
に新制作派協会結成を共にした仲間でもある洋画家内田巌（1900-1953）は、1932 年に次
のようにその苦悩を吐露している。「展覧会美術」は、「自己の純粋な芸術意識とは遙かに
縁遠いもの」であるが、公募展入選が美術家の「社会的生命に対して生殺與奪の権力を持
っている」以上、審査基準を無視して制作できる者など「非常に負け惜しみの強い人か馬
鹿か、或は神様である６４。」 
しかし、小磯が《舞踏家》でやっと帝展無鑑査の特権を得た翌年の 1935 年に松田源治文
相が審査員級の画家たちに前もって相談せず、院展、二科など官展と対抗していた在野勢
力を官展と合体させ、美術界一本化の統制を断行する帝国美術院改組を行った。いわゆる
松田改組である。この改革により、審査員級及び、小磯ら帝展洋画部無鑑査級の洋画家た
ちは、帝展改組に反対し、新帝展への出品の拒絶を表明した。この時有志により結成され
た第二部会に小磯も参加し、同年の第一回第二部会展へ《踊り子》（図 18）《日本髪の娘》
を出品するのであった。 
ここに《日本髪の娘》とともに出品した《踊り子》は、この年に描かれた五点もの踊り
子をモティーフにした作品の一つである。第二部会に出品したこの二点については、荒城
季夫の「小磯氏の日本娘、鬼頭氏のアンテリウール（室内）など、何れも皆疎かにならぬ
技巧である。かういふ絵画形式は大体帝展系の型であつたが、これらの諸氏は其中で他の
追従を許さぬものがあり、唯の凡庸な型とは類を異にしてゐる６５。」や、鳥海青児の「テク
ニシヤン天下一品、と云つてどう評してよいのか、と云つてなにか書かなければならぬ気
がする。こんな所に氏の存在意義があるのか６６。」といった好評価を得た。ただ一方では、
児島喜久雄は次のように酷評している。「小磯良平君の勉強は目覚ましいものである。「踊
り子」「日本髪の娘」共に前六を竭した力作である。小磯君は代表的な美術学校の秀才だら
う。小磯君は柄にない企てなどは少しもやつては居ない。自分相応のこくめいな写実で行
かうと努めて居るらしい。こくめい過ぎて、整理が足らないのと、色調の差別が無いので
奥行が出ないのが難である。然し一番残念なのは小磯君の作品から生活感情がひらめかな
いことである。其為にあの写実も生命の無い色写真に過ぎないことになる。小磯君は大方
写実に追はれて感興を逸して了ふのだらう。それとも性来か６７。」ここで批判の理由の一つ
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として「整理が足らない」こと、「生活感情がひらめかないこと」を挙げている。これは、
前章で考察した小磯のアトリエへの意識に関する問題に通じると考えられるが、女性の背
後に、踊り子という主題にそぐわない、長椅子の上の青と桃色の衣装６８や小道具、大きな
白い布が描き込まれていることがその批判の原因であろうか。 
ところが、松田文相の急死により新文相となった平生釟三郎が、ほぼ元の帝展の形に再
改組、無鑑査も復活させる案を提示すると、第二部会はこれを受け入れて、帝展文展に戻
る形勢となる。しかし第二部会総会で官展への去就が最終的に問われた時、小磯、内田巌、
三田康（1900-1968）、猪熊弦一郎（1902-1993）、中西利雄（1900-1948）、佐藤敬（1906-1978）、
伊勢正義（1907-1985）は復帰に反対して脱会。これに鈴木誠（1897-1969）、脇田和（1908 
-2005）が加わり、「反アカデミックの芸術精神に於て官展に関与せず。我々は独自の芸術
的行動の自覚に於て我々と背馳すると認める一切の美術展覧会に関与せず」という主張を
掲げた新制作派協会を結成したのである。彼らは、画壇政治と美術行政の干渉からの画家
の独立と制作の自由を求めたのであった。以後小磯は、新制作派協会を主たる新作の発表
の場とし、生涯にわたってほぼ毎年出品を続ける。 
結成にあたっては、小磯、伊勢、内田、猪熊らの東京美術学校時代の師であった藤島武
二（1867-1943）が賛助出品を約束し、また有力な画廊である日動画廊も支援を行ったとい
う６９。それでも小磯は当時を振り返り、「一生のうちであの時ほどの興奮は一寸ない。崖か
ら飛ぶということは仲々できないが、やはり飛んでおいてよかったと思う。若し落ちたら
…などと考えていては到底飛べるものではない７０。」と述べている。また、新制作派協会の
旗揚げを発表したときのことについては、「興奮したね とにかく新聞が大きくとり上げて
くれたので自信がついた しかし何より作品で納得してもらわねばならないから みんな必
死で制作した７１」と回想しており、当時の作品制作の意気込みを感じさせる。 
 
第三節 群像表現について―《練習場の踊子達》を中心にして 
 
1936 年の第一回新制作派協会展が終わってほどなく、小磯は弟に宛てた手紙の中で、次
のような発言を行っている。 
 
私だけがアカデミックで一寸他とちがっていますがそれでねばっている事がいいと
も云えるので私は最後までそれでネバルつもりですがそのうちにもすこしずつ種々の
効果をねらって変化をみせてゆくつもりではあります。みていて下さい、相当にきば
ってやってゆきます。ほめたりくさしたりはいつの世でもある事でほめる人があって
くさす人がなかったらいけないのです。（中略）私はいまだ勇気をもっております。ま
だまだ世の中を横やりでもとおします７２。 
 
折井貴恵は第一回新制作派展に関する数々の展覧会評を次のように分析している７３。新
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制作派協会の画家たちの多くが、官展では充分に研究できなかった、モティーフのデフォ
ルメや造形的手法といったモダニズムへの挑戦を意識していた。結果、作風が似通ってし
まい、それが観者には協会の特徴とも、没個性とも映って見えた。しかし、そうした中で、
アカデミズムを貫くが故に却って個性を発揮する形となったのが、小磯であったという７４。 
1937 年の第二回新制作派展７５では、《裸婦》（図 19）と、当時ベラスケスの作とされ、
マネにも模写（1861-62 年）されていた《13 人の男達（人々）の会合》（ルーヴル美術館）
を思わせる７６群像画《人々》（図 20）を出品する。小磯によると、《裸婦》は小さな天窓を
あけた、アトリエの隣にあった部屋の光に魅せられて、ブラッシアン・ブリューでデッサ
ンをとったものである７７。この作品は急に思いついて一気に描いて二日程で仕上げたのに
対して７８、《人々》は 200 号もの大作であることもあって、相当準備をして描いたという。 
本作の制作に関して小磯は、『新制作派』第 2 号で「今度二百号をはじめて描いてみた。
（中略）二百号であれば相当の心構えをもつてかゝらないといけない。構成に準備が必要
だ７９。」と述べている。この言葉通り前年の 1936 年に《人々》とほぼ同じ構図の準備作（図
21）を描いているが、完成作ではここに人物たちに語りかけるような左端の男を加えた。
また準備作では背中を向ける男性の向こうで、観者の方を見ていた男性の顔を、完成作で
は、画面中央の赤い服の女性や右側に連なるように並ぶ三人の男女に向けている。この変
更によって、彼らが対面して会話をしている雰囲気をつくり出し、物語性を付与しようと
試みたのだと思われるが、結局、この初めて描いた大型の群像画に関しては、思わしい評
価を得られなかったようである。竹中郁には「その煩悶或は時代転換への野心作であった
が、画中人物のドラマ不足から、惜しい哉失敗してしまった８０。」とされ、富永惣一に「人
物があまりに静物的な位置を守りすぎて人々の間に熱っぽく通う筈の空気や動きや愛情の
口語に乏しい８１」と評されていた。 
他方この時期小磯は、第二部会展に出品した《踊り子》（1935 年）（図 18）に引続き、単
体の踊り子のモティーフに積極的に取り組んでいた。その内の一点《踊り子》（1937 年）（図
22）のような踊り子が椅子に座って、足に触れるためか、靴を整えるために身を屈めたポ
ーズは、ドガが《靴を整える踊り子》（1887 年頃）（図 23）や踊り子の群像など一連の作品
で頻繁に取り入れたモティーフであった。ここで背後に描かれているバーは、《踊り子》
（1935 年）（図 18）や《踊り子》（1937 年）（図 22）《鏡の前の踊り子》（1937 年 o-0144）、
《踊り子》（1938 年）（図 27）を始めとして、戦前に描いた作品に頻繁に登場し、踊り子達
の練習場という場面設定を示すためにアトリエに備え付けられていたのを利用したものと
考えられる。だが《踊り子》（1937 年）（図 22）では練習場に見せるために、バーが取り入
れられている一方で、鏡には練習場という場面設定にはそぐわないソファのようなものが
描き込まれていることが、興味深い点として挙げ得るであろう。 
単体の踊り子に取り組んでいた小磯であったが、1938 年の第 3 回新制作派展に《憩う踊
り子達》と題して出品した《練習場の踊子達》（図 24）で、初めてその群像画に挑戦し、こ
こでドガを大いに参照したと考えられる。小磯は、《三人之図》《二婦人像》、そして相当準
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備をして描いたという大作《人々》でも、群像画においてはめざましい評価を得られてい
なかった。次に描いた大型の群像画《練習場の踊子達》においては、ドガを受容すること
によって、自らの課題に取り組んだのではないだろうか。 
出番を待つ踊り子達の暗い控室のなかで、ある踊り子は手鏡を見、またある踊り子は髪
型を整えている。ある女性は、踊り子のスカートの裾をなおしているようだが、演奏者の
一人は座って休んでいる。隙間から発せられているかのように差す光によって、踊り子た
ちのチュチュや人物たちの肌の一部が白く照らされている。 
《練習場の踊子達》でこの人物たちの後ろで横に走るバーと、画面右で縦断する棒のよ
うなものが、十字の形をとって画面を引き締め、その間の立っている男性のもつ弦楽器の
棒と、前景で座っている男性の弦楽器の弦と渦巻き部分がバランスをとっている。一番奥
で壁に見える桃色のものは、はっきり描かれていないので判然としないが、《コスチューム》
（1935 年）で女性に着せ、《踊り子》（1935 年）では背後の台か椅子の上に置かれている衣
装だと思われる。 
本作の画面左側で、女性が踊り子のスカートの裾を整えている姿は、ドガの《マント家
の人々》（1879-80 年頃）（図 26）を彷彿とさせる。何より、練習場の踊り子と弦楽器をも
つ男性というモティーフは、ドガの《ダンスレッスン》（1879 年頃）（図 25）や《リハーサ
ル》（1878-79 年頃 フリックコレクション）とよく似ているのではないだろうか。特に《ダ
ンスレッスン》は《練習場の踊子達》と共通点が多い。後ろの方でバーをもつ踊り子と、
右端で画面の縁によって切り取られた弦楽器をもつ男性という画面の構成。この横に走る
バーは、先に述べたように小磯作品でこの時期に頻繁に取りいれられていた附属物である
が、一方で、縦断する棒のようなものは、《練習場の踊子達》にしか見られない。 
ここで《ダンスレッスン》を見直すと、ドガが画面を継ぎ足したためにできた継ぎ目が、
丁度小磯が棒を描いた位置にあることがわかる。ドガの作品でこの継ぎ目がバイオリンを
演奏する男性を切断しているのに対し、《練習場の踊子達》では、縦断する棒が、弦楽器を
もって座る男性と踊り子の一人を切断するかたちで描かれているのである。実はドガは《競
争前の騎手》（1878-79 年）（図 28）のような作品で、地面より伸びる棒が画面内部で二頭
の馬を切断し画面を二分する手法を用いていた。この技法は第四節で述べる「モティーフ
の切断」表現の一種ともいえる。小磯は、ドガの《ダンスレッスン》の継ぎ目を見て、《競
争前の騎手》のような作品でモティーフを棒によって切断する技法を思い出して、本作に
用いたと考えられよう。以上のように、小磯が《練習場の踊子達》を描くにあたっては、
数々のドガ作品に示唆を受けた可能性が高いと、筆者は考えている。 
ただ小磯とドガの作品に関して相違点も見られる。《ダンスレッスン》と《リハーサル》、
どちらの作品においても、ドガが弦楽器を演奏中の男性を描き出しているのに対して、小
磯の作品で男性は、楽器を弾かずにただ手に携えているだけで、物思いに耽っているよう
である。また、ドガの作品では、踊り子はバーをもってバランスをとりつつ、左脚を腰の
高さまであげる動的な様子を描き出しているが、小磯が描いた踊り子はバーをもっている
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人物を含め、動きを見せることなく皆静かに佇んでいる。 
この小磯の静的な描写と、ドガの動的な描写との差異には、注意が必要であろう。 
 一方で、小磯によると、弦楽器をもつ男性は竹中郁であり、宝塚で使わないものを貰っ
たのだというバレエの衣裳８２を着た踊り子は、顔や髪型、衣装まで同じであることからわ
かるように、それぞれ一人の人物を描いたものであるようだ。 
前章で述べたように、《憩う》（1936 年）（図 29）や《人々》（1937 年）においても、同
一人物の異なるポーズを同一画面に構成する方法を用いているが、それぞれの人物の服装
は異なっており、同一人物だということはわかりにくくなっている。 
一方で《練習場の踊子達》では、小磯がよくモデルに着せた赤と黒のストライプのジャ
ケットの女性、バレエの衣装の上から黒い上着を羽織っている踊り子を除いては、踊り子
たちを同じ顔、同じ衣装を着せて描き、一人のモデルのポーズを合成して構成したことを、
あえて画中にそのまま示している。しかも、本作では同じ顔、同じ服装の人物が、様々な
ポーズで画面のあちこちに配置されることによって、変化やリズムの様なものが感じられ、
表現に豊かさを加えている。 
筆者は、ドガがこの手法に積極的に取り組んだ画家であったと考えている。例えば、《四
人の踊り子》（1903 年）（図 30）や《出を待つ踊り子たち》（1878-80 年）（図 32）８３でド
ガは、一人の踊り子のポーズや、踊り子を捉える視点を少しずつ変えながら、類似のポー
ズを同一画面上に反復させ、変化による一連の動きや時間の経過を表現している８４。《練習
場の踊子達》を描いた翌年の 1939 年に小磯が手掛けた《踊り子》（1939 年）（図 31）を見
れば、小磯が複数の人物を描く際に、ドガから学んでいたことは明らかであろう８５。結果
として小磯は、静的な雰囲気とともに、批判されてきた「表現の弱さ」を克服せんと、画
面にリズムを創り出すことに成功していると言えるのではなかろうか。 
また、小磯が同年に制作した《踊り子群像》（1939 年）（図 33）は、ドガの《踊り子の習
作》（1879-80 年）（図 34）との比較が興味深い。この習作はドガが彫刻《14 歳の踊り子》
（1880-81 年）（図 35）を制作する際に準備した数々の素描の一つで、立体に表現する為に
複数の視点から捉えた踊り子が描き出されている。この習作では、小磯の《踊り子群像》
と同様、横長の画面に様々な方向を向いてポーズをとる踊り子が配置されている。 
小磯は、以後もこの一人か二人のモデルに異なったポーズをとらせるか、見る角度を変
えて複数のデッサンをし、それらを同一画面に構成して描くという手法を、次節で取り上
げる《洋裁する女達》（図 38）や、《麦刈り》（1954 年 姫路市立美術館 o-0473）や《三
人の踊り子》（1970 年 o-0935）など数々の作品で応用して用いた。なかでも、《踊り子群
像》の表現は、次章で取り上げる戦争画にもより直接的に引き継がれていると考えられる。 
 
第四節 洋裁店を描いた一連の作品にみるドガの「影響」について 
 
小磯が 1939 年に手がけた《洋裁する女達》（図 38）の画面で特徴的なのは、中心となる
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人物がおらず、人物の頭や顔、腕の部分が画面の縁によって大胆に切り取られていること
である。 
本章付論の「《コンコルド広場》に関する一考察」でみるように、ドガは、因襲的な構図
や表現から脱却するため、そして動きあるいは形態とそれを取り巻く空間の変容に関心を
もち、積極的に人物やモティーフを、画面の縁や画面内部の棒や置物などの別のモティー
フで切り取る手法に取り組んだ８６。 
1951 年という戦争の混乱が落ち着き始めた時期に、小磯は次のように述べている。 
 
ドガはアングルを尊敬しておりましたから、形式は正しく昔からの考え方で進めてい
ますが、寫眞術の發明に引かれ、日本の浮世絵にも興味をそそられて、構図は大変そ
れまでとは異って大膽です８７。 
 
ドガやロートレックは、ダゲール發明の写眞機のダゲレオタイプに影響されたもので、
あくまで視覺の正確を重んじて、古典にはない視覺を自由にふるまいました。（中略）
ドガ位デッサンの正確な人はなかったので、その群像の組み立てに獨特のアングル（角
度）を用いたとはいえ、正しいつかみ方をしています８８。 
 
この言葉からは彼がドガの「モティーフの切断」表現に関心をもっていたことが窺える
のであるが、本作の切断表現に関しても、先行研究において「ドガの影響を顕著に受けて
いる８９」と指摘されている。 
小磯は本作にのみ切断の技法を用いた訳ではない。先に挙げた《練習場の踊子達》（図 24）
で前景の画面右側に座る男性（竹中郁）の身体の中心を、縦断する棒が通っていることは
前節で述べた通りであるが、その背中もまた画面の縁によって切断されている。さらに遡
れば、1931 年の《少女と猫》（図 36）で植物が画面の三分の二ほどを占めており、少女を
画面の中心に置いていないために、縁によって手足の一部が切り取られている。また、1933
年の《午后の客》（図 11）の右端の人物や 1937 年の《人々》（図 20）で左端に加えられた
男性にもこの技法が用いられていると言っても良いかもしれない。後には《斉唱》（1941
年）の左端の女学生の顔や、医師であった、小磯の長女の夫を介して依頼され、小澤博士
の肖像を描いた《O 博士像》（1950 年）（図 37）９０の背景でもまた、画面左側で医師ある
いは助手の身体が切り取られている９１。 
ただ《洋裁する女達》（図 38）について言えば、小磯は、ドガが取り組んだ切断による動
きの表現、あるいはモティーフの形態と空間の変容に関心をもっていない。小磯は、針を
持つ女性の手の仕草、彼が自らデザインしたという桃色のワンピース、そして部屋に差し
込む日差しと、それらが醸し出す穏やかで静的な空気を描き出そうとしているようである。 
ところで本作は、小磯が 1939 年に集中して描いた洋裁店の情景をモティーフにした 4 点
の作品の内の一つである。この主題自体、ドガが労働する女性の姿を描いた一連の作品を
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想起させるものであり、例えば、《洋裁する女達》は、ドガの《アイロンをかける女》（1882-86
年頃）（図 39）と、作業台の位置や人物を捉えるアングルも類似している。また、小磯の《ア
イロンをかける女》（1939 年）（図 42）で作業する女性の立像が横から捉えられ、その周囲
をコスチュームが取り囲むかのような構成は、ドガの《アイロンをかける女》（1876 年頃描
き始め 1887 年頃完成）（図 40）で、衣服など洗濯物が干されている中で作業をしている女
性の姿を彷彿とさせる。しかしこれらの共通点にもかかわらず、《アイロンをかける女》で
小磯は画面右下に裁縫する女性を加え、しかも画面の縁によって彼女の顔と身体の一部を
切り取ってしまっている。また、《裁縫女》（1939 年）（図 41）は裁縫をしている女性を描
いているが、立ってコスチュームに囲まれて作業をしている点が《アイロンをかける女》
と似ており、また《洋裁店》（1939 年）（図 43）もこれらの作品と関連付けて考えたくなる
ような印象を見せている。しかし、これらの作品で洋裁店という場面の選択、あるいは構
図までも、本当に小磯がドガから摂取したものと考えて良いのであろうか。 
これらの作品に関して辻智美は、小磯が保管していた雑誌の切り抜きを紹介している（図
44）９２。小磯は美術書のみならず、ヨーロッパの雑誌を眺めるのが好きで、それらを切り
抜いて資料にしていたが、この写真も、その中の一枚であるという。人体モデルの林立す
るなかで洋裁の仕事をする女性の姿は、小磯の《裁縫女》（図 41）《アイロンをかける女》
（図 42）に類似が見られるが、特に《洋裁店》（図 43）との間に顕著である。また、画面
の中で裁縫している女性が写っている位置は《アイロンをかける女》（図 42）とほぼ同様で
ある。この切り抜きがどの雑誌からとられたのかもわかっていない現状では、小磯がこれ
らの作品を描く前に見つけて切り抜いたのか、それとも作品を描いた後に切り抜いたのか
もわからない。よって、勿論両者から複合的に影響を受けた可能性はあるが、小磯がドガ
に感化されたのではなく、写真をもとにして、これらの洋裁店の情景を描いた可能性もま
た否定できないのである。 
 
小結 
 
本章では、小磯がドガを摂取するに至った背景に着目しつつ、その受容の経過を、①踊
り子のモティーフ、②群像表現、③切断表現の三点を重視して考察を加えた。 
また、これらの観点から、小磯の作品とドガの作品を比較することによって、両者の共
通点を確認するとともに、小磯作品の特徴的な性質についても分析を行っている。 
本章を通じて理解されたことには、家柄に恵まれ、「秀才」「幸運児」と評された小磯で
あったが、その実際においては、若くして父と養父を相次いで亡くし、画家として成功し
なければならないというプレッシャーがあったこと、そして《T 嬢の像》（1926 年）以来、
思うように作品を描けず、評価も得られないことに焦りを感じていたことが理解されたの
である。 
高階秀爾は、ジャポニスムについて論じる中で、「影響」という概念を曖昧で、危険なも
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のとして以下のように説明している９３。 
 
影響の程度とそれがもたらす成果は、影響を与えるものの力のみならず、それを受
ける側の必要の度合いに応じて変わる。つまり受け手の方にその準備がなければ、い
かに新しいものがもたらされたとしても、それだけでは実を結ばない９４。 
 
小磯は摂取したドガのモティーフや技法を吸収し、自身の作品制作の過程において、独
自の「静的」な世界に変容させていた。 
欧州から帰国後の 1930 年代後半から、小磯がドガに大きな関心を抱き、モティーフ、技
法など様々なものをドガから学んで咀嚼したのは、彼の課題への回答として必要としたも
のだったからだと考えられる。 
そして、これらの小磯の一連の模索（ドガ受容）が、以後の小磯作品の群像表現にも引
き継がれることになるのであった。ただ、モティーフに関していえば、1940 年頃に手がけ
て以後約 10 年間、踊り子には取り組んでいない。小磯の西洋受容作業は、この後も続いて
いくが、彼の絵画制作は、いったんある種の変質を迫られることとなるのである。 
この間にあったもの。それは、戦争であった。 
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図版 
      
（図 1）金山平三《習作（男女坐像）》 
1913-15 年頃 兵庫県立美術館 
 
 
 
 
 
 
（図 2）ドガ《アプサント》1876 年 
油彩・カンヴァス 92×68cm  
オルセー美術館  
（図 3）小磯《婦人像》1924 年  
 油彩・カンヴァス  44.8×37.7cm   
兵庫県立美術館  o-0010 
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（図 5）小磯《和装婦人》1926 年   
91.0×72.0cm   油彩・カンヴァス 
神戸市立小磯記念美術館  o-0024 
（図 4）小磯《T 嬢の像》1926 年  
 油彩・カンヴァス  116.8×91.0cm   
兵庫県立美術館  o-0023 
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（図 7）小磯《おさげの女》1929 年  
油彩・カンヴァス  116.0×72.7cm  o-0036 
 
（図 6）小磯良平《彼の休息》1927 年   
油彩・カンヴァス  145.3×112.0cm   
東京藝術大学 o-0027 
（図 8）小磯《肩掛けの女》1929 年   
油彩・カンヴァス  115.0×71.5cm   
東京国立近代美術館  0o-0037 
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（図 9）ドガ《アイロンをかける女たち》1884-86 年頃  
油彩・カンヴァス 76×81.5cm  オルセー美術館  
    
 
 
 
（図 11）小磯《午后の客》1933 年 
227.3×182.0cm 所在不明  o-0061 
（図 10）小磯《耳飾》1930 年 所在不明 
o-0042 
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（図 14）小磯《踊りの前》 
1934 年  油彩・カンヴァス 
115.0×89.0cm  京都市美術館 
o-0072 
（図 12）ドガ《舞台の上の 2 人の踊り子》 
1874 年 油彩・カンヴァス 62×45cm  
コートールド・インスティテュート美術館 
 
（図 13）ドガ《写真スタジオでポーズする
踊り子》1875 年 油彩・カンヴァス  
65×50cm プーシキン美術館 
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（図 15）小磯《舞踏家》1934 年 
o-0074 
（図 17）小磯《裁縫女》1932 年 
油彩・カンヴァス 193.3×130.7cm 
東京藝術大学  o-0051 
（図 16）ドガ《ピンク色の衣装を着け
た踊り子》1896 年頃   
パステル・紙  60.0×43.0cm  個人蔵 
（図 18）小磯良平《踊り子》1935 年 
油彩・カンヴァス  162.1× 130.3cm  
o-0094 
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（図 19）小磯良平《裸婦》1937 年 
パステル、黒チョーク・紙  
130.0×97.0cm  o-0146 
 
（図 20）小磯《人々》1937 年  o-0130 
 
（図 21）小磯《人々》1936 年 
116.0×96.0cm  o-0111 
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（図 22）小磯《踊り子》1937 年 
油彩・カンヴァス 53.0×45.5cm 
o-0145 
（図 23）ドガ《靴を整える踊り子》 
1887 年頃 木炭、白のハイライト・紙  
30.0×32.0cm  個人蔵 
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（図 24）小磯《練習場の踊子達》1938 年 油彩・カンヴァス 191.0×180.0cm  
東京国立近代美術館  o-0172 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図 25）ドガ《ダンスレッスン》1879 年頃  
パステル、黒チョーク・紙 64.6×56.3cm  
メトロポリタン美術館 
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（図 29）小磯《憩う》1936 年 
所在不明  o-0112 
（図 26）ドガ《マント家の人々》1879-80 年頃 
パステル・紙 87.5×48.5cm  ポーラ美術館 
（図 28）ドガ《競争前の騎手》 
1878-79 年  
油彩・カンヴァス  
107.3×73.7cm  
バーバー美術研究所 
（図 27）小磯《踊り子》1938 年  
油彩・カンヴァス  130.0×97.5cm  
武陽会（兵庫県立美術館寄託）美術館  o-0174 
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（図 32）ドガ  
《出を待つ踊り子たち》（部分） 
パステル・紙 1878-80 年  
プーシキン美術館 
 
（図 30）ドガ《四人の踊り子》 
1903 年 パステル・紙 
84×73cm 
  
 
（図 31）小磯《踊り子》1939 年  
油彩・カンヴァス 91.0×60.5cm  
芦屋市立美術博物館  o-0199 
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（図 33）小磯《踊り子群像》1939 年 50.5×72.5cm  油彩・カンヴァス o-0198 
   
 
 
 
 
 
 
 
（図 34）ドガ《踊り子の習作》1879-80 年 
木炭、パステル、白のチョーク、黒鉛・黄褐色の紙 
48×61.6cm  シカゴ国立研究所 
（図 35）ドガ《14 歳の踊り子》
1880-81 年 
ブロンズ、一部着色、木綿のスカート、
サテンのリボン、木の台座 
高さ 99cm 
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（図 37）小磯《O 博士像》1950 年 
油彩・カンヴァス 81.0×61.0cm 
 o-0407 
（図 36）小磯《少女と猫》1931 年 
油彩・カンヴァス 
60.5×72.4cm  兵庫県立美術館 
o-0046 
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（図 38）小磯《洋裁する女達》1939 年 
 油彩・カンヴァス 72.5×60.5cm  
兵庫県立美術館  o-0192 
（図 39）ドガ《アイロンをかける女》 
1882-86 年頃 油彩・カンヴァス  
64.8×66.7cm  
ペンシルバニア公立博物館、アートギャ
ラリー 
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（図 40）ドガ《アイロンをかける女》 
1876 年頃描き始め 1887 年頃完成 
油彩・カンヴァス  
81.3×66cm  
ワシントン D.C. 国立美術ギャラリー 
ポール・メロン夫妻コレクション 
（図 41）小磯《裁縫女》1939 年 
油彩・カンヴァス 72.7×50.0cm 
o-0194 
（図 42）小磯《アイロンをかける女》 
1939 年 72.8×50.0cm  o-0193 
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（図 43）小磯《洋裁店》1939 年 
91.0×72.5cm  油彩・カンヴァス 
o-0195 
（図 44）小磯による切り抜き写真 
神戸市立小磯記念美術館 
 
  
 
付論 エドガー・ドガ作《コンコルド広場》に関する一考察 
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序文 はじめに―先行研究の概要と問題提示 
 
1876 年１にエドガー・ドガ（1834-1917）によって描かれた作品に《コンコルド広場》（図
1）２がある。 
ここでは遠景に建築物、立像、街灯や馬車、前景に一匹の犬、葉巻を口にくわえ傘をも
つ男性、その両脇に二人の少女、画面左端には杖を持つ男性が描かれているが、描かれた
人物や犬の身体が画面の縁で切り取られ、その体の向きや視線にも統一性がない。これで
はまるで、街中でカメラのシャッターを押したときに、たまたま通りすがりの関係ない人
が写り込んでしまったスナップ写真のようである。この特異な構図と人物配置は研究者た
ちの関心を集め、先行研究において、“Photographic Vision”「カメラ・アイ」「写真的ヴィ
ジョン」などと呼ばれた３。 
しかしながら実際は、ここに再現されているのは、無関係の人間が行き交う都市の情景
ではない。《コンコルド広場》には、ドガと親交のあった一家、リュドヴィク・ナポレオン・
ルピック（1839-1889）とその娘二人と飼い犬の肖像が描かれているのである。本作の特徴
は一家の肖像画でありながら、人々が行き交うパリのコンコルド広場を捉えたスナップ写
真のように描かれていることにあるといえるだろう。ウージェニー・ド・ケーゼルはこの
作品の特徴を捉えて、次のように述べている。 
 
三人そろって埋没しかねないほど広い空間の中で、リュドヴィク・ルピックが、彼
と同じ道をたどるようには見えない二人の娘と描かれているところに、コンコルド広
場のひとつのユーモアがある４。 
 
写真がダゲレオタイプという形で初めて公式に発表されたのは 1839 年、ドガが五歳のと
きであった。そしてその後写真が実用化、流行し始めたのも、確かにちょうどこの時期で
あった。ドガは 1890 年代後半には自身で、カメラを入手し写真を撮影したが、もっと早い
時期、おそらく 1860 年代から絵画を描く際に写真を利用しており５、ドガが晩年懇意だっ
た、詩人のポール・ヴァレリー（1871-1945）は「そもそも彼は、まだ多くの芸術家たちが
写真を軽蔑し、あるいは写真を利用していると口外するのをはばかっていたころに、写真
というものを愛し、評価していた６」と証言している。 
では、《コンコルド広場》もまた、写真を利用して描かれた作品なのだろうか。 
ドガは、1855 年に、国立美術学校の絵画・彫刻科に入学し、ドミニク・アングル
（1780-1867）の弟子ルイ・ラモート（1806-1869）に師事した。ドガが初めて敬愛するア
ングルに会った時には、「線をたくさん描く」こと、「実物にもとづいて描くのではなく、
記憶や巨匠たちの作品をお手本にして描くこと」を助言され７、彼は幾度となく友人や知人
にこの教えを語った。また、ドガは 1850 年代の画家としての形成期に、絵画の勉強をする
ために何度もイタリアを訪れた。こういったアカデミックな訓練を受けたこと、アングル
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の助言を忘れず、デッサンを執拗に行ったこと、記憶にもとづいて描くことを重視したこ
とは、ドガという画家を特徴づける重要な要素となる。 
伝統的な主題を描いていたドガであったが、1860 年代にエドゥアール・マネ（1832-1883）
や後の印象派の画家たちと出会い、現代生活を主題とした作品として最も早い例の一つで
ある《アマチュア騎手のレース、スタート前》（1862 年 1882 年頃加筆）（図 2）を描き始
める。都市生活にある新しい主題が技法の変革を促し、ドガは因襲的な構図や表現から脱
却するために、果敢に新しい芸術様式を求めるようになった。この作品でドガは、乗馬を
趣味としたルピックを画面左で緑色の服と帽子を身につけた姿で登場させているが、右側
では競走馬を画面の縁で切り取ることによって、競走馬が左から右方向へと向かう疾走感
を強めている。 
また、この時代のドガの作品には、切り取りの効果を意図した切断や継ぎ足しというプ
ロセスがよく見られる８。 
1878 年頃に描かれた《舞台の袖の踊り子》（図 3）では、紙を継ぎ足すことのできるパス
テル画の性質が利用されている。図の中の白線は、ドガが後から紙を継ぎ足した箇所を示
しているが、継ぎ足してもなお、向かって右側にいる人物が画面の縁によって切り取られ
ている。リトグラフにパステルで彩色した作品《カフェ・デ・ザンバサダーのベカ嬢》は
制作当初モノクロであったが（図 4）、後年パステルで彩色する際に、前景に身体が切り取
られた人物が描き加えられている（図 5）。 
これらの例から、この効果は、描き続けているうちに、モティーフが画面に収まらなく
なって、偶然生まれたのではなく、ドガが計算して切り取りの効果を出していたことは明
らかである。 
こういった表現に対して、オットー・シュテルツァーは、『写真と芸術』の中で、ドガが、
スナップ写真に見られるアカデミックな基準にはない切り取りの効果や、偶然的な構図に
刺激を受けたと主張した９。また、写真と絵画の関係に着目した最初期の研究者の一人であ
るエアロン・シャーフも、ドガの作品に見られる「スナップショット的」なイメージとス
ナップ写真が結び付くことを指摘し、その著書の中で《コンコルド広場》と関連のあるス
ナップ写真（図 6）の検討を行っている１０。 
しかし、1980 年代以降、カーク・ヴァネドー１１により当時スナップ写真を撮ることは困
難であったことが指摘され、《コンコルド広場》の着想源を写真とする定説が大きく見直さ
れるようになった。シャーフが《コンコルド広場》と比較するために著書の中で取り上げ
たのも 1887 年、つまりドガの作品の描かれた約 10 年後にロンドンの通りで撮影された写
真であった。というのは、《コンコルド広場》が描かれた時には、まだ写真撮影時の露光に
時間がかかるという技術的な問題があり、動いているものにはぶれが生じていた。また、
三脚を必要としないほど小型化し、手持ちのカメラによる撮影が可能になる 1888 年のコダ
ック一号機が発売されるまでは、屋外での撮影も困難で、現在一般に認識されているよう
なスナップ写真を撮ることは難しかったのである。 
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さらに、村山康男１２により《コンコルド広場》の「スナップショット的」な表現を、写
真家が表現上の価値として認めるようになるのは 1890 年代以降のことであり、それまでに
流行していた写真にこうした表現を用いたものはほとんど存在しなかったことが指摘され
た。 
ただ、現在では写真の個人コレクションの研究が進み、この時代においても、撮影者の
ミスやカメラの技術の未熟だったために、例外的にスナップ写真が撮られることがあった
ことがわかっている。ただし写真家たちはこれらを公表せず、個人的な資料として保管し
たため、画家たちが見たという確証はない。またヴィルヘルム・シュミットは比較対象と
して 1875 年頃の写真を取り上げている１３。ロイ・マクマランは《コンコルド広場》を「1870
年代に流行した、立体映像写真によるパリのスナップ・ショットによく似た街頭風景」と
捉えた１４。フランソワ・エルブランにより「この種の風景写真が触媒の役割りをはたし、
ドガやデュランティ―彼らは、瘴気やヨードを無意識のうちに空気と一緒に吸い込むよう
に、そうした写真を吸収し」、「普段の活動の場からモデルを切り離さずに提示するよう促
がされたのではないか、という指摘１５もされている。 
他方、ここに見る「スナップショット的」表現について、写真以外の影響を指摘する議
論もあった。浮世絵との関係については、小林太市郎が 1946 年に『北斎とドガ』において、
テーマや構図の類似する多くの作例を挙げて、ドガの作品と浮世絵との比較を行っている
１６。カリカチュアとの関係についてはジョエル・アイザックソンによる指摘がある１７。ド
ガが日本の浮世絵やドーミエの作品を愛好していたことは、彼の死後アトリエから浮世絵
100 点余りと 1800 枚のドーミエのリトグラフが発見されていることから、伺い知ることが
できる１８。 
アカデミーに反発したドガが、そこにはない新しい表現を追求する際、これらのものの
中に特異な手法を学びとり、複合的に刺激を受けていたことは事実だと考えられる。しか
しいずれにしろ、作品から受けた刺激を消化吸収した上で自らの表現として昇華させるこ
とに長けていたドガにあっては、どこまで検討しても確証を得られず、曖昧な推論の域か
ら脱することができないこともまた事実である。さらに言えば、着想源の検討という観点
からでは、ドガがこうした表現をした背景にある、意図というものが見落とされてきたと、
著者は考える。そのため、ここにドガと親交のあった者たちの肖像が描かれていることは、
重視されなかったのであろう。 
以上のように、特異な様相を見せる《コンコルド広場》という作品は頻繁にとりあげら
れてきてきながら、従来の研究において、主に構図の類似や影響関係の有無の指摘という、
初歩的段階のアプローチに終始していた。その大きな要因は、以下に述べる理由により、
本作が第二次世界大戦中に焼失、もしくは紛失したとされていたため、粗悪な写真図版を
もとに研究が行われてきたからだと、考えられる１９（図 7）（図 8）。 
《コンコルド広場》は、1876 年、実家の銀行が負った負債の大部分を引き受け、資金の
やりくりに困っていたドガからルピックに直接売られ、それから 20 年以上後にデュラン・
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リュエル画廊に所有権が移った。1911 年には保険業で産をなしたオットー・ガーステンバ
ーグ（1848-1935）によって購入され、彼の死後は、娘のマルガレーテ・シャルフに遺贈さ
れたが、やがて第二次世界大戦が始まると、ベルリンの国立絵画館に保管された。その後
1945 年以降に、ドイツからエルミタージュの倉庫に移されたが、時が経つにつれ、西側の
研究者の接近が制限されるようになり、そのまま《コンコルド広場》は、100 年以上前に描
かれたにも関わらず、その存在を事実上知られなくなった。しかし実際は《コンコルド広
場》を含むコレクションは散逸や戦禍を免れており、ソ連解体などの政治体制の変化の後
の 1995 年、エルミタージュ美術館の展覧会「秘匿の名画」展において、ようやく公表され
る機会を得たのである２０。第二次世界大戦の混乱の中で失われたのか、《コンコルド広場》
が展示されたという記録も、この作品に関して直接言及した画家自身の言葉や回想も残っ
ていない。また、背景のための小さなスケッチ（図 9）以外には、この作品のための準備材
料すら残っていない。 
ところが、2010 年 3 月から 2011 年 5 月、修復のための、カンヴァスの物質的、科学的
調査エルミタージュ美術館において行われ、新事実や新資料が提示された。この修復によ
って、《コンコルド広場》の黄色に変色したワニスが除去された結果、本来、シルバーに近
い色合いであることが判明した。また、平面的に見えていた広場の影にも、細かくグラデ
ーションが付けられていたことが見て取れるようになった。さらにキャンバスが貼り直さ
れ、枠の後ろへと折り込まれていた下の部分が、元に戻された結果、カンヴァスの縦幅が、
以前のエルミタージュの公式見解に比べて 3.8 センチメートル長くなった（図 10）。 
こうした《コンコルド広場》の変化や新事実・資料の発見は、これまでの研究の成果の
一部に再検討を要求するものであると筆者は考える。 
本稿では、《コンコルド広場》の X 線写真など、エルミタージュにおける新たな調査報告
を手掛かりに、その肖像表現に着目して作品分析を行う。そこで、制作過程を究明するこ
とを通じて、一家の肖像と特異な人物配置の創造について検証し、ドガの《コンコルド広
場》における、新知見を提示したい。 
 
第一章 ルピック家、及びルピックとドガの交流について 
 
ルピックはドガが普仏戦争中に知り合ったジャントゥを介して知り合って以降、ドガが
晩年にいたっても親交をもち続けた数少ない友人の一人であり、ドガの 1859 年から 1889
年の 11 の作品に登場している。これはドガが描いた男性の肖像画としては多い例となって
いる。本章では、《コンコルド広場》の分析を行う前に、まずルピックという人物や、ドガ
とルピックの関係について説明する２１。 
ルピック家の男性は二世代にわたってほとんど例外なしに軍人や廷臣であった。祖父の
ルイ・ルピック（1765-1827）はアイラウの戦いにおいてナポレオンから准将の身分を与え
られた人物であった。父のルイ・ジョゼフ・ルピック（1875-1838）もまた優秀な軍人で、
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第二帝政の間皇帝を助け、パリに本部を置く軍の准将として勤めた。後の 1860 年には物資
の補給を扱う需品係将校に任ぜられ、チュイルリー宮の備品や装飾を管理していた。そし
てルイ・ジョゼフ・ルピックのただ一人の子で、《コンコルド広場》に登場するリュドヴィ
ク・ナポレオン・ルピックも当然、将軍になることを期待されたが、その期待に反して、
ルーヴルに頻繁に通い、その後父に、ベルギーの動物画家として知られるチャールズ・ヴ
ェルラ（1824-1890）のもとで絵の勉強をする許可を得た。国立美術学校へ入学し、最初は
アレクサンドル・カバネル（1823-1889）に師事した。1862 年か 1863 年には、クロード・
モネ（1840-1926）、オーギュスト・ルノワール（1841-1919）、アルフレッド・シスレー
（1839-1899）など、未来の印象派の仲間と、シャルル・グレール（1806-1874）のアトリ
エで学び、1874 年、76 年にはドガに誘われ第一回目と第二回目の印象派展にも出品してい
る２２。 
ルピックはエッチング制作の上で数多くの実験を行い、オー・フォルト・モビールとい
う、特別な技法を生み出した２３。ルピックの指導により、ドガは最初のモノタイプ作品《バ
レーの教師》（1876 年）（図 11）を制作したといわれており、この作品にはドガとルピック
二人のサインが入っている。1885 年から 1886 年にはドガはルピックがデザインしたコス
チュームに基づいて、ハーレキンをモティーフとして七つのパステル画連作を制作してい
る。 
また、ルピックは、芸術家としてだけではなく、実に幅広い活躍をしていた。 
犬のブリーディングを趣味としており２４、1863 年に、最初のパリでの犬のショーのサポ
ーターになるとともに、参加し、飼い犬のアルブレヒトがメダルを獲得している。（図 12）
1869 年から 70 年の間には先史の動物や人体の模型など 200 近くのものを所蔵するサンジ
ェルマンに民族博物館をつくり、ドガも頻繁に訪れたという。1872 年にはフォール美術館
を設立、ルピックは学芸員として勤めた。 
 
第二章 《コンコルド広場》の図像の成り立ち２５ 
 
第一節 画面の具体的分析 
 
本章では、本作の制作過程について考察するため、《コンコルド広場》の画面について具
体的に分析する。 
画面の後景の石壁の向こうにはコンコルド広場の一辺を区切っている、チュイルリー公
園の壁と柵がある。その左側にはリヴォリ街、さらに左には、ルピックが製図担当官とし
て務めたこともある海軍省の建物が連なっており、この建物の手前には、ルピックの趣味
を示唆する馬と馬車が描かれている。チュイルリー宮は優秀な軍人であったルピックの
父・ルイ・ジョゼフ・ルピック（1875-1838）が、その装飾と備品の管理を任されたことも
ある場所であるが、1871 年にパリ・コミューンの鎮圧の最中に焼失し、この作品が描かれ
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た時には、外壁のみが残っている状態であった。 
コンコルド広場の隅それぞれにフランスの主要な都市（リール市、ストラスブール市、
リヨン市、マルセイユ市、ボルドー市、ナント市、ブレスト市、ルーアン市）を讃えるた
めに設置された八体の石像彫刻が設置されているが、公園と広場が重なる角の所に見える
のは、新古典主義の彫刻家・ジャン＝ジャック・プラディエ（1790-1852）が制作した《リ
ール市》（1835-38）である（図 14）。T・J・クラークは、ヴァネドーの見解をとり挙げて、
ルピックの山高帽の後ろには、同じプラディエ作の《ストラスブール市》（図 13）が配置さ
れていると述べた２６。ストラスブール市は、1870 年から 71 年の普仏戦争でプロイセンに
敗北し、ドイツ帝国領となった地域である２７。ヴァネド―は《コンコルド広場》の粗悪な
写真しか見ていなかったにも関わらず、歴史的知識があったため、推察できたのであろう。
それぞれの建築物や彫刻の位置関係から推察して、現在の《コンコルド広場》の背景が描
かれたと思われる位置から見ると、確かに《ストラスブール》はルピックの山高帽の背後
にあると推察できる（図 15）。ルピックの山高帽の後ろに見える白い筆致は、この彫刻の一
部であろう。以上の事はこれらの建物や彫刻の位置を、ドガが正確に描き出したために可
能な推察である。 
一方前景では、ルピックとその二人の娘と飼い犬の肖像が描かれている。ルピックは、
葉巻を口にくわえ、馬の手綱をつかむように傘をもっている。彼は、二人の娘たちを気に
留めていない様子で、右手を背中に回し、物思いにふけりながらコンコルド広場を通り過
ぎようとしているようである。そしてここに描かれている犬の姿は、1863 年の犬のショー
においてルピックがメダルを獲得した、レオン・クレミエールによって撮影された飼い犬・
アルブレヒトの写真を借り受けて、それを利用して描いたものと考えられる。ルピックの
コートの胸部分には、前述したような幅広く精力的な活動が認められ、レジオン・ドヌー
ル勲章を受けたことを示す、赤いリボンが付けられている。 
つまり《コンコルド広場》において背景に描かれた馬や、飼い犬の姿、海軍省の建物、
そして彼が身に着けている服装とさり気なく付けられたリボンは彼の趣味や環境、身分を
示唆する装置になっていると考えられる。そしてこの犬の近くに立つのが妹ジャニーヌ
（1869-1945）、画面向かって右側にいるのが姉のエイロー（1868-?）である。 
ジャニーヌが犬の引き紐を手に持ち、凛として落ち着いた様子であるのに対して、エイ
ローは、口をとがらせ、機嫌を害しているらしい様子である。この姉妹の性格の違いは顔
の表情だけでなく、髪の形にまで表れているようだ。後述するように商業的な肖像写真に
対して、人物そのものに関心をもって撮影したナダール（1820-1910）によって撮影された
姉妹の写真が残されている（図 16）（図 17）。この写真で二人が身に付けている衣装は、絵
画で身に付けているものと似ているように見える。ジャニーヌは、髪をきちんと整え、イ
ヤリングやブレスレットを身に付けている。両手の指を身体の前で組んでいて、女性的で
大人しい様子である。一方エイローは右手を腰にあて、左手では傘をもっている。腰の少
し下にベルトを着け、そこに手袋をひっかけている。胸を張り堂々とした様子からは彼女
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の快活さが伺える。ナダールによる、これらの写真は、1876 年から 77 年に撮影されたも
のであるため、衣装や髪型が似ていることから考えると、ドガが《コンコルド広場》制作
の際、姉妹の性格の違いを捉え描き分けるために、参考にした可能性は否定できないであ
ろう。 
ただし帽子は違っているようで、写真では当時流行していたような、装飾のついた女の
子らしい帽子を被っている。一方、《コンコルド広場》では、つばが狭く黒い帽子を被って
いる。当時の女性の乗馬用の帽子として、後ろに同様の飾りの付いているタイプのもの（図
18）が知られており、姉妹の頭の後ろの部分に塗られた白色は、帽子についた飾りと推察
する。 
この飾りと、衣服のボタンとスカーフの白、その間にいるルピックの頭部のところのス
トラスブール市、そして襟の白にそれぞれ対応するように、ジャニーヌ、エイロー、ルピ
ックの黒の帽子が配され、それとともにルピックの葉巻や傘、そして体を切り取られた男
性の衣服の黒、その間に配置されている街灯が、画面全体のリズムを生んでいる。 
 
第二節 画面の縁による人物の体の切り取りについて 
 
次に、画面左端に描かれたもう一人の人物、山高帽の男性について、考察する。 
この男性は、帽子の上部と足の下部分が画面の縁で切り取られている他に、横幅に至っ
ては、体の三分の一程が大胆に切り取られてしまっている。彼について、ロバート・ハー
バートは、「フラヌールの本質を傍観者として、これほど強調する人物はいない」２８と述べ
ている。カルマン・メラーは、ドガに推薦され印象派展にも参加したことのある画家ルヴ
ェール（1828-?）２９を、コステネーヴィッチはドガの友人で劇作家のリュドヴィク・アレ
ヴィ（1834-1908）３０を、そのモデルの候補として挙げている。しかし彼はその口髭以外
には、服装や表情にルピックやその娘に見られるような個性が感じられない。 
メラーはこの男性に関して、大胆な解釈をしている。ドガの《コンコルド広場》の背景
のための素描（図 9）３１の画面左側に見える黒い影が、男性の原型であると推定した上で、
当時のコンコルド広場を描いた他の絵画や、現在のコンコルド広場の街灯の位置関係とを
比較して、この男性が街灯の一つが変形されて出来た人物だという３２。つまり、ルピック
一家に視線を送るこの男性は、構図の右側にいる人物たちとのバランスを取り、また、彼
らの動きを強調するために創り出された人物だと考えられる。 
この主張を裏付けるように、画面左端の男性の身長は、カンヴァスの上下の両端に達し
ており、ルピックとの遠近関係から考えても、不自然に長身である。この男性が画面右側
を向いていることによって、左から右へ向かってくる馬とともに（一見、馬と馬車は一緒
につないであるかのように見えるが、それぞれ反対の方向を向いている）、画面右方向へ進
もうと前方へと傾いたルピックの動きが強調されていると考えられる。そしてこれらと反
対の方向を向くエイローとジャニーヌ、前景の犬と遠景の馬車は互いに調和しながら、人
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物たちを取り巻く空間をつくっている。ただし、下縁による切り取りに関して、ドガから
直接作品を購入したルピックによってカンヴァスが後に折り込まれ強調されたものとコス
テネーヴィッチは推察している３３。しかし修復され折り込みが伸ばされてもなお、ルピッ
ク一家の身体は、大胆に切り取られている。そうすることによってドガは、縁の背後にあ
る世界を暗示し、《コンコルド広場》の空間はかえって広がりを感じさせているのである。 
 
第三節 制作過程についての考察 
 
次に、《コンコルド広場》修復のために撮影されたルピック一家それぞれの X 線写真（図
19）（図 20）（図 21）と現在の作品の画面とを比較し、制作過程について考察する。 
まずルピックについて、ドガは、彼の右肩の輪郭線と山高帽の傾斜の角度を修正してい
る。とりわけ山高帽についてはどう配置するか試行錯誤を繰り返しており、少なくとも三
度手直しを加えている。山高帽、つまりルピックの頭部の配置は、ルピックの歩き方がど
のようなものであったかという問題に直結しており、現在の帽子の配置にすることによっ
て、確固とした足取りで歩んでいるように見える。またドガは、ルピックのシャツの白い
襟を、より鮮明に浮かび上がらせている。 
ジャニーヌの右肩は、もともと今よりもせり出して描かれており、エイローの上着の背
中側の線は斜めであったのを垂直に変えられている。また、彼女たちのスカーフもやや違
っていて、もともと一部分が上着の外に出ていたようである。このようにドガは、何度も
変更を重ねながら、妥当な形態を見出し描き出そうとしていた。 
X 線写真のエイローの頭のところを見ると、傘の握り手があるべき部分が、当初、帽子に
よって隠されていたということ、またジャニーヌの X 線写真によると、当初ドガが、犬の
正確なシルエットを見せようとしていたことが理解できる。 
このことからメラーは、本作の制作過程について論じる中で、もともとはルピックの傘
がエイローの頭を、犬の体がジャニーヌの体を突き抜けて描かれていたと考え、絵画の最
初の状態がジャニーヌとエイローの二人が描かれていない状態だと想定した（図 22）３４。
つまり、もともとルピックと犬が描かれており、後から、その上から貼り付けるようにし
て、エイローとジャニーヌの二人が描かれたのだと考えられる。 
さらに、《コンコルド広場》に描かれた人物をよくよく見てみると、興味深いことが理解
される。この一枚の絵画を描いている画家の視線が、どこからどこを捉えているのかが異
なるのである。この広場は画面奥に向かうに従って、高くなっているので、俯瞰的に捉え
られている。しかしそうすると、人物たちの下半身が縮小されて見えるはずだが、ルピッ
クや犬は観者に真横を向けている。一方で、街灯から変化させられたにしろ、画面左端の
男性は、ルピック一家と比べて非常に長身であるため、視点は低い位置にあると考えられ
る。 
サザランド・ボッグスは《コンコルド広場》の人物たちが、それぞれ別々の視点で捉え
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られていることについて、次のように分析している。 
 
ルピック一家は、われわれと同じほどに広場からは孤立している。それはあたかもド
ガが、フォト・モンタージュの手法で人物を切り取り、別に置かれた背景の上にそれ
を張りつけたかのようである３５。 
 
したがって、ジャニーヌとエイローもまた、ルピックの環境や身分を表す装置として後
から描きこまれたと考えられるのである。 
ただし、ジャニーヌの X 線写真をよく見ると、犬の胴体の高さが違っていて、シルエッ
トに大きな変更が加えられており、最初は坐った姿で描かれていた可能性が想定される（図
23）。この犬に関して、当時《コンコルド広場》について言及した貴重な証言であるデュラ
ン＝リュエルの作品の売買に関する電報をもとに考察を加える（下線部は筆者による）。 
 
1897 年 6 月 18 日、パリ発 
拝復、リーバーマン様 
ドガのルピック家の肖像画を、ベルリンにいるチューディ氏のもとへ送るように依頼する、
あなたの電報を受け取りました。 
絵は明日大至急送りましょう。 
既にお知らせしたように、絵の価格は 40.000 フラン(四万フラン)です。 
あなたは、ドガがその絵にサインしていないことに気づかれるでしょうが、美術館にせよ
一般人にせよ、もしその絵が購入されることになっているのなら、私たちに返送して 
いただかなくてはなりません。ドガはそれができのいい作品だとみなしているので、それ
にサインをするでしょうが、左側に立っている男性と小さい娘の間にいる形象の構成に軽
いリタッチを施すでしょう。 
彼はこのリタッチは欠かせないと考えているので、今のままの絵にはサインをしないでし
ょうし、必ずや 2、3 日間を要求することは確かです。 
彼はその形象のデッサンをもっているので、やることはわかっていますし、絵の他の部分
に触れるつもりは全くないはずです。 
敬具 
デュラン・リュエル３６ 
 
ドガが描いたルピック家の肖像で、左側に立っている男性と小さい娘が描かれている作
品とは《コンコルド広場》のことだと考えられる。だとすれば、立っている男性と娘の間
にいる形象とは、犬のことであろう。 
以上のことから、次のように仮定できるのではないだろうか。ドガは作品に最初ルピッ
クとおそらく坐った姿の犬を描き、その上からジャニーヌを描き、またルピックを挟むよ
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うにして反対側にエイローを描いた。そして絵がデュラン＝リュエルに渡った後に、ルピ
ックの趣味や性格をより具体的に示そうと考えたためか、賞をとったときのルピックの飼
い犬の写真を参照して、犬の姿を変更して描きかえた。電報では「デッサン」と言ってい
るが、デュラン＝リュエルが知らないだけで、写真の可能性もある。 
こうして《コンコルド広場》においてドガは、デッサンや写真を資料として用いながら、
一人ひとりの性格を表す姿勢を捉えるべく、一家の姿勢や衣服に幾度となく加筆や修正を
加えるとともに、あたかも画面上に人物を切り貼りするように空間を構成していくことに
よって、本作品の特異な構図法を実現し、広場を往来する人々の「動き」を生み出したと
考えられる。 
ただし、広場の地面を見てみると、修復前は平面的に見えていた地面の影が、一家を取
り囲むように付けられている。加えて、作品の接写写真を見ると、人物が描かれた後に、
塗られていたことがわかる。つまり、ドガは本作をただ単に風俗画として捉えず、あくま
でも、肖像画としての性質を手放すまいとしていたと考えられるのである。 
 
第三章 人物の体の向きや視線の不統一性と人体を取り巻く空間について 
 
第一節 肖像写真との比較 
 
ではドガは、《コンコルド広場》の肖像表現に際して、特異な構図法を取り入れることに
よって何を表現したかったのだろうか。ここでは、この点について同時代の肖像写真と比
較することによって、ドガの《コンコルド広場》における肖像表現の特徴について考え、
それを踏まえて、ドガの表現の新しさと独自性を抽出したい。ただしその際、写真と絵画
における一方から他方への「影響」というのではなく、表現の「比較」という観点を、強
調しておく。  
当時一般に撮影され出回っていた肖像写真にはどのような特徴があったのだろうか。前
章において、ジャニーヌとエイローの肖像写真を撮影した写真家としてとりあげたナダー
ルが、親しい文学者や芸術家を撮る時の撮影の手法は、機械をセットしたまま、様々な話
題について話をして、モデルが自由に振舞えるようになったとき、つまり、モデルが自分
本来の身振りにかえったと判断したときに、はじめてシャッターを切るというものであっ
た。さらに彼は、当時の写真館の慣習だった背景や小道具を取り除き、白い布を垂らした
だけの背景に控えめなポーズをとらせ、人物だけを浮かび上がらせる手法を用いている。 
ところが、晩年にナダールが書いた回想録３７の中には、写真を撮ってもらった客たちが、
翌日写真を受け取りに来るときに、写真に写ったとるに足りない表情をしている自分の姿
に動揺したと記録されている。「こんな恐ろしい顔は自分のじゃない」と怒り出す者や、中
には他人の写真を自分のものと思って満足している者もいたという。というのは、客たち
は、肖像写真において、肖像画で求めたのと同じように、それこそ自分だと思っている姿
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－それぞれの性別や地位や職業に応じた社会的要素を見出そうとしていたからである。 
当時大成功を収めたのは、肖像写真の大部分を占めその市場を一気に広げた、名刺判写
真という新しいサイズの肖像写真であった（図 24）。1854 年にウジェーヌ・ディスデリ
（1819-1889）によって考案され、特殊な装置を使って一枚のネガに小さな写真を 4～8 枚
撮り、それを一枚ずつ切り取って、名刺サイズの厚紙に貼るというもので、写真のサイズ
を小さくすることで価格も下がったため、より多くの人々が写真を買うことができるよう
になった。そしてこの肖像写真に関して、ディスデリは『写真の芸術』（1862 年）という書
物の中で、照明やポーズを工夫し、小道具を配し、その人物の地位や職業を表わす方法を
主張している。 
またドガの《エドモン・デュランティ》（1879 年）や《ディエゴ・マルテッリ》（1879
年）（図 25）でも、いずれも書斎の文筆家を主題にした作品であるが、それぞれの人物は、
本が並ぶ壁面や書類の散らばった机など、確かに彼らの職業を示唆する、日常的な環境と
ともに描かれている。 
作家、批評家のデュランティ（1833-1880）は、第 2 回印象派展の際に出版された『新し
い絵画』（1876 年）において、ドガの肖像画と関連付けて人物を描き出す環境について次の
ように述べている。 
 
我々はもはや、人物をアパルトマンや通りといった背景から切り離すことはできな
い。人物は、ニュートラルで、空虚で、曖昧な背景上の存在としては、決して現れて
こない。そうではなく、彼の周りには、家具、暖炉、壁掛け、すなわち、その人物の
運命、階級、職業を表わす面というものがある３８。  
 
確かにドガの描く肖像は初期には、固いポーズをとっていたが、肖像写真が流行する 1860
年代後半以降の作品において、背景に階級や職業に関係する場所、通りやカフェなどにい
る人物の肖像を、その社会的な要素とともに描き出すようになる。こうした彼の肖像画の
特徴は、一見、肖像写真と似ているようでもある。しかし、こうした彼の肖像画と肖像写
真の近似性を議論すべきではないと考えられる。なぜなら、三浦篤も指摘するように、モ
デルや客にとっては、絵筆を持った画家の前に立つのと、まだスナップ写真を撮ることの
できなかった時代に、長い露光時間を要するカメラの前に立つのとでは、自己イメージを
作るためのポーズという次元において、大きな差異がなかったと考えられるからである。
また、知的な職業に携わる人物が、それに相応しい小道具に取り囲まれて机の前に座ると
いう設定は、伝統的な絵画でも、一つの類型的な表現として存在しており、写真家の方が、
従来あった肖像画を参考にしたと考えられるからである３９。 
むしろこの問題については、近似点以上に相違点について検討を加えることが重要とな
るように思われる。 
写真では、そのほとんどのものが、モデルを同じ高さの視点から捉えている。それに対
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して、ドガの《ディエゴ・マルテッリ》（1879 年）では、机の上に積まれている物が平たく
見えること、モデルの脚が短く描かれていることからわかるように、俯瞰的な視点から人
物が捉えられており、そのことによって部屋の空間の奥行きが強調されている。つまり、
ここでドガが描こうとしているのは、人物とその社会的要素だけではなく、描かれた人物
を取り巻く室内空間であったのだろう。彼のノートに残されたデッサンからは、マルテッ
リの人体を空間において捉えるための、試行錯誤の痕跡を見てとることができる４０。 
実は《コンコルド広場》が描かれる 5 年ほど前の 1871 年頃にもルピック家の肖像（図
26）が描かれた。比較すると、ここでは、ジャニーヌは赤ん坊であり、ルピックと少女た
ちとの距離も近く、親密な関係に描かれている。対照的に、《コンコルド広場》で一家は、
スナップショット的に捉えられた関係の無い他人同士のようであり、心理的結び付きが希
薄に感じられる。というのは、その表情や性格描写からも読み取れるが、何より、三人の
体の向きや視線に統一性がなく、また、空間が人物同士の間を満たすことによって、彼ら
がそれぞれ別々の方向に動いていることが示唆されているからであろう。 
ここからは、このドガの肖像画における試行錯誤、人間と人間を取り巻く空間に対する
強い関心と実践について言及せねばならない。ここでは、《ベレッリ家の肖像》（図 27）を
とりあげて、分析を加えたい。 
 
第二節 《ベレッリ家の肖像》との比較４１ 
 
ドガは 1856 年の夏から 1859 年の春まで、絵の勉強をするため、約 3 年間イタリアに滞
在した。このイタリア滞在中に叔母のラウラ・ベレッリにフィレンツェへと招かれ、1858
年の夏から翌年 3 月まで滞在した時に、その家族をモデルに描き始められたのが、この《ベ
レッリ家の肖像》である。画面左後方のドガの叔母ラウラは妊娠しており、後ろの壁にそ
の肖像がかかっている亡父のために黒い喪服を着ていて、娘ジョヴァンナの肩に手をかけ
ている。右で一人少し離れたところで椅子に座っている夫ジェンナロは不機嫌そうな表情
で机の上の書類に目を通しており、その椅子の背は画面の縁で切り取られてしまっている。
両親の間にはもう一人の娘ジュリアが腰掛けている。ドガは、このベレッリ一家の肖像画
を完成させるにあたり、ベレッリ家の元に滞在中に、家族四人を観察し、一人ひとりの性
格を表す姿勢を発見するまでデッサンを積み重ねた。ドガは、人物の表情、姿勢、そして
髪飾りや靴といったコスチュームや手に至るまで細部描写を丹念に研究して、これらのデ
ッサンと彼らを観察して得た記憶をもとに油彩作品の制作に取りかかった。 
ところが、ドガは縦長の画面に叔母と従姉妹のみを描いていたデッサン（図 28）を、横
長のカンヴァスにジェンナロから離れた場所に配置するという構図で描いた。結果、高階
絵里加に指摘されているように、ラウラと二人の娘が画面左で安定した二等辺三角形をか
たちづくっているのに対し、ジェンナロは他の三人から離れて位置しているため、他の家
族メンバーとの心理的結びつきがほとんど感じられなくなっている。ドガにとっては身振
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りやポーズ、そして服装や背景の小道具と同様、人物を取り巻く空間もまた、その人物に
ついて多くのことを伝える有力な手段であったのだろう。 
また、それぞれの内面に潜む人物間の心理的距離感は、体の向きや視線の不統一性によ
っても表現されている。《ベレッリ家の肖像》が完成する少し前にベレッリ家の姉妹を描い
た《ジョバンナとジュリア》（1865-66 年）（図 29）に関して、ドガと親交のあったギュス
ターヴ・モロー（1826-1898）のアパートに飾られていたその写真を見た可能性があること
から、テオドール・シャセリオー（1819-1856）の《姉妹》（1843 年）（図 30）との類似が
指摘されている４２。ただしドガは、シャセリオーの絵にあったような姉妹の体の向き、視
線の統一性を取り除いている。 
《ベレッリ家の肖像》において、ドガはこれらの手法を用いて、健康状態が不安定で、
鬱状態に陥ることもしばしばであったという叔母ラウラ、几帳面で従順な姉ジョヴァンナ、
奔放で無邪気な妹ジュリア、そして夫ジェンナロの家庭に対する無関心さと、仲がよくな
かったという夫婦の間に流れる張りつめた空気を描き出している。 
そしてドガは、《ベレッリ家の肖像》において用いた二等辺三角形を中心をずらして置く
手法を《コンコルド広場》においても適用している。そうして構図を工夫して、人物を取
り巻く空間の構成を変え、また、人物の体の向きと視線を不統一にし、そこに描かれた人
物同士の関係を描き出そうとしたと考えられる。 
《コンコルド広場》が描かれた時、ルピックは職業面での充実の反面、私生活が大きな
破綻に直面していたという。妻のジョゼフィーヌ（1843-1907）は、彼と同じように優秀な
軍人の家系の出身で、ルピックの芸術家としての新しい人生を受け入れられなかった。《コ
ンコルド広場》が描かれる少し前の 1874 年に、三番目の子どもマルセル（1874-1893）が
生まれると、ルピックはよりいっそう芸術に熱中していった。そして結婚生活は徐々に破
綻していき、1881 年に正式に離婚が成立した。《コンコルド広場》においてドガは、さり気
ない都市の景観の一コマとともに、機嫌を害しているらしいエイロー、落ち着き払った様
子のジャニーヌ、そして物思いにふけるルピックと、一家の間に流れる冷たい空気、とり
わけ、モデルの社会的要素とともにそれぞれの内面や、ように筆者には感じられてならな
い。 
 
結論 
 
本稿では、エルミタージュにおける最近の調査報告書をもとに、エドガー・ドガの《コ
ンコルド広場》の作品を分析し、制作過程を究明することを通して、本作における新たな
側面を指摘しようと試みてきた。 
冒頭で、人物の体が画面の縁で切り取られていること、その体の向きや視線に統一性が
ないことなどの人物配置により、一家の肖像画でありながら、同時に、他人同士が行き交
うパリのコンコルド広場を捉えたスナップ写真のように、描かれていることを指摘した。
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しかしながら本作の特徴は、あくまでも肖像画としての性質を手放していないことにある
のではないだろうか。 
ドガは、《コンコルド広場》において一人ひとりの性格を表す姿勢を捉えるべく、デッサ
ンや写真を資料として用いながら、一家の姿勢や衣服に幾度となく加筆や修正を加えてい
た。ルピックが身に着けている服装と胸のリボン、そして背景に描かれた馬や、飼い犬の
姿、海軍省の建物にいたるまで、画面中にさり気なく描かれたモティーフは彼の趣味や環
境、身分を示唆する装置となっている。また、ジャニーヌとエイローもまた、ルピックの
環境や身分を表す装置として、後から描きこまれたものである可能性があるということも
忘れてはならないことである。 
それぞれの性別や地位や職業に応じた社会的要素を表わす小道具とともに肖像を撮影す
るのは、当時流行していた肖像写真にも見られるものではあった。しかしドガの場合は、
それに留まることなく、人間と人間を取り巻く空間に関心をもち、《ベレッリ家の肖像》で
用いた、二等辺三角形を中心よりずらして配置して、人物たちの視線と体の向きの統一性
を取り除く手法、それを、《コンコルド広場》においても実践して、人物の間の心理的距離
感をも描き出そうとしたと考えられるのである。 
ドガは、特異な構図法をあたかも画面上に人物を切り貼りするように空間を構成するこ
とによって実現し、画面全体としては、それぞれの内面に潜む人々の間の心理的な距離感
を描写した。こうしてできあがった画面に、無関係な人間が行き交うかのような「動き」
と都市の「スナップショット的」情景が出現したのである。そして、この《コンコルド広
場》の空間は、人物の身体が、左縁と下縁により大胆に切り取られることによって、かえ
って広がりを感じさせるものとなっている。 
ただドガが、下敷きに写真を使わないまでも、時間を無差別に切り取るという試みにお
いては、写真の視覚体験によるところがあった可能性も否定できないものであるかもしれ
ない。しかし、制作に写真を使ったかどうかは別問題で、それは、直接的には犬以外では
使っていないことが察せられる。また、姉妹の写真にしても、作品を制作する際にその人
物について研究するための習作の役割をもつものにすぎなかったと考えられる。それらは、
それぞれが独立した作品として完成されたわけではなく、この《コンコルド広場》の内に
違和感なく収まっている。 
姪にあたるジャンヌ・フェブルはドガの写真に対する評価について、次のように述べて
いる。 
 
叔父は、写真というものの芸術性が極めて低いということも、充分に理解していま
した。写真は、機械的な眼でしかない。その最大の欠点は、対象を見分けることも出
来ないし、まして理解することも出来ない。写真は心も趣味も持っていない。―と考
えていました４３。 
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実際のところドガは、アングルから受けた教えは、様々な場所で友人たちに何度も語り
聞かせているが、写真については、手紙でも手帳でも触れることはほとんどなかった。ま
た、冒頭で引用したようにドガのカメラ愛好について述べたヴァレリーがドガに出会った
のは、彼が写真に最も熱中していた時期に過ぎなかった。しかもそれは数年しかもたず、
以後彼は写真を完全に見放したのである。 
《コンコルド広場》制作の背景にあるのは、写真から絵画への影響といった単純な関係
ではない。伝統を引き継ぐ制作態度と、新たな表現を追求する画家の創造性という、画家
ドガに内在する、一見相反する二つの性質こそが、こうした表現を生み出し、この《コン
コルド広場》という作品に、都市の光景でありながら肖像画でもある二面性を、一個の完
結した作品として凝縮させたのである。 
 
                                                   
１ 文献によって、《コンコルド広場》の制作年の表示にばらつきがあるが、本稿では、本作の
最新の研究成果を示した以下の文献に従った。А.Г. Костеневич, Эдгар Дега : площадь 
Согласия : заметки о картине (Возрожденные шедевры). Санкт-Петербург :Изд-во 
Государственного Эрмитажа, 2012.  
２ 本作の最新の状態を写したものは、本の折り目の入った本図版しかないため、本論ではやむ
を得ずこれを用いた。 
３ 印象派の時代以降の絵画に多く見られるようになる「スナップショット的」表現に対して、
文献によって名称が微妙に異なっている。カーク・ヴァネドーは“Photographic vision”
（Kirk Varnedoe, The Artifice of Candor: Photography and Impressionism, reconsidered. Art 
in America, janvier, 1980, p. 66.）、長谷川祐子は「カメラ・アイ」（長谷川祐子『屋外へ出た
カンヴァス 19 世紀 3（名画への旅第 19 巻）』（太田泰人、高橋裕子責任編集 木村重信、高階
秀爾監修）、講談社、1992 年、66 頁）、村山康男は、「写真的ヴィジョン」（『レアリスム（世
界美術大全集 西洋編 第 21 巻）』（馬渕明子責任編集）、小学館、1993 年、369 頁）と呼んで
いる。本稿では「スナップショット的表現」として、「モティーフの切り取り」「中心をはずし
た構図」「人物の多様な体の向きと視線の無関係さ」を議論の中心に置く。また、こういった表
現は、ドガのみならず、印象派の時代以降、フランスの画家たちによって盛んに用いられるよ
うになる技法であるが、ワイリー・サイファーによると、こうした絵画表現の起源をたどると、
16、17 世紀のイタリアのマニエリストまで遡ることができるという。ワイリー・サイファー、
『ロココからキュビスムへ 18〜20 世紀における文学・美術の変貌』（河村錠一郎監訳）、河出
書房新社、1988年、217頁。しかしさらに遡り、15世紀のフランドルのイメージにも切り取り
の表現が見られるものがある。アルパースは、オランダ絵画に描かれた世界が、しばしば作品
の端がきりとられたかのような印象を与えることに触れ、前もって定められた枠どりの欠如を
オランダ絵画の特徴と捉えている。スヴェトラーナ・アルパース『描写の芸術』（幸福輝訳）、
ありな書房、1993 年、95 頁。ピーター・ガラシは、この絵画表現が、一八世紀後半の風景ス
ケッチに表れていることを主張している。ピーター・ガラシ「写真以前－絵画と写真の発明 1・
2・3」（山梨絵美子、大日方欣一訳）、『BT：美術手帖』、10 巻 645 号・11 巻 646 号・12 巻
637 号、1991 年、227-238 頁・215-226 頁・199-214 頁。大日欣一「“Before Photography”
展をめぐって」、『映像学』、日本映像学会、第 3 巻 1 号、1986 年、34-40 頁。伊藤俊治『<
写真と絵画>のアルケオロジー』、白水社、1987 年。また、齋藤達也「エドガー・ドガにおけ
る切断の技法―絵画表現、同時代受容、写真との関係をめぐって」、『日仏美術学会会報』、日
仏美術学会、第 31号、2011年、51-71頁では、ドガによる切断表現が分類・分析され、当時の
批評についても考察されている。 
４ 三人そろって埋没しかねないほど広い空間の中で、リュドヴィック・ルピックが、彼と同じ
道をたどるようには見えない二人の娘と描かれているところに、コンコルド広場のひとつのユ
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ーモアがあるとするならば、逃避という非現実の中で証券取引所と劇場とが合体する狭い通路
の中で、友人同士でかわされていく会話は、同じ精神（ユーモア）の内にある。‘Si on admet 
qu’il y a une pointe d’humour dans La Place de la Concorde, où l’on voit Ludovic Lepic 
accompagné de ses deux filles, qui ne semblent pas suivre le même chemin que lui, dans un 
espace si vaste que tous trois pourraient s’y perdre, les conversations poursuivies entre amis, 
dans d’étroits couloirs, où la Bourse et la théâtre se rejoignent dans l’irréalité de la fuite, 
sont dans le même esprit.’ Eugénie de Keyser. Degas : Réalité et métaphore. 
Louvain-la-Neuve : Institut supériuer d’archéologie et d’histoire de l’art, 1981. p. 54. 
５ 現在判明しているドガの絵画への写真の利用例には以下のものである。速すぎて肉眼では捉
えられなかった走行中の馬の肢の動きを正確に写し出したマイブリッジ（1830-1904）の動態写
真を利用したデッサンや彫刻、名刺判写真（1860 年頃）から図像を直接借用して描かれた《メ
ッテルニッヒ家の皇女ポリーヌ》（1865 年頃）。写真をもとに描かれた《入浴の後》（1896 年頃）
や《舞台裏にて》（1897 年）。また、ドガと写真の関係を中心に論じた文献は以下の通りである。
Luce Hoctin, Degas Photographe, L’Oeil, mai 1960,pp.36-43. Beaumont Newhall, Degas, 
Photographe amateur, Gazette des Beaux-Arts, janvier 1963, pp.61-64. Edgar Degas, 
photographer, cat. Exp., Malcom Daniel, Eugenia Party, Theodore Reff (ed.), Los Angeles, J. 
Paul Getty Museum/Paris, Bibliothèque nationale/New York, Metropolitan Museum of Art, 
Abrams: Metropolitan Museum of Art, 1999. Elizabeth C.Childs, Habits of the Eye: Degas, 
Photography, and Modes of Vision..The artist and the camera: Degas to Picasso, cat. Exp., 
Dorothy Kosinski (ed.), San Francisco, Museum of Modern Art/Bilbao, Fundación del Museo 
Guggenheim, Dallas: Dallas Museum of Art, New Haven: Yale University Press, c1999, pp. 
71-87. フランソワ・エルブラン「ドガと写真」（福満葉子訳）、『ドガ展』図録、横浜美術館・読
売新聞東京本社・NHK・NHK プロモーション、2010 年、170-176 頁。 
６ D’ailleurs, il aimait et appréciait la photographie, à une époque où les artistes la 
dédaignaient ou n’osaient avouer qu’ils s’en servaient. Paul Valéry, Degas danse dessin. 
Paris: Gallimard, 1965. p. 79. 邦訳はポール・ヴァレリー『ドガ ダンス デッサン』（清水徹
訳）、筑摩書房、2006 年、65 頁を参照した。 
７ 同書、54-55 頁をもとに筆者が一部修正（欧文 Ibid., p.68.）。 
８ 中谷伸生は、ドガの作品に見られる切断と継ぎ足しに関して、一度描き終えた作品に不満を
もったドガが、気に入らない箇所を切り取って、白紙の紙を継ぎ足し、その部分だけ、再度描
き直した可能性を指摘している。中谷伸生「ドガ展余滴・・画面の継ぎ足しをめぐって・・」、
『ひる・ういんど』、三重県立美術館、第 25 号、1989 年、4-5 頁。 
９ Otto Stelzer, Kunst und Photographie : Kontakte, Einflüsse, Wirkungen. München : 
R.Piper & Co., Verlag, 1966, p.60.（邦文 オットー・シュテルツァー『写真と芸術－接触・影
響・成果』（福井信雄、池田香代子訳）、フィルムアート社、1974 年、70 頁。） 
１０ Aaron Scharf, Art and Photography. New York: Penguin, 1968, pp. 153-154.  
１１ Kirk Varnedoe, The Artifice of Candor: Photography and Impressionism, reconsidered. 
Art in America, janvier, 1980, pp. 66-78.  
１２ 19 世紀フランスにおいて広く浸透していた、写真撮影時不要な細部を省略し、全体の効果
を重視する「犠牲の理論」に関しては、以下の文献がある。村山康男「写真と絵画 19 世紀フ
ランスの画家と写真」、『レアリスム（世界美術大全集 西洋編 第 21巻）』（馬渕明子責任編集）、
小学館、1993 年、369-376 頁。村山康男「芸術写真の時代（1894-1914）におけるフランスの
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写真美学」、『東京大学文学部美学芸術学研究室紀要』、7 号、1988 年、71-90 頁。村山康男「19
世紀フランスにおける写真と絵画」、『多摩美術大学研究紀要』、第 10 号、1995 年、57-72 頁。 
１３ Wilhelm Schmid, Wege zu Edgar Degas. München : Matthes & Seitz, c1988, pp.304-306. 
１４ Roy Mcmullen, Degas: His Life, Times, and Work. Boston : Houghton Mifflin, 1984, 
p.302.ただし立体写真に関しても、カーク・ヴァネドーはこの油彩画に似ている写真ではない
と指摘している。Kirk Varnedoe, A fine disregard : what makes modern art modern. London: 
Abrams, 1990, p.40. 
１５ Françoise Heilbrun, op.cit., p.233.（邦文 フランソワ・エルブラン、前掲論文、171-172
頁。） 
１６ 小林太市郎『北斎とドガ』、全国書房、1946 年。 
１７ Joel Isaacson, ‘Impressionism and Journalistic Illustration’. Arts Magazine, vol. 36, 
no.10, 1982. pp.95-115. Jean Sutherland Boggs, Felix Baumann and Marianne Karabelnik 
(ed.), Degas: portraits. London: Merrell Holberton, 1994. 
１８ Theodore Reff, Degas, The Artist's Mind. London: Belknap Press of Harvard University 
Press, 1987, p.76. 
１９ 1990 年代以前の研究に用いられていた写真図版で、T・J クラークによると、デュラン・リ
ュエルによって撮影されたものであるようだ。T.J. Clark, The painting of modern life: Paris in 
the art of Manet and his followers, Princeton, NJ : Princeton University Press, c1984; rev. 
ed., 1999, p.75. 
２０ 以上の《コンコルド広場》の来歴に関しては以下の文献を参照。アリベルト・コステネーヴ
ィッチ、前掲書。郡司良夫、藤野幸雄『エルミタージュ：波乱と激動の歴史』（勉誠出版、2001
年）。А.Г. Костеневич, op.cit. 
２１ ルピックに関しては次を参照。Jean Sutherland Boggs, Felix Baumann and Marianne 
Karabelnik (ed.), Degas : portraits. London: Merrell Holberton, 1994. Albert Kostenevich, 
Hidden Treasures Revealed : Impressionist Masterpieces and Other Important French 
Paintings Preserved by the state Hermitage Museum. St. Peterburg, New York : Ministry of 
Culture of the Russian Federation, 1995. Harvey Buchanan, ‘Edgar Degas and Ludovic 
Lepic: An Impressionist Friendship’. Cleveland Studies in the History of Art, vol. 2, 1997, pp. 
32-121. А.Г. Костеневич, op.cit. 
２２ Jean Sutherland Boggs, Felix Baumann and Marianne Karabelnik (ed.), op.cit., p.43. 
２３ 蓑川久仁子「一八七〇年代におけるドガのピュアモノタイプについて （山岡泰造先生古希
記念論集）」（『関西大学哲学』24 巻、2004 年）137-166 頁。 
２４ メアリー・カサット（1844-1926）が犬を欲しがった時には、彼女の相談に乗るようドガが
ルピックに頼む内容の手紙が残されている。Richard Kendall(ed.), Degas by himself: drawings, 
prints, paintings, writings. London: Macdonald Orbis, 1987.  
２５ 本章における《コンコルド広場》の分析に関しては主に以下の文献を参照。吉田秀和『調和
の幻想』、中央公論社、1981 年。Albert Kostenevich, op.cit. Harvey Buchanan, op.cit. Mari 
Kalman Meller, ‘Degas’s ‘Place de la Concorde: Vicomte Lepic and his Daughters’. 
Burlington Magazine, vol. 145, no. 1201, 2003. pp. 273-281. А.Г. Костеневич, op.cit.  
２６ T.J. Clark, op.cit., p.75. 
２７ 《コンコルド広場》の社会的・政治的背景とルピックを関連付けて論じたものに以下の論考
がある。André Dombrowski, ‘History, Memory, and Instantaneity in Edgar Degas's Place De 
la Concorde’. Art Bulletin, vol. 93, no. 2, 2011. pp.195-219. 
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２８ Robert L. Herbert, Impressionism: art, leisure, and Parisian society. New Haven: Yale 
University Press , 1988, p.35. 
２９ Mari Kalman Meller, op.cit., p.277. 
３０ А.Г. Костеневич, op.cit.,pp.82-83. 
３１ Theodore Reff, The notebooks of Edgar Degas : a catalogue of the thirty-eight notebooks 
in the Bibliothèque Nationale and other collections. Oxford: Clarendon Press, vol. 2, no. 26, 
p.96, 1976. 
３２ Mari Kalman Meller, op.cit., p.279. 
３３А.Г. Костеневич, op.cit., pp. 99-109. 
３４ Mari Kalman Meller, op.cit., p.277-278. 
３５ Jean Sutherland Boggs, op.cit., p.47.訳は、アリベルト・コステネーヴィッチ『エルミター
ジュ美術館：秘匿の名画』（三浦篤監訳）、講談社、1995 年、77 頁に掲載のものを参照した。 
３６ Paris 18 Juin 1897 
Cher Monsieur Liebermann, 
Nous avons reçu votre dépêche nous demandant d’envoyer à Monsieur Tschudi à Berlin le 
Degas, portrait de la famille Lepic. Le tableau partira demain par grande vitesse. 
Comme nous vous l’avons ecrit déjà, le prix du tableau est de 40.000 francs (quarante mille 
francs). 
Vous remarquerez que Degas ne l’a pas signé et si le tableau devait être acheté soit par le 
Musée, soit par un amateur, nous demanderions qu’on nous le renvoie. Degas tient à le 
signier parce qu’il le regarde comme une de ses meilleures œuvres, mais il veut aussi faire 
une légère retouche qui consistera à indiquer une figure entre l’homme debout qui se trouve 
à gauche et la petite fille. 
C’est précisément parce qu’il considère cette retouche indespensable qu’il ne veut pas signer 
le tableau tel quel et qu’il exige absolument qu’on lui donne pendant 2 ou 3 jours. Il a le 
dessin de la figure, il sait ce qu’il fera et n’a nullement intention de toucher au reste du 
tableau. 
Veuillez agréer, je vous prit, cher Monsieur, l’assurance de mes sentiments les plus dévoués. 
Durand-Ruel 
А.Г. Костеневич, op.cit., p.142. 
３７ ナダールのこの自伝の内容に関しては、以下の文献を参照。多木浩二「第五章 ブルジョワ
ジーの肖像－ある時代の神話」、『眼の隠喩-視線の現象学』、ちくま学芸文庫、2008 年、
187-220 頁。F.ナダール『ナダール：私は写真家である』（大野多加志・橋本克己訳）、筑摩書
房、1990 年。 
３８ Carol Armstrong, Odd man out : readings of the work and reputation of Edgar 
Degas. University of Chicago Press, 1991. p.84. 
３９ 三浦篤「エドゥアール・マネにおける写真と絵画」、『西洋美術研究』、三元社、7 号、2002
年、90-107 頁。 
４０ Jean Sutherland Boggs, op.cit. 
４１本節における《ベレッリ家の肖像》の分析に関しては主に以下の文献を参考にした。Degas, 
cat. Exp., Henri Loyrette, Jean Sutherland Boggs, Douglas W. Druick, Michael Pantazzi, 
Gary Tinterow (ed.), Paris, Galeries nationales du Grand Palais/Ottawa, National Gallery of 
Canada/New York, The Metropolitan Museum of Art, Abrams: Metropolitan Museum of Art, 
1988-1989, pp.77-85. 高階絵里加「ドガとイタリア（特集 旅・留学―なぜ、なにを学ぶのか）」、
『美術フォーラム 21』、美術フォーラム 21 刊行会、第 9 号、2004 年、35-39 頁。オロール･
ビスマン「ベレッリ夫人と二人の娘」作品解説（今井朋訳）、前掲図録、38-39 頁。Theodore Reff, 
op.cit., pp. 95-98. 
４２ Degas, cat. Exp., pp.120-121. 
４３ J・フェブル「叔父ドガ」、『ドガの想い出』（東珠樹訳）、美術公論社、1984 年、157 頁。 
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図版 
 
（図 1）ドガ《コンコルド広場》1876 年  油彩・カンヴァス  82.2×117.5cm 
        エルミタージュ美術館 
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（図 2）ドガ《アマチュア騎手のレース、スタート前》1862 年 1882 年頃加筆 
油彩・カンヴァス 48×61cm、オルセー美術館 
 
 
（図 3）ドガ《舞台の袖の踊り子》                   
パステル、テンペラ 
1878 年頃 66.7×47.3cm  
ノートン・サイモン美術館  
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（図 4）ドガ《カフェ・デ・ザンバサダーの 
ベカ嬢》1877-78 年 リトグラフ 
20.4×19.4cm  メトロポリタン美術館 
（図 5）ドガ《カフェ・デ・ザンバサダーのベカ嬢》 
1885 年 リトグラフにパステル 23×20cm   
ウジェーヌ・ヴィクトール・トー夫妻コレクション 
（図 6）ロンドン・ボロー大通りの写真 1887 年  
Aaron Scharf, Art and Photography. New York: Penguin, 1968.より 
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（図 7）Kirk Varnedoe, A fine disregard : what makes modern art modern, 1990, 30p 
に掲載の図版 
（図 8）T.J. Clark, The painting of modern life : Paris in the art of Manet and his followers,  
Revised ed, 1999, c1984, 75p に掲載の図版 
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（図 10）修復前（左）・後（右）の《コンコルド広場》 
（図 9）《コンコルド広場》のための習作素
描 Theodore Reff, The notebooks of Edgar 
Degas., vol. 2, no. 26.  
《コンコルド広場》部分 
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（図 11）ドガ  ルピック《バレエの教師》 1876 年 モノタイプ 
56.5×70cm   ワシントン DC ナショナルギャラリー  
（図 12）レオン・クレミエール  ルピックの飼い犬アルブレヒトの写真 
1863 年撮影  パリ国立図書館 
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（図 15）現在のコンコルド広場 筆者撮影 
（図 13）プラディエ《ストラスブール市》
コンコルド広場 筆者撮影  
（図 14）プラディエ《リール市》1835-38 年 
コンコルド広場 筆者撮影 
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（図 16）ナダール ジャニーヌの肖像写真、
1876-77 年撮影 個人蔵 
 
（図 17）ナダール エイローの肖像写真、
1876-77 年撮影  個人蔵 
 
（図 18）19 世紀の女性用乗馬服 
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左（図 19）ジャニーヌの X 線写真 
右（図 20）エイローの X 線写真 
 
（図 21）ルピックの X 線写真 
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（図 22）カルマン・メラーによって提案された絵画の初期の状態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図 23）完成作と X 線写真における犬の胴体の高さの比較 
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（図 24）ディスデリ 名刺判写真 1860 年撮影 
 
（図 25）ドガ《ディエゴ・マルテッリ》1879 年 油彩・カンヴァス 110×100cm 
     スコットランド国立美術館  
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（図 26）ドガ《ルピック子爵と娘》1871 年頃 油彩・カンヴァス 66.5×81cm 
Ｅ．Ｇ．ビューレ・コレクション 
 
（図 27）ドガ《ベレッリ家の肖像》1858-67 年  油彩・カンヴァス  200×250cm 
オルセー美術館 
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（図 28）ドガ《ベレッリ夫人と二人の娘》 
（《ベレッリ家の家族》のための習作） 
1858-59 年頃 
擦筆、木炭、白のハイライト、茶色に淡彩された
紙 42.2×27.2cm オルセー美術館 
（図 29）ドガ《ジョバンナとジュリア》 
1865-66 年頃  油彩・カンヴァス 92.1×72.4cm
ロサンゼルス美術館 
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（図 30）シャセリオー《姉妹》 
1843 年頃 油彩・カンヴァス、 
180×135cm ルーヴル美術館 
 
  
 
第三章 戦争画制作 
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 小序 
 
写真家・濱谷浩（1915-1999）が小磯のアトリエを訪れた際に、画家が一筆を書き付けた
帳面がある（図 1）１。ここには、小磯自身による手になる「繪もかけないが字もかけない」
との言葉に、彼の署名と落款が添えられている。これを一覧した者の多くが、「絵は巧く描
けないし、達筆な文字も書けない」という、自嘲的な意味で発せられた言葉であるとの感
を懐くであろう。しかし、この書き付けがなされたのが 1944 年の太平洋戦争２末期であっ
たことを考え合わせると、その背景に隠された意味のあることを読み取ることができるの
ではあるまいか。思う通りの絵を描くことも、文章を書くことも許されないという、小磯
の長嘆息にも似た心情の吐露であったと筆者には考えられるのである。 
戦況が膠着し始めた 1938 年より、大日本帝国陸海軍は、相次いで公式戦争画の制作に着
手している。著名な画家たちは、派遣画家や報道班員という肩書きを与えられ、戦地に派
遣された。その大多数は、軍の報道部が選んだ主題に則って制作にあたっていたと考えら
れている。完成後の作品は軍に納められたのち、その多くは、各種の戦争関連の美術展に
貸下出品されて列島内外の各地を巡回した３。その目的が、戦争の記録を歴史画として残す
ことと、国民の戦意昂揚にあったことは言を俟たないであろう。 
そうした時代相のただ中で、小磯は帝国陸海軍から戦争画を依頼されるに至る。日中・
太平洋戦争期において彼は、《南京中華門の戦闘》（1939 年）（図 2）《兵馬》（1939 年）（図
7）《娘子関を征く》（1941 年）（図 16）《カリジャティ会見図》（1942 年）（図 21）《皇后陛
下陸軍病院行啓》（1943 年）（図 35）《ビルマ独立式典図》（1944 年）（図 24）《日緬条約調
印図》（1944 年）（図 31）《カンパル攻略（倉田中尉の奮戦）》（1944 年）（図 45）などの戦
争画、そして反戦的な作品として名高い《斉唱》（1941 年）（図 39）を描いた。その中で
1940 年に朝日文化賞を、1942 年には第 1 回芸術院賞を受賞するなど、花形作家として活
躍するのであった。 
この時代において注目されるのは、画家たちが戦争という大事件を、歴史画の体裁をも
つアカデミックな形式により記録するという課題を急に突き付けられたということである
４。伝統的な部分を積み残したまま、同時代の西洋の造型思考を性急に移植していた画家た
ちが、日本の絵画史においては伝統が欠如していた同時代の戦争の記録という課題に取り
組むにあたっては、その多くは、西洋の美術に範例を求めたのであった５。戦争画家として
活躍した画家の一人宮本三郎（1905-1974）の「一種の記録画だから正確でなければならな
いし、人間の動的な運動の絵になるが、そういう勉強はぜんぜんしていない。しかし、取
っ組まなければならない。これは大変な問題だと思った。そのときにはじめてわれわれは、
ヨーロッパで見てきたルネサンス以降の 19世紀までのリアリズムを根幹にした西欧の絵画
というものを、考えなくちゃならなかった６。」という言葉は、当時戦争画の制作に取り組
んだ画家たちの動揺を伝えている７。 
小磯においても、ドガ（Edgar Degas, 1834-1917）を始めとする西洋画家受容の作業が、
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この時代に中断した訳ではない。むしろ戦争画制作で求められる大画面の群像表現という
課題に取り組むことにより、彼の作業の密度をより濃密なものにしたと述べることができ
るのではないか。ただ一方で、その作業がある種の変質を迫られたこともまた、事実であ
っただろう。それは、戦争画が国威発揚に貢献するという目的をもつ、特殊なジャンルの
芸術であったということである。 
小磯は、1938 年から 1943 年までの間に四度の従軍を経験したが、従軍に拠っても拠ら
なくても、殆どの戦争画で事件の発生時や作戦中の光景を直接見ていなかったことが、近
年の調査によって判明している８。彼は従軍の際に得た現地のスケッチや、兵士の体験談等
から構想を練った。そして、その構想をもとに人物のデッサンをして、事件や作戦の記録
を絵画に再構成したのである。その際に参考にされたのは、彼が摂取してきた西欧の芸術
であったが、ただ「戦争記録画」の制作にあたってはまた、その名の通り記録性も求めら
れため、報道写真などの写真も重要な資料であったといえるであろう。写真は、事件の発
生時や作戦中のイメージを掴み、事実を確認するのに役立っただけではなく、さらに直接
的に参照されるケースもあった。 
筆者の関心は、画家小磯が大東亜戦争期における時代的な要求と向き合いながら、いか
に作品中に、西洋絵画の技法やモティーフの摂取と応用に努め、自らの意図と芸術を反映
させたかという一点にある。特に西洋の芸術や写真といった、小磯が参照したと考えられ
る視覚イメージと比較すること。また、デッサンやスケッチ、彼の記した文章などの資料
を用いて、その構想の過程を追うことによって、彼が反映させたものの内容を具体的にみ
ていくこととしたい。 
本章での検討方針としては、すべての小磯の戦争美術を網羅的に取り上げることを目的
としていない。むしろ、いくらかの作品について、過去の論考では取り上げられていない
新たな情報や資料によって情報を補足し、彼の戦争画制作に関して、新たな側面を提示す
ることにある。具体的に述べれば、小磯の制作過程の軌跡を元に行う作品分析や彼の著作
から、戦争画制作に対する態度を読みとること、その画業における戦争画の位置づけにつ
いて考察するために９、彼の群像表現に着目して他の作品と比較すること。また、従軍を余
儀なくされた当時の小磯の裏腹な気持ちが描かれていると解釈されることの多い小磯の代
表作《斉唱》の位置づけに関しても、関連する他の作品をとりあげ、分析を加える必要が
あるであろう。以上の過程から、小磯の戦争画制作における理念の一端を捉えることが、
本稿の目的である。 
 
第一節 小磯の戦争画研究の諸問題について 
 
東京美術学校時代の師であった藤島武二（1867-1943）は、小磯が《娘子関を征く》で第
一回芸術院賞を受賞するにあたって、朝日新聞紙上に次のような賛辞の言葉を寄せていた。 
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戦争画においては、その目的上、記録的性質を有するが故に写実的描写が最も適し
てゐるのである。事実に即して忠実に描くことが今回の戦争を芸術品として再現する
の正しき方途」であり、「多くの若い作家が流行を追ふのに急なるの時、小磯君は終始
一貫、着実な技法の習練に専念したことが結実し、さきには朝日新聞社の文化賞、今
回芸術院賞となつたのである。（中略）小磯君は多年研鑽せる写実を以て対象に向ひ、
色感も殊更な絢爛さを求めず、構図もまた奇異をねらはず、すべてを事実にゆだね、
加ふるに平、軍馬、殊に近代武器の些細な点に至るまでの注意深き研究を以てし、多
くの戦争画中、出色の作品を生むに至つたのである１０。 
 
ここで藤島は、小磯の写実的描写と、他の画家が「流行を追ふ」中、「着実な技法の習練
に専念したこと」が本作に結実したとした上で、色と構図に絢爛さや奇異を狙わず、平や
馬や兵器などの小道具の描写を評価している。 
第一回聖戦美術展評の中で、児島喜久雄は「戦争画はどうしても写実主義でなければ駄
目である。（中略）人間的感激に伴ふ強調を含んだ芸術的写実の意味である１１。」と述べて
いる。戦争記録画の技法による区分で、洋画が日本画を圧倒している（日本画は約二割）
ことは、戦争画の一つの機能が記録であることに起因すると考えられるだろうが１２、確か
に、戦争画制作において、「洋流の伝承を十分咀嚼して我邦に植える１３」ことを自らの任務
としていた小磯は、大いにその本領を発揮したといえるのではあるまいか。実際に戦争画
の花形作家として活躍していたことは、先述した通りである。また、河田明久は、敗戦ま
でに制作された作品数について、軍や委嘱といった語の解釈や数え方にもよるが、軍が作
戦記録画と呼んだ、もしくは制作を委嘱したか、そのようなものとして受領した作品だけ
で、少なく見積もっても二百点は下らないとしている１４。東京国立近代美術館が所蔵する
「戦争記録画」にはそのうちの一二五点が含まれ、コレクション全体の約八割を占めてい
るという１５。溝口郁夫の調査によると、この内小磯は東京国立近代美術館に収蔵される戦
争記録画の数が四番目に多い画家である１６。 
 しかし、にも関わらず、小磯の戦争画に焦点をあて、その制作の全容をまとめて取り上
げた研究は唯一、廣田生馬が 2008 年に『神戸市立小磯記念美術館研究紀要』に発表した「小
磯良平と戦争画―従軍の記録と制作の過程―」１７のみと言えるであろう。 
 小磯の戦争画研究が、これまで低調であった背景には、1990 年代に入って、ようやく反
戦一辺倒の世論に変化が現れ、それに伴い戦争美術の議論が活発になってきたことと無関
係ではあるまいが、何より、小磯が戦争画について語ることを厭い、その展覧会において
も、それらの公開を拒否し続けたことに一因があるであろう。こうした小磯の戦争画への
態度や、その戦争画研究自体が内包する問題点については、本章全体を覆うテーマである。
よって、まず、これらの諸問題を第一に取り上げることとしたい。 
東京国立近代美術館が「戦争記録画」を所蔵していることは、先に少し触れた。戦後、
同館に戦争記録画が収まるまでのおおよその経緯は、以下の通りである１８。終戦後の 1951
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年 7 月、連合国最高司令官総司令部 GHQ は、東京都美術館に集めていた戦争記録画を、ア
メリカへ秘密裏に移送した。その後 12 年間にわたって、この戦争記録画の行方は不明であ
ったが、1963 年、漫画家・岡部冬彦が、訪米旅行中に米国国務省管理の戦争記録画を発見、
1966 年には写真家・中川市郎が米軍関係の倉庫に接収された戦争記録画を撮影している。
翌年の 1967 年には、この写真の一部が新聞などマスコミで公開され、戦争記録画の絵画集
なども出版された。1970 年、保管されていた戦争記録画は「無期限貸与」という形で日本
に返還され、以後、東京国立近代美術館に収蔵されることとなった。 
以上の経緯の内、1967 年に写真の一部が新聞などマスコミで公開されたことを契機とし
て、『毎日グラフ臨時増刊号 太平洋戦争名画集』や『週刊読売』など各誌で特集記事が掲
載された。小磯に関していえば、後者での特集、「特集 失われた戦争絵画 20 年間、米国
にかくされていた太平洋戦争名画の全貌１９」は、戦後に彼が自らの従軍の経験と戦争画に
ついて語った重要な資料である。以下に、座談会の中で小磯が語っている箇所の一部を引
用しよう。 
 
本誌 小磯先生は、どちらにおいでになったんですか。 
小磯 昭和十三年、上海にみんなが集まりました。中村研一さん、それから、北京の
ほうから偶然、藤島（武二）先生なんかが回ってこられて、おおいに士気盛んになり
まして、上海でおおいに騒いだんです。ちょうど神戸出発のときに、風水害でたいへ
んななかを出ていったんです。それが最初で、そのつぎが十四年に宮本君と田村君と
三人で、北京から、わたしがテーマを与えられたのか「娘子関」なので、大同のほう
をずっと回ってきまして、それが二回目。三回目が十七年のジャワですね。上陸のと
こ、わたしは上陸はかかないで、会見図かいちまったんですが、それと十八年のビル
マ、それだけですね。 
わたしは、そういうふうなことに関係なしに。十六年までに「兵馬」というような
テーマを与えられないで、自分勝手にかいたのがあるんです。 
17 年、18 年の太平洋戦争になってからのテーマは、どうもぼくとしてはあまりパッ
としないので、自分では好まないんですけれども、そのまえのやつは、不幸にしてぜ
んぶ焼けちまったんです２０。 
 
本誌 小磯先生、なにか思い出話を・・・・。 
小磯 あまりいい思い出はありませんね。わたしのは会見というんじゃない。ビルマ
の式典ですね。ちょっといま考えてみると、なにかつくりごとみたいな感じで。ああ
いうどさくさですから、あまりいま、楽しい思い出として、お話しできないような感
じですね２１。 
 
筆者は、この特集のことを「戦後に小磯が自らの従軍の経験と戦争画について語った重
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要な資料」と述べたが、小磯が戦争について多くを語らなかったことはよく知られている。
この座談会においても、「小磯先生、なにか思い出話を・・・・。」という要望に対して、「あ
まりいい思い出はありませんね。（中略）あまりいま、楽しい思い出として、お話しできな
いような感じですね。」と応答している。また、宮本三郎がこの特集の中で、戦争画の公表
を求める発言を行っているのに対して小磯は、「17 年、18 年の太平洋戦争になってからの
テーマは、どうもぼくとしてはあまりパッとしないので、自分では好まないんですけれど
も、そのまえのやつは、不幸にしてぜんぶ焼けちまったんです。」と語っている。しかし、
この時点で小磯が知っていたかどうかは定かではないが、実際は太平洋戦争期の記録画で
あっても《カリジャティ会見図》（1942 年）《ビルマ独立式典図》（1944 年）《日緬条約調印
図》（1944 年）《カンパル攻略（倉田中尉の奮戦）》（1944 年）は現存している。「焼けてし
まった」ことを理由にして公表したくないと言いたいのか、あるいはそうであることを望
んでいたのだろうか。また、本誌には中川が撮影した他の画家による戦争記録画の写真は
掲載されているが、小磯の戦争画の掲載はない。これは小磯が掲載を拒否したものと考え
て間違いないであろう。1977 年に至っても、『美術手帖』の戦争画特集で自作掲載を求めら
れた際に、彼は「小生の考えではいまだその時にあらずと存じます２２」と回答しているの
である。 
小磯は戦時下、陸軍美術協会と東京朝日新聞社が共同主催により開催した聖戦美術展の、
1939 年第 1 回展に《南京中華門の戦闘》を特別出品し、1941 年の第 2 回展には《娘子関
を征く》を出品している。それぞれの美術展の図録として『聖戦美術』と『聖戦美術第二
輯』があったが２３、1978 年には、これらの図録を上下二巻に再編集した復刻本『聖戦美術』
が国書刊行会から刊行された。飯野正仁は２４、この復刻本には、作者の意向により掲載が
許可されず、上下巻あわせて五人の画家の戦争画作品 9 点の図版が掲載されなかったこと
を報告している。（欠番）と記されて何らかの理由で削除されたことを、読者が知ることの
できる作品がある中、小磯作品については、何の注記もなしに削除されているという。つ
まり、画家がその作品の存在を抹消しようとしていたと思しき行為があったことが、窺わ
れるのである。 
展覧会においても同様に、小磯の戦争画に関する心境をうかがわせる姿勢をみることが
できる。図録『小磯良平展』（1978 年）に掲載の小川正隆編「小磯良平年譜ノート」には、
「小磯にいわせると、彼の描いた戦争記録画の主だったものは、「娘子関を征く」を初めと
して約 6 点ということだが、これらの作品をめぐって、今の気持としては「イヤな思い出
ばかりがつきまとって……」と言葉少ない。そのため今回の展覧会には、これらの作品が
すべて省かれた２５。」とある。また、1971 年の「画業 50 年 小磯良平展」と 1983 年の「画
業 60 年 小磯良平のすべて展」で図録の編集を担当した山脇佐江子は、約 60 年の間に小磯
が制作した作品を可能な限りリストアップし、作品写真と共に巻末に掲載することにしよ
うとした。しかし小磯から戦争画を削除したいという申し入れがあったという。小さなモ
ノクロ写真だからと食い下がったが、小磯は断じて掲載を許さず、最終的には写真は掲載
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せず、何とか文字情報だけ載せることになったと証言している２６。 
飯野による調査では２７、生前であっても東京国立近代美術館においては、1977 年 10 月
7 日から 11 月 27 日に《娘子関を征く》が、1978 年 12 月 5 日から 1979 年 1 月 21 日に《カ
リジャティ会見図》が展示されていたことが明らかにされている。しかし自らの回顧展に
おいては、他界する前年の 1987 年に企画された「小磯良平展」に、巡回先の一つである東
京都庭園美術館において、特別陳列の形で《娘子関を征く》が出品されたことを唯一の例
外として、小磯は戦争画の公開を許さなかった２８。 
小磯の戦争画研究が進まなかった理由の一つとして、以上のように戦後、画家自身が戦
争画について多くを語らず、その公開や画集などへの掲載を厭う傾向にあったことにある
のは確かであろう。ただこうした小磯の態度の意味の解釈について、近年新たな動きが出
ている。2007 年夏に、小磯と同じ東京美術学校の藤島武二教室の出身で、新制作派協会を
ともに創立した仲間であった内田巌（1900-1953）に宛てた戦時下書簡など計 38 通が、内
田遺族のもとで発見されたのである。 
その中の一通、1944 年末の手紙には、次のような文章が記されていた。 
 
私自身これを自分にみて何とも云へないイラだたしさから神経衰弱的だと感じてゐ
たものだ。皆そうだろう。心細いぞ。だからと云つて戦争画をいゝ方向だと理由づけ
る何ものもない。これはしつかり考へておかねばならない事で問題は同じなので別で
はない。戦争画も純粋芸術と称する絵も同じく多少ともに病気にかゝつてゐる。戦争
画を悪口云ふ人達の気持ちもよくわかるし純粋芸術を悪く云ふのも又わかる。同じだ。
皆どうして良いのかしらないだけだ。知つてゐても出来ないだけだ。それこそ科学的
にもつと計画的に根をおろした百年の計をもつてゐなければ今さらの重点的な戦争美
術のタイコをヂャンヂャンたゝいても何もならない。効果はあがらない。よくしたも
ので世間の諸々の事業と同じだ。日本人は苦しんでいる。もつと苦しめ、私も苦しも
う君も苦しもう。藤田が戦争画をかいても猪熊が描いてもはなはだしきは岡田が高野
が海老原が描いても昔の絵と一寸も異はない、同じだ。これはおそろしい事だ。安井
は描かないだけで梅原も描かないだけ、木村、岡、木下、山下も描かないだけで絵は
同じだ。これでよいのか。これで本音だ。しかし貴兄が感じてゐる様に私が苦しんで
ゐる様にこれではいけないと云ふ事だけはたしかだ２９ 
（内田巌宛書簡 1944 年 12 月 31 日付） 
 
廣田は、この書簡を紹介した上記論文において、「初めての戦時下の生の声と言える」「反
戦争画的と解釈されてもおかしくはない文言が並んでいる書簡だけに、「これで本音だ」と
語る小磯良平の一言一句には、何ものにも勝る重みが備わっている。戦時体制下の国内で、
このような深みのある“声”を発していたにもかかわらず、他界するまで貫き通した戦後
の“沈黙”も、今あらためて別の意味での重要性をもってこよう３０。」と述べている。本稿
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においても、次節より彼の沈黙の意味について考えることを一つの課題とするが、筆者は
資料の解釈とともに、新たな情報、資料を材料に作品の画面を具体的に分析することを重
視し、そこに反映させた意図を読み取ることによって、小磯の意志について考察したい。 
 
第二節 最初の戦争記録画―《南京中華門の戦闘》について 
 
最初の従軍は、新制作派協会の結成から二年後の 1938 年、画家が 35 歳のときのことで
ある。与えられた画題は、南京中華門の戦の図であった。小磯は、1938 年 5 月に、中村研
一、脇田和、江藤純平、柏原覚太郎、向井潤吉、南政善、朝井閑右衛門とともに上海へ渡
り、11 日に到着している。上海では、アスターハウスに宿泊し、そこに藤島武二を迎え、
藤島の戦跡の写生や夜の街の探訪に脇田和とともに付き添ったという。6 月 26 日に上海南
京方面から帰国したため、1 か月半ほどの滞在期間であった。 
完成した作品は《南京中華門の戦闘》（図 2）として、1939 年 7 月の第一回聖戦美術展３１
に陸軍省より特別出品された。展覧会の様子を伝える記事によると、「三畳敷位の大きさの
絵が十枚あつて日本軍が呉淞に上陸してから南京を占領するまでの主な戦が実際に見たや
うに３２」展示されていたという。中でも、「南京攻略戦」を主題にした作品は最も多く、小
磯の作品の他、中村研一の《光華門外丁字路》と鈴木栄二郎の《南京攻略戦》の三点があ
ったことから３３、国民が注目していた重要な主題であったことが窺われる。戦争記録画に
おいては重要な作戦の主題に対しては、より高名な画家に依頼される傾向があったことを
念頭におくと３４、小磯の戦争画制作への期待が窺われるケースの一つと考えられよう。 
当時の新聞記事では、本作に関して「この画面に描かれたのは南京城を望んで大休止し
てゐた歩兵部隊が、進撃命令に接し、今正に南京城内へ進撃を開始しようとする瞬間であ
る３５」との説明が付されているが、よくよく注意してみると、何点か奇妙な部分があるこ
とに気付く。 
まず、《南京中華門の戦闘》という題が付されていながら、南京中華門は遠景に追いやら
れていることが、その一である。また、中景には南京城へ向かおうとする兵士の姿が見ら
れるものの、絵の中心を占めるのは戦闘の場面ではないことも不可思議であるといえまい
か。代わりに、その中心に描かれているのは、座って休息しているか、服装を整えている
様子の兵士たちと、彼らの背嚢などの身辺道具に過ぎないのである。 
本作に関しては、現在、その所在が不明となっているのであるが、他の多くの戦争画で
資料があまり残らない中で、小磯のスケッチや、その制作について語った文章、関連する
資料が比較的多く残っていることが確認される。したがって、複数の資料をもとに作品の
画面を分析し、その意図するところや、構想の過程を検証することが可能であるといえる
であろう。以下、具体的に説明を加えていきたい。 
小磯が本作の制作にあたって南京に派遣されたのは、日中の攻防戦から、半年もの時間
を経てからであったという。彼は、「南京中華門」と題したエッセイの中で、従軍する前に
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ニュース映画や写真などで現地のイメージを得ていたが、しかし、現地を訪れると「とて
も写真などでは考へられない或る種の感じ」があることがわかり、「絵にすることはむつか
しい」と感じたと述懐している。そこで、現地でもスケッチや写真を得たのだが、「これで
一体二百号の大作が描けようとも思はれないが、しかし他にもとめるべく何もない３６。」と
語っており、初めての戦争記録画の制作にあたって、どのように描けば良いかを懸案して
いたことが窺える。一方、1939 年に発表した「屋根裏のアトリヱ」という文章の中でも、
その制作を振り返っている。ここで小磯は、アスターハウスの屋根裏部屋のことを「アト
リエ」と呼んでいるのだが、そこで他の従軍画家に南京を案内してもらったこと、複数の
兵士たちに当時の戦闘の様子を聞き、彼らにポーズをとってもらったことは、制作に大い
に役立ったようである３７。このようにして彼は、実際には直接目にしていない作戦中の光
景を、絵画に再構成しようと試みた。 
本作の画面における筆者の分析は、以下の通りである。まず、空には黒い砲煙が上がり、
全体に暗雲が立ち込め、遠景には南京中華門の城壁と建物が連なっている。前景には、幾
人もの兵士がいるが、大部分は休んでいる様子である。画面左側の肩に銃剣を凭せ掛けた
人物は、その背後に後ろ姿を見せる三人の人物に続いて、中景の兵士たちが活動する戦闘
の前線に向かおうとしているのだろうか、右足を上げ、急ぎズボンの裾を整えるか靴を触
ろうとしているかのようだ。作品の中央には、兵士の背嚢や、アルミの弁当箱や水筒らし
きものが置かれている。この背嚢に凭れかけるようにしている人物は、となりの人物とと
もに白い布を被って座り込み、背嚢に凭れかけるようにして眠っている様子である。画面
右端の人物は一緒に座っているが、眠ることなく煙草を吸い、観者に鋭い視線を向ける。
これら座っている三人の後ろに立つ二人はまた、画面中景の戦闘の前線を向いている。 
この画面の構成に関して小磯は、複数の兵士に取材して得た、事件当時の情景の情報を
参考に、前景で「ごく一部分の兵士の活動姿態」を、中景で「軍の動き」を、遠景で「当
時の空気」を描こうとしたことを語っているが３８、制作にあたって参考にした作品として、
ウジェーヌ・ドラクロワ（Ferdinand Victor Eugène Delacroix, 1798-1863）の《キオス島
の虐殺》（1824 年）（図 3）があることが指摘されている３９。 
この作品は、ギリシア独立戦争時の 1822 年 4 月に起こったオスマン・トルコ軍による、
キオス島の住人に対する虐殺的行為を描いた作品で、前景では力無く横たわったり座った
りしている島民の群れと、女性を連れ去ろうとするトルコの騎馬兵を描き、遠景には燃え
上る民家や荒涼とした風景が描かれている。確かに、初めての戦争記録画制作にあたって
懸案していた彼が、渡欧の際にルーヴル美術館で見た４０、本作を参考にした可能性は、印
象批評の観点から述べれば低くはないといえるであろうが、特に筆者は、構図と、前景に
主に座っている人物を配して、遠景には街の風景を描き、空には煙が昇っている点が似通
っていることを指摘しておきたい。また、1939 年 10 月刊行『新女苑』の「繪の勉強」と
いう文章の中で小磯は、19 世紀初頭に、フランス大革命とナポレオン時代の洗礼を受けた
「ダビッドやアングル、ドラクロワ、ゼリコー等の、型の大きな厳格な繪」が台頭したと
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指摘した上で、「日本人及び日本人の絵画もモニユメンタルな芸術の確立に現在突き進んで
ゐるのである事を信じてゐる。又さうであらねばならない。」と述べている４１。この言葉か
らは、この時期戦争記録画の制作にあたって、小磯がこうした西洋の歴史画の伝統を意識
していたであろうことが窺える。 
しかし、ドラクロワの作品に似せているだけではなく、小磯の場合、各人の情報をもと
に描いた前景・中景・遠景それぞれの景色や人物が、ばらばらの印象を見せないように、
工夫を施しているのではあるまいか。まず、《南京中華門の戦闘》の画面右端の煙草を吸う
人物が観者に視線を向けることによって、作品に目を引く。続いて、画面中景へと向かう
兵士たちを左右に配置し、さらに前景左の兵士の銃剣を遠景と重ねることによって、観者
の視線を作品の奥へと誘導する。このように、計算されたモティーフの配置と構図によっ
て、前景から遠景へと続く印象を強め、一つの作品として、現実の風景として不自然のな
いように処理していると見受けられるのである。これは、ドラクロワの《キオス島の虐殺》
で、前景と奥にいる人物群が身振りや視線などで交流をもたず、それぞれが独立していて、
間の空間にも何も描かれていないこととは対照的である。また同作では、前景のほぼ横一
列に並んだ人物たちの身体の殆どが前方を向いているため、観者は人物たちと対峙するこ
とになり、小磯の作品とは違って、観者の視線が前景から画面の奥へと緩やかに入ってい
くことはできない。加えて、ドラクロワの作品とは異なる点として、小磯が兵士の背嚢や
小道具を中心に置き、それらをかなり綿密に描いていることも見逃せない。美術史家で評
論活動も活発に行っていた、児島喜久雄もこの点が引っかかったようで、当時の展覧会評
の中で、「小磯良平君の『南京中華門の戦闘』は一頭地を出た傑作である。（中略）現在あ
れだけの写実力を有つた青年画家は余り多くは居ない。」とその写実性を評価しながらも、
「小磯君が絵を作らうといふ考へを捨てゝ常に正面に作因の表現に熱中したならばもつと
いゝ絵が出来るに違ひない。厚味が足りないのも、無用の描写が多いのも、絵がいつも冷
たいのも皆その一抹の匠気から来る。小磯君は画家としてヴヰルテュオジテの大切なこと
も、又夫が何の為に大切なのかも知り抜いて居ることであらう４２。」としている。この点に
関しては、先に取り上げた「屋根裏のアトリヱ」の中で、本作の背嚢と似た姿のスケッチ
（図 6）を載せた上で、小磯自身が、「私の一番興味があり、苦心もしたのは兵隊さんの服
装であり、その持ちものであつた。司令部の衛兵さんたちの背嚢を拝借して写生した４３」
と述べており、「無用の描写が多い」ことの一端が、画家の兵士の衣服や身に付ける小道具
への関心からであったことがわかる。画家のコスチュームへの関心はこれまでにも述べた
が、それが戦争画においても引き継がれていたと、述べることができるだろう。また、「そ
れは演習の時の整頓された背嚢であつたりした。前線の兵隊さんはその時の状態により、
種々の整備で適応されてゐるわけで、一様ではない。私の受持つた当時の模様もその意味
で明確には誰も云へないわけで、私自身も、これと云ふ目あてがあるわけでもない。」と語
る一方で、「しかしあまり不自然と思はれる場合をのぞいて、私は種々の有様を実はゴツチ
ヤ描にしたかつたのだ４４。」とも付け加え、自身が表現したかったものについても言及して
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いる。このように国民の「戦意昂揚」という目的に「熱中」せず、自身が表現したいもの
を追求した結果、先述の児島が指摘したような批判が出ることにも繫がったのではなかろ
うか。 
 一方で戦争記録画においては、西洋の美術から学び作品として仕上げること、自身の関
心あるモティーフを追求するだけではなく、その名の通り記録性が求められていたことも、
見落とすことができない要素であろう。空に昇る煙の様子も、ドラクロワの作品とは異な
っている。ここで、筆者が調査により得た 1938 年 7 月 13 日の『朝日新聞』に掲載された、
構想中の彼の考えを示す資料であるスケッチ（図 4）と、それに付された文章を紹介するこ
ととしたい。これらは第一回聖戦美術展での戦争記録画の発表に先立ち、朝日新聞社の依
頼に応じて、小磯を含む四人の従軍画家たちがスケッチとコメントを残したものである。
その中の「雨花台に立つ」と題する文章の中で、彼は次のように語っている。 
 
 一ぺん本当の砲煙、爆炎、火災の様子をはるか遠方でもいゝから、この目で見たか
つたし、軍の方でもそれを希望してゐられたがそのうちに戦線は遠く何處かに広げら
れてしまつてゐた。当時の戦闘に参加した勇士も皆前線に行つてしまつた。私は南京
中華門を遠景に取扱ふ事にした４５。 
 
 注目されるのは、ここに掲載されたスケッチが、《南京中華門の戦闘》の遠景に描かれた
風景とよく似ていることである。小磯は、上海・南京をあとにして、6 月 26 日には帰国し
ていたことが判明しているため、朝日新聞に掲載するために、このスケッチを新しく描い
たとも考えにくい。また、《南京中華門の戦闘》の風景のための素描が他に確認されている
が４６、それは線に迷いがなく、完成作の風景に、より厳密に構図やモティーフの描写が一
致する。それに比べると筆遣いも荒く、直感的に描かれたことが感じられる本作は、直接
風景を見て描いた、構想の初期の段階で取られたスケッチである可能性が高いと考えられ
る。 
 ただ、完成作とこれらの素描習作を比較して、大きく異なっているのは、完成作では遠
景に上がっている砲煙が、描かれていないことである４７。作戦中の南京中華門付近には、
当時の報道写真（図 5）４８にも見られるように、日本軍による爆破攻撃があり、砲煙、爆
炎が上がっていたであろう。そして、「雨花台に立つ」の中で証言しているように、小磯は
砲煙や火災を自分の目で確認できなかったものの、「軍の方でもそれを希望してゐられた」
ことから、それらを作品に描き込もうとした、ということである。こうした要請を受けて
彼は、複数の兵士に事件当時の砲弾の炸裂する様子をたずねたのであった。しかし、「一人
は白いけむりだと云ふし、独りはパッと何か光る様に瞬間思ふだけだと云ふ４９。」と、現地
にいた各人の受けた印象と話す内容が、弾の種類、距離、そして連続する瞬間の感受によ
り異なることを知り、困惑したのだという。のちに彼は、「この三つを同時にはつきり記憶
してゐる人はゐないものだと云ふ事がわかつた５０。」と述懐している。結果として、「至近
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距離の白熱線」があった南京中華門は遠景に捉えられ、また小磯が描いた砲煙が、当時の
報道写真に見られるものとは異なり、空全体に立ち上がっており、その描写が不自然なも
のとなっているといえるであろう。 
以上のように、《南京中華門の戦闘》の構想にあたって小磯は、実際には直接見ていない
作戦中の光景を描くため、事前にニュース映像や報道写真を見て、現地では写真やスケッチ
を得たが、それでは 200 号もの大作を制作するのは難しいと感じていた。そこで彼は、ド
ラクロワなど西洋絵画の構図を参考にしたと推察されるが、加えて観者の視線を誘導する独
自の工夫を施し、前景、中景、遠景が連続した印象を見せる画面をつくることに成功してい
る。また、「南京中華門戦の図」という画題が与えられていながらも、自身の関心ある兵士
の服装や小道具などの描写表現を追求するため、それらを画面の中央部分に置き、主たるモ
ティーフの一つとして選択していたことも重要な点である。彼が計算された人物の身体とそ
の視線の向きによって大画面を構成し、自身の描きたいモティーフを追求していたことから
は、新しい主題を描くために画家として絵画表現に創意工夫を施していたことが読み取れる。 
 ただし同時に、「南京中華門戦の図」という画題や記録性の追求についても、「戦争記録画」
という作品の性質上、それらを完全に放棄することはできなかったのであろう。先に述べた
通り、本作の遠景に描かれている砲煙は、兵士たちによる、まちまちの証言を参考とせざる
を得なかったのである。そのために小磯は、「至近距離の白熱線」があった南京中華門を遠
景に追いやってしまったのではなかろうか。砲煙の不自然な描写についても、写真だけでな
く、風景スケッチと、それに付された文章、さらには兵士の証言も検証することによって、
はじめて説明することが可能になると考えられよう。このように記録性を追求した結果、当
時副官として中華門外雨花台上から望遠鏡で戦線を観察していたという中野松良は「この通
りですよ、かうやつて兵隊は憩ひ、ねむるのです」と追想し、同じ時に中華門に向かって砲
撃していた長谷川部隊の大尉、安部康彦も「一発の焼夷弾が命中して中華門に火災があ
り、・・・の上に燃え上つて、我々は城壁下で一夜を明した」と思い出にふけったという記
事も残っている５１。 
なお、「屋根裏のアトリヱ」の中で小磯は、「兵隊さんはどんな場合でもいゝ絵になる様
に思ふ。それ程好きなのだらう。」「戦争画については種々の議論も考え方もある様だが、
時の流れで充分処理のつく事で、今からさわぎ立てる程の事はない５２。」とも語っているが、
これに関しては、廣田が戦時中の彼の著作について述べたように、「戦時体制下の印刷物と
して当局の目を意識せざるを得ないもの」であるからといって、「総じて画家としての生の
声とはなり得ていない５３」言葉だとも言い切れないのではないか。「今一枚なにかの機会に、
兵隊さんのモチーフで絵をものしたいと思つてゐる５４。」というように、《南京中華門の戦
闘》を描いて間もない内に、次の作品の構想に意欲を燃やしていたことが読み取れるので
ある。 
 
 第三節 《兵馬》の群像表現について 
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1939 年 11 月の第 4 回新制作派展５５に出品された《兵馬》（図 7）は、第一節で引用した
『週刊読売』の特集のなかで、小磯が「十六年までに「兵馬」というようなテーマを与え
られないで、自分勝手にかいたのがあるんです。」と語っているように、軍からの依頼に拠
らず、自発的に戦争に関連した主題を選んで制作した作品であった。よって、他の戦争記
録画のように、軍から画題をあてがわれた訳ではないため、かえって小磯が「記録性」と
いう問題に囚われずに、自身が追及したい表現に集中できたという点で、重要な作品だと
筆者は考えている。本節では、《兵馬》について、特にその群像表現に着目して考察する。
そのために、当時の批評や、前章で論じたようなドガから学んだ群像表現との関連につい
ても分析を加えることとしたい。 
1939 年 10 月刊行の『新女苑』に掲載された「繪の勉強」という文章の中で小磯は、「私
はまだ描いた事のない馬を手がけて見ようと思つて色々と準備してゐる。（中略）街を荷物
を引いて歩いてゐる馬をたのんでつれて来てもらふ事にした。（中略）足一本でも馬の顔で
もしりでもいゝ何とかものにしたい５６」と記している。このときに描かれたと思われる馬
のデッサン（図 8・9・10・11）も残っており５７、兵士や馬のポーズなど一致していないも
のもあるが、こうしたデッサンをもとにして、同一画面に構成して描いたのが、《兵馬》と
考えられる。本作の制作過程では、アトリエに連れてきた一頭の馬のデッサンを準備し、
また、特定の男性モデルに様々なポーズをとらせたという。さらに、小磯は画集を参考に
して、西洋の画家たちが描いた馬を研究していることを、同じ文章の中で述べている５８。
馬がモティーフとして登場する作品は数多くあるため、小磯が実際に参考にした作品を特
定することは難しいが、筆者はスペインの画家ベラスケス（Diego Rodríguez de Silva y 
Velázquez, 1599-1660）の《プレダの開城》（1634-35 年頃）（図 12）を挙げておきたい。
本作は、小磯が滞欧中に訪れたプラド美術館に所蔵されており、またベラスケスは同行し
た竹中郁の証言によると「最も傾倒した５９」画家の一人であった。《兵馬》の兵士たちの間
を埋めている馬、特に左にある馬の尻は、この作品を彷彿とさせるのではないだろうか。 
しかしここで筆者が注目したいのは、同一人物を、向きやポーズを変えて同じ画面に構
成する、小磯が群像画でよく用いた手法が取り入れられていることである。本作に関する
批評に眼を転じると、発表当時からこの群像表現が特徴的なものとして捉えられていたこ
とが理解される。ここでいくつか例を挙げたい。 
今泉篤男は『読売新聞』で、本作の群像表現について、 
 
小磯良平の「兵馬」は、群の靈感と錯雑さをよく純一な雰囲気にまとめて、近頃此
の種の事變がいろいろな人によつて描かれたけれどもその最も優れた収穫であらう６０。 
 
と、「純一な雰囲気」にまとめていることを評価している。 
 林達郎は『美の国』で、その静的な雰囲気を評価する一方で、次のように述べる。 
121 
 
 
 
たゞ、難を言へば、これは画面として快陥ではないが、兵士の顔が、どれも小磯式
の顔であるのが気になる６１。（下線は筆者による） 
 
林が気になる点として挙げている、兵士の顔についてであるが「小磯式」と言っている
のは、当時同一人物を画面上に描き込む手法が、小磯独特の手法として批評家に認知され
ていたことを示していようか。 
また柳亮は『みづゑ』の中で、次のように述べている。 
 
モチーフの個々の形態は、克明に描写されながら、全体として一個の雰囲気のうち
に呆かされて居る画面構成の効果は、典雅で上品ではあるが、単調（モノトーン）で
弱々しく生気に乏しい。個々の形態の表情や変化に苦心の拂はれて居る割りに、その
効果が上つてゐないのは、形態の無意味な繰り返しの多い構図上の欠陥からくるもの
で、長く見てゐると、窓のない灰色の壁に向つたやうで息苦しい。（中略）技術家通有
の独断として、モチーフの粗豪な兵馬の集団的雰囲気を、実感以上、品よく纏め上げ
やうとする藝術的意図のために、本来の動的性格まで抑殺して居るのは憾みである６２。 
 
柳亮は、「形態の無意味な繰り返しの多い構図上の欠陥」故に「弱々しく生気に乏しい」
と指摘するが、「繰り返し」と述べていることからわかるように、柳も、林が言った群像画
を構成する小磯の手法について言及しているのであろう。また柳は、「モチーフの粗豪な兵
馬の集団的雰囲気を、（中略）品よく纏め上げやうとする藝術的意図のために、本来の動的
性格まで抑殺して居る」と、小磯の作品に見られる静的性格を批判してもいる。 
本作の群像表現について、辻智美はピエロ・デッラ・フランチェスカ（Piero della 
Francesca, 1412-1492）の《コンスタンティヌスの勝利》（1452-66 年）（図 13）の人馬が
密集した部分との類似を指摘している６３。ここで辻が確認しているように、本作は小磯が
著した『人物画の話』に紹介、解説されており６４、また、小磯が同解説で彼の言う前縮法
が上手に使われていると述べたことに注目している。確かに、兵馬が密集している点は類
似しているが、《兵馬》では前景から中景、遠景へと続くなかで、兵馬の大きさはそれぞれ
異なっており、相当に遠近感が存在するように見受けられる作品である。むしろ、この同
じ顔の人物が配置されて画面を構成する手法、この表現は、前章で取り上げた《踊り子群
像》（図 14）との関連が強いと筆者は考えている。《踊り子群像》でも、横長のキャンバス
に同じ顔、同じ衣装の踊り子が、回転するかのように方向を変えながら、画面に配置され
ており、加えて、《踊り子群像》は 1939 年 6 月の小磯良平近作個展６５に出品したことから
わかるように、《兵馬》を手がける少し前に制作した作品であった。 
前章で述べたように小磯は、1930 年代後半にドガからの影響で踊り子のモティーフを頻
繁に描いていた。さらに、1938 年、つまり《兵馬》を手掛けた前年に開催された第 3 回新
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制作派展パンフレットにおいて、小磯は次のように述べている。 
 
 シャッセリオオを好む氣持と似たものをもつてドガの踊り子でない人物畫をいつも
ながめるのだ。私はドガの人物畫を愛するものだ。（中略）ドガは今私の頭の中で大き
な面積をしめてゐる。まだまだながめつくせない６６。 
 
まさにこの時期に、小磯がドガに強い関心を寄せていたことが窺えるのであり、当時彼
がジャンルを問わず、様々な作品でこの特徴的な群像表現の追求を試みていた背景にも、
ドガの受容があったと考えられるのである。 
加えて小磯は、《踊り子群像》で浅い空間に配置していた人物の群像を、《兵馬》の奥ゆ
きのある空間に表すために、兵士の大きさを前景から遠景に向かって縮小することによっ
て遠近感を表し、一人の兵士の様々なポーズを、画面中央に向かって方向を変えながら回
転するかのように巧みに配置して画面を構成しているであろう。つまり、《踊り子群像》で
ドガに学んだ手法を、さらに《兵馬》に応用して用いたと考えられるのである。 
 ただ、作品について考える際に、その表現だけに言及し、時代背景を無視することはで
きまい。本作においてもこの点で注目すべきことがある。それは《兵馬》の中では、兵士
が身に付ける小道具を、変化させながら登場させていることである。手前の兵士が火をつ
けようとしている煙草や、中央の兵士がもつバケツ、そして奥で馬に乗る兵士の脇にある
日本の国旗である。 
河田明久は、日中戦争期に、「当時のいわゆる“聖戦”の意義が日の丸をもちいて強調せ
ねばならぬほど実感にとぼしかった６７」ために、日の丸のモティーフが頻出することを指
摘した上で、「そのままでは厭戦的な印象を与えかねない作品を戦争画に変えるための小道
具６８」として用いる事も可能だったとしている。実際、小磯と同時期に活躍した画家山田
新一（1899-1991）は、第一回聖戦美術展に出品した《朝鮮志願兵》（1939 年）（図 15）の
完成間近に、画中の人物が沈鬱な表情であることに気付き、日の丸の小旗を描き加えたと
いうエピソードが残っている６９。《兵馬》の場合、群像表現を追求した結果、小磯自身が本
作に関して「私の今回の作品もテーマらしいテーマはない。私のは御覧のとほり兵士と馬
の集団を描いたもので、事件を取りあげたのでもなく、又記念画らしい記念画でもない７０。」
と語っているように、テーマや「記録性」は乏しくなっているといわざるを得ない。そこ
で小磯がこの時代に適応させようと意識的に施した工夫が、この日の丸ではなかったか。
なぜなら日の丸は、戦中期皇軍のアトリビュートの役割を果たすこともあったと指摘され
る、重要な「符丁」だったからである７１。小磯は《兵馬》の制作について、同じ文章の中
で次のように記している。 
 
建設の時代と私は云つたが、美術するものの態度がこれを客観的に立場してゐては
何もならないのだと思ふ。こゝなのだ。文化の部門が本当の働きをする時は今なのだ
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と考へる事。それは旧時代の観念からすれば戦争によつて文化が消極的な役割にまわ
ると云ふ事の反対であるが、これからはそうでなければならない７２。 
 
《兵馬》においては、純粋に群像表現を追求するのみならず、「建設の時代」に適応させ
るため、日の丸の国旗が描き込まれていると考えられるのである。 
ここまでの彼の言葉や作品の分析からは、第一節で引用した 1944 年末の内田巌宛ての手
紙に見られたような「戦争画」を描くことへの「苦しみ」は見られないと考えられるが、
このような小磯の態度は、その後の戦争画制作においていかなる変化を見せるのであろう
か。この問題については第五節で詳しく取り上げることとしたい。 
 
第四節 小磯の朝日文化賞受賞とその周辺 
 
《南京中華門の戦闘》（1939 年）（図 2）７３と《兵馬》（1939 年）（図 7）の二作品で、小
磯は朝日新聞社より朝日文化賞を授与されているが、戦時中においては単に芸術性が高い
という理由だけでこのような賞を受賞したとは言い切れまい。本節では小磯の戦争画制作
の背景として、小磯が属した新制作派協会の彩管報国の事実や、朝日新聞社との関係など、
朝日文化賞受賞の背景にあるこの時代の特殊な状況を紹介したい。 
小磯は、1940 年 1 月にこの二作品で、昭和 14 年度朝日文化賞（美術部門）を受けた。
同月 20 日には、朝日新聞本社で朝日文化賞の贈呈式が挙行され、小磯が記念講演会にて挨
拶を行い、藤島武二が「小磯君の絵」という題目で講演を行った７４。この藤島の講演の原
稿が『塔影』の中で再録されているので以下に引用する７５。 
《南京中華門の戦闘》については、「作者は此図を作るに当りまして、最も真摯の態度を
以て、記録的な此種の絵画に最も重要なる事実を基本として、然も絵画的構成、全体的明
暗の調整、色感の荘重、人物の態勢、表情等、細心の注意を払ひたる点大いに看取す可き
所があります。」《兵馬》については「記録的約束に拘束せらるゝ所なく、絵画構成上自己
の感じたるモチーフを自由に表現したるエピゾヂックなる所却つて興味津々たるものがあ
ります。」と述べ、さらに「二図共に孰れも優れたる技巧を示し、確実なる描写力を遺憾な
く発揮したる点、昨年度我美術界全体を通じて、断然光彩を放ちたる所、作者の手腕の凡
ならざるを認めざるを得ないのであります。」と、写実性と絵画構成力の優れていることを、
評価されている。 
ただ、戦時下にあっては、本賞の授与をもって小磯の作品が芸術作品として非常に優れ
ていたとは言い切れない面がある。注目すべきは、藤島の言葉が次のように締めくくられ
ていることである。 
 
茲に藝術を通じて、日本文化将来の興隆発展を果し得ました事は、最大の喜びであ
りますと同時に、我が朝日新聞社が其優秀なる藝術作品を認めまして、最も栄誉ある
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朝日賞を贈られたる事は、極めて有意義の事で、其社会文化の進展に貢献せらるゝ事
偉大なるに対し、此機会を利用して、最大の敬意を表すものであります。尚小磯君に
対しては、将来一層の精進、奮闘を祈る次第であります。 
 
聖戦美術展が陸軍美術協会と朝日新聞社の共同主催のもと、開催されたことは既に述べ
たが、1939 年に同時代の戦争美術の展覧会に本格的に乗り出して以降、朝日新聞社は主要
な戦争美術展覧会のほとんどを取り仕切っていた７６。小磯の《南京中華門の戦闘》及び《兵
馬》に、朝日文化賞を与え、賞の贈呈式が挙行された開場もまた、朝日新聞本社であった７７。
ちなみに 1943 年に小磯が手掛けた《皇后陛下陸軍病院行啓》も朝日新聞社からの依嘱によ
るものである。新制作派協会結成の頃から、同会を支持し交流のあった竹田道太郎
（1906-1997）も朝日新聞社の記者であった。 
小磯の朝日文化賞の受賞に関して、当時阿波野麟が興味深い指摘をしていたことを、飯
野正仁が取り上げている。 
 
作品本位に考へても、必ずしも小磯氏の作が戦争画中の最優秀作とは言ひ難い。（中
略）殊に近年朝日新聞社が事毎に独立展の旗持ちから新制作派への旗持ちへと、場所
をかえつつある事実を念慮する時、何かしら選考にある不純さを感ぜずにはをれない
のである７８。 
 
当時の『朝日新聞』ではまた、賀陽宮殿下、妃殿下、若宮治憲王殿下が第 4 回新制作派
展を訪れ、小磯の《兵馬》と野田英夫の遺作を購入したことが報道されている７９。管見の
限りでは、独立美術協会を始めとする在野団体の展覧会を天皇家の人が訪れ買上げること
などあまりないことで、阿波野の指摘の通り、朝日新聞社の「新制作派協会」支持に関し
て、当時の新制作派協会と戦争美術の間に特別な関係を見出さざるを得ない。 
筆者の調査で、戦時下の新制作派協会に関して以下のような事実がわかったので、ここ
に紹介したい。新制作派協会は、1939 年 7 月の『美術』掲載の「新制作派協会声明書」に
おいて、「新制作派協会は今日まで新正なる純粋芸術の樹立と芸術行動の一元化に向つて一
意邁進して来ましたが、更に明確なる意識を以つて芸術の本質たる、新しき空間に於ける
モニュメンタル芸術の確立を期すべき段階に到達してゐると信じます８０。」と発表している。
「真の芸術が理解されるためには、その純粋な造形的追求による藝術の高貴性によつての
みである。それが官制権力の保護や市場的人気に置きかへられる事は藝術家の最も恥かし
い事でなくてはならない。」「真にあらゆるものから独立した発展性のある藝術を獲得した
い８１」と新制作派協会が出した冊子第 1 号では掲げていたのを、1939 年においては「モニ
ュメンタル藝術の確立を期すべき段階に到達」したと、少しニュアンスを変えて声明を発
表している。「モニュメンタル藝術」とは、小磯が「繪の勉強」で仄めかした様に、この時
代の日本においては戦争記録画のことを指すと考えられる。 
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1940 年には、新制作派協会会員の三田康（1900-1968）、内田巌、佐藤敬（1906-1978）
が、軍事保護院を訪れて、十数名の同協会会員と百名に達する同会出品者がアトリエにあ
った作品を献画したことが報じられている８２。さらに、1941 年 1 月にはそれらの作品で全
国の軍人療養所や遺家族保護施設で巡回展覧会を開催し、終了後に各施設に分配したとい
う８３。ここで同紙は、この新制作派協会の活動を「芸術家の銃後奉公活動の新形式として
各方面から今後の活動が注視されると共に強い感激を与えてゐる８４」と伝えていることか
ら、同協会の彩管報国の活動が他の団体に比べて先進的なものであったことが窺われる。
1944 年 10 月にも、新制作派協会が陸軍病院を訪れ、慰問と作品の展示を行い、その後作
品を病院に寄贈する旨が伝えられている８５。また、1941 年には、第 4 回文展の審査員の求
めに対して、独立美術協会が拒絶し不参加となった一方で、小磯は第二部（洋画）審査員
十三名のうちの一人として名を連ねている８６。他、1940 年 10 月には、前月に開催された
第 5 回展の新制作派協会展の入場券買い上げ金の一部を陸海軍の国防献金としたこともあ
った８７。 
考えてみると、新制作派協会を支援した藤島武二も、陸軍の外郭団体として発足した美
術団体である陸軍美術協会の初代副会長であった。 
ただ新制作派協会の彩管報国の活動の背景には美術展の出品作が憲兵隊の検問を受けて
「反戦的」との判断で撤去されたり、シュールレアリスムの作風を持つ福沢一郎
（1898-1992）が不穏思想の疑いで検挙されるなど、「真にあらゆるものから独立した発展
性のある藝術を獲得８８」することを掲げた新制作が掲げる反官展ですら反官憲と見なされ
かねない、当時の情勢があったことを考慮する必要もあろう。戦時中の新制作派協会に関
して、廣田生馬は、次のようなエピソードを紹介している。1941 年 5 月に猪熊弦一郎
（1902-93）と佐藤敬が中支派遣軍報道部の班員として中国・南京などへの従軍要請が出さ
れた背景に、内務省の友人から三岸節子（1905-1999）が得た話として、次は佐藤、猪熊弦
一郎、さらに三岸自身が危ないという情報が、朝日新聞記者の竹田道太郎（1906-1997）に
もたらされた。新しい彼らを案じた竹田は、軍部に顔の利く藤島武二を訪ね、従軍画家と
して軍部に協力することで官憲の目をかわそうと画策したという８９。 
河田明久によると、積極的に軍部と結び付いた美術家の全体的な傾向として、戦前より
社会と美術の剥離を問題視していた者９０、また公募展を超えて自身の作品を世に問うチャ
ンスを求めた画家が多く見受けられるという。河田は、太平洋戦争終結までに、「作戦記録
画」を四点以上の多数の作品を制作した作家として、十三名の洋画家と二名の日本画家の
名前を挙げているが９１、後に芸術院入りする藤田嗣治（1886-1968）も二科会会員に含む
と、この 13 名中 8 名が、新制作派協会か、二科会所属の画家であることが指摘されている
９２。 
官展中心の美術行政に不満を抱き、帝展改組をきっかけに帝展を離脱した新制作派協会
の画家達が、比較的早い時期に軍部の美術界介入に活路を見出し、結果として戦争協力へ
と結び付いていったことが、ここからも理解されるであろう９３。 
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第五節 戦争画における「室内での創作」 
 
小磯は朝日文化賞を受賞した同年の 1940年 4月、陸軍省より支那戦線派遣画家に選ばれ、
二度目の従軍を経験することとなった。この従軍により描かれたのが《娘子関を征く》（図
16）である。本作は 1941 年の第 2 回聖戦美術展９４に出品され、1942 年 4 月には 1937 年
に設立された帝国芸術院によって第一回芸術院賞を受賞するに至る。終戦までの間に芸術
院賞を受賞したのが、洋画では小磯の《娘子関を征く》と宮本三郎の《山下、パーシバル
両司令官会見図》（1942 年）の二作品のみであったことから、当時戦争画家としての地位を
確固たるものとしたことが理解されよう。読売新聞紙上の記事「初の藝術院賞９５」では、
この年、小磯、古賀忠雄、高村光太郎らに藝術院賞が授与された理由について、「戦争にお
いても国家は芸術文化の正しい開華を大いに期待」しており、その意味で「傑作を生んだ
作家」であること、そして「戦争と芸術を融合した正しいあり方を示した」ことを挙げて
いる。荒城季夫も聖戦美術展の展覧会評において、当時、次のような言葉で小磯の作品を
評価していた。 
 
戦争画の漸く本格化して来たことを思はせるものは藤田嗣治の二作と小磯良平の娘
子関進軍の図である。これらは作家自身にとつても会心の作たるにちがひあるまいが、
事変以来あらはれた数多の戦争画のうちで、最高の席を占めるものでもある。恐らく
は、後代にいたつて、戦争画の古典中に加へらるべき力作であるだらう９６。 
 
また、小磯がこの賞を受賞するにあたって、朝日新聞紙上に、「小磯君は多年研鑽せる写
実を以て対象に向ひ、色感も殊更な絢爛さを求めず、構図もまた奇異をねらはず、すべて
を事実にゆだね、加ふるに平、軍馬、殊に近代武器の些細な点に至るまでの注意深き研究
を以てし、多くの戦争画中、出色の作品を生むに至つたのである９７。」といった言葉が寄せ
られたことは先に述べた。この賛辞の言葉を贈ったのは、他でもない芸術院賞の審査委員
長を務めた藤島武二であった。 
しかしながら一方で、発表当時に「現地的な雰囲気がなく、平凡な「兵隊のゐる風景」
になつてゐる９８」と、尾川多計により評されていたことに注目したい。実際、本作におい
ても小磯は戦闘の様子を直接見たわけではなく、彼が北支（娘子関）方面に向かったのは、
1937 年の 10 月に繰り広げられた戦闘から三年近くを経てからのことであったという。小
磯は 1940 年 9 月 19 日に、同じ北支方面の担当であった宮本三郎、田村孝之介とともに中
国に渡り、それから 2 か月弱の滞在期間を経て 11 月 7 日に北京を出発し、12 日に帰国し
た。そして帰国後に、1941 年の春頃から《娘子関を征く》の制作に本格的に着手したとい
うことである９９。 
 娘子関を訪れたときの様子を小磯は 1941 年のエッセイの中で次のように記している。 
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上田廣氏の小説に娘子関の情景を描写した部分がある、こんな美しい景色の場所に
あんな色々な事があつたと云ふ事が想像出来ないが、あつたとすると周囲の景色をあ
らためて見直して又何だか薄気味悪くせまつて来る様に感ぜられて来る。道端でスケ
ツチしてゐても友達の姿が遠くに離れでもすると何だか尻のあたりが変にムヅムヅし
て落ちつかない。（中略）この薄ツ気持の悪いと云ふ感じと、禿げ山のそそり立つた雄
大さや河原や赤土の肌の広さがいつしよになつて莫とした日本の寸法と一寸異つたス
ケールを支那の風景に興へてゐる１００。 
 
ここには文章とともにスケッチを掲載しているが、それは戦闘の様子などではなく、の
どかな風景である（図 17）。小磯は駐屯部隊の将校宿舎に二泊宿泊したということであるが、
現地の雰囲気を「美しい空気で一ぱいだつた１０１」と、戦闘とは程遠い言葉で表現している。 
そのため、本作の制作にあたっては、小磯が生還した兵士の凱旋訪問を聞いて、1940 年
頃にひとりの兵士にモデルを依頼したという話しや１０２、小磯の二女によると、新制作派協
会の会員を兵隊に見立てたり、家に出入りしていた庭師にモデルを頼んでスケッチしたと
いう証言が残っている１０３。1941 年 6 月号の『みづゑ』には、この時期にとったのかは定
かではないが、《娘子関を征く》の真ん中辺りに描き出している兵士と、服装や装備が似て
いる兵士の素描（図 18）が掲載されている。こうした習作を重ねて、起立して銃をもち背
嚢や帽子を背負う兵士の表現を追求していたと考えられる。一方画面左では、この時期関
心のあるモティーフであったのだろう、《兵馬》で描いた馬の尻を、再び登場させているこ
とがわかる。またこの他に、本作の制作にあたっては、報道写真も活用されたことが指摘
されている１０４。当時の様相を知るために小磯が、当時のメディアで大きく取り上げられた
娘子関での日中両軍の戦闘の様子を報じた報道写真（図 19・20）１０５を、参考にしたこと
は想像に難くない。小磯はこうして得たスケッチ、素描や資料をもとに帰国後《娘子関を
征く》に取りかかり、7 月の第 2 回聖戦美術展に出品したのであった。 
つまり、本作の制作に本格的に取り組んだ場はアトリエであり、そこで得た構想に従っ
て現地のみならず、帰国後も兵士に見立てた画家の仲間や庭師のスケッチをとっていたの
だろう。さらに戦時下、神戸の小磯邸を訪ねた大嶺政寛は、アトリエの椅子の上や周辺に、
歩兵や将校の身につける軍服や軍靴や銃剣があったことを、証言している１０６。《南京中華
門の戦闘》の制作においても、「司令部の衛兵さんたちの背嚢を拝借して写生した１０７。そ
れは演習の時の整頓された背嚢であつたりした。」と述べていたが、彼が見た兵士の小道具
は、戦闘中に彼らが身に付けているものではなく、整頓されたものや、アトリエに置かれ
たものであったのだろう。飯野正仁は、小磯と比較して、洋画家でありながら、日中戦争
中の 1937 年と太平洋戦争までの間に、召集を受けて戦地に赴いた原精一（1908-1986）１０８
を取り上げている。彼は従軍画家としてではなく、一兵士として戦場をさまよいながら数
百枚のスケッチを描いた画家であったが、自らの従軍体験を踏まえて、小磯の描く兵士に
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ついて、「小磯良平の背嚢かついでいる兵隊なんてね、あんなもん日本の兵隊じゃないよ。
あんなしゃれた兵隊、日本にはいない１０９」と述べている。兵士として行軍した原精一と、
従軍画家として特別扱いを受け、兵士のコスチュームや背嚢などの小道具も、描く対象と
して捉えていた小磯の違いがここにはっきりと現れている。この観点からいえば、尾川多
計の「現地的な雰囲気がなく、平凡な「兵隊のゐる風景」」という指摘は、的を射ていたと
いってよいのであろう。 
そして、美術史研究のアカデミズムの立場から初めて戦争美術を総合的に論じた『イメ
ージのなかの戦争』（岩波書店、1996 年）の中で河田明久は、本作について次のように述べ
る。「画中の日本兵は、具体的な誰彼から戦争画を後世し得る抽象的な兵士―すなわちコマ
―へと変質していったように思われる。」また、戦争目的の曖昧であったために、兵士を除
いて国民すべてが傍観者だったという日中戦争期において、「もはや小磯は戦争の傍観者で
あることを恥じてはいない。過不足ない演出でコマをあやつり行軍の一情景を歴史画の形
式にまとめあげた〈娘子関を征く〉は、たしかに単なる“事変”画ではなく、むしろ歴史
画としての戦争画という由緒正しいジャンルに分類すべき出来ばえを見せていた１１０。」と
いう。 
《南京中華門の戦闘》《娘子関を征く》を含めほとんどの戦争記録画で、小磯は事件の発
生時や作戦中の光景を直接見たわけではなかった。彼は事件のイメージを掴もうと事件後
に従軍した際にスケッチをとったり、現場に居合わせた兵士に取材したりした。しかし、
小磯が事件を絵画に再構成する場は、アトリエであった。自らの思い描いた事件のイメー
ジや構想に合わせて、アトリエで兵士や兵士に見立てたモデルにポーズをとらせてデッサ
ンをとり、それらの視覚イメージを組み合わせて絵画に再現したと考えられるのである。
小磯は後に「私は、モデルにはただモデルであるだけで、描きたいものは頭の中にある。
モデルにはただその参考だということで描いているのだ１１１。」と語っているが、戦争画を
描かんとアトリエでモデルに向き合った画家の頭にもまた、自らの追求したいイメージが
あり、スケッチあるいは写真、兵士の恰好をしたモデル、そしてそのコスチュームや背嚢
や銃剣などの小道具を用いて、その世界を表現したのではなかったか。そして彼の戦争画
制作にあたって念頭にあったのは、自らの体験に基づいた激しい戦闘の記憶ではなく、画
家自身が言及したように西洋の「ダビッドやアングル、ドラクロワ、ゼリコー等の、型の
大きな厳格な繪」の歴史であり、「洋流の伝承を十分咀嚼して我邦に植える」作業を、この
時代においても中断せず、彼もまた「モニユメンタルな芸術の確立１１２」に向けて、歴史画
を描きこなして見せたのであろう。 
そして西洋絵画の他に、戦争画制作において参考にされた、重要な視覚イメージに、写
真がある。最初の従軍を経た後の 1939 年の時点で小磯は「内地にゐては相当に不便で、新
聞のグラフが唯一つの手がかりだ。」と語っているが、この言葉は、その後の彼の戦争画の
制作を予期させる。実際に立ち会うことのできた《ビルマ独立式典図》（1944 年）《日緬条
約調印図》（1944 年）を除いては、事件や戦闘を直接見ることはなかったのである。戦闘後
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の現地を取材して、新聞や雑誌の報道写真を参考にして制作する姿勢は、以後の戦争記録
画制作において、基本的に継続されることになるが、ただ太平洋戦争期に入ると、事実の
確認という限定的な利用に留まらず、さらに直接的に写真が参照されるケースが出てくる
のであった。 
 
第六節 太平洋戦争期の戦争記録画における意図の考察 
 
これまでに確認してきた戦争記録画は、中国大陸におけるものであった。その理由とし
て挙げられるのは、大日本帝国の対戦国が中華民国であったためであるが、1941 年 12 月 8
日、真珠湾攻撃に始まる太平洋戦争の勃発によって、戦線は太平洋地域や東南アジア諸国
へと一気に拡大していったのである。そうした時代下にあった 1942 年、三度目の従軍にお
いて小磯が手掛けたのは、日本軍とオランダ軍によって、ジャワ島のカリジャティ飛行場
内でなされた休戦協定の場面を描いた《カリジャティ会見図》（1942 年）（図 21）であった。 
小磯は 1942 年の 3 月、陸軍省派遣画家に選ばれ、4 月 4 日より取材のためジャワ、バリ
島、バタビアに従軍。7 月 30 日、取材を終え、シンガポールを出発して東京に向かい、8
月 14 日には帰国した。彼は「南方絵画通信」という日記風の小文において、本作の制作に
ついて「カリジヤチ会見の家でその部屋を描いてゐる見取図をとつたり写真を撮つたりす
るのが今後の私の仕事なのだ。朝の気持のいゝ風がはいる。誰も来ない人気一つない部屋
が今日までの変遷を物語つてくれるやうだ１１３。」と語っている。 
従軍の際に、この会見の場となった部屋を描いた《会談の前》（1942 年）（図 23）という
タイトルを付された油彩画、そして従軍の際に描いた将校たちの肖像画《軍人の肖像》（1942
年 神戸市立小磯記念美術館 o-0248）《外国の兵士》（1942 年 神戸市立小磯記念美術館 
o-0249）《外人肖像》（1942 年 兵庫県立美術館  o-0250）や肖像写真をもとに、本作を描
いたことが確認されている１１４。ただ本作は激戦から約 2 か月後に現地入りしたため、会談
の現場を見ていない小磯にとって、会場となった部屋や個々の登場人物のスケッチだけで
は、《カリジャティ会見図》の大画面を構成することは困難であったと考えられる。そこで
先行研究において、この他に参考としたと思われる『大東亜戦争画報第五号』（1942 年 大
阪毎日、東京日日新聞社）に掲載の報道写真（図 22）が提示された１１５。確かに構図や、
テーブルクロスの位置と模様に至るまで非常に似ており、小磯がこれを参考にせず、本作
を完成させたとは考えられない。ただ、写真と絵画を比較すると違いがあり、そこに小磯
の工夫や意図を見ることができる。写真では人物同士が重なり、中には顔が隠れてしまっ
ている人物がいるのに対して、絵画ではできるだけそうならないように工夫が施されてい
ることがわかる。特に、座っている人物の椅子が画面手前に向かうに従って、テーブルか
ら離れることによって、身体が重ならないようにしている点は、記録画においては人物そ
れぞれが判別できるように描き出すことが求められたことを、物語っているといえようか。 
ここで興味深いのは、廣田が、本作と報道写真（図 22）を比較し、「日本軍の威容や体裁
130 
 
 
を過剰に意識しない小磯の姿勢１１６」が窺える変更を加えていることを指摘していることで
ある。具体的に述べれば、写真ではテーブル上に置かれている今村司令官のヘルメットを、
絵画では手前の人物で隠し、逆に写真にはないオランダ将校の帽子をテーブルに置いたこ
とである１１７。その上で、日中戦争期の戦争画と比べて、描写面において精細さを欠いてい
るとし１１８、本作を小磯の戦争画への意欲の「下り坂的傾向が顕著」となったターニング・
ポイントに位置する重要な作品と位置付けている１１９。 
 そして同様の例は、続く 1943 年の四度目の従軍により描かれた《ビルマ独立式典図》
（1944 年）（図 24）と《日緬条約調印図》（1944 年）（図 31）においても見られるものと
考えられる。この二作品は、発表当初から美術史家山田智三郎によって、「両者共、注文に
応じて兎に角描きましたと云ふやうな絵で、積極的な創作欲に乏しい。世界史を変革する
大東亜戦中の重大なる事件を後世に残す仕事である以上、もつと積極的な態度を以て仕事
に当たつて欲しい１２０。」と、創作欲の乏しさを指摘されていた。このような指摘・評価が
なされた背景はどのようなものであったのか、また、画家の創作への意志とはいかなるも
のであったのだろうか。特に《日緬条約調印図》については、下絵など残された関連資料
が少ないこともあって、その詳細が取り上げられることも少ないのであるが、ここでは先
行研究に加え、筆者が得た資料を材料に、その画面を具体的に分析することで、両作品に
ついて考察したい。 
小磯は 1943 年にビルマに派遣され、シンガポール、バンコクを経て、ビルマに渡った。
《ビルマ独立式典図》と《日緬条約調印図》１２１は、与えられた画題「バーモ長官と独立ビ
ルマの建設」に応えて、その後に訪れたラングーンで挙行された調印と式典の様子を描い
たものである。これはバー・モウ博士を新国家代表として選出するとともに、日本とビル
マが同盟条約と軍事秘密協定に調印することによって、ビルマが英米に対して宣戦を布告
することを意味するものであった。この式典は新聞各紙（図 25・26）で大きく取り上げら
れ、掲載された報道写真から、その様子を窺うことができる。小磯は現地取材に基づいて、
1943 年 8 月 11 日の『朝日新聞』（図 27）１２２及び同日の『毎日新聞』（図 28）１２３に、式
典の様子を捉えたスケッチと、このときの感想を示す文章を残している。これによると、
それまでの戦争記録画制作とは異なり、8 月 1 日に小磯が実際に、描く対象となる式典と調
印の場に立ち会ったことが確認されるであろう。 
ここに掲載された二つのコメントは重なる部分も多いが、スケッチの描写に合わせた内
容の文章をそれぞれに書き加えている。というのは、興味深いことに、二つのスケッチを
比較して見ると、画家が異なる関心から二つのスケッチを描き出しているからである。具
体的には、『朝日新聞』では、式典の主要人物であるバー・モウをクロース・アップして捉
えている。これに対して、『毎日新聞』に掲載のスケッチでは、バー・モウが遠くに追いや
られ、小磯の前に座る大勢の参列者の背中をクロース・アップし、会場全体の雰囲気を捉
えようとしているようである。 
さらに注目されることは、小磯が《ビルマ独立式典図》を制作するにあたって、これら
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のスケッチに基づく二つの構想案を持っていたにも関わらず、バー・モウのポーズや動き
は前者をもとにしながら、全体の構図としては、それを遠くに捉える後者の案を選択して
いることである。 
本作の構成について、先に取り上げた山田智三郎は、「構図に工夫をすればもつと内容あ
る感銘深き表現が出来たのではなからうか？」「主要人物たるバー・モウ氏をあのやうに遠
く小さく描かずに、もつと近くに、大きく、顔面の表情をはつきりと描く事も出来たらう。
１２４」と、批判的に捉えていた。またビルマの人にとっては「暴英の制圧下より解放された
多年の宿願実現の歓喜の祭典」であるので、「会場は厳粛の裡にももつと感動に動いて好い
筈である。（中略）出席人物を全部背面から写すのも余り能がない。位置を換へて、数人の
感動に満ちた表情を大きく示す事も出来たらう１２５。」とも述べている。ここでの山田の発
言の裏側には、戦争記録画を「世界史を変革する大東亜戦中の重大なる事件を後世に残す
仕事」として、つまり、プロパガンダの役割を期待する考えがあったことは、先に引用し
た文言からも明白であろう。加えて、小磯とともに式典に立ち会った画家猪熊弦一郎は、
新聞に掲載した小文の中で式典中のバー・モウについて、その口もと、眼、パソ（スカー
ト）や衣服の模様に至るまで、風貌と衣装の詳細を捉えており１２６、また、小磯もその肖像
を、別に単独のエスキースに描き、衣裳の詳細を捉えていることが確認できる。これらの
ことからも、「その姿が見えなかった」という理由で、バー・モウを遠くに配置したとは、
考えにくい。このことから、山田の期待するものと、作品を制作する際の小磯の主眼・意
図が、完全に異なるもの、つまりは同床異夢であったことが理解されるであろう。 
そうした事情を、小磯の言動から整理していってみよう。まず、『朝日新聞』『毎日新聞』
ともに「何とも不思議な空気で、アラビヤン・ナイトの隣の国までやつて来てゐるやうな
光景だつた１２７」と、その異国的な雰囲気に言及している。その上で、主要人物をクロース・
アップして捉えたスケッチを寄せた『朝日新聞』には、「タキンコ―ダマインといふお爺さ
んがあらはれてアテパテ（国家代表）の宣誓にバーモウ氏をたすける場面があったがこの
爺さん（中略）の肩のところにつぎはぎのした色あせた上衣の工合、バーモウ氏の盛装と
調和があつて面白い１２８」とのコメントを載せており、彼らを主たるモティーフとしてスケ
ッチを取る際にも、その関心は、独立ビルマの建設という出来事にではなく、ただ彼らの
服装にあったことがわかる。一方、参列者の背中をクロースアップして捉えた『毎日新聞』
に掲載した文章の中では、「ライトは夢のやうに二人を浮き出させる、」と述べた上で、続
く文章は『朝日新聞』に共通するが「起立した大勢のビルマ人、ランバロー（頭巾）の波、
レンブラントのエッチングを想像して見たりした１２９。」と語っている１３０。ここでの小磯
の関心は、異国の衣装であるランバローが連なる姿、そして大勢の参列者によって作り上
げられる儀式の美に感銘を受けて、それを追求することにあったのであろうか。 
ところが、である。同じ文章の中で彼は次のようにも述べているのである。 
 
午後の条約調印の場に至つて初めて我に還り厳粛な日本の姿がビルマの印象の上に
132 
 
 
きつく二重焼された事を思ひ出す、澤田大使の姿勢に日本を見た１３１。 
 
この証言にあるように、小磯は午後の調印式において、それが単なる壮麗な異国の儀式
ではなく、組織的かつ軍事的に日本の元にビルマが置かれることを意味するものであった
ことを思い出したのであろう。 
この調印式の様子を捉えた報道写真として、『大東亜戦争画報 第 22 号』（1943 年 毎日
新聞社）に掲載の写真（図 32）が紹介されているが１３２、筆者はこの他にも 1943 年 8 月
11 日の『毎日新聞（大阪）』（図 33）１３３や同日の『読売新聞』（図 34）１３４に、調印式を、
別のアングルから捉えた写真が掲載されていることを確認した。ここからは、これらの写
真で捉えられた事実とこの場面を描いた《日緬条約調印図》（1944 年）（図 31）との比較を
行うことによって、画家が反映させた意図の内容を考察したい。 
まずどの写真でも画面右側に座っているのがバー・モウ、左側が澤田大使である。テー
ブル上の小道具の配置、椅子に座っている澤田とバー・モウの背後に、それぞれの国のお
付きの人物たちが並んでいること、そして背後に日本の日の丸とビルマの新しい国旗が掲
げられていることもまた、三枚の写真で共通している。一方、構図は異なっており、『大東
亜戦争画報』や『読売新聞』に掲載の写真では、二人の主要人物を真横から捉えているの
に対して、『毎日新聞（大阪）』に掲載の写真では、絵画と同様、やや斜めのアングルから
調印の様子を捉えている。だが、この『毎日新聞（大阪）』の写真にしても、右のバー・モ
ウの側から調印の様子を捉えており、小磯が澤田側から描き出しているのとは異なる。さ
らに、作品では、捉える角度も変えられており、より斜めから捉えることによって、テー
ブルが手前から部屋の奥へと続く遠近感も強められている。先の証言からは、この場に小
磯が立ち会ったことがわかるが、《ビルマ独立式典図》のように下絵らしいものも確認され
ていないため、報道写真をもとにして描かれた可能性は否定できない。よく見ると、澤田
の椅子の向きとテーブルの位置が平行になっておらず、不自然なものとなっているのは、
短い制作期間の中で１３５、写真を参照しながらも、このような変更を加えたためであろうこ
とも推察される。 
ただ、写真の参照の有無とは関係なく、ここで最も興味深い変更点は、報道写真に捉え
られた事実とは異なり、作品では日本側の人物の一人が澤田の左手に立っていることであ
る。確かに『毎日新聞（大阪）』（図 33）の写真では、澤田の右手に立って、調印の作業を
補助する人物の存在が確認される１３６。しかし記録画の構想にあたって、小磯がこの場面の
主要人物である澤田より手前に他の人物を置くのを憂慮して、事実の通り右手に描くのを
避けたのだとしても、あえてこの人物をこの位置に描き込む必要があったのだろうか。な
ぜなら、この人物によって、日本の国旗である日の丸の一部が隠されているからである。 
この小磯の改変の意味について考えるために比較したいのは、第三節で取り上げた《兵
馬》（1939 年）（図 7）である。ここで小磯は、同時期に描かれた《踊り子群像》（図 14）
と同じ手法で群像を描きながら、重要な符丁であった日本の国旗を描き加えていたのであ
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った。しかし太平洋戦争期の《日緬条約調印図》に至って、小磯は画家達が戦争画制作に
大いに活用したアイテムであり、かつて《兵馬》で描き込んでいた日の丸を、隠してしま
ったのである。こうした背景には、どのような意図があったのであろうか。 
 先に引用した「午後の条約調印の場に至つて初めて我に還り厳粛な日本の姿がビルマの
印象の上にきつく二重焼された事を思ひ出す、澤田大使の姿勢に日本を見た。」という言葉
からして、小磯が本作の制作にあたって、この場面の軍事的な意味を意識していたことは
確かであろう。しかし一方では、斜めからモティーフを捉えて遠近感を強めるなど、その
構図に工夫が施されていることも忘れてはならない。つまり、補助を行う人物をこの位置
に描くことによって、画面の両側に横一列に並ぶ人物群と、間にあるテーブル及びそこで
調印する人物という主要モティーフをつなぎ、作品全体の構図のバランスをとっていると
も述べることができるのである。 
 本節においてスケッチや彼の文章、写真などの資料を用いて行った画面の分析からは、
《ビルマ独立式典図》では主要な人物を遠景に小さく描く構図のスケッチの構想をあえて
選択し、《日緬条約調印図》では、事実とは異なる位置に人物を配置することによって、か
つて《兵馬》で描き込んでいた日の丸の一部を隠していることが理解された。その背景に
は、前者の場合は式典に参列した経験から得た「異国の儀式の美」への関心があり、後者
にしても遠近感や構図に、画家の注意が払われていることは見逃せない点である。 
 よって筆者は、これらの表現と小磯の当時の心境とを容易に結び付けることはできない
が、ただ少なくともこれらの戦争画において、小磯の意図とは、軍の期待する通りの作品
を描くことではなかったことは確かである。そうでなければ、芸術表現のためとは言って
も、戦中期という時代に、あえて日の丸を隠すような表現は選ばなかったであろう。彼が
作品を制作する際の主眼は、彼の芸術、具体的にいえば、彼が関心のある表現やモティー
フを追求することと、それらを自身の絵画制作に導入することであり、リスクを犯しても
それらを優先させたということが理解されるのである。 
 
第七節 戦中期における西洋受容と写真の役割に関する一考察 
 
《ビルマ独立式典図》《日緬条約調印図》は、従軍の際の直接の経験を元に描かれたので
あったが、宮本三郎の《山下、パーシバル両司令官会見図》（1942 年）にも見られるように
１３７、画家たちが写真を参考にして戦争画を描くのは決して珍しいことではなかった。そし
て、戦争末期、戦況が悪化すると画家達はますます従軍に拠らず戦争記録画を手掛けるこ
とが多くなっていた。写真は、現地を取材して描いた作品でも事件の発生時や作戦中のイ
メージを掴み、事実を確認するのに役立ったと考えられるが、従軍や現地取材に拠らない
戦争記録画を手掛ける際にはさらに直接的に参照されたと考えられる。 
小磯も陸軍からの依頼で従軍に拠らない作品、1943 年の《香港黄泥涌高射砲陣地奪取》
（o-0280）や《皇后陛下陸軍病院行啓》（図 35）、1944 年の《カンパル攻略（倉田中尉の奮
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戦）》（図 45）などを描いている１３８。本節では、以上のような作品と当時の報道写真とを
比較することによって、小磯の戦争記録画制作における写真の役割と、写真を利用しなが
らもいかに工夫を施し自らの芸術を作品に反映させたかを考察することとしたい。ただし、
画家達が戦争画制作にあたって参考にした視覚的なイメージは、写真だけではなく、その
分析にあたっては、西洋の絵画との関係を考えることも重要であることは言を俟たないで
あろう１３９。 
1943 年の第 2 回大東亜戦争美術展１４０に出品された《皇后陛下陸軍病院行啓》は、藤田
嗣治の《天皇陛下伊勢の神宮に御親排》と宮本三郎の《大本営御親臨の大元帥陛下》とと
もに、朝日新聞社からの委嘱によって制作され、展覧会会場の中央に位置する特別室に陳
列された。澤田佳三はこれを、「天皇と皇后の肖像記録画制作を特別に託された宮本、藤田、
小磯の三人の洋画家たちが、大東亜戦争期における戦争記録画家たちの到達点であること
を示す象徴的事例だったといってもよいだろう１４１。」とする。本作は現在所在不明となっ
ており、関連する資料も少ないことから、取り上げられること自体少なかったのであるが、
近年の研究では三点の作品の図像が、それぞれ昭和天皇と皇后の「①祈る、②統率する、
③癒す」姿を描き、アジア・太平洋戦争時の天皇・皇后の役割を象徴化していると指摘さ
れた１４２。 
小磯が描いているのは、この中の「③癒す」を表す図像で、1942 年 12 月 4 日に、皇后
が臨時・東京第一陸軍病院を訪れたときの光景である。画面中央には、黒い衣装を身に付
けた皇后を中心として、複数の軍人やお付きの黒服の人物が付き沿っているのが見える。
皇后を前方と後方から挟むように、それぞれ寝台が一列に並び、その上では白い服を身に
付けた療養中の患者たちが正座をして迎えている。また、画面奥の壁には視力測定に用い
る大きな表が貼ってあることがわかるであろう。 
本作の制作について、1943 年 12 月の『朝日新聞』に掲載された「“尊き一瞬”の謹写 小
磯良平画伯謹話」という記事（図 38）で、小磯がその苦労や意図を語っている。 
 
病院当局から御写真を貸していたゞき、また病室内部の病床配置などを行啓の御砌
そのまゝにしていたゞいて写生しました、そこは眼を負傷した勇士たちばかりの室で
すが、私の写生してをります間、いひやうのない厳粛な態度をとられますのには強く
胸うたれ、なにか息苦しくなつてこちらの手が進まぬ思ひでした たゞ御写真が一枚
しかありませんでしたので、ニュース映画をもみせてもらひ、また御案内申上げた人々
の次々の動作などを知るためフィルムの一齣々々を焼きつけてもらひ、これらを参考
にして、尊い一ときの動きを謹写すべく苦心しました、特に宮内省からは御召服布地
の一部を貸下げて頂き、御附女官よりもかずかずの御注意を書きしるして頂き、まこ
とに勿体ないことでした、尊い情景を謹写しますことは、私としては全く初めてのこ
とであり、身に余る光栄に存じてゐます１４３ 
 
135 
 
 
ここで小磯は、本作の制作にあたり、病院から一枚の写真を借りた他に、病院を訪れて
内部を写生したり、ニュース映画などで、案内人の動作を参考に見たと述べている。宮内
省から服の布地を貸下げたのは、小磯のコスチュームへの関心から行なわれたことかもし
れないが、ただ「御写真が一枚しかありませんでした」「御附女官よりもかずかずの御注意
を書きしるして頂き」という言葉からは、皇后というセンシティヴな対象を描くにあたっ
て場面や構図が厳格に決められていたことをうかがわせる。 
実は《皇后陛下陸軍病院行啓》の下敷に用いたと思われる写真が、当時の新聞に掲載さ
れているのが発見されている。廣田は、河田明久により提示された朝日新聞の記事１４４につ
いて言及し、そこで提示された写真（図 37）を取り上げ、「比較可能な範囲で」作品と比較
し、「ほぼ完全と言ってよい程までに、写真に忠実である１４５」としている。しかしこの写
真は、皇后を中心とする主要部分をクロースアップし、その他の大部分はカットされてい
たのである。筆者の調査の結果、同日の読売新聞に、同じ報道写真でもより広い範囲を捉
えたものの掲載を確認した（図 36）１４６。ここではこの写真を材料に、作品と比較するこ
とによって、改めて分析、考察を行いたい。 
まず、写真でも絵画においても、ベッドによって形づくられる遠近の三角形の消失点の
位置に立つのは東条英機、手前の女性が皇后である。その前方と後方に一列に寝台が並ん
でいる構図や、描かれている人物の特徴、扉の形や部屋の構造も共通している。基本的に
写真をもとにして描かれていることが理解される。また、画面奥の壁に視力測定に用いる
大きな表が貼ってあるが、ここに描いてある図の形までも全く同じである。 
ただ、小磯は基本的な構図は貸下げた写真のそれを引き継ぎながら、変更も加えている
ようだ。写真では、皇后の足元が寝台で少し隠れているのが、絵画では皇后より前面にそ
れが重ならないように配置を変えられ、全身が捉えられているほか、寝台を捉える角度を
変え、遠景にいる人物をより小さく描く事によって、遠近感を強めている。さらに、今回
新たに発見した写真と作品とを比較することによって、写真に忠実であるように思えた作
品に、小磯が興味深い工夫を施していることが判明した。それは、写真では皇后に隠れ、
帽子と肩の部分しか見えてないお付きの女官が、絵画で複数人描かれていることである。
部屋の扉のところにいる女官、寝台と寝台の間を通り抜けようとしている女官、そして、
棒か刀の様なものを持つ男性の背後に、こちらに向かおうとする女官の姿が見える。彼女
たちは、みな同じように黒い帽子を被り、黒いドレスを身に付けているので、まるで一人
の女官の一連の動きを示しているようである。そして同様に、黒い衣装を身に付けた皇后
もまた、こちらに向かおうとする女官の動きの延長線上におり、一連の女性の動きの終結
点のようである。 
これは、小磯が「御案内申上げた人々の次々の動作などを知るためフィルムの一齣々々
を焼きつけてもらった」と述べているように、フィルムの一齣一齣に写しだされた異なる
案内人の位置やポーズを、一つの画面に構成したものと考えられる。というのは、この作
品の制作にあたって小磯は、これらの視覚イメージを参考にして、「尊い一ときの動き
・ ・
を謹
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写すべく苦心しました」と語っているからである。この、動きを表すために同じ顔、衣装
を身に付けた同一人物を同じ画面上に構成するやり方は、これまでに考察したドガの手法
を彷彿とさせる。場面や構図が厳格に決められていた際にも小磯は、自らの関心ある表現
を試みていたのだと述べることができよう。 
ここで、戦時下に描かれた《斉唱》（図 39）を取り上げたい。《皇后陛下陸軍病院行啓》
の制作から約二年遡る 1941 年の第 4 回新文展１４７に出品された作品ではあるが、一見描か
れた時期やその時代背景以外には関係性の薄いように思われる二作品である。しかし筆者
は、その表現、技法の上で関連の強い作品だと考えている。 
まず本作については戦争画に分類されてはいないが、戦時中に描かれたことから、一般
的に、戦争画を描く小磯の裏腹な心情が込められているといった解釈を行い、戦争との関
係性を強く主張する者もいる。 
例えば、竹中郁は、小磯がキリスト教の家庭で育ったことに着目して次のような解釈を
している。 
 
色彩を抑制して描いた「斉唱」という女人群像があったが、小磯の思考は何か祈り
のようにみえた。市民そのものの叫びではない。その側面に立って、女人の姿をかり
て何かへのすがりつきのようであった。それにもまして、例のキリスト教的雰囲気で、
讃美歌をうたっているようだった。清く透明であった１４８。 
 
廣田は、竹中郁が寄せたこの文章の中に、パターン化された《斉唱》の作品解釈の源流
をみる１４９。 
本作は、小磯が官展からの決別を謳った新制作派協会結成後、唯一参加した官展に出品
した作品であることから、辻は「これも時代のなせるわざで」、「戦争が小磯を再び官展に
参加させ、官展における審査員の地位を獲得させた１５０」と述べる。いずれにせよ、このよ
うに、本作の解釈にあたっては、戦時下に描かれたことを重視し、小磯の心境を表す作品
とするものが多数であった。 
たしかに、本章で論じたように、1941 年に制作し第一回芸術院賞を受賞した《娘子関を
征く》と、小磯の戦争画制作の意欲低下を示すターニング・ポイントの作品である 1942 年
の《カリジャティ会見図》の間の時代に描かれた作品であるので、そこに小磯の反戦的な
意図を読み取ることも、読み取らないことも可能なのではあろう。 
しかしながら、第一節で述べたように、自らの回顧展において、戦争画の公開を厭う傾
向にあった小磯であるが、《斉唱》に関しては戦後に自選展へ二度出品をし、画家が作品の
選別に関わった大規模な回顧展にも必ず、出品している。さらに彼は戦争について多くを
語らない傾向にあったが、こと《斉唱》の制作に関しては、これから取り上げるようにい
くつかの証言を残している。ただし、当時の数々の批評は勿論、小磯自身も《斉唱》と戦
争を関連付けて語ることはなく、その内容は本作の技法と西洋美術との関係に関するもの
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である。 
例えば小磯は本作の制作について語る中で、「私はよく西洋の画集を見る。古いものから
新しいものまで、楽しみながらパラパラと見る。それが頭のどこかに残っていて、制作の
ヒントになることもあるようだ１５１。」と振り返り、また別の対談の中では「イタリアのル
カ・デルラ・ロビアというのかな、あれに口を開けて歌っている作品がある。あれが裸足
なものですから、このお嬢さんたちも裸足にしちゃった１５２。」と具体的に、参考にした画
家の名を挙げている。また、小磯は『人物画の話』の中で、次のように述べている。 
 
私がかつて「斉唱」を描いたとき、數人の人達にポーズしてもらいましたが、うし
ろの人物が小さく見えて仕方がない、うんとはなれないとバランスがとれないのです。
前縮法というものがある、ということを思い出したのはこのときなのです。あの絵の
思いつきは、ルネッサンスの彫刻によったものです。向こうの人の考えを身を以て感
じてみるとその意味がよくわかります。並列した人物なら問題ありませんが、人物の
組み合わせが前後する場合、こういう絵画的な考慮が必要となることを知っておいて
下さい１５３。 
 
辻智美は、その論文の中で、このレリーフが掲載された小磯の蔵書の写真を紹介してい
るが、この本には小磯の指の痕跡が複数残っているという１５４。確かに女学生達が裸足で横
一列に並ぶ様子、そして人物の重なりや楽譜の連なりも、イタリア・ルネサンスの彫刻家
ルカ・デッラ・ロビア（Luca della Robbia, 1400-1481）の《カントリーア》（1431-1438
年）の大理石レリーフ（図 40）とよく似ている。 
ただ、本作とロビアのレリーフの間には相違点も見られるのである。ロビアのレリーフ
には小磯の言う「前縮法」が用いられているが、小磯の作品においては、人物たちの足元
を見ると、前後に意外と大きくずれており、奥行きが微妙に表現されていることが理解さ
れる。また、楽譜もロビアのもののように横に真直ぐ連なっているのではなく、真ん中の
やや右の女学生が楽譜を少し下の位置にもち、そのバランスが崩れないように椅子の上に
も楽譜が置かれることによって、女学生の黒い学生服の中で、楽譜の白がリズムよく配置
されている。さらに、手前の右下に画面からはみ出るように椅子を置く手法はフェルメー
ルがよく用いたものである（図 41）が、小磯は、同じ黒の衣装を着た人物が横に並んでい
るため平面的に陥りそうな画面に、奥行きをもたらすために、ロビアのレリーフにはない
この椅子を描き込んだと考えられるであろう。 
さらに《斉唱》では、描かれている人物の顔が同じであることからもわかるように、見
たままを描いているわけではない。本作において、小磯は二人１５５のモデルのポーズと捉え
る角度を変えてデッサンし、その異なるポーズの人物群を同一画面に構成して描くという
方法をとっている。本研究で考察したように、小磯はドガからこの手法を学んだと考えら
れるのであった。 
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辻智美は 2012 年の論文で、本作の解釈とこの女学生たちの制服に対して興味深い視点を
紹介している１５６。《斉唱》のモデルの着衣は、小磯が講師をつとめたキリスト教系の松蔭
高等女学校の冬の制服であるが、戦時下においてキリスト教教育が中止され、1941 年 3 月
には、新入生から、全国の中等学校の統一服を順次着用することが定められたという。小
磯は 2 年ほど前に同女学校に依頼され、校歌の表紙に女学生たちが楽譜をもち並ぶ姿を描
いていたのだが（図 42）、この統一服の着用という出来事が契機となり、これを思い出させ、
《斉唱》制作の構想に至ったというものである。 
小磯がこの時期に、この制服と女学生たちが楽譜を手にもち並んでいる姿を思い出した
背景には、確かに辻の指摘するような戦時下の政策があるといえるのかもしれない。そう
した意味で、本作について考えるにあたって、その時代背景を無視すべきではないだろう。
だが、《斉唱》の解釈にあたっては、同年の 1941 年に同じ制服を着たモデルが描かれてい
る油彩画（図 43・44）も考慮に入れなくてはなるまい。 
ここで女性は、讃美歌を唄っているのでも、祈っているのでもなく、一方は室内で座り、
もう一方は、外光のもとでベンチに腰掛けて白い本を手に持っている。後者では、日差し
と白い本が画面を引き立てているのであるが、小磯は自らが描こうとする表現の場面設定
に合ったモティーフを配置しているのであり、実際には女性が手にもつのは、楽譜でも、
ただの本でも、どちらでも良かったのではなかろうか。彼は当時、このコスチュームをモ
ティーフとして単純に気に入っており、また、群像表現を追及するために《斉唱》を描い
たのではないか。 
画家は《踊り子群像》で用いた群像表現を《兵馬》で密集した群像を描くのに応用した
が、さらにロビアの大理石レリーフから感化されて、様式を確立した。そして続いて群像
表現に取り組んだのが、女学生が観者の方を向き密集して一斉に唄う姿を捉えた《斉唱》
であろう。さらに《皇后陛下陸軍病院行啓》で女官の一連の「動き」を描く際も例外なく、
この群像表現の手法を取り入れたのだと考えられる。群像表現は、戦中期においても継続
して大きな課題であり続け、ドガを始めとする西洋画家の受容をもってそれに取り組んだ
のではなかろうか。 
最後に、小磯の戦争画と写真の関係を取り上げた本節では、その一つの例として《カン
パル攻略（倉田中尉の奮戦）》（1944 年）（図 45）を取り上げる。この作品は、1944 年の戦
時特別文展１５７に陳列された 22 点の陸軍省特別出品作品のうちの一点である。 
これまで本稿において論じてきた戦争画は、所在不明のものがあったものの、小磯がそ
の制作について述べた文章や、下地となった素描、作品についての批評や、対象となる事
件や出来事の報道など、何かしらの手がかりが残っていることから、それらを用いて作品
分析を行ってきた。しかし、本作においては、タイトルにあるカンパル攻略や倉田中尉に
関する情報や資料は、筆者が当時の新聞、雑誌、書籍などの調査した結果、ほとんど得る
ことができなかった。また、作品に関しても、この展覧会に関する批評自体ほとんどなく、
本作について語られているものは見つけられなかった。 
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しかし、澤田佳三が『戦争と美術 1937-1945』（国書刊行会、2007 年）に掲載した《カ
ンパル攻略》の解説１５８において、初めて画面に関わる戦闘状況の詳しい説明がなされた。
これによると、題名にある倉田守中尉とは、マレー半島のカンパル攻略の第一線に参加し
た倉田守中尉（歩兵第 42 聯第三大隊第十一中隊長）を指すという。だが、彼らは 1942 年
1 月 2 日夜明けに敵の集中砲火を浴びて大損害を受け、最後は抜刀突撃して戦死したのだと
いう。この戦闘で第十一中隊は倉田中尉以下 45 名の戦死者を出し、イギリス軍は同日にカ
ンパルから撤退した。本作について澤田は「ところどころ青空がのぞく広い空と、そのも
とに広がる平原に視線が向、密かに敵兵を倒して進む尖兵たちのあるべき緊張感が、すっ
かりとその雄大な自然の中に溶け込んでしまっているかのようである。」と解説している。  
兵庫県立近代美術館に勤めた森田修一は、神戸史学会誌に記した連載「小磯良平と小松
益喜」の中で、本作の自然の生い茂る風景に着目し、「ともすれば凄惨をきわめがちな戦闘
場面を「南方風景」のなかに溶け込ませてしまおうとする作家の意図が、あまりにも明白」
として、「小磯流反戦だまし絵」と称している１５９。ここに描かれているのは小磯の戦争記
録画に描かれた唯一の死人との指摘もあるが１６０、確かに、この記録画が陳列された戦時特
別文展が終了してまもない 1944年 12月31日付けの内田巌宛ての書簡に綴られている内容
や、冒頭で挙げた小磯の書付もこの年になされたことから、小磯の死体や戦闘風景を直接
的に描く事を避ける意図を読み取ることは可能であると考えられる。 
廣田は、陸軍省が発行した小磯の従軍の旅行券に、カンパルのあるマレーは記されてい
ないため、小磯が現地取材を行っていなかったことを指摘し１６１、本作を描くにあたって参
考にしたものとして、報道写真を挙げている（図 46）１６２。そしてその写真が、「「戦闘の
様子を伝える報道写真」『大東亜戦争記録画報』1942 年大阪出版社より」という説明を付し
て、紹介されている。たしかに、写真に写る草の質感や画面右下でうつ伏せになる兵士の
姿には、作品との共通点が見出せるであろう。だが、筆者が調査の過程で『大東亜戦争記
録画報 前編』１６３（図 47）を確認したところ、同じ写真が、バターン半島という別の地で
の戦闘風景として、掲載されていた。小磯が記録画制作にあたって、他の地域の写真を参
考にすることは、果たしてあるであろうか。共通点と同様に、戦闘の場面を捉える視点や、
写真では兵士がほとんど草によって隠されておらず、広い空も描かれていないことなど、
また多くの相違点も見出せるのである。 
ただし、他に参照できるイメージや報道が極めて限られていたために、小磯がやむを得
ず、他の地域の写真を参考にして、そこに変更を加えた可能性は否定できない。また、目
に入っていたイメージが、知らず知らずのうちに、本作に反映された可能性も絶無とはい
えまい。筆者は、ここで早急に結論を出すことはできないが、容易に影響関係を認めるこ
との危険性を示すため、また、今後の小磯の戦争画研究の一助となることを祈念し、新た
な資料を提示することによって、考証を行った次第である。 
 
小結 
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本章では、先行研究の成果を踏まえながらも、それらに近年、筆者が調査して得た新た
な資料や情報を加えて検証を重ね、小磯の戦争画制作に関して、いくつかの新たな側面を
発見、提示してきた。小磯は実際に体験していない記録画を制作するにあたっては、現地
でのスケッチやアトリエでポーズをとらせた兵士の素描や彼らの体験談、そして西洋の絵
画や技法、写真を参照して、作戦の様子を再構成したというものであった。そして小磯が
ある視覚イメージを参照して作品を描いたという場合には、その相違点から画家の創意工
夫を読み取ることができるが、ただ、影響関係を認めるのは注意が必要な作業となること
も念頭に置いたつもりである。 
本研究は、小磯の戦争記録画の構想の過程と、その作品に反映させた彼の意図や創意工
夫について検証するために、彼の大作だけでなく、スケッチや小文、その他の新聞記事に
至るまで、多種多様な新資料群により構成されてきた。よって、一部に難渋で理解が容易
ではない部分も少なくなかったと思われる。そこで以下に、その結論をまとめ、稿を結ぶ
こととしたい。 
第一節では、本章全体を覆う課題として、小磯の戦争画研究に関する問題点を、画家の
言葉やその公開にまつわるエピソードなどを挙げながら整理を加えた。また考察の前提と
して、彼の態度や、作品に反映させた意味について、小磯の戦争画に関する、近年の新た
な研究動向を追い、その意義をまとめた。 
次の第二節では、最初の戦争記録画《南京中華門の戦闘》（1939 年）（図 2）に関連する、
各種の証言やスケッチ、画面の分析をもとに、小磯の構想の過程について考察を重ねた。
その結果、本作は西洋の絵画を参考にしたと考えられるものの、モティーフの配置や人物
の視線に小磯独自の工夫を施し、「南京中華門戦の図」という画題が与えられていながら、
画家としての兵士の服装や小道具への関心から、それを主たるモティーフの一つとして選
択したことが理解されたのである。さらに、南京中華門を遠景に捉えたこと、そして空に
上がっている砲煙が、当時の報道写真と比較して、不自然な描写となっている理由として、
小磯が軍に希望されていた砲煙を実際には見ておらず、取材した兵士たちの証言も、各人
によってまちまちであったことを指摘し得たと考えられよう。 
第三節では、軍からの依頼に拠らず、自発的に戦争に関連した主題を選んで制作した作
品《兵馬》（1939 年）（図 7）について、特にその群像表現に着目して考察した。ここでは、
前年の 1938 年に「私はドガの人物畫を愛するものだ。（中略）ドガは今私の頭の中で大き
な面積をしめてゐる。まだまだながめつくせない１６４。」という、ドガに強い関心を寄せて
いたことを証言する小磯の言葉を取り上げ、またごく近い時期に制作されていたにも関わ
らず、従来比較検討されることがなかった《踊り子群像》（1939 年）（図 14）との関連を指
摘した。以上の検証からは《踊り子群像》でドガに学んだ手法を、さらに本作に応用して
用いたと考えられたのである。加えて、第六節での考察につながる問題として、《兵馬》に
描き込まれた日の丸にも触れたが、これを筆者は、自身の関心ある表現を追求した結果、「テ
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ーマや「記録性」が乏しくなっているといわざるを得ない本作において、画家がこの時代
に適応させようと施した工夫であった」と推測する。なお以上の戦争画二作品《南京中華
門の戦闘》《兵馬》において、小磯は朝日文化賞を受賞した。戦時下の美術に関する特殊な
状況を理解するため、この受賞の背景への考察と新制作派協会の消息を、第四節にまとめ
た。 
 続く第五節では、二度目の従軍の際に手掛けた《娘子関を征く》（1941 年）（図 16）を中
心に検証した。本作は第一回芸術院賞を受賞するという栄誉を得たのであるが、発表され
た当時より「現地的な雰囲気がなく、平凡な「兵隊のゐる風景」」との批評がなされていた
のであった。筆者はこれに関連付けて、その制作過程への考察から、本研究のテーマでも
ある小磯の「室内での創作」という特質について触れた。小磯は本作の制作にあたって、
従軍した際にスケッチを得たが、それは実際の事件から三年近くを経てからの訪問だった
のである。本章での検証を通して、彼は自らの経験に基づく激しい戦闘の記憶ではなく、
西洋の歴史画の伝統を念頭に置き、アトリエにおいて自らのイメージや構想に合せて絵画
を構成することによって、歴史画を完成させたと考えられよう。さらに本作では、記録性
の追求のため、部分的に報道写真が参考にされていたことを指摘する先行研究を紹介した
が、太平洋戦争期に入ると、さらに直接的に写真が参照されるケースが出てきたことが理
解される。 
それが第六節で紹介した、《カリジャティ会見図》（1942 年）（図 21）である。本作は、
先行研究において小磯が戦争画に対する意欲を減退させていくターニング・ポイントに位
置することが指摘されている作品であるが、筆者は、それ以降にも、小磯が実際に立ち会
って見た様子を描いた《ビルマ独立式典図》（1944 年）（図 24）や《日緬条約調印図》（1944
年）（図 31）においても同様に、軍に期待されていたようなプロパガンダ的な戦争画ではな
く、あくまで、自らが表現したい芸術を表現していたことを指摘し、その姿勢はこの時代
のすべての作品において貫かれていることを検証した。具体的には、《ビルマ独立式典図》
では、儀式の美の追求のため、主要な人物と場面を画面の遠景に小さく捉え、会場全体の
雰囲気を捉えようとしているのであった。また、後者《日緬条約調印図》では、報道写真
と比較することによって、作品中に小磯が事実とは異なる変更を、加えたことを見て取る
ことができたと考えられよう。ここでは、現実とは異なる位置にあえて人物を描き込むこ
とによって、かつて《兵馬》で取り上げた日の丸の国旗を、隠していたことが確認できる
のである。 
最終節では、《皇后陛下陸軍病院行啓》（1943 年）（図 35）と、筆者が調査により得た写
真とを比較することによって、その相違点から、小磯の創意工夫を指摘することができた
と考える。特に、女官の動きを表現するために、同じ姿の人物を複数、同一画面上に配置
する小磯の特徴的な手法が取り入れられていることを確認し、これに関連して《斉唱》（図
39）の群像表現を取り上げた。従軍を余儀なくされた当時の小磯の裏腹な気持ちが描かれ
ていると解釈されることの多い《斉唱》であるが、筆者はその位置づけに関して、関連す
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る他の作品をとりあげ、分析を加えた。 
本章では、小磯の戦争記録画と他の作品の関係や、小磯の画業の中での戦争記録画の位
置づけについては詳細な研究がなされていないことを踏まえ、新たな情報や資料を提示し
ながら、群像表現に着目して考察を行った。その結果、戦中期において小磯は、《踊り子群
像》を《兵馬》で密集した群像を描くのに応用し、さらにロビアの大理石レリーフから感
化されて、《斉唱》で群像表現に取り組んだと考えられる。またこの取り組みが《皇后陛下
陸軍病院行啓》にも引き継がれていると述べることができよう。そして戦争画における群
像表現の課題に取り組むにあたって、ドガの受容が重要な役割を果たしていたことを指摘
し得たと考えている。小磯の言葉や作品の分析からは、1938 年から 1944 年までの戦争画
への意欲や心境に変化があったことも読み取ることができるであろうが、群像表現は、戦
中期においても継続して大きな課題であり続けた。しかもただそれだけでなく、彼は試行
錯誤を経て、作品表現を展開させてもいたのである。かつて小磯は、「洋流の伝承を十分咀
嚼して我邦に植える」と述べたが、それは、戦争画においても、《斉唱》においても、また、
いかなる時代における絵画制作においても、中断してはいなかったのであろう。 
以上のように、小磯の戦争画は、あくまでも小磯の芸術を反映させたものなのであって、
軍部の期待する通りの「記録」を描き出したものではなかったと考えられる。彼は戦争期
における時代的な要求と向き合いながら、作品中に、自らの意図と芸術を反映させる小磯
流の「創造」に腐心していたといえるであろう。よって、小磯が戦争画について語ること
を厭い、その展覧会においても、それらの公開を拒否し続けた。このことは画家小磯良平
の研究において、一部で、低調であった要因の一つに挙げられてもいる。しかし、小磯の
苛立ちや焦燥の真の理由は、戦争期の画業への追及が、芸術性を議論するものではなく、
二元論的に戦争の賛否に終始していた、1980 年代以前の戦争画批評への苛立ちの現れでも
あったのかもしれない。もはや故人となった小磯に、筆者は、その真意を問いただす術を
もたないが、過去の大作への批評中心であった、これまでの研究とは異なる方法論、具体
的には、スケッチや新聞に掲載されていた小作品や小文も掘り起こすことで、画家小磯良
平の意志と語り合っていきたいと考えている。  
 
                                                   
１ 濱谷浩「小磯良平〈福縁随処 45〉」（『毎日グラフ』毎日新聞社、38 巻 46 号、1985 年 11
月 24 日）頁表記なし。 
２ 本稿では戦後における戦争観に配慮した呼称として、「太平洋戦争」を統一して用いるこ
ととする。ただし、本文中でそぐわない場合は「大東亜戦争」という呼称も用いることが
ある。 
３ 本章の戦争画の説明や定義については主に河田明久「「作戦記録画」小史 1937～1945」
『戦争と美術 1937-1945』[針生一郎、椹木野衣、蔵屋美香、河田明久、平瀬礼太、大谷省
吾編]（国書刊行会、2007 年）153-162 頁を参照した。 
４ 向井潤吉は「それまで日本の油画というものは勝手な仕事をしていたけれども、あの戦
争画を契機として、写実が新しく考えられるようになり、もう一ぺん根本から勉強しなけ
ればいけないというように思われだしたんだ。事実、かなり写実力を持てるようになった
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んですよ、みんな。これが今後どう伸びるだろうかと思っていたところが、終戦と同時に
御破算になっちゃったんだけどね。」と述べているように、戦中・戦後の小磯、及び他の
画家たちの作品の変遷に関する問題が浮上するが、これについては稿を改めたい。向井潤
吉、宮本三郎、中村研一、栗原信「特集 大戦を回顧する 僕等は従軍画家だった」[座談会]
『週刊サンケイ』1956 年 8 月 19 日、『戦争と美術 1937-1945』、265 頁に資料として掲
載されているものを参照。 
５ 高階秀爾「東西戦争画の系譜」『日本絵画の近代 江戸から昭和まで』（青土社、1996 年）
265-289 頁、279 頁。 
６ 伊原宇三郎、宮本三郎、田村孝之介「制約の中での芸術―わたしたちは歴史を記録した
―」[座談会]『毎日グラフ（太平洋戦争名画集 日本絵画史の一断面 アメリカ国防総省が押
収した記録画）』臨時増刊、922 号、1967 年 11 月 3 日号。 
７ 宮本三郎は、1938 年から渡仏していたが、第二次世界大戦の勃発により急遽帰国を余儀
なくされた。そして、一年以上も滞在期間を縮小し、小磯、田村とともに従軍画家として
1940 年に中国に渡ったのであった。欧州旅行から帰国してすぐに従軍して、戦争記録画を
手掛けた宮本は、吸収したばかりの西洋美術を直接的に自身の戦争画に反映させている。
1941 年に手がけた《南苑攻撃図》（1941 年 東京国立近代美術館（無期限貸与作品））に見
られる銃を掲げる兵士を頂点とする三角形の構図は、明らかにドラクロワの《7 月 28 日－
民衆を導く自由の女神》（1830 年 ルーヴル美術館）を思わせる。また、後の 1943 年の《飢
餓》（1943 年 世田谷美術館分館宮本三郎記念美術館）では、水を飲もうと手をつき前屈み
になる軍人の姿が、カラヴァッジョの《ナルキッソス》（1598-99 年頃 国立コルシーニ宮
美術館）と重なるが、水面に映る軍人の表情を苦痛に歪ませるという宮本独自の加筆を行
っているといえるであろう。 
８ 廣田生馬「小磯良平と戦争画―従軍の記録と制作の過程―」（『神戸市立小磯記念美術館
研究紀要』、2008 年）9-56 頁。 
９ 辻智美は、論文「小磯良平における群像表現の探究と成果《働く人びと》（1953）に至る
まで」（『神戸市立小磯記念美術館研究紀要』2008 年 3 月、第 3 号）57-84 頁で、小磯の群
像表現の変遷について検証している。ここで、戦争画のなかでその群像表現が比較的詳細
に分析されているのは《兵馬》（1939 年）のみであるが、人物の重なりの表現から《斉唱》
（1941 年）の群像表現との関連が指摘されている。 
１０ 藤島武二「“芸術院賞”受賞の人々（一） 小磯君と戦争画」（『朝日新聞』1942 年 4 月
14 日）4 頁。 
１１ 児島喜久雄「聖戦美術展洋画評 1」（『朝日新聞』7 月 11 日）、飯野正仁『戦時下日本
美術年表』（藝華書院、2013 年）310 頁を参照。同書では、1930 年から 1945 年そして戦
後までの印刷物から関連記事・図版を博捜・収集し、日本近代美術史の動向を年表形式に
まとめ、戦時下美術の数々の資料が提示されており、本稿の執筆にあたって重要な基礎資
料となった。 
１２ 当時の批評には日本画が戦争画に向いていないことを指摘するものが多く見られる。
高階も「現場の模様を正確に再現するには、日本画よりも洋画の方が適していることは、
誰の眼にも明らかであった。」と指摘し、その理由について「江戸時代以来、西洋画法の
特質は何よりもその写実表現力にあると考えられてきたからである。」と説明している。
高階秀爾、前掲書、283 頁。 
１３ 竹中郁「小磯良平論」（『新美術』春鳥会、第 10 号、1942 年 6 月号）35-40 頁、38 頁。 
１４ 河田明久、前掲論文、2007 年、153 頁。 
１５ 同所。 
１６ 溝口郁夫『絵具と戦争 従軍画家たちと戦争画の軌跡』（国書刊行会、2011 年）。 
１７ 廣田生馬、前掲論文、2008 年。1990 年代以降、長らくタブーであった戦争美術の議論
が活発になるなかで、小磯の戦争画制作についても、近年、廣田によって、その全容を明
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らかにしようとの試みがなされ、神戸市立小磯記念美術館の従軍に関する資料や、書簡等
が紹介されている。本章で記した戦時下の小磯の消息に関する情報は、上記論文を主とす
る先行する文献に加え、さらに筆者が小磯と同時代の刊行物の悉皆調査を経た結果、新た
に判明した情報をもとに追加・修正につとめた結果を反映させた。 
１８ 東京国立近代美術館に戦争記録画が収まるまでの経緯については、溝口郁夫、前掲書、
及び増子保志「GHQ と 153 点の戦争記録画 戦争と美術」（『日本大学大学院総合社会情報
研究科紀要』第 7 号、2007 年 2 月）13-22 頁を参照した。 
１９ 小磯良平、宮本三郎、向井潤吉、石川滋彦、岩田専太郎[座談会]「特集 失われた戦争絵
画 20 年間、米国にかくされていた太平洋戦争名画の全貌」（『週刊読売』読売新聞社、1967
年 8 月 18 日増大号）20-25 頁。 
２０ 同書、22 頁。 
２１ 同書、24 頁。 
２２『美術手帖』（美術出版社、第 424 号、1977 年 9 月）45 頁。 
２３ 『聖戦美術』（陸軍美術協会、1939 年 11 月）、『聖戦美術第二輯』（陸軍美術協会、1942
年 6 月）。 
２４ 飯野正仁「戦時下、美術は〈空白〉だったのか 小磯良平・ 向井潤吉ほか（戦時下日本
の美術家たち  第 11 回）」（『月刊あいだ』美術と美術館のあいだを考える会、第 134 号、
2007 年 2 月）24-28 頁、24-25 頁。 
２５ 小川正隆編「小磯良平年譜ノート」（『小磯良平展』[小磯良平展運営委員会編]東急百貨
店、1978 年）頁表記なし。 
２６ 山脇佐江子「「美術と戦争」雑感」『美連協ニュース』（95 号、2007 年 8 月）（http://ev
ent.yomiuri.co.jp/jaam/m_essay_95.cfm） 
２７ 飯野正仁、前掲書、2013 年、1159 頁。 
２８ 廣田生馬、前掲論文、2008 年、13 頁（ここで廣田は、高波眞知子から教示されたもの
として述べている）。 
２９ 「小磯良平と戦争画に関する新資料（書簡）の発見と当館への寄贈について」（神戸市
役所公式サイト、http://www.city.kobe.lg.jp/information/oshirase/backno/2007/img/20070
815ed01.pdf）。 
３０ 廣田生馬、前掲論文、2008 年、11 頁。 
３１ 第 1 回聖戦美術展は、1939 年の 7 月 6 日-23 日 東京府美術館、同年 7 月 28 日-8 月 1
日 開港記念横浜会館、静岡、名古屋、大阪、福岡、満州ほかで開催された。 
３２ 「激戦をしのぶ絵」（『朝日新聞』1939 年 7 月 9 日 ）飯野正仁、前掲書、2013 年、310
頁。 
３３ 「カンバスに偲ぶ戦場⑦ もゆる南京城（小磯画伯） 参戦両大尉の感慨『まさにこれ』」
（『朝日新聞』1939 年 6 月 24 日）11 頁。 
３４ 林洋子『藤田嗣治 作品をひらく―旅・手仕事・日本―』（名古屋大学出版会、2008 年）
414 頁。 
３５ 『朝日新聞』（1939 年 6 月 24 日）11 頁。 
３６ 小磯良平「南京中華門」『聯盟』1938 年 11 月号。筆者は『聯盟』の所在を調査したが、
原本を入手することはできなかったため、このエッセイの引用にあたっては、以下の文献
に掲載のものを参照した。廣田生馬、前掲論文、2008 年、19-20 頁。辻智美、前掲論文、
2008 年、69-70 頁。 
３７小磯良平「屋根裏のアトリヱ」（『文藝春秋』時局増刊 24 17 巻 18 号、1939 年 9 月 10
日）186-187 頁、187 頁。 
３８ 小磯良平、同文（辻智美、前掲論文、2008 年、69 頁）。 
３９ 辻智美、同論文、70 頁。 
４０ 同所。 
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頁、155 頁。 
４２ 児島喜久雄「聖戦美術展（2）洋画評 小磯良平の傑作」（『朝日新聞』1939 年 7 月 12
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４７ この習作と完成作の相違点は同論文、21 頁でも指摘されているが、本研究においては
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（『朝日新聞』1939 年 6 月 24 日）11 頁。 
５２ 同所。 
５３ 廣田生馬、前掲論文、2008 年、10 頁。 
５４ 同所。 
５５ 第 4 回新制作派展は、1939 年 11 月 23 日-12 月 5 日、 東京府美術館、大阪市立美術館
において開催された。 
５６ 小磯良平「繪の勉強」『新女苑』（実業之日本社、第 3 巻第 10 号、1939 年 10 月）154-156
頁、155-156 頁。 
５７ 他に、《兵馬》のための素描 3 点が「「兵馬」エスキース」（『みづゑ』美術出版社、第
423 号、1940 年 2 月号）に掲載されていることを確認した。 
５８ 小磯良平「繪の勉強」、1939 年、155 頁。 
５９ 竹中郁「小磯良平論」（『新美術』春鳥会、第 10 号、1942 年 6 月号）35-40 頁、37 頁。 
６０ 今泉篤男「新制作派展評」（『読売新聞』1939 年 12 月 2 日夕刊）3 頁。 
６１ 林達郎「新制作派展」『美之国』美の国社、第 15 巻第 12 号、1939 年 12 月号）50-51
頁、50 頁。 
６２ 柳亮「新しいモラルの発芽を拾う 新制作派 4 回展評」（『みづゑ』美術出版社、1940 年
1 月号、第 422 号）121-127 頁、125 頁。 
６３ 辻智美、前掲論文、2008 年、72 頁。 
６４ 小磯良平（『人物画の話〈みづゑ文庫〉』美術出版社、1951 年）第一図、39-40 頁。 
６５ 小磯良平近作個展は 1939 年 6 月 26 日-29 日 銀座・資生堂で開催された。 
６６ 小磯良平「ジョルジュ・ド・ラツウルからドガまで」『新制作派』（第 3 号、1938 年 11
月号）57 頁。 
６７ 河田明久「画家は何をすべきか?（1940-41）」（丹尾安典、河田明久『イメージのなかの
戦争（岩波 近代日本の美術 1）』岩波書店、1996 年）67 頁。 
６８ 同書、68 頁。 
６９ 同所。 
７０ 小磯良平「戦争美術私感」（『新制作派』新制作派協会、第 4 号、1939 年）23 頁。 
７１ 河田明久、前掲書、1996 年、67 頁。 
７２ 小磯良平「戦争美術私感」、1939 年、23 頁。 
７３ 作品に付された制作年というものは、必ずしもそれが制作された期間を表わすとは限
らない。画家はタブローを手掛ける前、現地を訪れた際にデッサンやスケッチを行ってい
るはずであり、戦争記録画のような大作ともなると、入念な仕上げのために長い時間を要
したであろうことは間違いないが、『東京美術倶楽部カタログ・レゾネシリーズ 小磯良平
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全作品集』（求龍堂、2014 年）の場合、所蔵の美術館等により提示されたそれぞれの作品の
制作年は作品が完成した時点を示しているようである。本稿においてもこの表記に従っ
た。 
７４ 『朝日新聞』1940 年 1 月 10 日 6 頁。 
７５ 藤島武二「奉祝展そのほか」（『塔影』塔影社、第 16 巻第 4 号、1940 年 4 月号）9-12
頁、12 頁。 
７６ 朝日新聞社と戦争美術の関係については、飯野正仁「「新聞も兵器なり」 朝日新聞と戦
争[1]1937 年-42 年（戦時下日本の美術家たち 第 26 回]」（『月刊あいだ』153 号 美術と美
術館のあいだを考える会、2008 年 10 月）36-44 頁、及び飯野正仁「「新聞も兵器なり」 朝
日新聞と戦争[2]1943 年-45 年（戦時下日本の美術家たち 第 27 回]」（『月刊あいだ』154 号 
美術と美術館のあいだを考える会、2008 年 11 月）22-29 頁に詳しい。また、河田明久、前
掲論文、2007 年、155-156 頁でも触れられている。 
７７ 『朝日新聞』1940 年 1 月 10 日 6 頁、及び『朝日新聞』1 月 21 日 3 頁。 
７８ 『美術日本』（1940 年 1 月号）、飯野正仁、前掲論文、2008 年 10 月、39 頁を参照。 
７９ 『朝日新聞』1939 年 11 月 27 日 7 頁。 
８０ 『美術』（日本美術出版社、1939 年 7 月号）、飯野正仁、前掲書、2013 年、310 頁を
参照。 
８１ 「巻頭言」『新制作派』（新制作派協会、第 1 号、1936 年）2 頁。 
８２ 『朝日新聞』1940 年 9 月 14 日 7 頁、『朝日新聞』1940 年 10 月 19 日夕刊 2 頁、『朝
日新聞』1941 年 1 月 17 日 7 頁。 
８３ 『朝日新聞』1941 年 1 月 29 日 7 頁。 
８４ 『朝日新聞』1940 年 10 月 19 日夕刊 2 頁。 
８５ 『朝日新聞』1944 年 10 月 15 日 2 頁。 
８６ 『朝日新聞』1941 年 5 月 27 日 2 頁。 
８７ 『朝日新聞』1940 年 10 月 6 日 7 頁。 
８８ 前掲文『新制作派』、1936 年、2 頁。 
８９ 廣田生馬「藤島武二と新制作初期会員たち」『昭和モダン 藤島武二と新制作初期会員た
ち』（2011 年、神戸市立小磯記念美術館、川越市立美術館）8-23 頁、16 頁。 
９０ 記録画とその他の絵画の社会とのつながりの違いに関して、画家達の次の言葉が参考
になる。中村研一は、「戦争によって、日本人全体が有機的に結ばれていたね。だから一
つの主題が与えられると、日本の歴史に必要なものになるに違いないという気持を画家の
誰もが持っていたね。」「現在われわれの画はわれわれが勝手に描いて、相手がないんだ。
誰に奉仕しているのか、だれに提供されるものか―たとえば展覧会に出して一般に見せる
場合でも、共鳴する場合もあり、関心のない場合もある。いわば民衆と画面に有機的なつ
ながりがないんです。」と語っている。また宮本三郎は、「記録画を描くという事は大き
くいやァ国民全体の要望だったものね。（中略）それは小学校の子供から老人から、みん
なにワッと感動を与えることが出来たという大きな仕事に対する―全体にアッピールする
喜びですね。」前掲対談、1956 年 8 月 19 日、『戦争と美術 1937-1945』、265 頁に資料
として掲載されているものを参照。 
９１ 伊原宇三郎、栗原信、小磯良平、小早川篤四郎、佐藤敬、田中佐一郎、田村孝之助、
鶴田吾郎、中村研一、藤田嗣治、宮本三郎、向井潤吉、川端龍子、吉岡堅二の十三名。 
９２ 河田明久「戦時体制下の美術―1930 年代後半～50 年代 モダニズムの多様化―モダニ
ズムの体制派と反体制派」『美術の日本近現代史―制度・言説・造型』[北澤憲昭、佐藤道信、
森仁史編]（東京美術、2014 年）459-460 頁。 
９３ 同所。 
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９４ 第 2 回聖戦美術展（支那事変第 5 年記念）は 1941 年 7 月 1 日-20 日上野・日本美術協
会、同年 9 月 20 日-10 月 3 日 大阪市立美術館、名古屋、藤岡で開催された。 
９５ 『読売新聞』1942 年 4 月 15 日 2 頁。 
９６ 荒城季夫「聖戦美術展評（2）藤田、小磯の力作」（『朝日新聞』1941 年 7 月 5 日）4 頁。 
９７ 藤島武二「“芸術院賞”受賞の人々（一） 小磯君と戦争画」（『朝日新聞』1942 年 4 月
14 日）4 頁。 
９８ 尾川多計「展覧会月評」（『みづゑ』美術出版社、第 442 号、1941 年 8 月号）243 頁。 
９９第 2 回聖戦美術展（支那事変第 5 年記念）は、1941 年 7 月 1 日-20 日に 、上野・日本
美術協会で、同年 9月 20日-10月 3日に、 大阪市立美術館、名古屋、藤岡にて開催された。 
１００ 小磯良平「支那の景色と日本の景色」（『文藝春秋』文藝春秋社、19 巻 8 号 1941 年 8
月 1 日）20-22 頁、20 頁。 
１０１ 同所。 
１０２ 金井紀子「娘子関を征く」[作品解説]（『特別展 没後 10 年 小磯良平展』兵庫県立近
代美術館、神戸市立小磯記念美術館、神戸新聞社、1998 年）83 頁。 
１０３ 廣田生馬、前掲論文、2008 年、29 頁。 
１０４ 廣田生馬、同論文、30 頁。 
１０５ 『朝日新聞』1937 年 10 月 31 日 3 頁。具体的に写真が作品のどの部分でどの程度参
考にされたかについては、今後調査の必要がある。 
１０６ 大嶺政寛「沖縄を訪れた画家（六）―小磯良平―」（『新生美術 新生美術協会機関誌』
新生美術協会、6 号、1987 年 5 月）132-133 頁、133 頁。 
１０７ 小磯良平「屋根裏のアトリヱ」、1939 年、186-187 頁。 
１０８ 原精一に関しては、陰里鉄郎「原精一の戦中デッサン」『原精一 戦中デッサン展』（三
重県立美術館、1984 年（http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/art-museum/catalogue/seiichi_
h/kagesato.htm、三重県立美術館）を参照した。 
１０９ 「原精一による回顧談」（『原精一寄贈資料整理報告書 2003』[端山聡子編]平塚市立美
術館、2004 年）飯野正仁、前掲論文、2007 年 3 月、25 頁を参照。 
１１０ 河田明久、前掲書、1996 年、82 頁。 
１１１ 小磯良平「私のモデル 竹中郁君」（『朝日新聞』1953 年 3 月 21 日）6 頁。 
１１２ 小磯良平「繪の勉強」、1939 年、155 頁。 
１１３ 小磯良平「南方絵画通信」（『第 7 回新制作派作品集』新制作派協会、1942 年）71-72
頁、71 頁。 
１１４ 廣田生馬、前掲論文、2008 年、34-35 頁。 
１１５ 同論文、37 頁。 
１１６ 同所。 
１１７ 同所。 
１１８ 同所。 
１１９ 同論文、53 頁。 
１２０ 山田智三郎、植村鷹千代「陸軍作戦記録画優秀作品評 小磯良平筆《ビルマ独立式典図》
《日緬条約調印図》」（『美術』日本美術出版社、第 4 号、1944 年 5 月号）31-33 頁、32 頁。 
１２１ 両作品は 1944 年の第 2 回陸軍美術展（3/8-4/5 東京都美術館、11/6-12  山形・県会
議事堂）に出品された。 
１２２ 小磯良平「ビルマ独立式典に参列して 刻む厳粛な日本の姿」『朝日新聞』（1943 年 8
月 11 日）1 頁。 
１２３ 小磯良平「ビルマ」『毎日新聞』（1943 年 8 月 11 日夕刊）2 頁。 
１２４ 山田智三郎、前掲文、1944 年、32 頁。 
１２５ 同所。 
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１２６ 猪熊弦一郎「その日のバーモウ氏」（『朝日新聞』1943 年 8 月 11 日）4 頁。 
１２７ 小磯良平、『朝日新聞』、1943 年、及び小磯良平、『毎日新聞』、1943 年。 
１２８ 小磯良平、『朝日新聞』、1943 年。 
１２９ 小磯良平、『毎日新聞』、1943 年。 
１３０ 一方、画面の構成に関しては、舞台上の踊り子や情景を遠くに追いやり、手前のオー
ケストラや座席をクロースアップしたドガの《オペラ座のオーケストラ》（1870 年頃）や《オ
ーケストラ座の音楽家たち》（1870-71 年頃）（図 29）あるいは、《歌劇 『悪魔のロベール』
の中のバレエの情景》（1876 年）（図 30）の様な作品を見るのは、穿ち過ぎであろうか。 
１３１ 小磯良平、『朝日新聞』、1943 年、及び小磯良平、『毎日新聞』、1943 年。 
１３２ 廣田生馬、前掲論文、43 頁。 
１３３ 『毎日新聞（大阪）』（1943 年 8 月 11 日夕刊）1 頁。 
１３４ 『読売新聞』（1943 年 8 月 11 日夕刊）1 頁。 
１３５ 《日緬条約調印図》と《ビルマ独立式典図》は、翌年の 3 月初旬に開催された陸軍美
術展に出品されている。9 月には従軍から帰国して制作に取り掛かったと考えられるが（廣
田生馬、前掲論文、41 頁。）、200 号もの大作を二点制作する機関としては短いものとな
っている。 
１３６ 筆者は当時のニュース映像においても、調印の間には絵の位置に人物が立っておらず、
補助を行う人物が書面の受け渡しを行う際にも、『毎日新聞（大阪）』の写真と同様に、澤
田の右手に立っていることを確認した。「ビルマ独立を宣す」（日本映画社制作「日本ニュ
ース」「NHK 戦争証言アーカイブス」より）http://cgi2.nhk.or.jp/shogenarchives/jpnews/m 
ovie.cgi?das_id=D0001300551_00000& 
１３７ 本作については数多くの先行研究で取り上げられているが、報道写真との比較につい
ては「宮本三郎《山下とバージバル両司令官会見図》」（『不安と戦争の時代（日本の近代美
術 10）』[水沢勉編]大槻書店、1992 年）113-123 頁に詳しい。 
１３８ ここまでで取り上げた戦争画以外に、戦争美術展覧会に出品されたものに《兵士習作》
（1942 年）《サイパン島洞窟における南雲部隊》（1944 年  o-0293）《再起にそなへて》（1944
年  o-0292）がある。1938年から 1939年の『主婦之友』（主婦之友社、1938年 11月号-1939
年 8 月号 30 点（10 回））[単行本：桜井忠温『征人』（主婦之友社、1939 年）]に連載した
『征人』の挿絵、1942 年の第 7 回新制作派展（9/23-10/4 東京府美術館）（会員によるテー
マ制作［大東亜建設に捧ぐ］）に出品した《工兵》（o-0247）、1943 年及び 1944 年の『靖
国の絵巻』で手がけた 3 点の挿絵や、他に従軍で戦地を訪れた際に現地の風景を描いたも
のや習作が、小磯が戦争を取扱った主な作品として挙げられよう。 
１３９ 戦時下の美術雑誌では批評家や美術史家たちが、戦争画の参考になると思われるヨー
ロッパ絵画の紹介と分析を盛んに行なっていたが、蔵屋美香「戦時下のヨーロッパ美術研
究」、前掲書、2007 年、170-177 頁では、これらの記事と実際の作品との影響関係が分析
されている。なお、1941 年より『新美術』をはじめとする八誌、43 年より『美術』『制作』
の二誌にまとめられていた。戦時下の美術雑誌の統合とその変遷については、飯野正仁
「雑誌の戦力化 戦時下に於ける美術誌としての吟詩（1）（戦時下日本の美術家たち 第 35
回（『月刊あいだ』美術と美術館のあいだを考える会、168 号、2010 年 1 月）16-24 頁及び、
「雑誌の戦力化 戦時下に於ける美術誌としての吟詩（2）（戦時下日本の美術家たち 第 36
回）」（『月刊あいだ』美術と美術館のあいだを考える会、169 号、2010 年 2 月）29-39 頁に
詳しい。 
１４０ 第 2 回大東亜戦争美術展は、1943 年 12 月 8 日-翌年 1 月 9 日 東京都美術館、1944
年 1月 22日-2月 17日 大阪市立美術館、3月 8日-23日 大礼記念京都美術館、4月 3日-30
日 福岡市本願寺福岡会館、5月 10日-28日 佐世保・玉屋、5月 25日-6月 10日 名古屋に
て開催された。 
１４１ 澤田佳三「宮本三郎 海軍落下傘部隊メナド奇襲」[作品解説]、前掲書、2007 年、
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214-215 頁、215 頁。 
１４２ 北原恵「消えた三枚の絵画―戦中／戦後の天皇の表象」『岩波講座 アジア・太平洋戦
争 2 戦争の政治学』（岩波書店、2005 年）179-204 頁、179 頁。 
１４３ 小磯良平「皇后陛下 陸軍病院行啓 大東亜戦争美術展 特別陳列 “尊き一瞬”の謹写  
小磯良平画伯 謹話」（『朝日新聞』1943 年 12 月 9 日夕刊）1 頁。 
１４４ 『朝日新聞』1942 年 12 月 5 日 3 頁。 
１４５ 廣田生馬、前掲論文、2008 年、43-44 頁。 
１４６ 『読売新聞』1942 年 12 月 5 日 1 頁。 
１４７ 第 4 回新文展は、1941 年 10 月 16 日-11 月 20 日 東京府美術館、同年 11 月 29 日-12
月 13 日 大礼記念京都美術館において開催された。 
１４８ 以下に竹中郁が小磯の戦争画に関して述べた箇所を引用する。「日華事変から太平洋
戦争へかかると、「南京攻略」「兵馬」「娘子関」「ビルマ独立記念式典」などを軍の要望に
よって描いた。この要望に応じた弱さは、今日でこそ批判しやすいことだが、しかし、当
時の空気ではよほどの勇気がない限り拒絶できかねる者であった。（中略）気品を支えて
いるのは或る種の哀愁である。この哀愁の底には、少年時代には生母から、長じては養母
からそそがれたキリスト教思想が沁みこんでいて、その人間愛がもたらす哀愁と言えそう
である。残酷な格闘や屍体というものを避けてあるのも、小磯の自然な自分自身の発露だ
といってよかろう。このころ、色彩を抑制して描いた「斉唱」という女人群像があったが、
小磯の思考は何か祈りのようにみえた。市民そのものの叫びではない。その側面に立って、
女人の姿をかりて何かへのすがりつきのようであった。それにもまして、例のキリスト教
的雰囲気で、讃美歌をうたっているようだった。清く透明であった。」竹中郁「小磯良平
＝人と作品」（『小磯良平画集 1923-1970』求龍堂、1971 年）ただし、竹中の「例のキリス
ト教的雰囲気で、讃美歌をうたっている」という部分に関しては、1941 年の荒城季夫によ
る「若い娘達の一斉に和して唄ふ歌は何であらうか。恐らくは、高雅な調子のものであら
うが静かに唄はれる澄んだ肉声を聴く思ひがする。」という批評や、1941 年 10 月 23 日の
『朝日新聞』に掲載の小解説に、「何を唄つてゐるのかしら！「アベマリア」？」という
言葉があり、作品発表当時から同様の解釈がなされていたことがわかる。荒城季夫『句刊
美術新報』1941 年 11 月 10 日号、『日展史』[日展史編纂委員会企画・編集]（日展、15 巻、
1985 年）492 頁を参照。『朝日新聞』1941 年 10 月 23 日 4 頁。 
１４９ 廣田生馬、前掲論文、2008 年、14-15 頁。 
１５０ 辻智美、前掲論文、2008 年、75-76 頁。 
１５１ 小磯良平「私の素描」『小磯良平素描集』（朝日新聞社、1980 年）頁表記なし。 
１５２ 小磯良平、乾由明「小磯良平とその作品〈作家と語る〉」[対談]（『季刊みづゑ』美術
出版社、第 927 号、1983 年 6 月刊）84-101 頁、98 頁。 
１５３ 小磯良平「群像の話」、前掲書、1951 年、32 頁。 
１５４ 辻智美、前掲論文、2008 年、74 頁。 
１５５ 小磯良平・乾由明、前掲対談、1983 年、98 頁。 
１５６ 辻智美「小磯良平の作品と神戸の人びと」『生誕 110 年 小磯良平の世界』（神戸市立小
磯記念美術館、ふくやま美術館、郡山市立美術館、2012 年）171-176 頁、174-175 頁。 
１５７ 戦時特別文展は 1944 年 11 月 25 日-12 月 15 日に東京都美術館で開催された。 
１５８ 澤田佳三、前掲書、2007 年、230 頁。 
１５９ 森田修一「人物近現代史 小磯良平と小松益喜 最終回「反戦平和・自由」への希求（下）」
（『歴史と神戸』神戸史学会、第 237 号、第 42 巻 2 号、2003 年 4 月）30-34 頁、32-33 頁。 
１６０ 廣田生馬、前掲論文、2008 年、48 頁。 
１６１ 同論文、47 頁。 
１６２ 同所。 
１６３ 『大東亜戦争記録画報 前編』[大阪毎日学習号編輯局編]（大阪出版社、1943 年 6 月）
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１６４ 小磯良平「ジョルジュ・ド・ラツウルからドガまで」、1938 年、57 頁。 
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図版 
 
（図 1）1944 年の小磯による書付 
 
 
（図 2）小磯《南京中華門の戦闘》1939 年  油彩・カンヴァス 所在不明  o-0206 
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（図 4）小磯による雨花台から南京中華門を覗いたスケッチ 
（「中視戦線素描四人集」（『朝日新聞』1938 年 7 月 13 日夕刊）3 頁より） 
（図 3）ドラクロワ《キオス島の
虐殺》1823-24 年 
油彩・カンヴァス 419×354cm  
ルーヴル美術館 
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（図 6）小磯「屋根裏のアトリヱ」に掲載の挿絵 
（『文藝春秋』（時局増刊 24 17 巻 18 号 1939 年 9 月 10 日）187 頁より） 
（図 5）1937 年 12 月 12 日に南門を爆破したことを伝える報道とその瞬間を捉えた写真 
（『アサヒグラフ』（朝日新聞社、738 号、1937 年 12 月 29 日）4 頁より） 
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（図 7）小磯《兵馬》1939 年 油彩・カンヴァス 所在不明  o-0207 
（図 8）小磯《馬》1939 年頃  
水彩、コンテ・紙 58.7×40.0cm 
d-0144 
（図 9）小磯《馬と兵隊》1939 年  
パステル、水彩・紙 63.7×45.6cm   
神戸市立小磯記念美術館  d-0142 
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（図 12）ベラスケス《ブレダの開城》1634-35 年頃  油彩・カンヴァス 307×367cm   
プラド美術館 
上右（図 11） 小磯《月光》1939 年 パステル、水彩・紙 63.6×45.6cm   
神戸市立小磯記念美術館 d-0141 
 
（図 10）小磯《馬》1939 年  
コンテ、水彩・紙 49.5×65.5cm  d-0143 
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（図 13）ピエロ・デッラ・フランチェスカ《コンスタンティヌスの勝利》1452-66 年  
フレスコ画 322×764cm  アレッツィオ、サン・フランチェスコ聖堂 
 
 
 
（図 14）小磯《踊り子群像》1939 年 50.5×72.5cm  油彩・カンヴァス o-019 
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（図 16）小磯《娘子関を征く》1941 年   
油彩・カンヴァス  260.0×193.0cm   
東京国立近代美術館  o-0241 
（無期限貸与作品） 
 
（図 15）山田新一《朝鮮志願兵》 
 1939 年 所在不明 
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（図 18）小磯による兵士の習作 
（『みづゑ』（美術出版社、第 440 号、1941 年 6 月号）より） 
（図 17）小磯による娘子関のスケッチ 
（『文藝春秋』（文藝春秋社、19 巻 8 号 1941 年 8 月 1 日）より） 
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（図 19）娘子関の行進の様子を伝える報道写真 
『朝日新聞』1937 年 10 月 30 日 2 頁より 
 
 
（図 20）娘子関の行進の様子を伝える報道写真 
『朝日新聞』1937 年 10 月 31 日 3 頁より 
 
（図 21） 小磯《カリジャティ会見図》1942 年 油彩・カンヴァス 181.0×259.0cm 
東京国立近代美術館（無期限貸与作品）  o-0251 
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（図 22）『大東亜戦争画報第 5 号』（大阪毎日、東京日日新聞社、1942 年）に掲載の写真 
 
 
 
（図 23）小磯《会談の前》1942 年 油彩・カンヴァス 65.5×91.0ccm   
兵庫県立美術館  o-0252 
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（図 24）小磯《ビルマ独立式典図》1944 年 油彩・カンヴァス 257.0×226.5cm 
東京国立近代美術館（無期限貸与作品）  o-0294 
 
（図 25）『朝日新聞』 
1943 年 8 月 11 日夕刊 1 頁より 
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（図 26）『読売新聞』1943 年 8 月 11 日夕刊 1 頁より 
 
 
 
（図 27）小磯によるスケッチ 
『朝日新聞』1943 年 8 月 11 日 1 頁より 
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（図 29）ドガ《オーケストラ座の音楽家たち》 
1870-71 年頃 油彩・カンヴァス 69×49cm 
フランクフルト市立美術研究所 
 
（図 28）小磯によるスケッチ 『毎日新聞』1943 年 8 月 11 日夕刊 2 頁より 
（図 30）ドガ《歌劇 『悪魔のロベール』の中
のバレエの情景》1876 年 油彩・カンヴァス 
66×54.3cm  
ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館 
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（図 31）小磯《日緬条約調印図》1944 年 油彩・カンヴァス 191.5×254.7cm 
東京国立近代美術館(無期限貸与作品)  o-0295 
 
（図 32）『大東亜戦争画報 第 22 号』（毎日新聞社、1943 年）に掲載の写真 
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（図 33）『毎日新聞（大阪）』（1943 年 8 月 11 日夕刊）1 頁に掲載の写真 
 
 
（図 34）『読売新聞』（1943 年 8 月 11 日夕刊）1 頁に掲載の写真 
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（図 35）小磯《皇后陛下陸軍病院行啓》1943 年 朝日新聞委嘱作品 所在不明  o-0281 
 
（図 36）『読売新聞』1942 年 12 月 5 日 1 頁より 
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（図 37）『朝日新聞』1942 年 12 月 5 日 3 頁より 
 
（図 38）『朝日新聞』1943 年 12 月 9 日夕刊 1 頁より 
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（図 40）小磯所蔵の画集に掲載されている 
ルカ・デッラ・ロビア《カントリーア》（部分）の写真 
フィレンツェ、大聖堂付属美術館 
（DIE KUNST DER FRÜHRNAISSANCE IN ITALIEN P.229 より） 
（図 39）小磯《斉唱》1941 年  
油彩・カンヴァス  
100.0×80.5cm   
兵庫県立美術館  o-0227 
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（図 42）小磯良平「松陰高等女学校歌表紙」1939 年頃 学校法人 松陰女子学院 
（図 41）フェルメール《青衣の女》
1663-1664 年頃  油彩・カンヴァス 
46.6cm×39.1cm  
アムステルダム国立美術館 
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（図 43）小磯《少女像（人物 B）》1941 年  
油彩、カンヴァス 100.0×80.3cm   
神戸市立小磯記念美術館  o-0228 
（図 44）小磯《緑陰》1941 年  
油彩・カンヴァス 72.8×60.0cm   
上原近代美術館  o-0230 
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（図 45）小磯良平《カンパル攻略（倉田中尉の奮戦）》1944 年 油彩・カンヴァス 
129.0×193.0cm 東京国立近代美術館（無期限貸与作品）  o-0296 
 
 
（図 46）小磯が参考にした可能性のあるイメージの一つとして 
廣田が紹介している報道写真（『大東亜戦争記録画報』大阪出版社、1942 年） 
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（図 47）『大東亜戦争記録画報』[大阪毎日学習号編輯局編] 
大阪出版社、1943 年 6 月 108 頁より 
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結語 
 
本稿では、もっぱら「小磯がいかにして西洋画の手法を受容していったのか」について、
実例を示しながら検証を加えてきた。具体的には、画家小磯の「室内での創作」という観
点と、彼の基礎を形作った「ドガの受容」「戦争画制作」という二つの観点より考証を行っ
た。そこで理解されたのは、小磯芸術の定型句ともいえる「気品」「清澄」「典雅な婦人像」
「大衆人気」「おだやかな人間味」１といった、平面的な文言の彼の芸術観について、異な
る観点が見出されたことであろう。論旨が多岐に渡るため、以下に各章の概要をまとめた
い。 
第一章では、本稿全篇を通じて考察を重ねた小磯芸術の特徴である「室内での創作」に
ついて議論を深めた。そのため、画家小磯の作風の特徴を洗い出そうと、彼の作品や発言
を取り上げて分析し、画家のアトリエという場所への意識と、そこでの創作について考察
を加えたのである。もちろんアトリエは、小磯のみならず、いかなる画家にとっても特別
な場所といえるであろう。ただ小磯の場合、そこに彼の構想した世界を創り出すにしても、
アトリエはアトリエであって、別の虚偽の世界ではなかったことを強く意識していたので
はあるまいか。例えば、《洋裁する女達》（1939 年）（図 1）は洋裁店の一情景のようである
が、鏡の中に制作中の画家自身の姿を描き出し、女性達の容貌を同じ顔で描くことによっ
て、一人のモデルのポーズを合成していることを、画中にそのまま残している。 
また彼は、アトリエにある附属物や道具を描き込み、両者の関係性から、モデルのいる
絵画空間を創ることにも関心をもっていたと見なすことができる。《日本髪の娘》（1935 年）
（図 2）の背景には、白のカンヴァスを立てかけ、それがアトリエで創作されたものである
形跡を残すとともに、少し俯瞰的に女性を捉えていることから、室内の三次元空間の中に
どのように人体と背景、そして附属物を配置して、その関係性を作り出すかに関心を払っ
ていることが窺われまいか。宮本三郎が《日本髪の娘》を見て、この点に気づき、「この日
本娘が単なるモデルとして扱はれるに止らずもつと日本的な日常生活に即してゐたならば
より興味深いものとなつたらうと思はれる２。」と述べていたことは注目に値するであろう。 
こうした小磯の室内への意識は、彼が初期に描いた《T 嬢の像》（1926 年）（図 3）のよ
うな作品にも見受けられる。この作品で小磯の関心は、懇意にあったという実際の人物に
あり、その雰囲気が表現されるとともに、室内の背景と女性の関係、そして女性を捉える
視点の近さが、モデルとの親密な空気を感じさせているように思われる。一方で、現在に
至る彼のステレオタイプイメージを形成した、1960 年代後半から最晩年にかけて数多く描
いた室内の女性像（図 4・5）では、どうであろうか。こういった晩年に描いた室内の女性
像で、観者とモデルの間には一定の距離が置かれ、その顔は、異なるモデルを描いていて
も、どの作品でも似通ってくるものであろう。この一連の作品で小磯は、室内で同じモデ
ルに同じ衣装を着せて繰り返し描きながら、女性のポーズや捉える角度、周囲に配する小
道具などに少しずつ変化を加え、理想の女性像を追求していったのである。その際には、
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その人物の個性やアトリエと人体、両者の関係性ではなく、眼の前のモデルを利用して、
自らが思い描く理想の女性像の美を表現することに関心を払っていたことが、彼の発言か
らも理解されたのである。また、このような検証作業によって、小磯の後年の集大成を予
見させるとか、追及した女性像の先駆けとされた《T 嬢の像》と、彼が晩年に追求した室内
の女性像との違いも示すことができたと考えられよう。そして、こうした「室内での創作」
は、次章以降で見られるように、ドガの受容、戦争画制作の時代においても実践されてい
たものと述べることができるのである。 
本章の最後では、従来白黒の図版でしか確認できなかった《二婦人像》（1931 年）につい
て検討を加えた。具体的には、筆者が調査で得た本作のカラーの絵葉書（図 6）を考察する
ことを中心に、これまでの小磯の群像画に対する検証作業に疑義を提起したのである。先
行研究において説明されているように３、シャセリオーの《姉妹》（1846 年頃）（図 7）が、
小磯に同一人物の異なるポーズを同一画面に配置するというアイディアを、与えたことは
否定できない事実であろう。しかし、小磯の《憩う》（1936 年）（図 8）や《二人の女》（1955
年）（図 9）と、《練習場の踊子達》（1938 年）（図 10）など、いくつかの群像画を比較した
ところ、その手法は同じであっても、それぞれの表現が異なっていることが理解されるこ
とから、小磯の群像表現の展開においては、シャセリオーの《姉妹》からの単線的な影響
関係にとどまるものではなく、別の誘因が存在した可能性を検証しえたと考えている。 
次に第二章では、従来の小磯研究において、踊り子やモティーフの切断表現など断片的
に論じられていたドガ受容について、小磯がドガを摂取するに至った背景に着目した上で
再検討を行った。 
佐波甫が、小磯について「秀才」で「何から何までとんとん拍子で、幸運児」と語った
ように４、家柄や地位に恵まれた小磯には、苦悩や失敗といった言葉は無縁のように見受け
られる。彼の死亡記事に「おだやかな人間味」５とあるが、小磯の人柄や人格を指すために、
しばしば用いられてきたこの言葉は、そういった小磯像を代弁しているのであろう。しか
し本章での検証を通して、実際には、若くして父と義父を相次いで亡くし、画家として成
功しなければならないというプレッシャーがあったこと、そして東京美術学校在学中にも
関わらず異例の特選を得た《T 嬢の像》（1926 年）以来、思うように作品を描けず、評価も
得られないことに焦りを感じていたことが、親友竹中郁の証言や彼の弟に宛てた手紙の内
容から理解されたのである。 
そして渡欧を経てもなお、小磯の作品については、技術の高さが評価される一方、「何も
繪から受けるものがない」「マンネリズム」の傾向があるとの評を受け、迫力の無さや内容
的な空虚さを指摘する批評がなされていた。他方で、この時代の彼のもう一つの重要な課
題が群像表現であったといえるであろう。初めての群像画の大作である《人々》（1937 年）
（図 11）においては、前年に同じ構図で描いた準備作にはいなかった、人物たちに語りか
けるような男を加えるなどの試みも行ったのであるが、竹中郁には「画中人物のドラマ不
足から、惜しい哉失敗してしまった６」とされ、富永惣一からは「人々の間に熱っぽく通う
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筈の空気や動きや愛情の口語に乏しい７」との酷評を受けるに至っている。こうしたわが国
での評価はさておき、筆者は、小磯がこうした技法的な課題に取り組む過程で積極的に摂
取したのが、ドガのそれだと考えたのである。 
小磯は、踊り子のモティーフを描くときに初めて、白のカンヴァスなどの道具類でも、
アトリエの装飾品でもない、そこに備え付けられたバーを利用することによって、アトリ
エを練習場―別の世界に見立てた。バーはドガのダンス教室や稽古場の絵によく登場する
附属物であっただけではなく、それは、人物同士の関係―絵画の内容に物語性を付与する
行為でもあっただろう。だが、バーを取り入れてもなお、《踊り子》（1937 年）（図 12）で
は、背後の鏡をよく見るとソファのようなものが描き込まれることによって、さり気なく、
そこが練習場でないことが示唆され、また《練習場の踊子達》（1938 年）（図 10）において
も、同じ顔の人物を同一の画面に置くことによって、それが創られた光景であることを示
している部分を、興味深い点として挙げ得るであろう。 
そして、小磯が《人々》の次に取り組んだ群像画《練習場の踊子達》は、モティーフや
作品の構成、切断の技法や群像表現に至るまで、ドガの強い影響下にあった作品といえる
のである。本作や《踊り子群像》（1939 年）（図 13）の群像表現には、ドガが同一人物を同
一画面上に反復させた作品に見られる手法（図 14・15・16）が取り入れられ、同じ顔、同
じ服装の人物が、様々なポーズで画面のあちこちに配置されることによって、変化やリズ
ムが生まれ、表現に豊かさを加えることに成功したといえるのである。これは、二人の女
性を並列させたシャセリオーの《姉妹》（1834 年頃）とは異なる取り組みであったと考えら
れようが、ドガは、この手法を用いて一連の動きを生み出しているのに対して、小磯は同
じ手法を用いているものの、群像画においてはどの踊り子も足を上げる、屈むなどの動き
を見せず、両手を前で組み立っているか、髪を整えるか、あるいは座るなど静かにポーズ
をとっているのである。つまり、小磯とドガの技法とを比較した結果から述べれば、「静的」
な世界こそが、小磯芸術の本質といえるのではないだろうか。こうしてドガの技法を取り
入れることにより、小磯は、静的な雰囲気とともに、指摘されてきた「表現の弱さ」を克
服せんと、画面に独特のリズムを創り出していると述べることができるであろう。 
また、付論で考察したドガの作品に見られる身体の向きや視線の不統一性と切断表現に
ついては、小磯の手法と対比することによって、より一層興味深くなると思われてならな
いのは筆者だけであろうか。 
小磯がシャセリオーの《姉妹》を見て、女性の「近東情緒豊かな８」顔に魅せられて《コ
スチューム》（図 17）などの女性像を描いたり、その統一感を学んで《二人の女》（1955 年）
（図 9）のような作品を描いたことが推察されるに対し９、ドガはこの姉妹の体の向き、視
線の統一性を取り除き、《ジョバンナとジュリア》（1865-66 年）（図 18）を描き、さらにこ
れを《ベレッリ家の肖像》（1858-67 年）や《コンコルド広場》（1876 年）（図 19）に応用
したと考えられるのである。 
また、切断表現に関しても、小磯の《洋裁する女達》（図 1）とドガの《コンコルド広場》
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の比較は興味深い一例を提示する。小磯は女性達が働く空間が醸し出す、穏やかで静的な
空気を描き出そうとしているようである。これに対して、ドガは切断による動きの表現、
あるいはモティーフの造形と空間の変容に関心をもっていたと見られるであろう。 
つまり小磯は、ドガのモティーフや技法を吸収しながら、その作品を独自の「静的」な
世界に変容させていたことが理解されるのである。小磯の西洋画受容は多岐にわたること
は周知の事実であるが、わずかな作品だけでも、これほどの影響関係がみられることは、
実に興味深い事象といえるであろう。 
そして、本稿の最終章である第三章では、先行研究を参照しながら、小磯の戦争画に関
する、著作を含む新たな資料や情報を提示した。それらを材料に実際の作品を取り上げな
がら、制作過程を可能な限り明らかにし、具体的に検討することによって、これまで光を
あてられることのなかった諸相に切り込もうと試みたのである。 
この時代、小磯の大きな課題であった群像画において、踊り子に代って物語とドラマ性
を提供したのが戦争であったと考えられる。小磯が戦時中の 1940 年頃から 1950 年頃まで
突如として踊り子をモティーフにした作品を描かなくなった背景には、こうした理由があ
ったことは想像に難くない。 
小磯は四度の従軍を経験したが、従軍に拠っても拠らなくても多くの戦争画で、事件の
発生時や作戦中の光景を直接見たわけではなかった。彼は従軍の際に得た現地のスケッチ
や、兵士の体験談等からその様子を表すための構想をつくり、西洋絵画や報道写真を参考
にしながらその構想をかたちにすべく、アトリエで兵士や兵士に見立てた知人のデッサン
を得て、絵画に再構成したと考えられる。 
ただ、一兵士として戦地に赴いた洋画家原精一の「小磯良平の背嚢かついでいる兵隊な
んてね、あんなもん日本の兵隊じゃないよ。あんなしゃれた兵隊、日本にはいない１０」と
いう証言や、《娘子関を征く》（1941 年）を見た尾川多計による「現地的な雰囲気がなく、
平凡な「兵隊のゐる風景」になつてゐる」という批評は１１、小磯がそこに描かれている事
件を実際に経験せず、アトリエにおいて様々な素材を組み合わせて用い、その世界を創造
したことを暴露しているともいえるであろう。ただし、その際に画家小磯の念頭にあった
のは、自らの体験に基づいた激しい戦闘の記憶や具体的な兵士を描き出すことではなく、
画家自身が言及した１２西洋絵画の伝統であったことは想像に難くない。「洋流の伝承を十分
咀嚼して我邦に植える」作業を、この時代においても中断せず、また「モニユメンタルな
芸術の確立１３」に向けて、歴史画を描きこなして見せたのが、小磯の戦争画であったので
あろう。 
また、小磯が参照した視覚イメージのうち、特に報道写真の役割については、様々な角
度から考察を加えたが、とりわけ報道写真や預かった写真の図像を、より直接的に借用し
て描いたケースにおいては、写真と絵画の比較から、小磯の創意工夫や戦争への態度の変
化を見て取ることができると考えられよう。 
まず、《南京中華門の戦闘》（1939 年）や《兵馬》（1939 年）（図 20）では、戦争という
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新しい主題を得た小磯が、意欲を燃やしていたことが、その言葉や作品の分析から推察さ
れる。《カリジャティ会見図》（1942 年）（図 21）は、先行研究において、小磯が戦争画に
対する意欲を減退させていくターニング・ポイントに位置すると指摘されている作品であ
るが１４、本作品では、報道写真でテーブルの上に置かれていた日本の司令官のヘルメット
を、わざわざ手前の人物で隠し、その代りに、敵国のオランダ将校の帽子が置かれている
のであった。これらは画家小磯の戦争画への態度が、絵画に直接表れたケースとして注目
されよう。 
これと同様の例として、筆者は《日緬条約調印図》（1944 年）（図 22）のケースを挙げて
おいた。本作では、事実とは異なる位置にあえて人物を描き込むことによって、かつて《兵
馬》で描き込んでいた日の丸を隠していることが確認できた。この延長線上にある作品、《カ
ンパル攻略（倉田中尉の奮戦）》（1944 年）（図 23）では、死体や戦闘風景を草原風景に溶
け込ませ、それらを直接的に描く事を避ける意図を読み取ることが可能であると考えられ
よう。それは小磯が 1944 年に書き付けた「繪もかけないが字もかけない」との言葉や、《カ
ンパル攻略（倉田中尉の奮戦）》が陳列された戦時特別文展が終了してまもない時期の書簡
に綴られている内容からも推察されるのである。 
また本章において、先行研究では小磯の画業の中での戦争画の位置づけには至っていな
いことを踏まえて、戦争画と他の作品との関係について考察することを、もう一つの目的
としている。具体的には、《踊り子群像》（1939 年）（図 13）と《兵馬》（図 20）の画面分
析を行って、その群像表現の類似を指摘し、ドガに学んだ群像表現が、戦争画に応用され
ていることを確認した。さらに、群像の表現方法をロビアの彫刻のレリーフに学ぶことに
よって、複数の西洋画家の技法が、群像表現の一つの到達点を示す《斉唱》（1941 年）（図
24）に結実したとの結論が導き出されたのである。その上で、調査により新たに得た写真
と比較することによって、この技法が《皇后陛下陸軍病院行啓》（1943 年）（図 25）に用い
られていたことも、新たに指摘することができたと考えている。 
小磯は 1938 年、つまり最初の従軍を経験した年に、「シャッセリオオを好む氣持と似た
ものをもつてドガの踊り子でない人物畫をいつもながめるのだ。私はドガの人物畫を愛す
るものだ。（中略）ドガは今私の頭の中で大きな面積をしめてゐる。まだまだながめつくせ
ない１５。」と述べている通り、まさに戦時中、ドガに強い関心を寄せていたことが窺えたの
である。小磯の大きな課題であった群像画において、戦争画は踊り子に代って物語とドラ
マ性を提供したのであったが、戦中期にもドガを始めとする西洋美術の技法の受容は引続
き行われ、その画業を展開させていたことがわかる。 
以上の検証を通じ、従来の小磯研究においては、限定的断片的に論じられていたドガ受
容が、小磯の芸術の土台形成に多大な役割を果たしていたことが理解されるであろう。 
小磯は、「ドガはアングルを尊敬したといわれますが、アングルの古典技術に徹した安全
なデッサンとフォルムに、ドガは 19 世紀の神経をとり入れたと思います１６。」と述べてい
る。これは 1983 年という最晩年の時期の言葉であるが、彼がそれまでの長い画家人生を通
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じて得た理念や絵画に対する考え方が表れていると、筆者は考える。小磯がここでドガの
特性として述べている「19 世紀の神経」とは、踊り子という、ドガの生きた時代の現代的
なモティーフと切断の表現、そして群像表現ではなかったか。そしてそのドガ芸術の根本
には、「アングルの古典技術に徹した安全なデッサンとフォルム」があった。 
ドガは、他の多くの印象派画家たちとは異なり、富裕な上流階級の出身で、画家として
の形成期にルーヴル美術館での模写や、イタリア留学などの伝統的な修業を行っていた。
ドガの興味の対象が、歴史画から現代生活の主題へと移行し、都市生活に見られるものを
描くようになってからも、モネ（Claude Monet, 1840-1926）のように、屋外の外光の元で
見たものをそのまま画面上に描き、作品を素早く仕上げてしまうようなことはなかった。
彼は、あくまで綿密な観察と研究、そしてデッサンに基づいて作品を構成するという、伝
統的な手法をとり続けた。小磯がこの西洋画家に引きつけられた背景にも、こうした特質
があったのではあるまいか。小磯はドガについて次のように語っている。 
 
初期は丁寧なデッサンと古典の研究を基礎にした当時の画家の誰でもがやる地味な
勉強をしていたようである。私は若い頃、最初にも一寸ふれたようにこのドガの初期
の勉強が大変すきでこれに引きつけられた一人である。（中略）大体ドガは丁寧な筆さ
ばきの人である。あくまで正確な描き方である。（中略）又冷たい位きっちりと丁寧な
油絵を描いた人である。そのあたりドガの初期の絵は古典的と言えそうである。私は
どうもすこしかたい絵がすきなのだろうか、フェルメール・デルフトやジョージ・ド・
ラ・トールが、そしてアングルを尊敬している。ドガの初期の絵はそれに続くもので
ある１７。 
 
伝統的な手法をとり続けたドガもまた、小磯と同じくアトリエの画家であった。ドガは
よく、競馬場や踊りの練習場や舞台の袖、店先などで馬や女性の体の動きを観察したが、
その場で描くことはほとんどなく、描いても簡単なスケッチ程度で、基本的に自分のアト
リエでモデルに好みのポーズをさせて描いた。その際、写真や習作を参考にしたが、アト
リエという能動的な創造の場においては、「現実」を捉えるための研究の材料の一つとして
利用されるに過ぎないものであった。ドガは自身の理念に則って制作を行ったのである。 
 小磯の場合も、自らの思い描いた事件のイメージや構想に合わせて、アトリエでモデル
にポーズをとらせてスケッチをとり、それを利用して彼の追求したいものを絵画に再現し
たのであった。ただドガのそれが「動き」や「動きによって作り出される空間の変容」と
彼にとっての「現実」を追求したのに対し、小磯は静的な世界、後には女性の理想美に集
中していったのである。小磯について繰り返しなされてきた「迫力の無さ」や「マンネリ
ズム」への批判の原因の一端は、人物画の制作を中心に行った彼の表現したいものが、具
体的な人物の個性や彼の感情といったものではなく、「参考」であるモデルを通してみる、
一貫して彼の中にある理想的抽象的な世界であったからかもしれない。そして、それは室
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内にある画集やコスチューム、家具、様々な小道具にイメージを喚起されて育まれたもの
であったと理解することができよう。 
筆者は本稿全篇を通じて、小磯のドガ受容および絵画と写真の関係に対する論究より、
「影響」という概念と、その言葉の使用には注意を要するという意を強くした。それは、
一方から他方への一方通行の「影響」ではなく、小磯が自らドガを選択し摂取したという
ことなのである。小磯の、自らの画業を展開させようという意志が、既に日本に紹介され
ていながら、まだ多くの画家が注目していなかった時代において、ドガを彼に発見させた。
そしてドガの作品の中に、小磯が抱えていた課題に対する回答を見つけようとしたといえ
るのではないだろうか。 
ここで竹中郁の証言にある、小磯の言葉を再び引用しよう。 
 
日本の洋画界にはまだまだ古いところの研究が足りぬのだから、そこを自分がやる
だけだ。だから、一生かかって、自分独特の表現は発明できないかもしれぬが、それ
ならそれで、洋流の伝承を十分咀嚼して我邦に植えるだけで自分の任務は沢山だ１８。 
 
小磯が語った「古いところの研究」とは、西洋美術史上において、先達の試行錯誤から
構築されてきた考え方や技法を、研究することであった。小磯が、ルノワールやモネ、ゴ
ッホにではなく、伝統的な制作態度をとり続けたドガに強く影響されたのは、理に適った
ことでもあったであろう。ただ、「自分独特の表現は発明できないかもしれぬ」という言葉
に反して、彼は自らの弱点を払拭するための試行錯誤―西洋受容を重ねながらも、独自の
静的な画風を作り上げたといえるのではないだろうか。 
本研究で明らかとなったように、小磯が黒田清輝に続いて意識的に西洋の伝統的な絵画
理念を日本に移植しようと試みていたことは、性急に西洋美術の果実を取り入れることに
熱中した、近代日本洋画壇の新たな断面を浮かび上がらせることにも繋がるものであろう
し、さらには、「我が国における西洋受容とは何か」を解き明かす糸口の発見となるのでは
あるまいか。小磯研究の前進は、一画家の事象の究明にとどまることはあるまい。その作
業は日本美術史の新地平を開拓する一助となる性質を併せ持つものとなるであろうし、ま
た、巨大な波及効果が存在することを、筆者は確信するのである。 
以上、小磯におけるドガ受容について述べることで、日本における西洋美術受容の重要
な事象の一例を挙げることができたと考えるが、本稿において論じることができたのは、
戦前までという極めて限られた時期のものに過ぎず、また、小磯のほかの西洋芸術の受容
との関連性については、ほとんど触れるに及んでいない。小磯研究における重要なこうし
た現象については、今後さらに多くの検討を重ねなければならないであろう。 
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研究紀要』、2008 年）9-56 頁、53 頁。 
１５ 小磯良平「ジョルジュ・ド・ラツウルからドガまで」『新制作派』（第 3 号、1938 年 11
月号）57 頁。 
１６ 「小磯良平画伯に聞く ぼくの好きなヨーロッパの画家 “小磯抒情”の源泉をたずね
て……」『小磯良平展（神戸新聞創刊 85 周年記念）』（姫路市立美術館、1983 年）頁表記な
し。 
１７ 小磯良平「ドガについて」（千趣会、年代不詳）頁表記なし。 
１８ 竹中郁、前掲文、1942 年、38 頁。 
 
 
【附記】 
本稿の執筆にあたっては、蜷川順子教授から懇切な御指導を賜りました。また、中谷伸
生教授からは、貴重な御指摘御助言を賜りました。末筆ながらここに記し厚く御礼申し上
げます。 
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図版 
 
 
（図 2）小磯《日本髪の娘》1935 年 
油彩・カンヴァス  162.1×130.3cm  
韓国国立中央博物館  o-0099 
（図 1）小磯《洋裁する女達》1939 年  
72.5×60.5cm  油彩・カンヴァス  
兵庫県立美術館  o-0192 
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（図 3）小磯《T 嬢の像》1926 年  
 油彩・カンヴァス  116.8×91.0cm   
兵庫県立美術館  o-0023 
（図 4）小磯《婦人像》1974 年頃   
41.5×52.0cm   油彩・カンヴァス 
o-1063 
 
（図 5）小磯《婦人像》1974 年頃   
65.1×53.4cm   油彩・カンヴァス 
o-1064 
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（図 6）《二婦人像》の絵葉書（神田美土代町堂ノ四四美術工芸会発行） 
 
 
 
（図 7） テオドール・シャセリオー
《姉妹》1843 年頃 
油彩・カンヴァス  180×135cm 
ルーヴル美術館 
 
184 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
（図 9）小磯《二人の女》1955 年 
91.0×72.5cm  油彩・カンヴァス 
神戸市立小磯記念美術館  o-0509 
（図 8）小磯《憩う》1936 年 
所在不明  o-0112 
（図 10）小磯 
《練習場の踊子達》1938 年  
油彩・カンヴァス  
191.0×180.0cm  
東京国立近代美術館  o-0172 
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（図 13）小磯《踊り子群像》1939 年 50.5×72.5cm  油彩・カンヴァス o-0198 
 
 
（図 11）小磯《人々》1937 年   
o-0130 
 
（図 12）小磯《踊り子》1937 年 
油彩・カンヴァス 53.0×45.5cm 
o-0145 
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（図 14）ドガ《四人の踊り子》 
1903 年 パステル・紙 
84×73cm 
  
 
（図 15）ドガ  
《出を待つ踊り子たち》（部分） 1878-80 年 
パステル・紙 プーシキン美術館 
 
（図 16）ドガ《踊り子の習作》1879-80 年 
木炭、パステル、白のチョーク、黒鉛・黄褐色の紙 
48×61.6cm  シカゴ国立研究所 
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（図 17）小磯《コスチューム》 
1935 年  油彩・カンヴァス 
162.1×130.3cm 
リーガロイヤルホテル（大阪） 
o-0092 
（図 18）ドガ《ジョバンナとジュリア》 
1865-66 年頃  油彩・カンヴァス  
92.1×72.4cm  ロサンゼルス美術館 
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（図 19）エドガー・ドガ《コンコルド広場》1876 年  油彩・カンヴァス  82.2×117.5cm、 
サンクトペテルブルク、エルミタージュ美術館 
 
 
 
 
（図 20）小磯《兵馬》1939 年 油彩・カンヴァス 所在不明  o-0207 
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（図 22）小磯《日緬条約調印図》1944 年 油彩・カンヴァス 191.5×254.7cm 
東京国立近代美術館(無期限貸与作品)  o-0295 
（図 21） 小磯《カリジャティ会見図》1942 年 油彩・カンヴァス 181.0×259.0cm 
東京国立近代美術館（無期限貸与作品）  o-0251 
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（図 23）小磯良平《カンパル攻略（倉田中尉の奮戦）》1944 年 油彩・カンヴァス 
129.0×193.0cm 東京国立近代美術館（無期限貸与作品）  o-0296 
  
 
 
（図 24）小磯《斉唱》1941 年  
油彩・カンヴァス  
100.0×80.5cm   
兵庫県立美術館  o-0227 
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（図 25）小磯《皇后陛下陸軍病院行啓》1943 年 朝日新聞委嘱作品 所在不明  o-0281 
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資料篇  
年譜 
 
凡例 
① 本稿は、筆者が担当した『東京美術倶楽部カタログ・レゾネシリーズ 小磯良平全作品
集』（2014 年、求龍堂）の年譜に、博士論文執筆の過程で得た発見や修正を加え、資料篇と
して再構成したものである。 
『小磯良平油彩作品全集』（1988 年、求龍堂、年譜：山脇佐江子）、『生誕 110 年 小磯良平
の世界』（2012 年、神戸市立小磯記念美術館、年譜：辻智美）を基礎に、これまでの諸研究
の成果や先行する文献の年譜情報に加え、小磯と同時代の刊行物の悉皆調査を経た結果、
新たに判明した情報をもとに追加・修正につとめ、作成した。なお、参照した論考や各種
資料は多岐にわたり、膨大な数となるため、表記するのを控えた。 
② 原則として、旧漢字は新漢字に改めた。 
③ 作品名は発表時の作品名に統一した。また、本稿の作品名と図版篇の作品名とは異なる
場合がある。 
④ 展覧会については（ ）内に会期の月日、開催地・会場の順に配列した。ただし、会場
名に地名が含まれる場合は開催地を省略した。 
⑤ 画廊等の名称は年代により表記の相違があるが、当時の名称で表記した。 
⑥ 展覧会の会期は、依拠する資料によって若干の差異が認められる場合があるが、逐一そ
の異同を表記することは控え、有力なものを挙げるに留めた。 
⑦ 没後の展覧会は、美術館で開催の特別展を中心に、必要と判断されるものを挙げた。 
⑧ 没後画廊や百貨店において開催された展覧会は、二人展三人展を含む、小磯に焦点をあ
てた展覧会で、タブローが出品されているものを中心として、現在資料が残っており確証
の得られるものを挙げた。 
⑨ 新制作（派）展、日本国際美術展、現代日本美術展の各回の巡回先とその会期は、基本
的に文献目録の該当項目に記載したが、新制作（派）展については、年譜にもその一部を
表記した。 
⑩ 本稿に挙げた事項は、必ずしも網羅的なものではなく、作品研究に有効なものをしかる
べき個所に配することにした。 
 
 
1903（明治 36） 
7 月 25 日、旧三田九鬼藩の旧家で、貿易商を営む父・岸上文吉、母・松原こまつの次男と
して神戸市神戸（1931 年神戸市に区制施行、神戸区となる。のちの生田区、現・中央区）
中山手通 7 丁目に生まれる。8 人兄妹で上に兄・ 
格之助、姉・つるとすががおり、のち、下に弟・恭平、妹・美代子、弟・陽吉、妹・とき
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子が生まれる。のちに同神戸区山本通 5 丁目、さらに兵庫区平野梅元町に転居。父・文吉
は志摩三商会の番頭を勤め、毎日居留地にあった商会に通い、貿易業に携わった。また、
九鬼家はキリスト教新教の熱心な教徒で、岸上家もこれに奉じていた。特に母・こまつは
神戸教会婦人会員で、家庭での食事のお祈りも行っていた。 
 
1910（明治 43） 7 歳  
神戸市立湊山小学校に入学。5 年生の時、父が牧師をしている田中忠雄が 札幌から岸上家
の近くに転校してきて同級となる。6 年生からは平野小学校に 学ぶ。 少年時代、小磯は喧
嘩の仇討ちを弟にしてもらうほど、静かで内気な性格だっ た。 この頃、母・こまつのす
すめで日曜学校に通う。聖書は拾い読み程度だったが、 部屋を区切る屏風に貼られた、キ
リストをテーマとする外国の絵画の写真に関 心を寄せる。また、キリスト教信者同士の交
際から、岸上家へ様々な人が出 入りしていた。その中に黒田清輝に指導を受けたことのあ
る西山庵という人物 がいて、小磯に油彩の画材を与え、批評・助言をし、その画技の上達
を励ます。 
 
1916（大正 5） 13 歳  
神戸市立湊山小学校平野分校卒業、同高等科に進学する。 
 
1917（大正 6） 14 歳 
4 月、兵庫県立第二神戸中学校（現・兵庫県立兵庫高等学校）に入学。同級の竹中郁と知り
合い、以後竹中が 1982 年に亡くなるまで親交が続く。時には 2 人で学校をさぼり、長田の
ういろ屋や、北長狭のバー・ザンボアや、上筒井（現・灘区王子公園）のバー・アカデミ
ーへ行く。小磯が竹中を祇園の裏にある牧場へ、水彩絵具での野外写生に連れて行ったこ
ともあった。中学校時代に、竹中から神戸在住の美術家・今井朝路、川西英、角野判治郎
を紹介される。また、図画教師・野崎恵に教えを受け、1 年先に神戸二中に進んだ上級の田
中忠雄らと交わる。田中は札幌で油絵を習っており、小磯に絵の知識を教えた。一緒にス
ケッチにも出かける。クラブ活動の会では、校内の小展覧会で神戸二中卒業生の古家新の
水彩画を見る。 
兄・格之助は、油絵を描くなど美術に深い関心をもっていた。小磯は、格之助の押入れの
中にある白樺派の作品を読み耽り、そこで紹介される西洋美術に感化を受けたり、絵具箱
を貰ったりした。また、格之助がパリから取り寄せていた、ルノワールやゴッホ、セザン
ヌの絵の複製にも関心を寄せる。水彩画や油彩画、日露戦争関係の雑誌を見て、軍艦の絵
を描いたこともあった。父・文吉は、神戸で指折りの謡曲アマチュアで、太鼓の名手。兄・
格之助はチェロを弾いたり、ボーカルのグループに入ったり、レコードを集めたりしてい
た。竹中郁が岸上家を訪れた際、小磯は新型の蓄音機で、バイオリン曲やピアノ曲を説明
しながら聴かせたり、聞き覚えの曲の一節をピアノで弾いたりしたという。 
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「すべてが當時の教養ある新時代の家庭、如何にも西洋と取引する貿易商の一家とはかか
るものかと感ぜしめた。」と竹中は語っている。（竹中郁「小磯良平の周囲  間接的エツセ
エ」『現代美術』第 2 巻第 8 号、1935 年 10 月） 
卒業間際には、竹中郁が詩、小磯が表紙を手がけ、回覧雑誌を出す。 
1 年生の学期末の成績は 200 人中 5 番という成績だったが、進級するにつれて、絵を描く
ことに没頭するのと反比例するように成績は下降した。 
 
1921（大正 10） 18 歳  
大原孫三郎が初めてコレクションを公開した第 1 回現代仏蘭西名画家作品展 覧会（倉敷女
子尋常高等小学校）を竹中郁とともに見に行き、感銘を受ける。 
この時、シャルル・ゲラン、ルシアン・シモン、ジョルジュ・デヴァリエールといったフ
ランス・アカデミズムの 
正統である古典主義に立って、近代化をはかった画家の作品に関心を寄せる。 
ロシア・未来派に影響を受けた画家・普門暁の研究所に一時期通う。 
 
1922（大正 11） 19 歳 この時期、叔父の紹介で、ヨーロッパから帰国して間もない新井
完より、デッサ ンの手ほどきを受ける。 
3 月初め、中学の卒業式を終えるとすぐ、東京美術学校の入試の準備のため 20 日間ほど川
端画学校に通う。 
4 月、東京美術学校西洋画科に入学。青山の小寺謙吉（祖母の甥、のちの神戸市長）のもと
から通う。同期生に猪熊玄一郎（のち弦一郎）、荻須高徳、牛島憲之、山口長男、岡田謙三
らがいた。 
 
1923（大正 12） 20 歳 
1 月、父・文吉急逝。以後、小寺謙吉の庇護で学業を続ける。 
「これが彼を若いながらに人生の一部に直面を余儀なくさせ、絶えざる緊張と刺戟とを彼
のなかへ送り込んだのである。」と竹中は語っている。（竹中郁「小磯良平の周囲  間接的
エツセエ」『現代美術』第 2 巻第 8 号、1935 年 10 月） 
秋、小寺謙吉一族経営の朝鮮忠清南道の農場にスケッチ旅行、関東大震災をまぬがれる。 
 
1924（大正 13） 21 歳 
4 月、東京美術学校 3 年の時、藤島武二の教室に入り、その指導を受ける。 
当時、西洋画科の教授陣にはほかに岡田三郎助、和田英作、小林萬吾、長原孝太郎らがい
た。藤島が実技の時間、制作中の学生の絵に向かって、太い筆に絵具をつけ修正を加えた
ため、せっかく描いていた画面が手に負えな 
いものになり、腹を立てたこともあった。 
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10 月、第 5 回帝国美術院美術展覧会（帝展）に静物画を初めて出品するが落選。当時、美
校の学生の中には 1 年生の時から出品し、入選する者がいたため、出品を思い立ち一夜漬
けで描いたが、帝展をちょっと甘く見すぎていたと、 
後に小磯は述懐している。 
 
1925（大正 14） 22 歳 
10 月、第 6 回帝展（10/16-11/20   上野・竹の台陳列館、11/27-12/11  京都・岡崎公園第
二勧業館）に《兄妹》を出品、入選。 
 
1926（大正 15、昭和元） 23 歳 
1 月 18 日、小寺謙吉の媒介により小磯家の養子となる。神戸基督教会牧師・末澤尚之を招
き内祝を挙げる。神戸市神戸（現・中央区）山本通 1 丁目 27 番地に居をかまえていた義父・
吉人は、大日本製薬の社長をつとめていて、古美術 
のコレクター。また、薬学を修め、植物学にも造詣が深く、その庭園には四季とりどりの
花や珍しい植物が栽培されていた。義母・英は祖母の姪で小寺謙吉の姉にあたり、旧三田
九鬼藩のキリスト教文化のうちに育てられ、神戸女学院に入学。神戸で最初に婦人洋装を
し日本髪を洋髪にむすんだ人物として知られる。 
2 月 8 日、義父・吉人死去。 
4 月、東京美術学校の卒業旅行で京都や奈良の古寺を訪れスケッチをする。 
8 月、神戸二中の先輩にあたり、竹中郁を通して交際していた福原清の詩集『ボヘミヤ歌』
（海港詩人倶楽部）に初めて装丁の仕事をする。福原は 1923 年から竹中と同人詩集『羅針』
を発行しており、第 10 号（1926 年）と再刊第 6 号（1935 
年）の表紙画を小磯が手がけている。 
10 月、第 7 回帝展（10/16-11/20  東京府美術館、11/27-12/11   京都・岡崎公園第二勧業
館）で《T 嬢の像》が特選を受ける。帝展には第 8 回展（1927 年）、第 11 回展（1930 年）
から第 15 回展（1934 年）まで毎年出品。 
 
1927（昭和 2） 24 歳 
3 月、東京美術学校西洋画科を首席で卒業［以下、東京美術学校は美校と略称］。卒業制作
は竹中郁をモデルにした《彼の休息》と《自画像》であった。 
渡欧の準備のため、信濃橋洋画研究所とフランス語の夜学に通う。 
9 月、西洋画科の同級生の集まりと上杜会を結成し、第 1 回展（9/2-8  松屋呉服店）を開
催、《裸婦習作》ほかを出品。第 1 回展より第 12 回展（1939 年）まで毎年、その後第 14
回展（1941 年）、第 16 回展（1943 年）に出品。さらに戦後、 
日動サロンにおいて再開された上杜会 50 周年展（1976 年）、昭和 52 年度展から昭和 62 年
度展まで毎年出品。 
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10 月、第 8 回帝展（10/16-11/20  東京府美術館、11/27-12/11   京都・岡崎公園第二勧業
館）に《三人之図》を出品。 
 
1928（昭和 3） 25 歳 
竹中郁の詩集『詩集  枝の祝日 完』（海港詩人倶楽部）の挿絵を手がける。 
3月 15日の鹿島丸で渡仏の予定が風邪のために遅れ、5月 10日、神戸出帆の筥崎丸で渡仏。
小磯がマルセイユに到着すると、先に出発していた竹中郁が港まで迎えに来て、以後パリ
滞在をともにする。 
6 月 20 日、パリに到着。パリでは当初、ポルト・オルレアン界隈に滞在した後、10 月の時
点でリュ・ダゲール（22 Rue  Daguerre）に、翌年 1 月頃までにトンブ・イソワール（Hotel   
Buffalo  138 Rue  de la  Tombe  Issoire）に、そして 1929 年 6 月から 12 月までの間に
は、伊原宇三郎が使っていたエルネスト・クレッソン（18 Rue  Ernest Cresson）にと
住居（アトリエ）を変える。最後に住んだエルネスト・クレッソンの 5 階の部屋は、中西
利雄が引き継いだ。 
ルーヴル美術館の付属デッサン室で勉強したり、グラン・ショミエールに通いデッサンを
したり、モデルを雇って油絵を描いたりするが、制作よりも美術館、画廊、劇場、映画館
や音楽会通いに熱心で、翌々年に持ち帰った絵は 19 枚だったという。パリでは、エドゥア
ール・マネやエドガー・ドガの作品を見るためにリュクサンブール宮を訪れた。また、オ
ーケストラや時々来るロシア・バレエを見に行ったり、1、2 か月後にパリに来た中西利雄
に誘われて、アルフレッド・コルトーやパブロ・カザルスなどの音楽を聴きに行く。アヴ
ァンギャルド映画の勃興期であったため、 
実験的なフィルムもよく見る。ほか、競馬に行くこともしばしばあった。ダンスレコード
や流行唄のレコードを集める。 
7 月 18 日、古家新、竹中郁、西村秀雄とブルターニュに旅行。 
角野判治郎、今井朝路、古家新、中西利雄、中村研一、伊原宇三郎、山口長男、荻須高徳
ほかと交わる。中西は蓄音機を持っていて、毎夜竹中郁とその部屋に集まり、おもに古典
音楽のレコードを聞いた。 
8 月、フォリーベルジェールのルーマニア人の踊り子をモデルに毎朝 9 時から晩 2 時まで作
品制作に取り組む。 
10 月 14 日、古家新、竹中郁とベルギー、オランダに旅行。 
12 月 10 日から翌年 2 月まで、古家新、中西利雄とイタリアに旅行。ミラノ、パドヴァ、
ヴェネチア、フィレンツェ、アッシジ、ローマを訪問。この旅行中、パテ・ベビの映写機
で撮影することに夢中になり、45～6 巻のフィルムを撮影する。 
 
1929（昭和 4） 26 歳 
1 月、元日をローマで迎え、ナポリ、ポンペイ、アマルフィを訪れた後、ローマへ戻る。12
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日、南仏ニースを経てカーニュへ。22 日、ヴァンス滞在。 
2 月、ヴァンスよりグラースへ移り滞在。18 日、パリに戻る。 
4 月 17 日、パリを発ち、竹中郁、中西利雄とスペインに旅行。マドリッド、エル・エスコ
リアル、トレドを周り、24 日、パリに戻る。マドリッドでは、公使館のティーパーティに
招かれる。 
5 月 24 日、中西利雄とロンドンに旅行し、ナショナル・ギャラリー、大英博物館などを訪
れる。30 日、パリに戻る。 
11 月、サロン・ドートンヌ（11/13-12/22 パリ・グラン・パレ）に《肩掛けの女》、《おさ
げの女》が入選。 
12 月 20 日までに、エルネスト・クレッソンのアパートを退室。 
この約 2 年間の旅行中に訪れた美術館で見た作品の中でとりわけ感銘をうけたのは、ディ
エゴ・ベラスケス、ヨハネス・フェルメール、ドミニク・アングル、カミーユ・コロー、
ヴジェーヌ・ドラクロワ、ギュスターヴ・クールベ、テオドール・シャセリオー、エドゥ
アール・マネなどであった。 
 
1930（昭和 5） 27 歳 
2 月、竹中郁とともにヨーロッパより帰国。山本通 1 丁目 27 番地の自宅で制作に励む。 
第 4 回全関西洋画展に人物画 4 点、風景画 4 点の滞欧作を特別出品。 
10 月、第 11 回帝展（10/16-11/20  東京府美術館、11/27-12/11   京都・岡崎公園第二勧業
館）に《耳飾》を出品。 
この年から神戸の松蔭高等女学校「松蔭洋画同好会」夏期講習会の講師をつとめる。同じ
く講師であった中山正實、大久保作次郎（1930 年以降）、田村孝之介（1932 年以降）らと
知り合う。同校の制帽のデザイン、同窓会誌、文芸 
誌の表紙画なども手がけた。 
 
1931（昭和 6） 28 歳 
1 月、兵庫県美術家連盟展（1/20-23 神戸・大丸）に参加。《婦人像》《手風琴》《神戸大丸》
を出品。以後、第 3 回展（1932 年）、第 5 回展（1933 年）に出品。 
第 4 回上杜会展（-1/25  上野・日本美術協会）に滞欧作《肩掛けの女》《無花果》《雉子》
《廃船》《ロシアの女》《カーニュ風景》を特別出品。 
2 月、第 18 回光風会展（2/1-19  東京府美術館）に《風景（一）》《風景（二）》《ロシヤの
女》を出品、会員となる。以後、第 23 回展（1936 年）まで毎年出品。 
7 月 19 日までに、アトリエを新築。 
8 月、画廊展（神戸・画廊）に出品。 
10 月、第 12 回帝展（10/16-11/20  東京府美術館、11/27-12/11   京都・岡崎公園勧業館）
に《二婦人像》を出品。 
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12 月、画廊会第 8 回洋画展に出品、以後断続的に出品。 
 
1932（昭和 7） 29 歳 
1 月、初の個展、洋画個人展覧会（1/14-17 神戸・画廊）に《横たわる裸婦》ほか、30 余
点陳列。 
4 月、第 19 回光風会展（4/17-5/5  東京府美術館）に《花》《黒帽子》《シュミーズの女》《女》
を出品。 
第 6 回全関西洋画展（4/23-5/1  大阪・朝日会館）に《裸体婦人》を出品、以後第 9 回展（1935
年）まで出品。 
5 月、洋風版画会第 3 回展（5/7-11 銀座・資生堂）に《食後》を出品。 
大阪・東京朝日新聞連載、下村千秋「暴風帯」に初めて長期連載小説の挿絵の仕事をする
（5/12-10/19 160 回 160 点）。 
6 月、小磯良平蒐集現代大家名作写真展（神戸・画廊）と銘打って複製画のコレクションを
展示。 
第 3 回兵庫県美術家連盟展に《帽子の女 A》《帽子の女 B》を出品。 
第 5 回上杜会展（6/4-13   上野・日本美術協会）に《裸婦》《バラ》《アネモネ》を出品。 
10 月、第 13 回帝展（10/16-11/20  東京府美術館、11/27-12/11   京都・岡崎公園勧業館）
で《裁縫女》が特選、政府買上げになる。 
第 4 回兵庫県美術家連盟の審査員になる。 
11 月 12 日、萩原貞江と神戸教会で結婚。貞江は東洋英和女学校を首席で卒業した人物。 
岡部証券印刷所（神戸市）にて初めてリトグラフを試みる。 
 
1933（昭和 8） 30 歳 
1 月、神戸での初めてのリトグラフ展となる小磯良平リトグラフ展（1/24-27  神戸・画廊）
に、前年来試みていたリトグラフを出品。 
2 月、第 20 回光風会展（2/2-21  東京府美術館）に《裸女》《花》を出品。 
第 5 回兵庫県美術家連盟展に《A・M 嬢》を出品。 
4 月、第 7 回全関西洋画展（4/14-23  大阪・朝日会館）に《少女》を出品。 
二中 25 周年記念展（古家、田中、白井、中山、小磯）に出品。 
6 月、第 6 回上杜会展（6/4-13   上野・日本美術協会）に《顏》《花》《マドモアゼル A・
M》を出品。 
7 月、小磯良平西洋画展（7/13-19 大阪・美術新論社画廊）に出品。 
16 日、日本組合神戸基督教会（現・日本基督教団神戸教会）にて、洗礼を受ける。 
9 月、第 3 回日本版画協会展（9/3-10 上野・日本美術協会）にリトグラフを出品。 
10 月 15 日、長女・嘉子誕生。 
第 14 回帝展（10/16-11/20  東京府美術館、11/27-12/11   大礼記念京都美術館）に《午后
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の客》を出品。 
11 月、竹中郁と村尾綾子をモデルにした第 1 回神戸みなとの祭（11/7-8）のポスター完成。 
 
1934（昭和 9） 31 歳 
2 月 11 日、高千穂丸の処女航海に招待される。田村孝之介と台湾に旅行し、林本源の庭園
を写生。 
第 21 回 光 風 会 展（2/11-27  東 京 府 美 術 館）に《バレーコスチューム》《静 物》
《少年》を出品。 
3 月、小磯良平・田村孝之介台湾風景画展（3/10-13  神戸・画廊）に《台湾風景 A》《台湾
風景 B》《台湾風景 C》《婦人像》《婦人座像》を出品。 
第 7 回上杜会展（上野・日本美術協会）に《ダンスーズ》《台湾風景 A》《台湾風景 B》《台
湾風景 C》《婦人像》《婦人座像》を出品。 
5 月、大礼記念京都美術館美術展覧会（5/1-25 大礼記念京都美術館）に《踊りの前》を出
品。 
第 8 回全関西洋画展（5/5-15  大阪・朝日会館）に《卓上花》を出品。 
6 月、古家新・小磯良平・田村孝之介 3 人洋画展（6/2-6  銀座・紀伊國屋ギャラリー）に
《汀》《静物》《曇日》《花園》《港の朝》など 8 点を出品。 
10 月、第 15 回帝展（10/16-11/20  東京府美術館、11/27-12/16   大礼記念京都美術館）
に《舞踊家》を出品し、無鑑査となる。 
11 月、第 2 回神戸みなとの祭（11/7-8）のポスター完成。 
12 月、小磯良平新作洋画展（12/14-16  神戸・画廊）を開き、《池畔の亭》《樹蔭》《想思樹》
《淡水風景》などの台湾風景画を出品。 
 
1935（昭和 10） 32 歳 
2 月、第 22 回光風会展（2/11-27  東京府美術館）に《臥裸婦》を出品。 
3 月、第 8 回上杜会展（3/17-25   東京府美術館）に《婦人像》《踊り子》など 4 点を出品。 
開館 10 周年記念  現代綜合美術展（3/31-4/21 東京府美術館）に《午後の客》を出品。 
5 月、第 9 回全関西洋画展（5/15-26   大阪・朝日会館）に《和服の婦人像》を出品。 
神戸二中卒業生展に出品。 
6 月 3 日、帝展洋画部審査員級 16 名に引き続き、小磯ら帝展洋画部無鑑査級が銀座花月に
て会合を行い、帝展改組に反対し、新帝展への出品の拒絶を表明する。 
小磯良平畫伯洋畫個人展（6/27-30 銀座・資生堂）を開催。 
7 月、旧帝展無鑑査の有志が結成した第二部会に参加。 
10 月、第 1 回第二部会展東京展（10/15-11/10  東京府美術館）に《踊り子》を、京都展
（11/20-12/1  大礼記念京都美術館）に《日本髪の娘》を出品。 
第 4 回日本版画協会展（兼渡米日本現代版画展準備展）（10/16-19  大阪・朝日会館、11/13-24  
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東京府美術館）にリトグラフ作品《化粧する女》《鏡の前》《港》《桃われの娘》《座せる女》
《裸婦》《踊り子 A》《踊り子 B》を出品。 
この頃より戦前まで、神戸の松蔭高等女学校（現・松蔭女子学院）にて、非常勤講師とし
て美術を指導する。 
この年、個展に《午后の客》《踊り子 A》《踊り子 B》《踊り子 C》《海の見える丘》《春の海
岸》《渓流》《静物》《婦人座像》《風景》などを出品。 
 
1936（昭和 11） 33 歳 
1 月 9 日、二女・邦子誕生。 
第 2 回第二部会小品展（1/29-2/7 日本橋・三越）に《踊り子》を出品。 
4 月、愉快なる仲間 17 人・油絵ミニヨン展（4/1-5  銀座・日動画廊）に《裸婦》を出品。 
小磯良平近作洋画展（4/7-12 神戸・画廊）を開催。 
第 23 回光風会展（4/24-5/10   東京府美術館）に《森の風景》《着物の婦人》を出品。 
第 9 回上杜会展（4/29-5/6  東京府美術館）に《石切場 A》《着物の女》《裸婦》を出品。 
5 月、関西在住の第二部会員 6 名（太田喜二郎、角野判治郎、吉田苞、赤松麟作、新井完、
小磯）で組織した公募展、爾部美術協会第 1 回展（5/31-6/7 京都市美術館、6 月 大阪市
立美術館）を開催。 
夏、小磯は二女・邦子の出産後に健康を損ねた妻・貞江の療養のため、温泉に程近い日光
中禅寺湖に滞在する。当時小磯はそこから東京に往復し、新制作派協会の結成に傾倒して
いた。 
「産後の妻と幼い末娘をつれて一、二か月も滞在していたことがある。（中略）この森は日
本には珍しく松の木がすくなく、私自身だけでコローの森、あるいはフォンテンブローの
森を想像して絵心をそそられていたのである。カンバスをたてて描きかけたことも幾度か
あったが、うまくゆかなかった。心の中に大きなわだかまりがあったからかもしれない。
二度ばかり三田君や猪熊君から電話が宿にかかってきて、急ぎ東京の会合にかけつけたり
していた。私自身が新しい世界にふみきろうとしていた時でもあった。」（「思い出の湖  中
禅寺湖」朝日新聞 1963 年 8 月 30 日夕刊） 
7 月、小磯良平素描展（7/16-19  神戸・画廊）に出品。 
第二部会の帝展復帰に反対して内田巌、三田康、猪熊弦一郎、中西利雄、佐藤敬、伊勢正
義らとともに脱会。これに鈴木誠、脇田和が加わり、25 日、純粋芸術の確立を目指した新
制作派協会を結成。 
シドニー国際美術展に《裁縫女》を出品。 
8 月、小磯良平素描展（8/1-10 大阪・阪急）に出品。 
ベルリン五輪（8/1-16）の絵画部門に版画《学生相撲》を出品。これに先立ち、国内展（3/29-4/3  
東京府美術館）が開かれる。 
11 月、昭和 11 年文展招待展と同じ時期に第 1 回新制作派協会展（11/10-17 上野・日本美
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術協会）を開催、《憩ふ》《化粧》《黒い帽子》を出品。以後、新制作を発表活動の中心とし
て、生涯ほぼ継続して出品する。 
12 月、上杜会小品展（12/11-13  銀座・日動画廊）に出品。 
この年、個展に《裸婦》《裸婦》《石宝殿》《奇絶峡谷》《敏馬風景》を出品。 
東京洋画 12 人展に《娘》を出品。 
 
1937（昭和 12） 34 歳 
1 月、女性雑誌『新女苑』（実業之日本社）の表紙画を描く（1937 年 1 月創刊号-1942 年 8
月号と 1942 年 12 月号-1943 年 7 月号 76 回 76 点。1942 年 9 月号 から 11 月号は中西利
雄が担当）。 
新制作派小品展（1/22-26  銀座・三昧堂）に《婦人像》を出品。 
4 月、明治・大正・昭和三聖代名作美術展覧会（4/25-5/25 大阪市立美術館）に《裁縫女》
を出品。 
5 月、第 10 回上杜会展（5/15-23  東京府美術館）に《物語る男》《裸婦》《男の像》を出品。 
都新聞連載小説、丹羽文雄「薔薇合戦」に挿絵を描く（5/30-12/31 218 回 218 点）。 
6 月、小磯良平近作油絵展（6/1-10  大阪・阪急）に《男の像》《少女の像》《裸婦》などを
展示。 
7 月、小磯良平近作油絵展（7/1-5 銀座・三昧堂）に《物語る男》《男の像》《後向きの裸婦》
《卓に凭る婦人 A》《卓に凭る婦人 B》《卓に凭る婦人 C》《鏡の前》《少女》《女の顔》《坐裸
婦》など人物画を中心に約 20 点が展示される。 
新制作派協会結成記念小品展（7/22-26 銀座・三昧堂）に《窓辺》を出品。 
夏、広島で小磯、猪熊弦一郎、中西利雄を講師として夏期講習会が開催される。12 月、第
2 回新制作派展（12/8-25  東京府美術館、大阪市立美術館）に《人々》《裸婦》を出品。 
この年、三越洋画小品展に《卓に凭る》を出品。 
 
1938（昭和 13） 35 歳 
3 月、第 11 回上杜会展（3/26-4/4 東京府美術館）に《二人》を出品。 
4 月、小磯良平新作展（4/16-20  神戸・画廊）に《顔》その他を出品。 
5 月、小磯、内田巌、佐藤敬らによる猪熊弦一郎をフランスへ送る新制作派会員展（5/1-5  銀
座・日動画廊）を開催。 
陸軍報道部の委嘱により、支那事変記念画（200 号）制作のため、中村研一、脇田和、江藤
純平、柏原覚太郎、向井潤吉、南政善、朝井閑右衛門とともに上海へ渡る（11 日到着）。 
上海では、アスターハウスに宿泊し、そこに藤島武二を迎える。藤島の戦跡の写生や夜の
街の探訪に脇田和とともに付き添った。ホテルに 40 日間こもって《南京中華門の戦闘》を
描き上げる。 
6 月 26 日、上海南京方面から帰国。 
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7 月、新制作派協会 2 周年結成記念展（7/21-25 銀座・三昧堂）に《合羽の女》を出品。 
9 月、小磯良平近作デッサン展（9/12-15 神戸・画廊）に出品。 
10 月、小磯良平素描展（10/16-23  大阪・阪急）に出品。 
11 月、『主婦之友』（主婦之友社）連載小説、桜井忠温「征人」に挿絵を描く（11 月号-翌年
8 月号  10 回 30 点）。 
第 3 回新制作派展（11/24-12/10   東京府美術館、大阪市立美術館）に《憩ふ踊り子達》《踊
り子》《踊り子習作》を出品。 
12 月、大阪・東京朝日新聞連載小説、林芙美子「波濤」に挿絵を描く（12/23-翌年 5/18  145
回 145 点）。 
この年、朝日新聞社の協力のもと、藤島武二、川端龍子、中村研一らと大日本陸軍従軍画
家協会を設立して役員となる（翌年、陸軍美術協会に改組）。 
翌年連載の「暁の合唱」の挿絵を描くにあたって、秋田の横手町に当時まだ教職にあった
著者の石坂洋次郎を訪ね、取材を行う。脇田和、今村俊夫が同行する。 
 
1939（昭和 14） 36 歳 
1 月、『主婦之友』（主婦之友社）連載小説、石坂洋次郎「暁の合唱」に挿絵を描く（1 月号
-1941 年 1 月号 25 回 62 点）。 
2 月、『新女苑』（実業之日本社）連載小説、岸田國士「望樓」に挿絵を描く（2 月号-11 月
号 10 回 30 点）。 
3 月、第 12 回上杜会展（3/22-31  東京府美術館）に《ひざまずく女》《肩掛けの女》を出
品。 
5 月、新制作派満 3 周年結成記念展（5/12-16 銀座・三昧堂）に《朝》を出品。 
6 月、小磯良平近作個展（6/26-29  銀座・資生堂）に《練習場の踊り子達》《踊り子二人》
《洋裁する女》《働く女達》《裁縫女》《アイロンをかける女》《シャポノアール》など 10 点
が展示される。 
7 月、第 1 回聖戦美術展（7/6-23   東京府美術館、7/28-8/1  開港記念横浜会館、静岡、名
古屋、大阪、福岡、満州ほか）に《南京中華門の戦闘》が陸軍省より特別出品。 
新制作派協会が文部省美術展覧会の審査員就任の交渉を受けるが、小磯と中山巍が芸術的
立場上応じかねると回答。 
丹羽文雄『七色の朝』（実業之日本社）の装丁を手掛ける。 
10 月、小磯良平近作素描淡彩展（10/7-10 神戸・画廊）に出品。 
小磯良平個展（10/25-31  大阪・松坂屋）に出品。 
第 1 回興亜美術展覧会（10/28-11/3  北京中央公園内・新民堂、董事会、水榭亭）に賛助出
品。 
11 月 13 日、畑陸相官邸で開かれた、聖戦美術展の出品者や陸軍美術協会員として活躍して
いる人々のための宴に招待される。 
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第 4 回新制作派展（11/23-12/5  東京府美術館、大阪市立美術館）に《兵馬》を出品。 
賀陽宮殿下、妃殿下、若宮治憲王殿下が第 4 回新制作派展にて、小磯《兵馬》と野田英夫
の遺作を購入する。 
  
1940（昭和 15） 37 歳 
1 月、《南京中華門の戦闘》および《兵馬》が、昭和 14 年度（美術部門）を受ける。 
20 日、朝日新聞本社で朝日文化賞の贈呈式が挙行され、小磯が記念講演会にて挨拶を行い、
藤島武二が「小磯君の絵」という題目で講演を行う。 
『新女苑』（実業之日本社）連載小説、里見弴「愛と智と」に挿絵を描く（1 月号-12 月号 12
回 20 数点）。 
2 月、竹中郁、伊藤継郎らと沖縄に旅行。 
4 月、陸軍省より支那戦線派遣画家に選ばれ、2 度目の従軍を経験（小磯、中村研一、宮本
三郎、川崎小虎、吉村忠夫、川端龍子、田村孝之介（北支方面）、清水良雄、硲伊之助（中
支方面）、伊原宇三郎、橋本八百二、田中佐一郎（南支方面））。 
6 月、新制作派春季展（6/26-30  銀座・三昧堂）に《女》を出品。 
9 月、第 5 回新制作派展（9/1-17   東京府美術館、10/8-23  大阪市立美術館）に《肖像》
を出品。 
19 日に宮本三郎、田村孝之介とともに中国に渡る。宮本とは従軍画家として競い合う一方、
手紙や絵の参考となる写真のやりとり、不足していた画材の融通をし合うなど親交を深め
た。 
10 月、紀元二千六百年奉祝展（前期 10/1-22 東京府美術館、11/3-17  大礼記念京都美術
館、後期 11/3-24  東京府美術館、12/3-17  大礼記念京都美術館）に第二部会員として《踊
り子》を出品。 
11 月 7 日、北京を出発。12 日に神戸に帰る。 
明治・大正・昭和挿絵文化展（11/20-29 日本橋・三越、12/18-22  大阪・三越） 
に《暁の合唱》を出品。 
 
1941（昭和 16） 38 歳  
春頃より、《娘子関を征く》を手がける。 
3 月、第 14 回上杜会展（3/12-20  東京府美術館）に《婦人像》《婦人立像》を出 品。 
4 月、第 2 回聖戦美術展の審査員となる。 
5 月、藤田嗣治、中村恒夫、鳥海青児、向井潤吉、野口彌太郎、木村荘八、宮本三郎、清水
登之、木下孝則、中山巍、水谷清、田村孝之介とともに、大日本航空美術協会を設立する。 
第 1 回大阪市展（5/18-6/1 大阪市立美術館）が開催され、審査員となる。《たたずむ女》を
出品。 
新制作派協会春季展（5/27-30  銀座・資生堂）に《人物》を出品。 
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29 日、天皇、皇后両陛下、皇太子殿下、照宮殿下の観覧のため、小磯の《娘子関を征く》
を含む作品 15 点が宮中に陳列される。 
7 月、第 2 回聖戦美術展（支那事変第 5 年記念）（7/1-20  上野・日本美術協会、9/20-10/3 大
阪市立美術館、名古屋、藤岡）に《娘子関を征く》を出品。 
9 月、東京日日・大阪毎日新聞連載小説、石川達三「風樹」に挿絵を描く（9/1-12/10 100
回 100 点）。 
第 6 回新制作派展（9/23-10/4 東京府美術館、大阪市立美術館、京都・丸物、神戸・大丸、
三越、そごう）に《人物 A》《人物 B》《人物 C》を出品。 
文部省美術展（新文展）の審査員となり、10 月の第 4 回展（10/16-11/20  東京府美術館、
11/29-12/13  大礼記念京都美術館）に《斉唱》を出品。 
 
1942（昭和 17） 39 歳 
3 月、陸軍省派遣画家（藤田嗣治、伊原宇三郎ら全 16 名）に選ばれ、4 月 4 日より取材の
ためジャワ、バリ島、バタビアに 3 度目の従軍（8/14 帰国）。 
4 月、《娘子関を征く》が第 1 回藝術院賞を受ける。 
11 日、大東亜戦争作戦記録画を描くため現地へ派遣された画家のうち、第 1 陣の小磯、藤
田嗣治、中村研一、宮本三郎、寺内萬治郎、田村孝之介、清水登之、鶴田吾郎、山口蓬春
がサイゴンに到着。 
5 月 6 日、シンガポールからジャワ島に渡る。この間、同じく陸軍作戦記録画制作のため派
遣されていた吉岡堅二に油彩画を教える。 
6 月 15 日、ジャワおよびバリ島の一周旅行を終えバタビアに帰り、7 月まで滞在。 
7 月 30 日、取材を終え、シンガポールを出発して東京に向かう。 
8 月、陸軍省派遣南方従軍画展（8/1-8 日本橋・髙島屋）に《勇部隊勇士習作》を出品。 
9 月、第 2 回航空美術展（9/12-20  日本橋・髙島屋）に出品。 
小磯良平帝国藝術院賞受領記念  年代順作品回顧展（9/16-19  神戸・画廊）に美校在学中
よりこの年までの作品 15 点（《自画像》《ばら》《青衣の女》《夕顔》《静物》《腰かける女》
《牡蠣の静物》《和装の女》《野外静物》《踊り子》《林本源の庭》《楽屋にて》《裁縫師》《庭》
《婦人像》）を陳列。 
第 7 回新制作派展（9/23-10/4  東京府美術館）に《工兵》（会員によるテーマ制作［大東亜
建設に捧ぐ］）、スケッチ《カリヂャチの戦蹟》《ジャバの踊り A》《ジョクジャの踏切り》《バ
リの婦人》《マラン市街遠望》《インドネシヤの娘達》《バリ風景》《バリの少年》《バリ風景
（マンデー城の門）》《シンガラジャの支那街》《カリヂャチの雲》《ジャバの踊り B》《バリ
の踊り》《カリヂャチの真ひる》《ボルブドゥールレリーフ》《ソロの裏街》《ジャバの踊り C》
《モロの女》を出品。 
陸海軍南方派遣画家写真作品展（9/25-10/2 日本橋・三越）に参加する。 
12 月、開戦一周年記念第 1 回大東亜戦争美術展の審査員となり、同展（12/3-27 東京府美
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術館、翌年 1/15-2/5 大阪市立美術館、2/15-28  名古屋）に《カリジャティ会見図》を出品。 
 
1943（昭和 18） 40 歳 
1 月 24 日、「志賀高原美術家道場螢雪荘」（長野県下高井郡平穏村）の落成式を挙げる。 
2 月、従軍画巡回展（2/4-8  横浜市子安町日本ビクター青年学校、2/10-13 川崎市柳町東京
電気柳町工場、2/15-18  川崎小向東京電気小向工場）に出品。 
3 月、第 16 回上杜会展（3/2-10  東京府美術館）に《婦人習作》を出品。 
第 1 回陸軍美術展（3/5-14  日本橋・三越）に《カリヂャチ飛行場》《兵士習作》を出品。 
第 1 回彩雲会油絵・水彩展（3/11-16  大阪・三越）に《顔》《子を育む母》《水色の服の娘》
《黒衣の娘》を出品。翌年の第 2 回展まで出品。 
台湾旅行（3/12-4/13）。 
美校時代、小磯の指導にあたった藤島武二が死去。 
29 日付で東京美術学校非常勤講師となり、翌年 7 月 20 日までつとめる。 
4 月、第 1 回清々会展に《椅子に凭れる》《室内》《母子》などを出品。 
春の大祭に際し、小磯ら陸軍美術協会会員が描いた画の図版と解説を付した『靖国の絵巻』
が完成し、遺族に贈られる。小磯は「陸鷲全支を席巻・米空軍を完封」の画を手がける。 
5 月、新制作派会員春季展（5/20-24 銀座・日動画廊）に《母子像》を出品。 
6 月、新戦場従軍画家（全 26 名）に選ばれ《バーモ長官と独立ビルマの建設》の画題を与
えられる。 
7 月、文部省に対して、小磯、荻須高徳、内田巌が文展の審査員辞退を申し出る。 
7 月中旬から下旬までに、猪熊弦一郎とともにビルマに派遣される。シンガポール、バンコ
クを経て、31 日にビルマに渡る。 
8 月、小磯がラングーンで挙行されたビルマの独立式典に参列。 
9 月、小磯の《香港黄泥涌高射砲陣地奪取》が、12 月 8 日の大詔奉戴日（大東亜戦争 3 周
年）を期して報国絵葉書になる。 
21 日、小磯良平、猪熊弦一郎がビルマより帰国。《ビルマ独立式典図》の制作にとりかかる。 
第 8 回新制作派展（9/23-10/4 東京都美術館）に《肖像》を出品。 
11 月、新制作派協会会員小品展（11/2-6 名古屋画廊）に出品。 
12 月、朝日新 聞夕刊 連 載 小 説、佐 藤 春 夫「じゃかるたをとめ」に挿絵を描く（12/1-28 
21 回 21 点）。 
審査員をつとめた第 2 回大東亜戦争美術展（12/8-翌年 1/9  東京都美術館、1/22-2/17  大
阪市立美術館、3/8-23  大礼記念京都美術館、4/3-30 福岡市本願寺福岡会館、5/10-28  佐
世保・玉屋、5/25-6/10 名古屋）に朝日新聞社からの委嘱作《皇后陛下陸軍病院行啓》を出
品。 
 
1944（昭和 19） 41 歳 
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3 月、第 2 回陸軍美術展（3/8-4/5 東京都美術館、11/6-12  山形・県会議事堂）に《ビルマ
独立式典図》《日緬条約調印図》を出品。 
4 月、毎日新聞連載小説、中野實「人間鉱脈」に挿絵を描く（4/22-8/18   103 回 103 点）。 
靖国神社での春の大祭に際し、小磯の《皇后陛下陸軍病院行啓》が巻頭に掲載された『靖
国の絵巻』が遺族に贈られる。小磯は「陸海鷲カルカツタ痛爆」の画を手がける。 
5 月、新制作派協会春季展（5/15-21 銀座・八咫画廊）に《婦人像》を出品。 
第 2 回彩雲会油絵・水彩展（5/25-31  大阪・三越）に《婦人像》《花》のほかジャワスケッ
チを出品。 
7 月、巡回慰問美術展覧会（第一班）（7/15-21 名古屋・美交社）に出品。 
9 月、昭和 19 年度大東亜戦争陸軍作戦記録画として《サイパン島洞窟内の陸軍部隊本部》
の画題を与えられる。 
10 月、巡回慰問美術展覧会（第二班）（10/1-6 名古屋・美交社）に出品。 
第 1 回軍事援護美術展（10/3-22  日本橋・三越）に《再起にそなえて》を出品。 
秋の大祭に際し、『靖国の絵巻』が遺族に贈られる。小磯は「無援のガ島勇士なほ戦ふ 敵
舟艇を奪取して友軍に連絡」の画を手がける。 
海軍省より《飛行（機）上に於ける伏見伯爵》の画題を与えられる。 
11 月、文部省戦時特別美術展（11/25-12/15 東京都美術館）に《カンパル攻略（倉田中尉
の奮戦）》を出品。 
 
1945（昭和 20） 42 歳 
6 月 5 日、神戸空襲でアトリエを失い、多くの作品が焼失した。武庫郡山田村下谷上（現・
神戸市北区）神戸教会員の中島一郎方へ転居。以後、1949 年に住居とアトリエを新築する
まで、家族を連れて仮の住まいを転々とする。 
この時期、焼けずに残った鉛筆で辺りの草木や虫を描いて日々を送る。また、食糧不足の
さなか、小磯は画紙にナスやキュウリなどの野菜の絵を描き、切り抜き、それで食卓を賑
わせたという。 
終戦後、新聞や雑誌の挿絵の仕事をこなし、教師の口も次々に引き受ける。 
10 月、市川市の中村勝五郎宅で藤田嗣治、中村研一、猪熊弦一郎、田村孝之介、宮本三郎、
向井潤吉、伊原宇三郎らとともに新日本美術会の発会式に出席する。 
 
1946（昭和 21） 43 歳 
2 月、夕刊新大阪連載小説、武田麟太郎「ひとで」に挿絵を描く（2/4-3/31  50 回 50 点。
作者の病死で中止）。 
3 月、神戸洋画会発足。第 1 回展（神戸・大丸）に出品。 
7 月、大阪市立美術館付設美術研究所が創立され、1951 年まで洋画部の講師をつとめる。 
8 月、読売新聞連載小説、織田作之助「土曜夫人」に挿絵を描く（8/30-12/6 96 回 96 点。
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作者の急病のため中断）。 
9 月、戦後初めての第 10 回新制作派展（9/20-10/4  東京都美術館）に《裸婦》《J.T.嬢の像》
《馬の写生》《老人顔の写生》を出品、これ以後もほぼ継続して出品する。 
10 月、文部省に対して日展の審査員辞退を申し出る。 
この年、神戸市須磨区塩屋町瀧ノ茶屋（現・神戸市垂水区）の瀧本方に転居。 
 
1947（昭和 22） 44 歳 
1 月、『少女クラブ』（大日本雄弁会講談社）の表紙画を描く（1 月号-翌年 12 月 
号）。 
3 月、『婦人公論』（中央公論社）連載、谷崎潤一郎「細雪（下）」に挿絵を描く（3 月号-翌
年 10 月号 20 回 40 点）。 
この頃まで、神戸の頌栄保育専攻学校（現・頌栄短期大学）の非常勤講師として美術史の
講義をする。 
5 月、現代美術展（5/1-20  東京都美術館）に出品。 
6 月、第 1 回美術団体連合展（6/10-30  東京都美術館、9/2-21   大阪・阪急、三越、大丸、
松坂屋）に《コスチューム》を出品、以後第 5 回展（1951 年）まで毎年出品。 
7 月、田村孝之介らと出石において、出石焼の永澤永信窯で絵付けなどを楽しむ。 
9 月、第 11 回新制作派展（9/19-10/4  東京都美術館、大阪市立美術館、京都市美術館、名
古屋［以後第 14 回展（1950 年）まで同様の巡回先となる］）に《裸婦》《婦人像》《海の見
える丘》《出石の陶窯》《野外果物》を出品。 
出石を再度訪れ絵付けをする。 
この年、兵庫県観光美術展に《出石の陶窯》を出品。 
1946 年から居を定めていた瀧本方より同じ瀧ノ茶屋にて洋館を借りて転居。 
 
1948（昭和 23） 45 歳 
2 月、朝日新聞連載小説、藤沢桓夫「私は見た」に挿絵を描く（2/15-7/8  144 回 144 点）。 
4 月 1 日付で、大阪市立工芸学校（現・工芸高校）美術科専攻科の講師となり、1 年間つと
める。 
5 月、第 2 回美術団体連合展（5/25-6/16 東京都美術館）に《ダンスーズ》《ポルトレー》
を出品。 
9 月、第 12 回新制作派展（9/18-10/2  東京都美術館ほか巡回）に《裏庭にて》《人物》《A
博士像》を出品。 
『週刊朝日』（朝日新聞社）の表紙画を描く（1948 年-1963 年まで漸次）。 
この年、武庫郡魚崎町横屋（現・神戸市東灘区）に転居。 
この頃より、戦災を免れた伊藤継郎の自宅アトリエにて頻繁に開かれた研究会、デッサン
会で、伊藤継郎、小松益喜、上村松篁、竹中郁、田村孝之助、西村元三朗らと交友するよ
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うになる。 
 
1949（昭和 24） 46 歳 
1 月、竹中郁が編集長をつとめる童詩雑誌『きりん』第 2 巻第 1 号（尾崎書房）の表紙画を
描く。 
4 月、『週刊朝日』（朝日新聞社）の春季増刊号で、谷崎潤一郎「細雪」（朝日賞受賞記念特
集）に挿絵を描く。 
5 月、第 3 回美術団体連合展（5/14-6/5  東京都美術館、6/15-30  名古屋・丸栄、7/6-26 岡
山・天満屋、9 月下旬 大阪）に《婦人像》を出品。 
6 月、夕刊新大阪連載小説、高見順「分水嶺」に挿絵を描く（6/1-10/12   134 回 134 点）。 
第 2 回芦屋市芸術展覧会（6/9-13 芦屋仏教会館）に出品。 
7 月、第 1 回紫潮会洋画展（7/5-11  名古屋画廊）に《婦人像 A》《婦人像 B》ほか 1 点を
出品。 
9 月、第 13 回新制作派展（9/21-10/8 東京都美術館ほか巡回）に《二人裸婦》を出品。 
小磯を庇護した小寺謙吉が死去。 
11 月、松竹歌劇の東西合同公演（国際劇場）の舞台装置を担当する。 
12 月、谷崎潤一郎『細雪』（縮刷版、中央公論社）の装丁を手がける。 
武庫郡住吉村字松本 1759-3（翌年より神戸市東灘区住吉町松本、現・東灘区住吉山手 4-1-7）
に住居とアトリエを新築。神戸のアトリエが戦災してから家族とともに仮住まいを続ける
間、家族の姿をしばしば描いていた小磯であったが、アトリエが建つと、裸婦の連作にと
りかかる。 
 
1950（昭和 25） 47 歳 
1 月、現代美術自選代表作十五人展（1/11-29 日本橋・髙島屋）に《裸婦》を出品。 
3 月、大阪市立美術館主催 関西総合美術展（後・関西展、現・全関西美術展）が創設され、
関西の芸術家が参加。以後、何度か審査員をつとめる。 
大阪・朝日会館で上演されたアメリカ博記念グランド・バレエ「アメリカ」の美術を具体
美術協会の創設者・吉原治良と担当（脚本・竹中郁、出演・小牧バレエ団、関西交響楽団、
指揮・朝比奈隆）。 
5 月 1 日付で、京都市立美術大学非常勤講師となり、翌年 3 月 31 日までつとめる  
夕刊新大阪連載小説、井上靖「その人の名は言えない」に挿絵を描く（5/10-9/30 143 回 143
点）。 
第 4 回美術団体連合展（5/14-6/7  東京都美術館、7/2-23   高松市美術館、8/7-17 福岡・
岩田屋、9/10-20  佐世保公会堂、10/14-11/5  大阪市立美術館）に《O 博士像》《青いリボ
ン》を出品。 
6 月、第 3 回関西新制作派展（大阪市立美術館、京都・丸物）に《女》を出品。 
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7 月、大阪・北野劇場における「白鳥の湖 第 2 章」の舞台美術を手がける（出演・谷桃子
バレエ団）。 
9 月、第 2 回紫潮会洋画展（9/1-7 名古屋画廊）に出品。 
第 14 回新制作派展（9/22-10/8  東京都美術館ほか巡回）に《トロワ・グラース》を出品。 
10 月、読売新聞連載小説、林房雄「柳色新なり」に挿絵を描く（10/20-翌年 3/31 162 回 162
点）。 
吉原治良、須田剋太とともに第 4 回こども美術展（主催・毎日新聞社）の審査員をつとめ
る。 
11 月 3 日、昭和 25 年度兵庫県文化賞を受ける。 
30 日付で東京藝術大学油画科講師に就任。 
1950 年より 1954 年にかけて『谷崎潤一郎作品集』（全 9 巻、創元社）のために装丁を手が
ける。 
 
1951（昭和 26） 48 歳 
1 月、第 2 回秀作美術展（1/20-31  日本橋・三越ほか）に《トロワ・グラース》を出品。 
2 月、第 2 回関西総合美術展（2/15-3/11 大阪市立美術館）の審査員をつとめ、《婦人像》
を出品。 
第 1 回クレヨン画展（2/17-24 日本橋・三越）に出品。 
4 月、『婦人倶楽部』（講談社）連載小説、石坂洋次郎「母の自画像」に挿絵を描く（4 月号
-1953 年 12 月号）。 
5 月上旬、鍋井克之、竹中郁らとともに風流座を結成し、第 1 回公演（大阪・三越劇場）を
行う。以後 1958 年までに全 6 回の公演を行う。市川壽海ら本職の役者の指導を受ける。 
第 5 回美術団体連合展（5/22-6/13 東京都美術館）に《裸婦》を出品。 
6 月、日比谷公会堂における「火の鳥」（日本初演）の舞台美術を手がける（出演・谷桃子
バレエ団）。 
8 月、第 3 回紫潮会洋画展（8/6-11 名古屋画廊）に《婦人像 A》《婦人像 B》《港》《顔》を
出品。 
9 月、新制作派協会は、日本画の創造美術と合体、新制作協会となる。 
第 15 回新制作展（9/21-10/7  東京都美術館、大阪、京都、高松、広島、小倉、福岡、鹿児
島、熊本）に《母子像》《子供群像》《二人の子供》《少女》を出品。 
11 月、小磯良平・林武・三岸節子・岡鹿之助新作四人展（11/20-28  大阪・関西画廊）に
出品。 
12 月、吉原治良、川西英、田村孝之介とともに、第 24 回兵庫県小・中・高校絵画展（主催・
朝日新聞神戸支局、阪神美育作家協会）の審査員をつとめる。 
 
1952（昭和 27） 49 歳 
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1 月、第 3 回秀作美術展（1/16-2/3 日本橋・三越）に《子供の群像》を出品。 
4 月、新制作春季展（4/8-13  日本橋・三越）に《絵を描く男》を出品。 
20 世紀芸術傑作展（4/29-6/1 パリ）に《トロワ・グラース》を出品。これに先立ち、国内
展（3/4-8  上野・松坂屋）が開かれる。 
5 月、第 1 回日本国際美術展（5/22-6/14  東京都美術館ほか巡回）に《人間の構図》を出
品、以後第 7 回展（1963 年）までの毎回と、第 9 回展（1967 年）に出品。 
6 月、第 5 回関西新制作展（6/7-12 京都・丸物）に《肖像》を出品。 
小磯良平自選展（6/15-7/27  神戸・白鶴美術館）に《裸婦半身》《裸婦》《自画像》《肩かけ
の女》《裸婦》《踊り子》《婦人像》《洋縫する女》《婦人洋 裁 店》《婦人像》《黒いベールの
女》《斉唱》《肖像》（デッサン共）《お茶 時》《静 物》《セーターの女》《青いリボンの女》
《子 供 群 像》《静 物》《絵を描く男》《肖像》《母子図下図》（2 点）《人間の構図》（下絵・
2 点）《コスチューム》（ほか追加《コスチューム》）を出品。 
7 月、『婦人公論』（中央公論社）の表紙画を描く（1952 年 7 月号-1955 年 12 月号 42 回 42
点）。 
12 月、第 4 回紫潮会展（12/1-6  名古屋画廊）に《婦人像》を出品。 
この年、神戸市観光課のために外国人用市街地図の表紙画《神戸》を描く。 
小学校の図工の教科書『あたらしいずがこうさく』（大和図書）を吉原治良とともに監修す
る。以後、1958 年頃まで小学校・中学校の図工の教科書の監修をつとめる。 
 
1953（昭和 28） 50 歳 
1 月、『主婦の友』（主婦の友社）連載小説、獅子文六「娘と私」に挿絵を描く（1 月号-1956
年 5 月号 42 回 84 点）。 
第 4 回秀作美術展（1/28-2/8 日本橋・三越）に《人間の構図》を出品。 
神戸銀行本店のための壁画《働く人びと》を制作（6/11 新館完工式）。 
3 月、近代日本美術回顧展（3/27-4/19 京都市美術館）に《踊りの前》を出品。 
5 月、第 2 回日本国際美術展（5/20-6/8  東京都美術館ほか巡回）に《農婦》を出品。 
9 月、第 17 回新制作展（9/21-10/7  東京都美術館、大阪市立美術館、京都市美術館、名古
屋［以後第 20 回展（1956 年）まで同様の巡回先となる］）に《働く人》を出品。 
10 月、小磯良平パステル素描展（10/1-6 兜屋）に出品。 
11 月、小磯良平壁画習作素描展（11/27-12/5 大阪・梅田画廊）に出品。 
12 月 4 日付で東京藝術大学教授に昇任する。 
 
1954（昭和 29） 51 歳 
神奈川県逗子市新宿 4-1696 にアトリエを構える。 
5 月、第 1 回現代日本美術展（5/19-6/5  東京都美術館ほか巡回）に《三人立像》《二裸婦》
を出品、以後第 9 回展（1969 年）まで毎回出品。 
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6 月、『週刊朝日』（朝日新聞社）の表紙コンクールで小磯の描いた《奥入瀬の溪流》が 1 位
に選ばれる。 
9 月、第 18 回新制作展（9/21-10/7  東京都美術館ほか巡回）に《麦刈り》を出品。 
11 月、新制作協会会員展（11/1-14  京都市美術館）に《音楽》を出品。 
この年、『美術手帖』（美術出版社）の企画、第 3 回デッサン・コンクールの選考者を山口
薫とともにつとめる。 
東京国立博物館のルーヴル展を訪れる。 
 
1955（昭和 30） 52 歳 
2 月頃、『美術手帖』（美術出版社）の企画で竹中郁が小磯良平のアトリエを訪問。 
「右手のドアを押すと、南面の窓いっぱい明るい光りで、窓際の飾り卓の上の陶器やガラ
ス瓶の肩にハイライトが凝っている。ベコニヤの変種やばらのつぼみの配してある日もあ
る。この副室にはアップライト型ピアノがある。（中略）ピアノの他に大書棚が三つ。ぎっ
しり輸入の美術書画集の類である。（中略）書棚の上には李朝白磁のちょうちん型の壺が合
計七、八個もある。（中略）すこし怪しい埴輪も二つ。自分で絵つけした花瓶や鉢もある。
壁には黒田清輝のたて長の習作のかかっている時もあり、安井曽太郎の古いデッサンの時
もあり、藤島武二先生からもらったアスランの油彩小品や、藤島先生自身のパステル画の
かかっている時もある。（中略）そう多作といえる人でないので、目うつりするほど絵がか
かっていない。中に一枚ベン・ニコルスンのおとなしい清潔な十五号くらいの静物と、名
は失念したが、六号 M 型の異人の作品がある。冷静に計算して、情緒をおさえたところが、
たぶん好きでかけて眺めているのだろう。小磯は今まで間けつ的にリトグラフを試みてき
ているが、昨今もまた試みている。（中略）試刷が二枚、入口のドアに貼ってある。最近の
彼の作は色をおさえて形をきびしくする方向へ向いているが、そんなこんなで又リトグラ
フへ気が向くのだと考えてよかろう。」（竹中郁「訪問 小磯良平」『美術手帖』1955 年 3 月
号） 
5 月、第 3 回日本国際美術展（5/20-6/12  東京都美術館ほか巡回）に《地上》《二人の女》
を出品。  
6 月、朝日新聞連載小説、舟橋聖一「白い魔魚」に挿絵を描く（6/8-翌年 3/15 280 回 280
点）。 
新制作協会会員展（6/17-27  銀座・松坂屋）に《二人》を出品。 
9 月、第 19 回新制作展（9/21-10/7 東京都美術館ほか巡回）に《働く人と家族》《歩む男達》
を出品。 
11 月、小磯良平新作個展（11/4-9  東京・大丸、大阪・大丸）に《ギターのある静物》《桃
のある静物》《うつむきの女》《腰掛ける女》《横向きの女》《プロフィル》《コスチューム》
《エプロンの女》《座せる女》その他水彩、デッサンを出品。 
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1956（昭和 31） 53 歳  
前年より、武田薬品工業の機関誌『武田薬報』の表紙画として薬用植物スケッ チを描く
（1956 年 2 月号-1968 年 12 月号［薬用植物画に関して］150 回、解説・刈  米達夫、1971
年に『薬用植物画譜』として出版）。ロンドンやフランスの植物図 鑑の植物の姿をイメー
ジしながら、京都郊外にある薬草園から神戸に運搬され た薬用植物を、一枚につき 5 時間
ずつ、2 日をかけて写生した。小磯は早枯れ や葉が立ちはじめたりするたびに、あたふた
したという。 
4 月、色紙展示即売会（4/23-26  丸ノ内・国際観光会館）に出品。 
5 月 3 日、昭和 30 年度神戸新聞平和賞第二部門の文化賞を受ける。 
美人画名作  明治・大正・昭和展（5/12-29  銀座・松屋）に《裁縫の女》を出品。 
第 2 回現代日本美術展（5/22-6/8  東京都美術館ほか巡回）に《パリスの審判》《憩う女達》
を出品。 
第 9 回関西新制作展（5/23-31  大阪市立美術館）に《横臥裸婦》を出品。 
9 月、第 20 回新制作展（9/21-10/7  東京都美術館ほか巡回）に《母子群像》を出品。 
神戸国際会館 2 階大ホールの緞帳《港》をデザイン（10/24 落成）。 
12 月、国立公園絵画展（12/25-31  日本橋・三越）に《伊勢神宮》を出品。 
 
1957（昭和 32） 54 歳 
1 月、1957 年世界各国カレンダー展（1/15-20  日本橋・三越）に武田薬品のカレンダーを
陳列。 
日本洋画商連盟 1957 年展（1/25-30   銀座・松坂屋、2/12-17  難波・髙島屋、2/23-3/4 栄
町・丸栄）に出品。 
2 月、毎日新聞夕刊連載小説、永井龍男「噴水」に挿絵を描く（2/16-8/8  173 回 173 点）。 
5 月、第 4 回日本国際美術展（5/23-6/16 東京都美術館ほか巡回）に《大原女》を出品。 
8 月、朝日新聞連載小説、石川達三「人間の壁」に挿絵を描く（8/23-1959 年 4/12 593 回
593 点）。 
9 月、第 21 回新制作展（9/25-10/7  東京都美術館、大阪市立美術館、京都市美術館、名古
屋、広島［以後第 31 回展（1967 年）まで同様の巡回先となる］）に《室内》《静物》を出
品。 
小磯良平小品デッサン展（9/27-10/2  東京・大丸）に出品。 
小磯の原画による、神戸みなとの祭（祝  神戸・シアトル都市提携：10/21-22）のポスター
完成。 
 
1958（昭和 33） 55 歳 
2 月、日本洋画商連盟 1958 年展（2/4-13 日本橋・白木屋、梅田・阪急、名古屋・丸栄）に
出品。 
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『婦人公論』（中央公論社）連載小説、谷崎潤一郎「残虐記」に挿絵を描く（2 月号-11 月号 
10 回 38 点。作者の都合で中断）。 
5 月、『週刊朝日』（朝日新聞社）連載小説、菊田一夫「がしんたれ」に挿絵を描く（5 月 11
日号-翌年 2 月 1 日号  39 回 116 点）。 
第 11 回関西新制作展（5/14-22  大阪市立美術館）に《室内》を出品。 
第 3 回現代日本美術展（5/15-6/2  東京都美術館ほか巡回）に出品した《家族》が大衆賞を
受ける。 
9 月、第 22 回新制作展（9/22-10/10  東京都美術館ほか巡回）に《窓》《室内》を出品。 
この年、日本盲人福祉委員会の愛盲十字シールのデザインをする。 
学部長・伊藤廉とともに東京藝術大学美術学部に版画教室を設ける。 
「レ・シルフィード（一幕）」の美術を山田伸吉とともに手がける（出演・谷桃子バレエ団）。 
 
1959（昭和 34） 56 歳 
1 月、日本洋画商連盟 1959 年展（1/13-18  日本橋・白木屋、2/13-18  大阪・そごう）に
出品。 
戦後の秀作展（1/23-3/1 国立近代美術館）に《トロワ・グラース》を出品。 
4 月、第 9 回関西展で審査員をつとめ、《長崎風景》を出品。 
5 月、第 5 回日本国際美術展（5/9-6/3 東京都美術館）に《横たわる女》を出品。 
7 月、スケッチ展第 28 回シリーズ小磯良平素描展（7/2-11 銀座・松屋）に《踊り子》《腰
かける女》《アトリエにて》《大原女習作》《裸婦デッサン》《母子像習作》《ジャバの踊子》
《コスチュームデッサン》《群像習作》《手と足デッサン》《二人図》など 40 点余りを出品。 
9 月、小磯良平デッサン展（9/1-6 大阪・髙島屋）に出品。 
第 23 回新制作展（9/22-10/10   東京都美術館ほか巡回）に《休息》《静物》《解放（はなつ）》
を出品。 
児童文学の制作に参加、獅子文六『ほおじろあっちゃん』（講談社）に挿絵を描く。 
頌栄短期大学チャペルのために、ステンドグラス原画《幼子イエスとヨハネ》を制作。 
10 月、明治・大正・昭和  三代名画展（10/1-11  銀座・松坂屋）に《家族》を《働く家族》
として出品。 
12 月、加山四郎らとともに安井賞の選考委員をつとめる。 
この年、第 1 回木炭デッサン・コンクール（主催・安倍川工業株式会社）の審査員をつと
める。以後、第 5 回（1963 年）まで。 
 
1960（昭和 35） 57 歳 
1 月、日本洋画商展 1960 年展（1/12-20  日本橋・白木屋、2/12-17  大阪・そごう）に出
品。 
『主婦の友』（主婦の友社）連載小説、井上靖「しろばんば」に挿絵を描く（1 月号-1962
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年 12 月号 36 回 73 点）。 
2 月、毎日新聞連載小説、山崎豊 子「女の勲章」に挿絵を描く（2/24 から第 180 回の 8/22
まで。  渡欧が決まり、第 181 回より田村孝之介が手がける）。 
5 月、第 4 回現代日本美術展（5/10-29  東京都美術館ほか巡回）に《踊り子達》を出品。 
美人画名作  明治・大正・昭和展（5/12-29  銀座・松屋）に出品。 
青山義雄・宮本三郎・小磯良平三人展（5/20-31 フジカワ画廊）に出品。 
6 月、第 13 回関西新制作展（6/4-12 大阪市立美術館）に《踊り子たち》を出品。 
7 月、小磯良平個展（7/1-6   銀座・松屋）に《舞妓》など油絵 18 点とデッサン 18 点を出
品。 
9 月、約 30 年ぶりとなるヨーロッパ旅行（フランス・イタリア等を巡り、翌年 1 月末、ア
メリカ経由で帰国）。東京藝術大学で教授をしていた林武の帰国を待たずに小磯が出発した
ため、一時、東京藝大の油画科の教授が 2 人とも不在となった。2 日に、武田長兵衞、小西
新兵衛同行のもとパリに到着。前日に到着していた進藤蕃が、小磯がパリにいる間の午後
の案内役をつとめる。天候の良い時には、スケッチに郊外へも訪れたが、多くは美術館や
画廊を訪ね、街中を散策し、カフェで過ごした。35 年前に下宿していたトンブ・イソワー
ル通り 138 番を再訪する。 
ルーヴル美術館ではニコラ・プッサンとドミニク・アングルの作品を見る。イタリアでは
サンタ・マリア・デルラ・サルテ寺院やアッシジの聖フランチェスカ寺院の見学や、ジョ
ットの《小鳥説法》の壁画、レオナルドの《最後の晩餐》の壁画を見る。進藤蕃をエコー
ル・デ・ボザールのモーリス・ブリアンションに引き会わせる。また、 
進藤蕃の紹介で笠井誠一に会い、モンマルトル、クリッシー街の笠井の部屋を訪れ、習作
を見て助言する。のち笠井は、愛知県立芸術大学の小磯教室を継承している。 
 
1961（昭和 36） 58 歳  
この年、銅版画の制作を始める。 
3 月、日本洋画商展 1961 年展（3/3-8 大阪・そごう、4/11-16 日本橋・白木屋）に《婦人
像》を出品。 
小磯良平淡彩素描展（3/13-18  銀座・中林画廊）に出品。 
小磯良平滞欧素描淡彩展（大阪・梅田画廊）に出品。 
5 月、第 6 回日本国際美術展（5/10-30  東京都美術館ほか巡回）に《舞妓》を出品。 
第 14 回関西新制作展（5/28-6/5 大阪市立美術館）に《パリ風景》を出品。 
『月刊神戸っ子』の表紙を小磯の作品が飾る（5 月号-1998 年 11 月号）。 
9 月、第 25 回新制作展（9/22-10/10 東京都美術館ほか巡回）に《母子》《三人》を出品。 
10 月、朝日新 聞 連 載 小 説、川端 康 成「古 都」に挿 絵を描く（10/8-翌 年 1/23 107
回 107 点）。 
第 10 回なにわ会展（大阪・梅田画廊）に《舞妓》を出品。 
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1962（昭和 37） 59 歳 
5 月、第 5 回現代日本美術展（5/9-22  東京都美術館ほか巡回）に《群像》を出品。 
第 1 回榲桲会展（5/10-20  大阪・淀画廊）に出品。 
26 日、義母・英死去。29 日に日本基督教団神戸教会で葬儀を行う。 
9 月、第 26 回新制作展（9/22-10/10  東京都美術館ほか巡回）に《窓》《室内》を出品。 
10 月、『婦人公論』（中央公論社）連載小説、山崎豊子「花紋」に挿絵を描く（10 月号-1964
年 3 月号 18 回 36 点）。 
 
1963（昭和 38） 60 歳 
1 月、小磯良平作品展（1/7-15 大阪・梅田画廊）に戦後の作品 40 点を陳列。 
5 月、読売新聞連載小説、井上靖「盛装」に挿絵を描く（5/24-翌年 5/15  355 回 355 点）。 
第 7 回日本国際美術展（5/10-30  東京都美術館ほか巡回）に《静物》を出品。 
第 16 回関西新制作展（大阪市立美術館）に《室内》を出品。 
第 10 回サンシュマン展（5/21-26  日本橋・髙島屋、6/11-16  大阪・髙島屋）に出品。 
9 月、第 27 回新制作展（9/22-10/10 東京都美術館ほか巡回）に《部屋の一隅》《窓の静物》
を出品。 
10 月、新制作四人展（10/8-13  大阪・大丸）に脇田和、三岸節子、伊藤継郎とともに出品。 
11 月、小磯良平自選展（11/12-17   神戸・大丸）に美校在学中からの自選作 24 点と滞欧
スケッチを陳列。《静物》《裸婦》《風景》《少女》《自画像》《T 嬢の像》《ファム・ア・レ・
シャール》《横臥裸婦》《人々習作》《裸婦（化粧）》《婦人座像》《裁縫する女達》《肖像》《肖
像》（デッサン）《踊り子》《斉唱》《兵士習作》《地上》《裸婦》《フランスの女》《女の顔》《三
人》《舞妓》《室内》を出品。会期中に竹中郁が訪れる。 
東京藝術大学の版画教室は、同大学大学院の版画専攻生を受け入れる版画研究室に改称さ
れる。この頃より積極的に銅版画に取り組み始める。石版画に脇田和、銅版画に駒井哲郎、
木版画に小野忠重らが指導に当たり、小磯は版画の主任を兼ねる。今井治男が研究室で助
手をつとめたこともあるほか、中林忠良、小作青史らをはじめとする次代の版画家が輩出
された。 
 
1964（昭和 39） 61 歳 
3 月、第 5 回国際具象美術展（3/10-15  上野・松坂屋）に《婦人座像》を出品。 
第 11 回サンシュマン油絵展（3/10-15 日本橋・髙島屋、4/14-19  大阪・髙島屋）に《室内
の婦人像（少女）》を出品。 
5 月、第 6 回現代日本美術展（5/10-30  東京都美術館ほか巡回）に《静物》を出品。 
第 17 回関西新制作展（5/27-6/4  大阪市立美術館）に《アトリエ》《小鳥》を出品。 
8 月、小磯良平・第 1 回銅版画展（8/13-23  神戸・藤田画廊）で、藝大で数年手がけてき
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た銅版画を初めて公開。《裸婦》《少女プロフィール》《画室内の裸婦 A》《画室内の裸婦 B》
《少女》《水差しのある静物》《びんのある静物》《コー 
トを着た女 A》《コートを着た女 B》《コップにさした花》《ハイビスカスの花》《少女 5 つ
の顔 A》《少 女 5 つの顔 B》《少 女 3 つの顔》《舞 妓 A》《舞 妓 B》《かぶと虫》《ひなど
り》《鳥》《画室》を出品。 
9 月、第 28 回新制作展（9/22-10/10  東京都美術館ほか巡回）に《室内》《静物》を出品。 
10 月、白鳳会展（10/5-11  大阪・ハクホウ画廊）に出品。 
12 月、個展（12/9-16 銀座・中林画廊）。 
竹中郁の還暦を祝う会が神戸の牡丹園別館で開かれる。その席上で小磯が肖像画を贈る。 
この頃から、六甲山、垂水、広野、茨木などで竹中郁や武田長兵衞らと、よくゴルフを楽
しむようになる。 
 
1965（昭和 40） 62 歳 
1 月、『週刊朝日』（朝日新聞社）連載小説、京都伸夫「青春のお通り」に挿絵を描く（1 月
1 日号-9 月 24 日号  39 回 78 点）。 
3 月、人物の素描  巨匠自選展（3/1-10  銀座・日動画廊）に《二人の女》を出品。 
4 月、第 14 回五都展（4/27 開札  東京美術倶楽部、大阪美術倶楽部、京都美術倶楽部、名
古屋美術倶楽部、金沢美術倶楽部［以後同様の巡回先となる］）に《花（薔薇）》を出品。 
5 月、第 18 回関西新制作展（5/19-25  大阪市立美術館）に《室内》を出品。 
9 月、第 29 回新制作展（9/22-10/10 東京都美術館ほか巡回）に《一隅》《女二人》を出品。 
10 月、近代洋画名作展  特設 原勝四郎遺作展（和歌山県立美術館）に《人物》《婦人像》
《三人裸婦》を出品。 
5 周年記念展白鳳会（10/4-9  大阪・ハクホウ画廊）に鍋井克之、小林和作とともに出品。 
 
1966（昭和 41） 63 歳 
4 月、第 15 回五都展（4/27 開札 東京美術倶楽部ほか巡回）に《風景》を出品。 
5 月、第 7 回現代日本美術展（5/10-30  東京都美術館ほか巡回）に《踊り子達》を出品。 
6 月、水彩・デッサン展（6/22-29 名古屋画廊）に出品。 
9 月、第 30 回新制作展（9/22-10/10  東京都美術館ほか巡回）に《リュートのある静物》
を出品。 
10 月、第 6 回白鳳会（10/24-29  大阪・ハクホウ画廊）に出品。 
11 月、神戸新聞夕刊連載、白川渥「適齢期」に挿絵を描く（11/14-翌年 9/11300 回 300 点）。 
小磯良平作品展（11/28-12/3 神戸・大丸）に油彩・素描・パステル 15 点を陳列。 
12 月、第 15 回なにわ会展（12/1-10  大阪・梅田画廊）に《バレリーナ》を出品。 
現代洋画家水彩・素描展（12/5-20 大阪・梅田画廊）に出品。 
名秀会洋画展（12/12-19  名古屋画廊）に出品。 
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東京藝術大学美術学部に版画講座が文部省によって正式に認可される。 
 
1967（昭和 42） 64 歳 
1 月、『週刊朝日』（朝日新聞社）連載小説、丹羽文雄「晩秋」に挿絵を描く（1 月 6 日号-
翌年 2 月 23 日号  60 回 180 点）。 
『主婦の友』（主婦の友社）連載小説、瀬戸内晴美「いづこより」に挿絵を描く（1 月号-1969
年 6 月号 30 回 60 点）。 
2 月、小磯良平作品展（2/20-3/4 大阪・梅田画廊）に 16 点陳列。 
3 月、人物の素描  巨匠自選展（3/1-10  銀座・日動画廊）に《二人の女》を出品。 
4 月、第 14 回サンシュマン展（4/4-9 日本橋・髙島屋、4/18-23  大阪・髙島屋）に出品。 
朝日新聞夕刊連載小説、三浦綾子「積木の箱」に挿絵を描く（4/24-翌年 5/18 326 回 326 点）。 
5 月、第 9 回日本国際美術展（5/10-30  東京都美術館ほか巡回）に《踊り子》を出品。 
6 月、4 月の日本近代文学館開館を記 念して開 催された現代芸術家色紙展（6/16-21 池袋・
西武）に出品。 
7 月、第 16 回関西展の審査員をつとめ、《婦人像》を出品。 
第 4 回太陽展（7/1-15  銀座・日動画廊）に《着物の女》《女》《桃》を出品。 
9 月、第 31 回新制作展（9/22-10/10 東京都美術館ほか巡回）に《白い椅子》を出品。 
10 月、画廊創業 40 周年記念 日動展（10/10-18 銀座・日動画廊）に出品。 
12 月、第 1 回貳號展（12/1-13  大阪・梅田画廊）に出品。 
この年、7 月に設立された「帝国ホテルを守る会」の賛同者名簿に小磯が署名。 
 
1968（昭和 43） 65 歳 
1 月、日本洋画商展 1968 年（1/16-25  東京セントラル美術館）に新作 1 点、代表作 1 点
を出品。 
2 月、現代洋画大家展  具象への招待（2/3-12  和歌山県立美術館）に出品。 
新制作協会小磯良平版画展（2/6-11  名古屋・松坂屋）に白川女、バレリーナなどをモティ
ーフにした作品を出品。 
3 月、小磯良平銅版画展（3/1-6 新宿・京王）に室内、花、静物など 30～40 点を出品。 
小磯良平エッチング展（3/18-30 大阪・梅田画廊）に出品。 
4 月、小磯良平・第 2 回銅版画展（4/22-28 神戸・藤田画廊）に 28 点陳列。 
第 17 回五都展（4/27 開札  東京美術倶楽部ほか巡回）に《婦人像》を出品。 
5 月、ミス・ユニバース日本代表選出大会（大阪・ABC ホール）の審査員をつとめる。 
第 8 回現代日本美術展（5/10-30   東京都美術館ほか巡回）に《時計のある静物》を出品。 
第 21 回関西新制作展に《踊り子二人》を出品。 
5 月の洋画展（京橋画廊）に《踊り子》を出品。 
9 月、第 32 回新制作展（9/22-10/10 東京都美術館、大阪市立美術館、京都市美術館、愛知
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県美術館、北九州市八幡美術館、広島・天満屋）に《働く女》《女達の休息》を出品。 
10 月、裸婦名作展（10/15-24  新宿・伊勢丹）に出品。 
11 月、淡彩素描展（11/11-22  丸ノ内・サヱグサ画廊）に出品。 
12 月、新制作 5 人展（12/20-25  東京・大丸）に脇田和、三岸節子、伊藤継郎、 
荻須高徳とともに出品。 
 
1969（昭和 44） 66 歳 
1 月、日本洋画商展 1969 年展（1/17-26  東京セントラル美術館）に出品。 
2 月、小磯良平新作エッチング展（2/7-12 銀座・松屋）に出品。 
3 月、大阪国際空港ターミナルビル完成記念現代洋画巨匠展（3/1-23  大阪国際空港ターミ
ナルビル）に《三美人》を出品。 
小磯良平新作エッチング展（3/14-19 銀座・松屋）に出品。 
5 月、第 9 回現代日本美術展（5/10-30  東京都美術館ほか巡回）に《家族》を出品。 
8 月、名秀会デッサン展（8/26-9/2 名古屋画廊）に《婦人像》を出品。 
秋、東京藝術大学で学長選挙の公選化を要求して学生運動おこる。小磯は、これを受けて
悩むが、それでも大学を休まなかったという。 
9 月、第 33 回新制作展（9/22-10/10 東京都美術館、大阪市立美術館、京都市美術館、愛知
県美術館、九州、広島）に《若い娘の肖像》《静物》を出品。 
12 月、第 18 回なにわ会展（12/1-7  大阪・梅田画廊）に《人形》を出品。 
 
1970（昭和 45） 67 歳 
2 月、貳號展（2/13-25  新宿・京王梅田画廊）に出品。 
3 月、日本洋画商展 1970 年展（3/15-22  大阪・朝日文化ホール）に《婦人座像》を出品。 
第 17 回サンシュマン展（3/24-29  日本橋・髙島屋、4/14-19  大阪・髙島屋）に《人形》
を出品。 
4 月、アメリカより戦争画 153 点が無期限貸与の形で返還され《娘子関を征く》《カリジャ
ティ会見図》《ビルマ独立式典図》《日緬条約調印図》《マレー前線における日本偵察隊の活
躍》が東京国立近代美術館に収蔵される。 
5 月、第 23 回関西新制作展（大阪市立美術館）に《人形》を出品。 
現代版画展（5/23-6/16  目黒・自由が丘画廊）に出品。 
6 月 27 日付で兵庫県立近代美術館審美委員となる。 
7 月、第 7 回太陽展（7/1-15  銀座・日動画廊）に《西洋人形》を出品。 
8 月、小磯良平鑑賞展（-8/18  大阪・梅田画廊）に画集作成のための作品を陳列。 
9 月、第 34 回新制作展（9/22-10/10  東京都美術館ほか巡回）に《三人の踊り子》を出品。 
10 月、新制作関西在住作家展（10/14-25  京都市美術館）に《三人の踊り子》を出品。 
11 月、現代の女性美展（11/17-28  銀座・日動画廊、12/1-10  名古屋・日動画廊、12/23-29 
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大阪・日動画廊）に《千登三子》を出品。 
秋、日本聖書協会『口語聖書』のための挿絵が完成（旧約聖書に 15 点、新約聖書に 17 点）。 
この年、第 11 回京橋会油絵展に《人形》を出品。 
第 19 回なにわ会展（大阪・梅田画廊）に《婦人》を出品。 
 
1971（昭和 46） 68 歳 
2 月、第 4 回貳號展（2/17-27  大阪・梅田画廊ほか）に《人形》を出品。 
日本洋画商展 1971 年展（2/26-3/2 銀座・日生会館）に出品する。 
3 月、前年に完成した挿絵が掲載された『聖書』が日本聖書協会より発行される。 
第 1 回三月会展（3/10-24  銀座・日動画廊）に《西洋娘》を出品。 
第 18 回サンシュマン展（3/16-21  日本橋・髙島屋、3/30-4/4  大阪・髙島屋）に《婦人像》
を出品。 
ためながパリ開設展に《Costume  de pierrot》を出品。 
31 日付で東京藝術大学教授を退官。4 月 15 日付で同名誉教授となる。 
4 月、『小磯良平画集 1923-1970』（求龍堂）を刊行。 
画業 50 年 小磯良平展（4/6-11 日本橋・髙島屋、4/29-5/23 兵庫県立近代美術館）が退官
を記念して開催され、自選した美校時代からの代表作 147 点（ほか追加出品）を陳列。 
小磯良平新作展（4/6-4/11 日本橋・髙島屋）に出品。 
第 20 回五都展（4/27 開札  東京美術倶楽部ほか巡回）に《婦人像》を出品。 
5 月、第 24 回関西新制作展（5/23-29  大阪市立美術館）に《座像》を出品。 
7 月、第 8 回太陽展（7/1-15  銀座・日動画廊）に《人形たち》を出品。 
9 月、第 35 回新制作展（9/22-10/10  東京都美術館ほか巡回）に《西洋人形》を出品。 
小磯良平・脇田和退官記念  素描・版画展（9/24-10/2 東京藝術大学陳列館・正木記念館）
に木炭画、水彩画、パステル画などの小品 28 点を陳列。 
12 月、第 20 回記念なにわ会展（12/3-10  大阪・梅田画廊）に《人形》を出品。 
 
1972（昭和 47） 69 歳 
1 月、小磯良平聖画展（1/15-21   大阪・梅田画廊三番街店、2/11-16  新宿・京王梅田画
廊）に原画 32 点と各エスキ−スを陳列。 
3 月、アトリエ改造を機に住まいのみ東灘区住吉町丸山（現・住吉山手 4-6-32）の御影グラ
ンドハイツに移す。 
第 2 回三月会展（3/10-22  銀座・日動画廊）に《赤い縞のコスチューム》を出品。 
4 月、世界の巨匠が描く裸婦名品展（4/6-18 池袋・東武）に出品。 
第 21 回五都展（4/27 開札  東京美術倶楽部ほか巡回）に《婦人像》を出品。 
5 月、第 25 回関西新制作展（大阪市立美術館）に《人形》を出品。 
第 7 回京翠会展（5/26-6/7 新宿・京王梅田画廊）に出品。 
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6 月、油画卒業制作の歴史展（6/5-30  東京藝術大学資料館）に《彼の休息》を出品。 
第 9 回太陽展（6/21-7/10  銀座・日動画廊）に《人形》を出品。 
7 月、光のプレゼント推進運動第 8 回現代有名洋画家珠玉の作品展（7/3-9  新宿・伊勢丹）
に《西洋人形》を出品。 
8 月、第 4 回潮音会展（8/26-9/10  銀座・フジヰ画廊ニューギャラリー、9/12-20 大阪・フ
ジヰ画廊）に出品。 
9 月、第 36 回新制作展（9/22-10/10  東京都美術館ほか巡回）に《室内 A》《室内 B》を出
品。 
10 月、画家の歩み展（10/17-29  東京セントラル美術館）に出品。 
東京藝術大学所蔵の作品展覧会（-10/13  東京藝術大学）に「昭和・現代」の分野で出品。 
11 月、第 11 回霜月会展（京橋画廊）に《プッペー》を出品。 
 
1973（昭和 48） 70 歳 
1 月、福富太郎コレクション 日本の美人画展（1/23-28  新宿・伊勢丹）に出品。 
2 月、現代大家洋画展（2/20-2/25 日本橋・三越）に出品。 
3 月、第 3 回三月会展（3/5-17  銀座・日動画廊）に推薦者として《婦人像》を出品。 
第 20 回サンシュマン展（3/27-4/1 日本橋・髙島屋、4/10-15  大阪・髙島屋）に《西洋人
形》を出品。 
5 月、第 26 回関西新制作展（大阪市立美術館）に《西洋人形》を出品。 
16 日付で愛知県立芸術大学の客員教授となる。 
神戸文化ホールの大ホール用緞帳《舞台の上の出演者》をデザインする（9 月完成、10 月
落成）。 
迎賓館  赤坂離宮の壁画の依頼を受け、伊藤継郎、小松益喜らをモデルにした《絵画》《音
楽》の制作に着手。 
6 月、描かれた女展（6/1-17   銀座・日動画廊、6/20-28  大阪・日動画廊、7/1-10 名古屋・
日動画廊）に《婦人像》を出品。 
画廊新設 3 周年記念展（6/4-16 大阪・ギャラリーなかつみ）に出品。 
7 月、第 10 回太陽展（7/1-15  銀座・日動画廊、日動サロン）に《赤ずきん》を出品。 
9 月、第 37 回新制作展（9/22-10/10  東京都美術館ほか巡回）に《合奏》を出品。 
開業記念展第 1 回玄輝会（9/25-10/5 銀座・内山画廊）に出品。 
10 月、小磯良平作品展（神戸・大丸）に迎賓館壁画習作と油彩・エッチングを出品。 
美鳩会展（10/26-31  新宿・京王）に小林和作ほかとともに出品。 
11 月、勲三等旭日中綬章を受ける。 
神戸市文化賞を受ける。 
 
1974（昭和 49） 71 歳 
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2 月、東京藝術大学出身者による 上野の森 85 年の歩み展  洋画の部（2/19-3/3 東京セン
トラル美術館）に《マネキン》《西洋人形》を出品。 
3 月、第 4 回人物デッサン展  彫刻家と画家の対話（3/1-9  大阪・現代彫刻センター、3/15-25 
東京・現代彫刻センター）に人物デッサンを出品。 
新制作会員油絵展〈京阪神〉（3/11-19 大阪・梅田画廊）に《赤い帽子とバイオリンと西洋
人形》を出品。 
迎賓館の壁画完成。迎賓館赤坂離宮壁画完成記念  小磯良平展（3/23-27 新宿・京王）に《絵
画》と《音楽》を下絵とともに公開。 
舞妓の美 日本の抒情と造形（3/23-4/29 渋谷・山種美術館）に《舞妓》を出品。 
5 月、現代洋画大家展（5/15-28  渋谷・西武）に林武、糸園和三郎、脇田和、福井良之助
ほかとともに出品。 
第 27 回関西新制作展（大阪市立美術館）に《婦人像》を出品。 
6 月、迎賓館赤坂離宮壁画完成記念小磯良平展（6/12-26  大阪・梅田近代美術館、6/29-7/4   
名古屋・丸栄）に赤坂離宮壁画下絵 45 点および 3 年前の画業 50 年記念展以降の、新制作
展出品作や未発表作を含む近作新作約 30 点を出品。 
9 月、第 38 回新制作展（9/22-10/10  東京都美術館ほか巡回）に《ギターを弾く男》を出
品。 
 
1975（昭和 50） 72 歳  
宝塚大劇場の緞帳《騎士の門出》をデザインする（翌年 1 月劇場吊り込み）。 小磯が「’
75 新春  読者が選ぶこの一点  私が推す日本画洋画十人の作家」の 洋画部門 2 位に選ばれ
る。また、迎賓館壁画が 1974 年度の絵画（日本画、洋 画）の優秀作品“この一点”の 8
位に選ばれる。（新美術新聞読者アンケート） 
2 月、上野の森の指導者たち展（2/18-3/9 東京セントラル美術館）に出品。  
花展（2/24-3/2  大阪画廊）に北川民次、中川一政らとともに出品。 
3 月、第 5 回兵庫県美術祭 県下在住作家による郷土美術総合展（3/1-23  兵庫県立近代美
術館）に《室内》を出品。 
第 5 回人物デッサン展  彫刻家と画家の対話（3/14-24  東京・現代彫刻センター） に出品。 
4 月、移転新設オープン記念展（4/9-25 名古屋・伏見画廊）に出品。 
5 月、第 28 回関西新制作展（大阪市立美術館）に《人形》を出品。 
7 月、第 9 回ロード会展（7/20-27   神戸・トアロード画廊）に赤堀尚、加賀美勣らととも
に出品。 
9 月、第 39 回新制作展（9/23-10/10  東京都美術館ほか巡回）に《室内 A》《室内 B》を出
品。 
 
1976（昭和 51） 73 歳 
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1 月、新春大家油絵新作展（1/19-25 銀座・サヱグサ画廊）に出品。 
3 月、第 6 回人物デッサン展 彫刻家と画家の対話（3/5-13 大阪・現代彫刻センター、3/18-31 
東京・現代彫刻センター）に出品。 
第 23 回サンシュマン展（3/25-30  日本橋・髙島屋、4/8-13 大阪・髙島屋）に《室内》を
出品。 
5 月、第 25 回五都展（5/27 開札  東京美術倶楽部ほか巡回）に《婦人像》を出品。 
第 29 回関西新制作展（大阪市立美術館）に《ヨーロッパの少女》を出品。 
6 月、上杜会 50 周年展（6/1-9  銀座・日動サロン、7/1-10  大阪・日動画廊）に《裸婦》
《婦人像》を出品。 
第 13 回太陽展（6/25-7/9  銀座・日動画廊、日動サロン）に《人形》を出品。 
9 月、第 40 回新制作展（9/21-10/8  東京都美術館ほか巡回）に《朝のひととき》を出品。 
第 15 回国際形象展（9/28-10/6 日本橋・三越、10/26-31  大阪・三越）に《裸婦》を出品。 
12 月、第 8 回潮 音 会 展（12/10-25  銀 座・フジヰ画 廊ニューギャラリー、翌年 1/5-12 
大阪・フジヰ画廊）に《画室》を出品。 
 
1977（昭和 52） 74 歳 
3 月、東京国立近代美術館において公開を予定されていた小磯ら 154 点の戦争記録画の展覧
会が中止になる。 
第 7 回人物デッサン展  彫刻家と画家の対話（3/11-19  大阪・現代彫刻センター、4/22-30 
東京・現代彫刻センター）に出品。 
4 月、内山画廊開設 3 周年記念展槐会（4/18-30 銀座・内山画廊）に出品。 
5 月、第 30 回関西新制作展（5/17-22  大阪市立美術館）に《婦人像》を出品。 
6 月、美しき日本絵画展（6/3-8  渋谷・東急、6/15-19  福岡・小倉玉屋、6/23-28 神戸・
大丸、7/21-8/7  高岡市美術館）に《伊勢神宮》を出品。 
第 3 回新制作 10 人展（6/6-18  銀座・ギャラリーミキモト）に出品。 
第 14 回太陽展（6/25-7/8  銀座・日動画廊、日動サロン）に《婦人像》を出品。 
7 月、上杜会昭和 52 年度展（7/25-8/3  銀座・日動サロン）に《婦人像》を出品。 
8 月、小磯良平・斎藤カオル銅版画展（8/17-27  大阪・都画廊）に《裸婦》《白川女》《ピ
アノを弾く女性》など 15 点を出品。 
9 月、第 16 回国際形象展（9/13-25 日本橋・三越、10/18-23  大阪・三越）に《人形たち》
を出品。 
内外巨匠大家による有名コレクション展（9/20-30  大阪・梅田画廊）に出品。 
第 41 回新制作展（9/21-10/8  東京都美術館ほか巡回）に《集い》を出品。 
11 月、小磯良平展（11/1-9  京都・朝日画廊）に、油彩 16 点、素描 4 点を陳列。 
新館落成記念特別展  小磯良平展（11/27-12/20  西宮市大谷記念美術館）に油彩 97 点、水
彩 4 点、デッサン 7 点、パステル 2 点を陳列。 
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12 月、蚤の市的大版画展（12/6-11  銀座・兜屋画廊）に《婦人像》を出品。 
第 6 回現代洋画秀作展（12/10-18   大阪・梅田近代美術館）に《肘をかける女》を出品。 
 
1978（昭和 53） 75 歳 
1 月、第 3 回松柏会展（1/6-14  銀座・日動画廊）に出品。 
第 6 回旭光展（1/7-21  名古屋・日動画廊）に出品。 
20 日付で国立国際美術館の評議員になる。 
2 月、小磯良平版画展（2/6-10 東京・丸善画廊）に出品。 
4 月、第 4 回水彩・デッサン新作展（4/22-28 名古屋画廊）に《婦人像》を出品。 
5 月、小磯良平展（5/5-17   渋谷・東急）に初期からの代表作 88 点を陳列。この展覧会の
折、竹中郁や進藤蕃との雑談の中で藤島武二の話題があがり、藤島が埋葬されている青山
墓地に参る。 
人気版画 5 人展（5/8-18  神田・グラビュールきく）に《裸婦》を出品。 
第 31 回関西新制作展（5/16-21  大阪市立美術館）に《婦人像》を出品。 
6 月、新制作 10 人展（6/11-20  銀座・ギャラリーミキモト）に《婦人像》を出品。 
第 15 回太陽展（6/24-7/2  銀座・日動画廊、日動サロン）に出品。 
7 月、上杜会昭和 53 年度展（7/9-26  銀座・日動サロン）に《横むきの婦人》を出品。 
9 月、第 42 回新制作展（9/27-10/12  東京都美術館ほか巡回）に《描く婦人》を出品。 
11 月、美は心のかけはし絵画展（11/7-12 日本橋・三越）に出品。 
第 7 回現代洋画秀作展（11/21-12/3 大阪・梅田近代美術館）に《婦人像》を出品。 
12 月、彌生画廊開廊 30 周年記念展（12/1-9 銀座・彌生画廊）に出品。 
第 2 回蚤の市的大版画展（12/19-24  銀座・兜屋画廊）に出品。 
 
1979（昭和 54） 76 歳 
1 月、第 4 回松柏展（1/6-16  銀座・日動画廊）に《婦人像》を出品。 
第 7 回旭光展（1/6-20  名古屋・日動画廊）に出品。 
2 月、第 18 回小磯良平名作展（2/14-3/2 岡山県総合文化センター）に出品。 
3 月、第 7 回兵庫県美術祭   県下在住作家による郷土美術総合展（3/3-31  兵庫県立近代
美術館）に《婦人像》を出品。 
第 9 回人物デッサン展  彫刻家と画家の対話（3/15-24  東京・現代彫刻センター、3/17-31 
大阪・現代彫刻センター）に出品。 
第 26 回サンシュマン展（3/21-27  日本橋・髙島屋、3/29-4/3 大阪・髙島屋）に《スカー
フの婦人》を出品。 
4 月、開設 1 周年記念小磯良平リトグラフ展（4/1-15  大阪・ギャラリー新居ホテルプラザ
版画コーナー）に《中世の騎士》《舞妓Ⅰ》《舞妓Ⅱ》《若い女》《人形》《婦人 2 人》《婦人
座像》《帽子をかぶった女》を出品。 
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第 3 回槐会（4/2-14  銀座・内山画廊）に出品。 
5 月、第 32 回関西新制作展（5/15-20  大阪市立美術館）に《婦人像》を出品。 
第 28 回五都展（5/27 開札  東京美術倶楽部ほか巡回）に《婦人像》を出品。 
6 月、新制作 10 人展（6/13-24  銀座・ギャラリーミキモト）に出品。 
7 月、上杜会昭和 54 年度展（7/22-29 銀座・日動サロン）に《婦人座像》を出品。 
小磯良平素描作品展（7/25-8/31  大阪・梅田近代美術館、9/3-18  名古屋・梅田画廊、9/21-26 
銀座・松屋、9/28-10/3  仙台・藤崎）に《裸婦のクロッキー》 
《竹中郁氏像》《『音楽』と『絵画』の下絵》《男と女》《エッフェル塔遠望》《椅子に掛ける
女》《婦人像》など 159 点を陳列。 
9 月、新制作 8 人展（9/17-28  大阪・ギャラリーファイン・アート）に出品。 
佐久市立近代美術館（仮称）建設資金援助のための’79 現代作家 500 人展（9/18-30 東京
セントラル美術館）に《ネッカチーフの女》を出品。 
現代洋画家デッサン・シリーズ第 1 回展として、小磯良平展（9/21-26  銀座・松屋、9/28-10/3  
仙台・藤崎、10/10-15  福岡・岩田屋、10/25-29  宇都宮・上野）が開催。1929 年から近
作まで、婦人像、風景、静物などのデッサン 55 点と本画 1 点《朝のひととき》を陳列。 
第 43 回新制作展（9/27-10/12   東京都美術館ほか巡回）に《赤い服の女（帽子と女）》を
出品。 
10 月、秋の大絵画展（10/10-15  福岡・岩田屋）に油彩 5 点、パステル 1 点、版画 11 点を
出品。 
10 月 19 日、昭和 54 年度文化功労者に決定。 
11 月、小磯良平素描展（11/21-12/10  神戸風見鶏の館）に油彩 2 点と水彩・パステルなど
の素描 15 点を陳列。 
12 月、美は心のかけ橋チャリティ絵画展（12/18-24 日本橋・三越）に出品。 
 
1980（昭和 55） 77 歳 
1 月、第 5 回松柏会展（1/7-17  銀座・日動画廊）に出品。 
第 8 回旭光展（1/8-19  名古屋・日動画廊）に出品。 
小磯良平展（1/8-2/11 山梨県立美術館、2/14-3/2 岡山県総合文化センタ−、3/5-23 愛媛県
立美術館、4/12-5/5 広島県立美術館）に油彩 50 点、パステル・水彩・デッサン約 50 点、
版画約 30 点、計 135 点を出品。 
小磯良平版画展（1/16-27  芦屋ギャラリーリべルテ）。 
3 月 13 日、竹中郁が『ポルカマズルカ』（潮流社）で読売文学賞を受け、また井上靖が『井
上靖全詩集』（新潮社）を出版したことを記念し、小磯が祝賀会を発起。大阪プラザホテル
にておふたりを祝う会が開催される。 
第 27 回サンシュマン展（3/20-25  日本橋・髙島屋、4/3-8   大阪・髙島屋）に《婦人像》
を出品。 
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第 2 回日本秀作美術展（3/20-4/1  日本橋・髙島屋、4/3-8  大 阪・髙島屋、4/10-22 京都・
髙島屋、4/24-29  横浜・髙島屋）に《赤い服の女》を出品。 
4 月、新制作絵画展（4/3-15  銀座・松坂屋）に《婦人》を出品。 
第 4 回槐会（4/14-24 銀座・内山画廊）に出品。 
5 月、第 33 回関西新制作展に《赤いマント》を出品。 
大家新作展（5/12-17  銀座・サヱグサ画廊）に出品。 
フォルム画廊 30 周年記念フォルムフェスティバル（5/15-20  東京・大丸）に出品。 
6 月、第 6 回水彩・デッサン新作展（6/9-16 名古屋画廊）に出品。 
新制作 10 人展（6/12-24  銀座・ギャラリーミキモト）に出品。 
7 月、上杜会昭和 55 年度展（7/19-25 銀座・日動サロン）に《婦人像》を出品。 
小磯良平版画コレクション展（7/20-29 福山ギャラリー翌檜）に出品。 
9 月、青年時代からの小磯の友人であり、その作品収集家であった武田長兵衞が死去。 
第 19 回国際形象展（9/9-21 日本橋・三越、10/14-19  大阪・三越）に《婦人像》を出品。 
日本洋画にみる 回想の裸婦  現代のヌード（9/11-23  銀座・松坂屋、10/1-7  名古屋・松
坂屋、10/9-14  大阪・松坂屋）に《二人裸婦》を出品。 
第 44 回新制作展（9/26-10/12   東京都美術館ほか巡回）に《リュートを持つ婦人》を出品。 
10 月、現代日本洋画展  戦前から戦後へ（10/4-11/3 群馬県立近代美術館）に《踊り子群
像》《麦刈り》を出品。 
特別展  関西洋画の名作（10/18-11/9  鳥取県立博物館）に《踊りの前》《ギターを弾く男》
《朝のひととき》を出品。 
笠間日動美術館に 1971 年制作の『口語聖書』の挿絵原画 32 点と素描を寄贈、小磯良平聖
画展（10/28-11/16  笠間日動美術館）が開催される。 
11 月、日本の洋画  戦後 20 年の足跡（11/1-26  京都市美術館）に《二人の少女》《母子家
族》を出品。 
12 月、第 12 回潮音会展（12/11-25  銀座・フジヰ画廊ニューギャラリー）に《婦人像》を
出品。 
 
1981（昭和 56） 78 歳 
1 月、第 6 回松柏会展（1/6-16  銀座・日動画廊）に出品。 
2 月、素描展（2/26-3/14  東京・現代彫刻センター）に出品。 
3 月、パステル 水彩 デッサン展（3/9-20  大阪・ギャラリー新居）に出品。 
第 3 回日本秀作美術展（3/12-24  日本橋・髙島屋、4/2-7   横浜・髙島屋、4/9-14 難波・
髙島屋、4/16-27  四条・髙島屋）に《リュートを持つ婦人》を出品。 
第 28 回サンシュマン展（3/19-24  日本橋・髙島屋、3/26-31  大阪・髙島屋）に《プロフ
ィール（婦人像）》を出品。 
宝塚大劇場の緞帳掛けかえのため、新たに《集い》をデザインする（5 月劇場吊り込み）。 
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4 月、第 5 回槐会（4/6-18  銀座・内山画廊）に出品。 
5 月、さゑぐさ会新作油絵展（5/18-23 銀座・サヱグサ画廊）に出品。 
第 30 回五都展（5/27 開札  東京美術倶楽部ほか巡回）に《婦人像》を出品。 
6 月、第 34 回関西新制作展（6/2-7 大阪市立美術館）に《婦人立像》（パステル）を出品。 
第 7 回水彩・デッサン新作展（6/11-18 名古屋画廊）に《婦人像》を出品。 
新制作 10 人展（6/11-23  銀座・ギャラリーミキモト）に出品。 
7 月半ば、胃の手術をしてしばらく入院生活を送る。 
小磯良平展  素描の魅力（7/4-26  西宮市大谷記念美術館、8/2-9/15  富士美術館、9/19-24 
名古屋・丸栄、10/1-6  町田・東急、10/15-20  京都・大丸、10/29-11/3 札幌・東急、11/28-12/20  
香川県文化会館、翌年 1/14-19 高知・ 
大丸）に代表的な油彩 41 点、水彩・素描など 65 点、計 106 点を陳列。 
上杜会昭和 56 年度展（7/18-24  銀座・日動サロン）に出品。 
8 月 1 日、国立国際美術館で開催された佐藤忠良展を訪れる。 
武田長兵衞の遺志により、戦前の作品 19 点が兵庫県立近代美術館に寄贈される。同館名品
展で公開（8/15-9/15）。同作品を含む 22 点により兵庫県立近代美術館移動美術館  小磯良
平展を県内 6 か所で開催（9/23-11/8）。 
小磯良平展（8/20-9/15   神戸・画廊ポルティコ）に油彩、パステル、デッサン 57 点を陳
列。 
9 月、小磯良平素描展（9/3-8 神戸・大丸）に出品。 
第 45 回新制作展（9/20-10/6  東京都美術館ほか巡回）に《西洋婦人》を出品。 
12 月、第 30 回記念なにわ会展（12/8-19   大阪・梅田近代美術館）に《婦人像》を出品。 
第 13 回潮音会展（12/15-28  銀座・フジヰ画廊ニューギャラリー）に《婦人と西洋人形》
を出品。 
この年、全国美術系大学の版画担当の教官・助手の協議会である大学版画研究会が、大学
における版画教育に多大に貢献したとして、小磯を名誉会員に挙げる。 
この頃より妻・貞江の体調不良が続く。 
 
1982（昭和 57） 79 歳 
1 月、第 7 回松柏会展（1/6-18  銀座・日動画廊）に出品。 
2 月、素描の源展（2/5-25  大阪・現代彫刻センター、3/11-27 東京・現代彫刻センター）
に出品。 
創業 55 周年記念 日動画廊と洋画の流れ展（2/16-28 銀座・日動画廊、3/2-10 名古屋・日
動画廊）に《婦人像》を出品。 
3 月 7 日、親友・竹中郁が神戸市立中央市民病院で死去（享年 77）。 
4 月、名古屋画廊開廊記念展（4/8-22 名古屋画廊）に《婦人像》を出品。 
5 月、第 35 回関西新制作展（5/25-30  大阪市立美術館）に《西洋婦人》（パステル）を出
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品。 
第 31 回五都展（5/27 開札  東京美術倶楽部ほか巡回）に《西洋美人像》を出品。 
6 月、第 19 回太陽展（6/3-15  銀座・日動画廊、日動サロン）に《婦人像》を出品。 
さゑぐさ会新作油絵展（6/28-7/3 銀座・サヱグサ画廊）に出品。 
7 月、上杜会昭和 57 年度展（7/17-23 銀座・日動サロン）に《婦人像》を出品。 
小磯良平を囲む作家展（7/24-31  大阪・梅田近代美術館）に《黒いスカーフ》《西洋婦人》
ほかデッサン 2 点を出品。 
9 月、開設記念小磯良平版画展（9/4-18 大阪・ギャラリー新居）に出品。 
第 21 回国際形象展（9/7-19  日本橋・三越、9/28-10/3  大阪・三越）に《座像》を出品。 
第 46 回新制作展（9/21-10/6  東京都美術館ほか巡回）に《西洋婦人》を出品。 
10 月、小磯良平とゆかりの作家展（10/1-6  神戸・そごう）開催、油彩を中心にデッサン
等 54 点を陳列。 
銅版画秀作展（10/1-9  新宿・池田美術）に出品。 
11 月、特別展  近代日本の自画像  自己を見つめる 81 人（11/3-28  京都市美術館）に《自
画像》を出品。 
開館 15 周年記念  日本の洋画展  戦後 30 年の展望（11/13-12/5   広島県立美術館）に《麦
刈り》《リュートを持つ婦人》を出品。 
12 月、昭和 57 年度の日本藝術院会員となる。 
楽しい版画の世界展（12/10-26   大阪・ギャラリー新居）に《オレンジ服の人形》を出品。 
第 14 回潮音会展（12/15-27  銀座・フジヰ画廊アートサロン）に《帽子の女》を出品。 
 
1983（昭和 58） 80 歳 
1 月、第 8 回松柏会展（1/6-20   銀座・日動画廊）に《婦人像（西洋婦人像）》を出品。 
明治・大正・昭和伝統木版画展（1/31-2/19  神田・画廊きく）に出品。 
2 月、小磯良平展（2/1-20  神戸市立博物館ギャラリー）に出品。 
第 21 回名作展  描かれた女性美（2/2-20   岡山県総合文化センター）に《裁縫女》《スペ
インの女》《踊りの前》を出品。 
小磯良平版画作品展   エッチング・リトグラフ 100 選（2/21-3/5  大阪・梅田近代美術館）
にエッチング、リトグラフ 100 点余りを陳列。作品展の最終日である 3 月 5 日には 3 月 7
日の竹中郁一周忌に先立ち、しのぶ会が梅田近代美術館で開かれる。 
特別展  戦後日本の洋画（2/26-3/24  浜松市美術館）に《ギターを弾く男》を出品。 
3 月、画業 60 年  小磯良平のすべて（3/17-29  日本橋・髙島屋、4/9-5/8  兵庫県立近代美
術館、5/14-6/12  尾道市立美術館、6/16-7/17  北九州市立美術館）が開催され、美校時代
からの代表作 162 点を陳列。 
3 月 18 日、日本橋の髙島屋で展覧会の開催を記念したレセプションに出席。東山魁夷、谷
川徹三をはじめ、画家や東京藝大の教授をしていた頃の教え子など約 200 人が出席。 
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腰と膝の痛み、体調不良を訴える。 
第 30 回サンシュマン展（3/24-29  日本橋・髙島屋、3/30-4/5  大阪・髙島屋）に《婦人横
顔》を出品。 
5 月、第 36 回関西新制作展（5/24-29   大阪市立美術館）に《婦人像》（コンテ）を出品。 
第 32 回五都展（5/27 開札  東京美術倶楽部ほか巡回）に《婦人像》を出品。 
さゑぐさ会新作油絵展（5/30-6/4 銀座・サヱグサ画廊）に出品。 
7 月、第 9 回水彩・デッサン新作展（7/13-23 名古屋画廊）に《婦人像》を出品。 
上杜会昭和 58 年度展（7/16-22  銀座・日動サロン）に《プロフィール》を出品。 
8 月、第 22 回国際形象展（8/30-9/11 日本橋・三越、9/27-10/2 大阪・三越）に《婦人像》
を出品。 
9 月、伊藤廉先生を偲ぶ会展（9/20-10/1 名古屋・日動画廊、10/27-11/3 銀座・日動サロン）
に出品する。 
第 47 回新制作展（9/21-10/6  東京都美術館ほか巡回）に《舞台衣装》を出品。 
日本美術交流会による洋画 1 世紀展（9/29-10/4  上野・松坂屋）に出品。 
10 月、神戸新聞創刊 85 周年記念  小磯良平展（10/15-11/20   姫路市立美術 
館）に油彩 76 点、水彩・パステル・素描など 36 点、版画 6 点を出品。 
妻・貞江が胃の手術を受ける。 
11 月、文化勲章受章。 
銀杏の会展（11/7-19  大阪・ギャラリー新居）に出品。 
12 月、第 32 回なにわ会展（12/6-17  大阪・梅田近代美術館）に《婦人像》を出品。 
9 日、妻・貞江没。日本基督教団神戸教会で葬儀を行う。喪主をつとめる。 
21 日、神戸市名誉市民の称号を贈られる。 
 
1984（昭和 59） 81 歳 
1 月、『木』（梅田画廊）の小磯良平文化勲章受章記念特集号が発刊。司馬遼太郎らが寄稿す
る。 
2 月、楽しい木版画展（2/9-18 大阪・八番館画廊）に出品。 
第 4 回素描展（2/22-3/9 東京・現代彫刻センター）に出品。 
3 月、文化勲章受章記念  小磯良平展  その色彩とデッサン（3/29-4/3  大阪・阪神）が開
催され、油彩、パステル、水彩、素描 55 点のほか、『薬用植物画譜』の原画 49 点が初めて
出品される。 
5 月、’84  版画コレクション展（5/20-30   大阪・ギャラリーホワイトアベニュー）に出
品。 
第 37 回関西新制作展（5/22-27  大阪市立美術館）に《コスチューム》を出品。 
第 33 回五都展（5/27 開札  東京美術倶楽部ほか巡回）に《外国婦人像》を出品。 
さゑぐさ会新作油絵展（5/28-6/2 銀座・サヱグサ画廊）に出品。 
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夢二と女ごころを描く名作版画展（5/28-6/5  神田・画廊きく、6/8-24   銀座・第一ホテ
ル）に出品。 
6 月、第 21 回太陽展（6/1-14  銀座・日動画廊、日動サロン）に《婦人像》を出品。 
第 10 回新制作 10 人展（6/1-17  銀座・ギャラリーミキモト）に出品。 
小磯良平の本に関する仕事を集成した『小磯良平ブックワーク』（形象社）が刊行される。 
兵庫県立近代美術館で開催された金山平三展の初日に訪れる。その折の小磯は、健康を害
している様子であったという。 
7 月、上杜会昭和 59 年度展（7/11-17 銀座・日動サロン）に出品。 
8 月、小磯良平ブックワーク刊行記念小磯良平「晩秋」挿絵原画展（8/21-31 大阪・梅田近
代美術館）にて、『週刊朝日』連載、丹羽文雄「晩秋」の挿絵原画 130 点が陳列される。 
9 月、第 23 回国際形象展（9/4-16  日本橋・三越、10/9-14  大阪・三越）に《婦人像》を
出品。 
第 48 回新制作展（9/27-10/13   東京都美術館ほか巡回）に《アトリエにて》を出品。 
10 月、開館 1 周年記念特別展  近代日本洋画の 200 年（10/4-11/25  東京富士美術館）に
《ギターを弾く男》を出品。 
 
1985（昭和 60） 82 歳 
1 月、’85 兵庫の美術家（1/19-2/11 兵庫県立近代美術館）に《西洋婦人図》を出品。 
3 月、第 60 回一流美術家と名士の作品即売展（3/8-11 銀座・松屋）に出品。 
第 2 回恒春会（3/21-26 日本橋・髙島屋、4/4-9  岐阜・髙島屋）に出品。 
tac 創立 10 周年記念展（3/30-4/11 銀座・東邦アート）に出品。 
4 月、 兵 庫 県 公 館（迎 賓 館）竣 工 記 念 に タ ペ ストリー《KOBE, THE 
AMERICAN HARBOUR》の原画制作と制作監修を行う（4 月完成）。 
関西三都が生んだ八巨匠展（4/9-27  大阪・梅田近代美術館）に《娘達》《外国婦人》《黒衣
の婦人》《パンとブドー酒》《黒い衿の女》《赤い服の女》を出品。 
5 月、第 38 回関西新制作展（5/14-19  大阪市立美術館）に《立像》を出品。さゑぐさ会新
作油絵展（5/27-6/1 銀座・サヱグサ画廊）に出品。 
第 34 回五都展（5/27 開札  東京美術倶楽部ほか巡回）に《婦人像》を出品。 
7 月、上杜会昭和 60 年度展（7/24-31 銀座・日動画廊）に出品。 
8 月、都市と美術  大阪・神戸のモダニズム 1920-1940（8/31-9/29 兵庫県立近代美術館）
に《T 嬢の像》《裁縫女》《斉唱》などを出品。 
9 月、第 49 回新制作展（9/27-10/13  東京都美術館ほか巡回）に《腰かける二人》を出品。 
10 月、小磯良平展（10/12-16  大阪・京阪）に出品。 
洋画壇の巨匠が描く国立公園名画展（10/26-11/24  尼崎市総合文化センター）に《伊勢神
宮》を出品。 
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1986（昭和 61） 83 歳 
1 月、第 11 回松柏会展（1/6-20  銀座・日動画廊）に出品。 
小磯良平展（1/24-2/4 銀座・松屋、2/13-18  神戸・大丸、2/27-3/11  大分・トキハ）に油
彩 100 点、素描 25 点を出品。 
2 月、現代に生きるヴィーナス展 日本の裸婦像  小磯良平から絹谷幸二まで（2/21-3/18 大
阪・ナビオ美術館、5/30-6/18 渋谷・東急）に《受難》を出品。 
4 月、小磯良平展（4/5-6/15 兵庫県立近代美術館新館）。 
5 月、さゑぐさ会展（5/26-31  銀座・サヱグサ画廊）に出品。 
第 39 回関西新制作展（5/27-6/1 大阪市立美術館）に《顔》を出品。 
第 1 回現美展（5/27 開札  東京美術倶楽部、大阪美術倶楽部、京都美術倶楽部、名古屋美
術倶楽部、金沢美術倶楽部［以後同様の巡回先となる］）に《二人の娘》を出品。 
7 月、小磯良平展（7/3-20  長崎県立美術博物館、7/24-8/6 盛岡・川徳）に出品。 
上杜会昭和 61 年度展（7/24-31  銀座・日動画廊）に《二人》を出品。 
8 月、第 25 回国際形象展（8/26-9/7 日本橋・三越、10/7-12  大阪・三越）に《雨上がり》
を出品。 
9 月、第 50 回新制作展（9/18-10/3  東京都美術館ほか巡回）に《御影の風景》を出品。 
10 月、小磯良平展（10/1-27  三原リージョンプラザ、11/2-30 加古川総合文化センター）
に油彩 66 点、素描 30 点、版画 10 点を出品。 
アジア国際キリスト教美術展（京都・大丸）に《幼児イエスとヨハネ》（ステンドグラス原
画、1959 年作）を出品。 
特別展 日本近代洋画の歩み  描かれた人間像（10/7-11/3 鳥取県立美術館）に《スペイン
の女》《斉唱》を出品。 
15 日、東京美術学校で同期だった荻須高徳が死去。 
特別展  笠間日動美術館所蔵  近代日本洋画にみる巨匠のパレットと作品（10/24-11/24 倉
吉博物館）にパレットと《人形たち》を出品。 
11 月、第 9 回銀杏の会展（11/4-15  大阪・ギャラリー新居）に出品。 
14 日の夜に、小磯らの呼びかけで「荻須画伯をしのぶ会」が東京都内のホテルで行われる。 
谷崎潤一郎の生誕 100 周年記念の文学碑をデザインする（谷崎ゆかりの神戸市・甲南小学
校に設置）。 
この年、東京・パレスホテルにて催された新制作 50 年記念祝賀会に二女・邦子の付添いで
出席。 
この時期、小磯は人との会話を厭うようになる。 
 
1987（昭和 62） 84 歳 
1 月、小磯良平展（1/15-2/15 兵庫県立近代美術館、3/13-4/12 呉市立美術館、4/18-5/17 群
馬県立近代美術館、5/22-6/28  宮城県美術館、7/11-8/30 東京都庭園美術館）に油彩画 99
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点、水彩・パステル・素描など 164 点を陳列。東京都庭園美術館においてのみ、戦争記録
画《娘子関を征く》が特別陳列される。 
5 月、第 9 回日本秀作美術展（5/21-6/2 日本橋・髙島屋、6/11-16  大阪・髙島屋、7/12-30 
石川県立美術館、8/5-30  熊本県立美術館、9/5-21 仙台市民ギャラリー）に《御影の風景》
を出品。 
さゑぐさ会新作油絵展（5/25-30 銀座・サヱグサ画廊）に出品。 
第 2 回現美展（5/27 開札 東京美術倶楽部ほか巡回）に《婦人像》を出品。 
6 月、小磯良平さし絵原画と版画展（6/3-7/26 姫路市立美術館）に出品。 
7 月、上杜会昭和 62 年度展（7/14-21 銀座・日動サロン）に《I 嬢》を出品。 
10 月、牛島憲之・荻須高徳・小磯良平展（10/6-11 日本橋・三越）に出品。 
東京藝術大学創立 100 周年記念展（10/13-25  日本橋・三越）に《自画像》を出品。 
新学制から今日まで  歴代教官の美の精華  東京藝術大学 100 周年記念展（10/22-11/3 上
野・松坂屋）に出品。 
11 月、開館記念  関西ゆかりの 8 巨匠展（11/3-12/6 伊丹市立美術館）に《T 嬢の像》《斉
唱》など 10 点を出品。 
 
1988（昭和 63） 85 歳 
1 月、’88 美への招待（1/9-2/14 西宮市大谷記念美術館）に出品。 
3 月、昭和前期洋画の歩み展（3/19-4/17 姫路市立美術館）に《和服の婦人像》《麦刈り》
を出品。 
4 月、宇部市 UKB 美術サロン開設記念  小磯良平展（4/3-5/8   山口・UKB 美術サロン）
に出品。 
兵庫県立近代美術館に小磯良平・金山平三記念館が竣工、8 月より小磯良平記念室として作
品 20 余点を常時陳列。 
名古屋市美術館開館記念  20 世紀絵画の展開展（4/23-6/19  名古屋市美術館）に《肖像》
を出品。 
5 月、兵庫高校創立 80 周年記念武陽会美術展（神戸・大丸）に《T 嬢の像》《踊り子》《斉
唱》を出品。 
さゑぐさ会新作油絵展（5/23-28 銀座・サヱグサ画廊）に出品。 
第 3 回現美展（5/27 開札 東京美術倶楽部ほか巡回）に《婦人像》を出品。 
6 月、小磯良平  秀麗な版画の世界展（6/1-28  兵庫県学校厚生会館アートホール神戸）に
出品。 
7 月、小磯良平  秀麗な版画の世界展（7/22-8/31  笠間日動美術館）に、同館所蔵の小磯
良平旧約聖書挿絵原画 32 点を陳列する。 
9 月中旬、肺炎で入院するが、一時的に回復。 
10 月、日本洋画壇の巨匠が描く「国立公園 79 景展」（10/28-11/15  船橋・西武美術館、翌
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年 7/28-8/31  笠間日動美術館など巡回）に《伊勢神宮》を出品。 
神戸市が、旧アメリカ領事館官舎（異人館）を利用したギャラリーWhite  House（現・神
戸北野美術館）を開設。小磯ら神戸生まれの洋画家の作品を展示。 
12 月 16 日、午後 8 時 17 分、肺炎のため神戸市東灘区の甲南病院で死去。 
19 日、葬儀が日本基督教団神戸教会で営まれ、約 1500 人が参列。 
小磯自身が監修した最後の画集『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂）が刊行される。 
 
1989（昭和 64、平成元） 
1 月、第 2 回春寿会展（1/9-23  銀座・日動画廊）に出品される。 
2 月、神戸ゆかりの巨匠たち展（2/10-3/26  神戸市立博物館）に《T 嬢の像》《洋裁する女
達》など 32 点が出品される。 
3 月、昭和の風景  国立公園絵画展（3/1-21  東京ステーションギャラリー）に出品される。 
4 月、 小 磯 良 平 版 画 展（4/5-10 神戸・そごう、6/20-7/3 近 鉄、9/29-10/11 川崎・
西武）に出品される。 
近代日本洋画の流れ（4/8-5/7 日立市郷土博物館）に《婦人像》《モデル》《パリのモデル》
が出品される。 
5 月、小磯良平展（5/18-28  福岡・日動画廊）に出品される。 
6 月、自宅に遺されていた油彩 91 点、デッサン 346 点、版画 204 点、挿絵原画 1453 点と、
アトリエおよびその遺品が神戸市に、油彩など 13 点、デッサンなど美術資料 459 点が兵庫
県立近代美術館に寄贈される。小磯が生前、「死ん 
だら作品をどこかに寄贈するか、焼いてほしい」と家族に話しており、長女の澤村嘉子と
二女の嘉納邦子がこの遺志をくんだもので、中には家族を描いた《二人の少女》《K 夫人》
《自画像》など、小磯が最後まで手放さなかった作品 
が含まれていた。 
7 月、昭和の美術展（7/21-9/17  東京国立近代美術館）に《娘子関を征く》が出品される。 
9 月、『木』（梅田画廊）の小磯良平先生追悼号が発刊。 
デッサンの美再発見  小磯良平素描展（9/7-12  心斎橋・大丸、9/14-19  神戸・大丸、
11/12-17  松坂屋ナゴヤエキ店、12/28-翌年 1/9  東京・大丸、1/12-23 博多・大丸）に素
描 110 点が出品される。 
神戸市の新庁舎の完成を祝って、小磯良平作品展（9/15-26  神戸市民ギャラリー）に《二
人の少女》《自画像》《父の像》など 22 点の油彩画、水彩画、デッサンが出品される。 
第 53 回新制作展（9/19-10/3  東京都美術館ほか巡回）に《ダンサーズ（踊り子）》《少女像》
《外国婦人》《静物》《後向きの P 嬢》《赤いマント》が出品される。 
線と色彩のソナタ  小磯良平の世界  未公開作品にみる（9/29-11/8  神戸・ギャラリー
White  House）に 42 点が出品される。 
10 月、画家たちの関西展   洋画壇物語 1890-1940（10/7-11/26  兵庫県立近代美術館）に
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《自画像》《横臥裸婦》《踊り子》《肖像》が出品される。 
「昭和の洋画 100 選」展（10/25-11/6 銀座・松屋、12/26-翌年 1/7 広島・三越、1/18-30 心
斎橋・大丸）に《斉唱》が出品される。 
11 月、小磯良平  挿絵原画の世界展（11/2-12   三田市民ギャラリー）に出品される。 
第 2 回チャリティー美術展  世界の作家と明日の世代展（11/24-27  兵庫・西武）に出品さ
れる。 
12 月、小磯良平素描展（12/28-翌年 1/9  東京・大丸グランド・ホール）に出品される。 
 
1990（平成 2） 
2 月、受贈記念特別展   小磯良平展  いま、ベールをぬぐ小磯芸術（2/10-3/25 神戸市立
博物館）に《人形》など初公開の作品を含む約 240 点の作品が出品される。 
3 月、伊勢神宮所蔵近代美術展（3/14-19 福岡・天神岩田屋）に出品される。 
5 月、水彩・素描による作家の素顔展（5/11-19  名古屋・日動画廊）に《裸婦》が出品さ
れる。 
10 月、特別企画展  明治・大正・昭和の洋画  画家たちの女性像（10/3-11/25 愛知・メナ
ード美術館）に《踊り子》《競馬場にて》が出品される。 
大阪の風景画展（10/5-24  大阪・京阪ギャラリー・オブ・アーツ・アンド・サイエンス）
に《晩秋の御堂筋》が出品される。 
特別企画  青森県近代洋画のあゆみ展（10/12-11/4  青森県立郷土館）に《洋裁する女達》
が出品される。 
11 月、絵画による同窓会展（11/8-12/2 稲沢市荻須記念美術館、12/9-25 秋田市立千秋美術
館）に《自画像》《肖像》《二人の少女》《働く人と家族》《静物》が出品される。 
小磯良平展（11/11-17  神戸・南天荘画廊）に出品される。 
米子天満屋オープン記念 小磯良平展（11/14-25  米子・天満屋）に油彩 30 点、素描 40 点、
版画 60 点が出品される。 
 
1991（平成 3） 
2 月、小磯良平遺作展（2/19-3/24  京都国立近代美術館、4/13-5/19  名古屋市美術館、
5/25-7/7   兵庫県立近代美術館、7/20-8/27 東京都庭園美術館、9/5-29  福岡市美術館）が
開催。《日緬条約調印図》《マレー前線におけ 
る偵察隊の活躍》《娘子関を征く》など戦争記録画 4 点、代表作に未発表作を加えた油彩と
パステル画および素描など、140 点が出品される。 
3 月、小磯良平版画名作展（3/11-23 銀座・東京梅田画廊）に出品される。 
4 月、ギャラリー日鉱開館記念展（4/11-29 虎ノ門・ギャラリー日鉱）に出品される。 
5 月、加藤近代美術館・東京展（5/3-31 池袋・東京藝術劇場ギャラリー）に《婦人像》が
出品される。 
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6 月、特別陳列  博物館の近代絵画（6/15-7/21  堺市博物館）に《婦人図》が出品される。 
8 月、企画展  描かれた女性たち  近代の日本洋画から（8/31-10/6  兵庫県立円山川公苑
美術館）に出品される。 
9 月、小磯良平素描と版画秀作展（9/2-14  大阪・梅田近代美術館）に出品される。 
開館 10 周年記念特別展 昭和の絵画  第 3 部戦後美術  その再生と展開（9/21-10/20 宮城
県美術館）に《三人の娘たち》が出品される。 
10 月、今泉篤男と椿会の作家たち（10/7-20  銀座・資生堂ギャラリー）に出品される。 
清らかで気品あふれる 小磯良平展（10/30-11/11  岡山・天満屋、11/20-12/2 広島・アルパ
ーク天満屋、翌年 1/3-12 福山・天満屋）に油彩 40 点、素描 30 点、版画 50 点が出品され
る。 
11 月、大正から昭和へ瓢逸の作家田川寛一とその周辺展（11/19-12/15 大阪市立美術館）
に出品される。 
 
1992（平成 4） 
1 月、 近 代 絵 画の流れ 展 ヨーロッパと日本（1/2-2/2  北九州市立美術館、9/23-10/4 神
戸・西神そごう、10/7-12  愛知・豊田そごう、10/28-11/15 横浜・そごう美術館）に《少
女》が出品される。 
3 月、小磯良平素描と版画秀作展（3/12-4/9  渋谷・ギャルリーEMORI）に《ショールの
女》など 40～50 点が出品される。 
9 月、日本の洋画史にみる 人間を描いた名作展（9/14-27  富山県民会館美術館）に《絵を
描く男》《浅田氏像》が出品される。 
10 月、企画展  近代美術にみる人間像（10/24-11/29 兵庫県立円山川公苑美術館）に《婦
人（帽子）》が出品される。 
11 月 3 日、神戸市に寄贈された資料とアトリエをもとに神戸市立小磯記念美術館が開館。
開館記念特別展 小磯良平の世界（11/3-12/13）が開催される。 
12 月、新井完展（12/9-翌年 1/24 姫路市立美術館）に新井完作品とともに《和服の婦人像》
《ストーブの前の裸婦》が展示される。 
企画展  近代日本洋画の秀作（12/12-翌年 1/24 兵庫県立円山川公苑美術館）に《ギターを
弾く男》が出品される。 
 
1993（平成 5） 
1 月、描かれた美しき女性たち 近代美人画名作展   福富太郎コレクション（1/4-12 銀座・
松坂屋）に出品される。 
企画展 日本の静物画展  かたちの小宇宙（1/21-27  三田市民会館）に《琺瑯水差しのある
静物》が出品される。 
2 月、小磯の業績を称えて制定された小磯良平大賞展の第 1 回展（2/25-3/2 博多・大丸、
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3/11-16  東京・大丸）に《着物の女》《K夫人像》など 6 点が特別出品される。 
4 月、郡山市立美術館開館記念展 3  油絵・日本展（4/17-5/16  郡山市立美術館）に《舞妓》
が出品される。 
5 月、姫路市立美術館新収蔵品展（5/12-7/4 姫路市立美術館）に出品される。 
6 月、特別展  絵画とモティーフ  室内を描き続けた画家  小磯良平のアトリエより
（6/12-7/25  神戸市立小磯記念美術館）に油彩 23 点、素描 7 点、版画 5 点、計 35 点が出
品される。 
7 月、市役所所蔵美術作品展（7/1-14 神戸市民ギャラリー）に出品される。 
9 月、東四国阿波讃岐風景画展（9/4-26 香川県文化会館、10/2-11/4 徳島県立近代美術館）
に《小豆島の風景》が出品される。 
特別展  カンヴァスの中の女たち 洋画 100 年にみる女性美の展開（9/23-11/7 神戸市立小
磯記念美術館）に《おさげの女》《化粧》《踊り子》《裁縫する女》《舞妓》《黒い衿の女》な
ど女性を描いた作品が出品される。 
10 月、開館 15 周年記念特別展 日本近代洋画の歩み（10/8-11/7 豊橋市美術博物館）に《ス
ペインの女》が出品される。 
日本藝術院会員展（10/10-翌年 1/15）に《家族》が出品される。 
藤島武二と 9 人の若き洋画家たち展（10/17-12/19  丸亀市猪熊弦一郎現代美術館）に《着
物の女》《K夫人像》《二人の少女》など 9 点が出品される。 
 
1994（平成 6） 
2 月、小磯良平と山下りんの聖画展 館蔵名品展（2/5-3/6  笠間日動画廊）に出品される。 
3 月、竹中郁と神戸モダニズム展（3/10-4/11  神戸市民ギャラリー）に《洋和服の二人》が
出品される。 
4 月、フランク・シャーマンと戦後の日本人画家・文化人たち（4/20-5/29 目黒区美術館）
に《二人の女》が出品される。 
5 月、南別府会館竣工 5 周年記念行事絵画展（5/7-19  南別府会館）に《二人の女》が出品
される。 
里見宗次とモンパルナスの日本人画家たち（5/20-6/20  大阪・ナビオ美術館、6/22-27 小
倉そごう、9/8-20  池袋・東武、10/7-25  千葉そごう美術館）に《踊りの前》など 4 点が
出品される。 
7 月、日本洋画壇の巨匠が描く「国立公園名画展」（7/2-31  兵庫・日高町立文化体育館、
8/4-23  洲本市立淡路文化史料館、8/26-9/20  神戸阪急ミュージアム）に《伊勢神宮》が
出品される。 
『武田薬報』のために描かれた薬用植物画を全点紹介する企画展が始まる（7/12-9/25、翌
年 10/3-11/19、1996 年 3/7-4/14、6/25-8/4、10/25-12/8、1997 年 2/21-4/6 神戸市立小磯記
念美術館）。 
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藤島武二と新制作派のパイオニアたち 日本洋画壇の巨匠と 9 人の愛弟子（7/23-8/21 秋
田・アトリオン美術展示ホール）に《洋和服の二人》など 10 点を出品。 
光と叙情の画家  小磯良平と『古都』にみるさし絵の魅力展（7/23-9/4  大阪府立弥生文化
博物館）に出品される。 
 
1995（平成 7） 
1 月、市役所所蔵作品展（1/13-2/20 神戸市民ギャラリー［阪神・淡路大震災により中断］）
に《働く人》が出品される。 
4 月中旬から 1 か月間、「芸術の灯を消してはいけない」という職員の思いから神戸市内の
銀行の会議室などを借り、所蔵していた小磯、小出楢重、岸田劉生らの作品を持ち出して、
やすらぎ美術館という名目で展示が行われる。 
例年は秋にだけ実施している兵庫県立近代美術館による移動美術館を、23 日から 5 月 28
日まで、氷上町立植野記念美術館、西脇市民会館、兵庫県立先端科学技術支援センターを
巡回させる。 
5 月、阪神大震災で休館中の兵庫県立近代美術館、神戸市立博物館、神戸市立小磯記念美術
館、芦屋市立美術博物館、西宮市大谷記念美術館の 5 館が所蔵の名作絵画を持ち寄って、
日本近代絵画の名作  阪神間美術館所蔵による名作選展（5/17-6/11  神戸阪急ミュージア
ム）を開催。《二人裸婦》《自画像》など 5 点が出品される。 
7 月、震災復興に向けて 洋画名作展（7/15-30 こうべまちづくり会館）に休館中の兵庫県
立近代美術館所蔵《腰かける婦人》が出品される。 
8 月、小磯良平展（8/11-20  神戸阪急ミュージアム）に休館中の神戸市立小磯記念美術館
所蔵の作品が出品される。 
9 月、絵のなかの女たち（9/23-11/5 群馬県立近代美術館）に《洋裁する女達》が出品され
る。 
10 月、コレクション大研究  美術館を楽しむ 5 つの方法（10/3-11/5  兵庫県立近代美術館）
に《T 嬢の像》が出品される。 
3 日、神戸市立小磯記念美術館が 8 か月半ぶりに再開。小磯良平の描いた薬用植物画展
（10/3-11/19  神戸市立小磯記念美術館）に出品される。 
 
1996（平成 8） 
1 月、神戸・芦屋・西宮を愛した画家たち（1/11-23  大阪・髙島屋、1/27-3/3 高崎市美術
館、3/27-4/9  下関・大丸）に《T 嬢の像》《着物の女》など 8 点が出品される。 
よみがえる 1964 年展（1/12-3/24  東京都現代美術館）に《静物》が出品される。 
3 月、阪神大震災復興支援特別展  神戸の洋画家たち（3/7-12  神戸・大丸、4/28-5/12 堺
市博物館）に 10 点が特別展示される。 
小磯良平と猪熊弦一郎展（3/10-5/10  丸亀市猪熊弦一郎現代美術館）に《さより》《和装婦
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人》など 47 点が出品される。 
4 月、絵画に描かれた早稲田の人と風景（-4/27 早稲田大学大隈記念展示室）にて《大隈信
常肖像》が初めて公開される。 
5 月、神戸市立小磯記念美術館所蔵  小磯良平展（5/17-29  枚方市民ギャラリー）に出品
される。 
8 月、企業の名品  アートコレクション展（8/3-21  虎ノ門・ホテルオークラ）に出品され
る。 
9 月、神戸新聞平和賞 50 回記念受賞者美術展（9/10-10/17  神戸阪急ミュージアム）に《二
人の少女》《K 夫人像》が出品される。 
近代名画に描かれた、京洛の四季展（9/12-29  奈良そごう美術館、11/20-12/28 千葉そご
う美術館）に《舞妓》が出品される。  
10 月、1920・30 年代の欧州・米国・日本 20 世紀美術の誕生（10/6-11/4 広島県立美術館）
に出品される。 
内宮ご鎮座 2000 年奉祝  伊勢志摩国立公園指定 50 周年記念特別展「近代洋画にみる国立
公園」（前期 10/30-11/17、後期 11/19-12/15  三重・式年遷宮記念神宮美術館）に《伊勢神
宮》が出品される。 
11 月、小磯良平展（11/9-11/25 こうべまちづくり会館ギャラリー）に出品される。 
大阪市立美術研究所設立 50 周年記念展（11/15-翌年 1/7  大阪市立美術館）に《洋和服の
二人》が出品される。 
 
1997（平成 9） 
2 月、館蔵品にみる女性像展（2/5-4/6  姫路市美術館）に《和服の婦人像》が出品される。 
5 月、企画展  美術の森へようこそ 1（5/3-7/6  兵庫県立円山川公苑美術館）に《洋裁する
女たち》が出品される。 
第 50 回記念関西新制作展（5/13-18  大阪市立美術館）に《外国婦人》が出品される。 
6 月、雨上がりのひととき展（6/24-7/13 田辺市立美術館）に出品される。 
7 月、近代日本の美術   100 年の軌跡（7/24-8/31  東京国立近代美術館）に出品される。 
8 月、企画展  小磯良平の挿絵とデザイン展（8/8-9/28  神戸市立小磯記念美術館）に 168
点が出品される。 
9 月、小磯良平展  偉大な業績をしのぶ（9/3-21 梅田・大丸ミュージアム、9/25-10/14  
KYOTO・大丸ミュージアム、10/23-27  福岡天神・大丸西館、10/30-11/11 東京・大丸ミ
ュージアム、11/13-25   KOBE・大丸ミュージアム）に《リュートのある静物》など 42
点が出品される。 
創立 110 周年記念東京藝術大学所蔵名品展  卒業制作に見る近現代の美術（9/9-21 日本
橋・三越、9/25-10/7  心斎橋・大丸、10/9-26  名古屋・松坂屋美術館、12/31-翌年 1/13   
KYOTO・大丸ミュージアム）に《彼の休息》が出品される。 
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出石町合併 40 周年記念   小磯良平展（9/20-10/19   出石町立伊藤美術館）に《着物の女》
など 40 点が出品される。 
10 月、文学と挿絵の装幀展（10/4-11/9  神奈川近代文学館）に『古都』挿絵原画 8 点を出
品される。 
11 月、神戸ゆかりの洋画家たち展（11/8-24 こうべまちづくり会館ギャラリー）に《着物
の女》など 5 点が出品される。 
 
1998（平成 10） 
3 月、銅版画の世界  初代玄々堂から浜田知明まで（3/14-5/3 杉並・小野忠重版画館）に出
品される。 
名作でたどる近代日本洋画の歩み展（3/28-5/10  高知県立美術館）に《着物の女》が出品
される。 
梅原、小磯、宮本ら、洋画界 79 人の巨匠が描く 風景と自然  国立公園の絵画展（前期
4/11-5/6、後期 5/9-6/14  小杉放菴記念日光美術館）に《伊勢神宮》が出品される。 
長谷川末吉コレクション展（4/25-5/17 加古川・松風ギャラリー）に出品される。 
7 月、企画展  神戸の洋画・戦後の再出発展  小磯良平と仲間たちを中心に（7/2-9/6  神戸
市立小磯記念美術館）に《二人の少女》《K 夫人像》《外国の兵士》《踊り子》《二人裸婦》《神
戸風景》《働く人》が出品される。 
子供のための美術展’98（7/5-8/20  新潟県立近代美術館）に《母子像》など 3 点が出品さ
れる。 
9 月、特別展  没後 10 年  小磯良平展（9/12-11/8   神戸市立小磯記念美術館「小磯芸術
の流れ」、兵庫県立近代美術館「小磯良平と同時代を生きた画家たち」［2 館同時開催］）に
《コスチューム》《人々》など、総計 196 点が出品される。 
10 月、東京大学キャンパスに残された博士の肖像を一堂に展示する展覧会、博士の肖像
（10/1-11/15   東京大学総合研究博物館）に《吉田富三像》が出品される。 
呉市立美術館第 3 期所蔵品展（10/31-12/20  呉市立美術館）に《西洋人形》が出品される。 
11 月、1998 年度第 3 回企画展  美術の森へようこそ 2   絵が伝えるもの（11/1-翌年 1/10 
兵庫県立円山川公苑美術館）に《静物》が出品される。 
小磯良平作品展（11/7-23  こうべまちづくり会館ギャラリー）に《和装婦人》など 33 点が
出品される。 
12 月、神戸市立小磯記念美術館の収蔵作品展（12/19-翌年 2/21）にて、阪神大震災 4 周年
の追悼式に関連し特別に借り受けた《絵画》《音楽》が 25 年ぶりに一般公開される。 
 
1999（平成 11） 
4 月、小磯良平と脇田和展  対象を凝視する二つのまなざし（4/5-6/14 長野・脇田美術館）
に《自画像》など 45 点が出品される。 
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横光利一と川端康成展（4/24-6/6  世田谷文学館）に『古都』挿絵原画 15 点が出品される。 
特別展示小磯良平展（4/28-5/23 愛媛・セキ美術館）に出品される。 
6 月、近代洋画コレクション展（6/14-26 銀座・ギャラリー広田美術）に《婦人像》が出品
される。 
8 月、生誕 100 年記念川端康成展（8/28-10/2 京都・思文閣美術館）に『古都』挿絵原画
12 点が出品される。 
9 月、小磯良平聖画展（9/7-19  銀座教会東京福音会センター）に原画含む 75 点が出品さ
れる。 
10 月、小磯良平展  描かれた静謐な世界（10/1-11/3 鹿児島市立美術館）に《魚（さより）》
《T 嬢の像》《彼の休息》など 108 点が出品される。 
日本の自然の美  名作展（10/24-11/28  静岡・常葉美術館）に出品される。 
11 月、なにわのコレクション 秘蔵の名画展（11/10-20  大阪・梅田近代美術館）に《踊り
子》が出品される。 
近代日本の風景画（11/9-11/28  天竜市立秋野不矩美術館、12/2-19  静岡・沼津市民文化
センター）に出品される。 
 
2000（平成 12） 
1 月、設立 50 周年記念  丸紅コレクション展（1/20-2/1 日本橋・髙島屋、2/9-21 大阪・髙
島屋）に《横向裸婦》が出品される。 
3 月、梅原龍三郎と椿会の作家たち展（3/7-6/4  静岡・資生堂アートハウス）に《帽子の婦
人》が出品される。 
4 月、春の夕・名匠たちの逸品 1 期（4/11-5/21  京都市美術館）に《踊りの前》が出品さ
れる。 
5 月、梅田画廊移転の記念展（5/11-20 大阪・梅田画廊）に出品される。 
10 月、コレクション展第 4 期 眠られぬ夜のために・多彩な油彩（10/31-翌年 1/14 京都市
美術館）に《踊りの前》が出品される。 
11 月、小磯良平展（11/2-21  こうべまちづくり会館ギャラリー）に《K 夫人像》《神戸風
景》《御影の風景》《裸婦》など 30 点が出品される。 
 
2001（平成 13） 
1 月、新春名品展（1/11-25  大阪・梅田画廊）に 2 点が出品される。 
2 月、夢二とその時代展（2/6-3/25 作東町立美術館）に出品される。 
3 月、小磯良平と新制作協会関西の作家たち（3/1-18  生駒市芸術会館  美楽来）に《二人
裸婦》《働く人》《横向きの裸婦》《腰かける男二態》が出品される。 
4 月、三宮～元町間の地下連絡通路に、小磯の作品をあしらった陶板が掲げられる。 
個人美術館散歩  7 人の洋画家（4/13-5/20  稲沢市荻須記念美術館、5/25-7/8  北海道立三
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岸好太郎美術館、7/13-8/26  神戸市立小磯記念美術館、8/31-10/8  天童市美術館、
10/12-11/18   萬鉄五郎記念美術館）に《洋和服の二人》《K 夫人像》《母子像》《室内のバ
レリーナ》《婦人像（エステラ）》など油彩 10 点が出品される。 
特別展  明治・大正  神戸生まれの芸術家たち（4/21-6/10 神戸市立小磯記念美術館）に《踊
りの前》《船のある静物》《森》が出品される。 
5 月、梅田画廊移転 1 周年記念  小磯良平展（5/10-26  大阪・梅田画廊）に約 40 点が出品
される。 
6 月、小磯良平  油彩と『古都』挿し絵原画展（6/1-7/1  茨木市立川端康成文学館）に『古
都』挿絵原画 19 点と《桃とクルミのある静物》など 11 点が出品される。 
7 月、古川美術館所蔵名品展 後期（7/20-8/26  名古屋・古川美術館）に《踊り子》が出品
される。 
9 月、クレパス画展（9/7-11/4 新見美術館）に出品される。 
小磯良平  薬用植物画の表現（9/8-11/11  神戸市立小磯記念美術館）に《ハシリドコロ》
など 172 点が出品される。 
開館 1 周年特別展  小磯良平と宮本三郎（9/21-11/11  小松市立宮本三郎美術館）に《二人
裸婦》《神戸風景》など 29 点が出品される。 
11 月、女性表現の 500 年展（11/1-12/9  東京富士美術館、12/15-翌年 1/26 福岡アジア美術
館）に《着物の女》が出品される。 
神戸市立小磯記念美術館コレクション展 2001（11/8-27 こうべまちづくり会館ギャラリー）
に《婦人像》など 8 点が出品される。 
 
2002（平成 14） 
1 月、版画・水彩デッサン展（1/8-2/11 静岡・資生堂アートハウス）に出品される。 
新春名品展（1/10-25  大阪・梅田画廊）に出品される。 
3 月、小磯良平作品展（-3/25  神戸・そごう）に水彩、パステル、版画など 30 余点が出品
される。 
4 月、〈洋画〉の青春群像  油画の卒業制作と自画像（4/26-6/30  東京藝術大学大学美術館）
に《自画像》が出品される。 
5 月、特別企画展  美術と戦争（5/26-7/10  姫路市立美術館）に《会談の前》が出品され
る。 
6 月、小磯良平展（6/29-8/11  駿府博物館）に《二人裸婦》《麦刈り》など 51 点が出品さ
れる。 
8 月、秘蔵の名品アートコレクション展  チャリティー美術展   現代に輝く昭和の油絵 巨
星 5 人の傑作 65（8/3-25  虎ノ門・ホテルオークラ別館）に出品される。 
9 月、コレクション名品展（9/28-11/25  長野・木曽路美術館）に《須磨の海岸》が出品さ
れる。 
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10 月、小磯良平回顧展（10/5-12/1 神戸市立小磯記念美術館、翌年 1/23-2/4 東京・大丸ミ
ュージアム、3/20-4/1 心斎橋・大丸ミュージアム、4/29-5/18 名古屋・松坂屋美術館）に《働
く人びと》《裁縫する女》など 151 点を出品。東京・迎賓館に飾られている《絵画》《音楽》
の 2 点が特別出品される（10/12-11/17）。 
 
2003（平成 15） 
1 月、新春名品展（1/10-24  大阪・梅田画廊）に《田舎風のコスチューム》が出品される。 
4 月、生誕 100 年記念小磯良平版画展（4/4-19 大阪・梅田画廊）にエッチング、リトグラ
フなど約 50 点が出品される。 
企画展  小磯良平・挿絵原画展特集（4/18-6/29  神戸市立小磯記念美術館）を開催。 
財団法人神戸みのりの公社が、神戸ワイン製造 20 年を記念し、「アートギャラリーシリー
ズ」を発売。小磯の《バレリーナ》などがラベルに使用される。 
7 月、コレクション大公開！ 美術館の 10 年を振り返る（7/4-9/23  神戸市立小磯記念美術
館）に計 169 点が出品される。 
開館 20 周年記念特別展  日本洋画史上に輝く巨匠展  高橋由一・黒田清輝から小磯良平ま
で（7/5-9/15  佐久市立近代美術館）に《裸婦》など 3 点が出品される。 
三重県立美術館所蔵名品展Ⅰ日本洋画の楽しみ（7/10-8/17  川越市立美術館）に《四つの
西洋人形》が出品される。 
8 月、鉄道と絵画展（8/2-9/15  東京ステーションギャラリー）に《婦人像─阪急梅田駅構
内》が出品される。 
9 月、美楽舎第 12 回マイ・コレクション展（9/16-20 銀座・ギャラリー・しらみず美術）
に出品される。 
C 夫人の肖像画展（9/11-11/3 笠間日動美術館）に出品される。 
10 月、特別展  小磯良平生誕 100 年記念   小磯良平の青年時代（10/4-12/7 神戸市立小磯
記念美術館）に神戸二中時代の《静物》をはじめ 67 点の作品が出品される。 
巨匠にみる「絵とは何か」展 No.6  併催：昭和世代の画家たち展（10/28-11/2 名古屋画廊）
に《少女像（読書）》が出品される。 
11 月、特別展  描かれた音楽  西洋楽器と出会った日本絵画（11/1-12/25 神戸市立博物館）
に《音楽》が出品される。 
「画廊」をめぐる作家たち展（11/21-翌年 2/29 兵庫県立美術館）に《横たわる裸婦》と小
磯良平蒐集大家名作写真資料額絵（資料）10 点が出品される。 
12 月、特集展示  小磯良平・鴨居玲（12/20-翌年 4/18 笠間日動美術館）に出品される。 
 
2004（平成 16） 
1 月、MUSEUM に行きたい！ 阪 神・姫 路 美 術 館 等 合 同 展 覧 会（1/17-2/22 氷
上町立植野記念美術館、2/28-3/21  播磨町郷土資料館）に《音楽》が出品される。 
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2 月、ゆたかな物語が宿る日々 小磯良平展（2/28-5/9 世田谷美術館）に《風景》《T 嬢の像》
《練習場の踊り子達》など 279 点が出品される。 
4 月、描かれた日本の風景  西日本編（4/2-5/9   八王子市夢美術館）に《伊勢神宮》が出
品される。 
昭和前期の洋画  1923-1945（4/23-5/30 島根県立美術館）に、《少女像（人物 B）》《洋裁店》
《コスチューム》が出品される。 
6 月、小磯良平展  大野コレクション（6/25-7/25 ひろしま美術館）に油彩 25 点、素描 50
点、リトグラフ 26 点、銅版画 21 点、参考出品 4 点の計 126 点が出品される。 
7 月、有名コレクション展（7/2-16 大阪・梅田画廊）に出品される。 
親子で楽しむ美術展   絵ができるまで（7/21-8/25  山梨県立美術館）に《朝のひととき》
が出品される。 
没後 50 年  内田巌展  猪熊弦一郎・小磯良平とともに（7/27-9/26 新見美術館、10/2-11/28  
神戸市立小磯記念美術館）に《自画像》《着物の女》など 7 点が出品される。 
10 月、近現代著名作家絵画展（10/1-24  敦賀市立博物館）に出品される。 
住友コレクション  知られざる名画（10/9-11/28 成羽町美術館）に《踊り子二人》が出品
される。 
11 月、神戸市立小磯記念美術館蔵品による  小磯良平展（11/10-12/5  盛岡市民文化ホー
ル）に《風景》など 70 点が出品される。 
丸の内地区アート・コレクション展（11/16-28  東京ステーションギャラリー）に《横向裸
婦》が出品される。 
 
2005（平成 17） 
1 月、企画展  版 画・水 彩・デッサン  資生堂アートハウスのコレクションから 2
（1/12-3/21 静岡・資生堂アートハウス）に《西洋婦人》が出品される。 
3 月、関西ゆかりの作家展（3/23-4/2 大阪・梅田画廊）に出品される。 
5 月、移転 5 周年記念展（5/11-21  大阪・梅田画廊）に出品される。 
第 7 回小磯良平大賞展（5/26-30  東京・大丸ミュージアム）に《少女像（人物 B）》など 5
点が出品される。 
7 月、小磯良平版画展（7/7-19 岐阜・柳ヶ瀬画廊）に約 40 点が出品される。 
大人と子どものための展覧会  人間・探検（7/13-8/31   姫路市立美術館）に出品される。 
楽しい版画展（7/23-9/4  笠岡市立竹喬美術館、9/10-10/23  稲沢市荻須記念美術館）に《バ
レリーナ群像 b》《描く婦人》が出品される。 
植物画世界の至宝展（7/23-9/4  神戸市立小磯記念美術館）に薬用植物画 12 点が出品され
る。 
開館記念企画  神戸市立小磯記念美術館所蔵 小磯良平展（7/29-8/24  大阪・くずはアート
ギャラリー）に《和装婦人》など 49 点が出品される。 
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9 月、神戸ゆかりの作家展（9/2-12  神戸市民ギャラリー）に《洋和服の二人》《横向きの
裸婦》が出品される。 
10 月、阪神・姫路美術館等合同展覧会  MUSEUM に行きたい！（10/1-30 兵庫県立丸山
川公苑美術館、11/3-12/11 南あわじ市滝川記念美術館・玉青館）に《室内の少女》など 3
点が出品される。 
11 月、画家たちの旅（11/6-翌年 2/5 姫路市立美術館）に《花のサンタ・マリア》が出品さ
れる。 
この年、韓国国立現代美術館で、日本で所在が分からなくなっていた《日本髪の娘》が公
開される。韓国国立中央博物館所蔵の李王家の日本美術コレクションから貸し出されたも
の。 
 
2006（平成 18） 
1 月、小磯良平展・油彩・素描・版画（1/10-28 大阪・梅田画廊）に《バレリーナ》などが
出品される。 
2 月、あしやにまつわる歴史と美術（2/4-3/5  芦屋市立美術博物館）の美術部門に出品され
る。 
東京美術倶楽部創立 100 周年記念  大いなる遺産  美の伝統展（2/5-26  東京美術倶楽部
東美アートフォーラム）に《合奏》が出品される。 
近代日本洋画展（新見美術館）に出品される。 
有名コレクション展（2/28-3/10  大阪・梅田画廊）に《肩掛けの女》が出品される。 
3 月、温泉旅館の収蔵物展（3/15-4/9  鳥取・素鳳ふるさと館）に出品される。 
『小磯良平画文集  絵になる姿』（求龍堂）が刊行される。 
4 月、小磯良平展（4/22-6/11  秋田市立千秋美術館）に《魚（さより）》《二人の少女》など
77 点が出品される。 
阪神間ゆかりの洋画家展  黒田重太郎と信濃橋洋画研究所（4/23-5/7  兵庫・大手前アート
センター）に出品される。 
小磯良平展（4/26-5/28  愛媛・セキ美術館）に約 50 点が出品される。 
7 月、京都市美術館コレクション展第 3 期 表面への意志（7/29-10/1 京都市美術館）に《踊
りの前》が出品される。 
10 月、佐藤忠良・小磯良平素描・版画展（10/21-12/17 宮城・菅野美術館）に出品される。 
風景を描く 戦後関西の風景画（10/28-12/3  西宮市大谷記念美術館）に《淡路イザナギ神
宮》《神戸風景》《淡路島》などが出品される。 
三重ホスピタル・アート・ギャラリー（10/30-11/2  鈴鹿回生病院）に《四つの西洋人形》
が出品される。 
11 月、荻須高徳・小磯良平・三岸節子三巨匠展（11/9-18 大阪・梅田画廊）に《椅子の上
の人形》ほか水彩、パステルなど 6 点が出品される。 
245 
 
 
2007（平成 19） 
1 月、小磯良平挿絵展  読売新聞連載小説「土曜夫人」（織田作之助）（1/22-2/4 京都・ぎゃ
らりぃ思文閣）に出品される。 
2 月、日本女性の表現（2/8-16 金沢 21 世紀美術館）に 2 点が出品される。 
近代日本絵画の諸相展（2/10-3/25  田辺市立美術館）に《室内のバレリーナ》《マヌキャン》
が出品される。 
3 月、神戸ゆかりの芸術家たち  神戸市所蔵作品より（3/23-6/24  神戸ゆかりの美術館）
に《横向の裸婦》《働く人》が出品される。 
4 月、パリへ  洋画家たち 100 年の夢（4/19-6/10  東京藝術大学大学美術館、6/23-8/5  新
潟県立近代美術館、8/17-9/30  熱海・MOA 美術館）に《青衣の女》が出品される。 
生誕 100 年  高光一也の画業  モダンの煌めき（4/22-5/20  石川県立美術館）に《二人裸
婦》が出品される。 
京都国立近代美術館所蔵 洋画の名画（4/25-5/20  名古屋・松坂屋美術館）に《娘達》が出
品される。 
5 月、日本近代画家の絶筆展（5/29-7/8  兵庫県立美術館、7/13-8/19  松本市美術館、
8/24-9/30   富山県水墨美術館）に《御影の風景》《帽子の少女》（兵庫会場のみ）が出品さ
れる。 
華やかなる女性の美（5/3-6/27 高知・中土佐町立美術館）に《婦人像》が出品される。 
7 月、なつなつクレパス画展（7/21-8/15  奈良市美術館）に出品される。 
9 月、MUSEUM に行きたい！ 阪神・姫路美術館等合同展覧会（9/4-16 さよう文化情報セ
ンター、12/1-11   三田市総合文化センター）に《働く人》《リュートを弾く婦人》が出品
される。 
開館 15 周年記念特別展    藤島武二と小磯良平展  洋画アカデミズムを担った師弟
（9/15-11/18  神戸市立小磯記念美術館）に《T 嬢の像》《斉唱》など 59 点を出品。小磯が
同じ藤島門下の内田巌にあてた戦時中の書簡が初公開される。 
10 月、田園讃歌  近代絵画に見る自然と人間（10/27-12/16  埼玉県立近代美術館、翌年
1/2-2/17   北九州市立美術館、2/23-4/6 ひろしま美術館、4/19-6/1 山梨県立美術館）に《麦
刈り》が出品される。 
11 月、美術で奏でるシンフォニー（11/3-25 尼崎総合文化センター美術ホール）に《音楽》
《静物》など 3 点が出品される。 
世界の美術家たち 10 代の作品展（11/17-12/18  品川・O美術館）に出品される。 
創業 65 周年記念展（11/29-12/8 大阪・梅田画廊）に《婦人像》が出品される。 
 
2008（平成 20） 
1 月、小磯良平聖書挿画展（笠間日動美術館）に出品される。 
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2 月、ふくやま美術館冬季所蔵品 2「名品コレクション」（2/5-3/30  ふくやま美術館）に《婦
人像》が出品される。 
金石が生んだ起業の人  安宅彌吉展（2/29-3/20   金沢ふるさと偉人館）に《安宅彌吉翁》
が出品される。 
モダンガールズあらわる。昭和初期の美人画展（2/29-4/7 島根県立石見美術館）に《洋和
服の二人》が出品される。 
舞妓の姿  舞いと踊り（2/16-4/6 名古屋・古川美術館）に出品される。 
4 月、小磯良平  聖書のさしえ展（4/11-5/25  神戸市立小磯記念美術館、8/9-9/28  静岡ア
ートギャラリー）に『聖書』挿絵 32 点とその下絵 43 点および《十字架から降ろされたイ
エス》など 93 点が出品される。 
開館 10 周年記念  小磯良平と佐藤忠良展 モデルへのまなざし（4/24-6/22 滋賀・佐川美術
館）に《和装婦人》《踊りの前》《二人裸婦》など 55 点が出品される。 
5 月、兵庫県立兵庫高等学校創立 100 周年特別記念  兵庫が生んだ巨匠。小磯良平・東山魁
夷展（5/14-26   大丸ミュージアム KOBE）に《人物》《着物婦人像》など 31 点が出品さ
れる。 
6 月、ふくやま美術館夏季所蔵品展 美しくなれ。美しくなれ。絵画の中の麗人たち（6/4-9/28  
ふくやま美術館）に出品される。 
平成 20 年度『日伯 100 周年』記念事業 ブラジル・パラナ州文化交流事業、日本の美術  近
代から現代へ  兵庫のコレクション（6/23-10/5 ブラジル・オスカー・ニーマイヤー美術館）
に《静物》《風景其ノ三》《桃とクルミのある静物》《室内のバレリーナ》が出品される。 
7 月、没後 20 年  清らかな美の系譜   小磯良平展（7/26-9/7  武蔵野市立吉祥寺美術館）
に《和装婦人》など 33 点を出品。 
8 月、小磯良平・聖書装画の世界（8/9-9/28 静岡アートギャラリー）に出品される。 
9 月、特別展  小磯良平没後 20 年記念  子どものいる風景  小磯良平「二人の少女」から
（9/6-11/16   神戸市立小磯記念美術館）に《二人の少女》《働く人々》など 3 点を出品。 
10 月、HAPPY MOTHER, HAPPY CHILDREN 展（10/4-12/14 東京富士美術館）に《家
族》を出品。 
小磯良平作品展（10/14-20  広島・そごう）に出品される。 
11 月、ブラジル×日本   旅が結ぶアート（11/1-12/7  兵庫県立美術館）に《桃とクルミの
ある静物》《室内のバレリーナ》を出品。 
近代日本を彩る画家たち（11/11-12/14 姫路市立美術館）に出品される。 
名作と出会う 明治・大正・昭和の美術  国立美術館巡回展（11/14-12/14 福井県立美術館、
12/21-翌年 3/1 高知県立美術館）に《娘達》が出品される。 
小磯良平  聖書装画展（11/16-12/25  酒田市美術館）に小磯が聖書の挿絵のために描いた
水彩画とデッサン 80 点が出品される。 
日本近代西洋画展（11/18-翌年 10/11  韓国国立中央博物館）で《日本髪の娘》が公開され
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る。当初は初公開として新聞各紙でとりあげられるが、翌日に、2005 年に韓国国立現代美
術館において公開されていたと訂正される。 
 
2009（平成 21） 
1 月、資生堂コレクション名品展（1/10-3/29  静岡・資生堂アートハウス）に《帽子の婦
人》が出品される。 
描かれた風景（1/24-3/15 兵庫県立円山公苑美術館）に出品される。 
絵画のなかの女性たち（1/27-3/15 栃木・岩下記念館）に《女と椅子》が出品される。 
4 月、ベールをぬいだ  日赤秘蔵名品展（4/11-26  宮崎県立美術館）に《集い》が出品さ
れる。 
春の特別展『細雪』60 年  今、出合う二つの原稿（4/24-6/28 芦屋市谷崎潤一郎記念館）
に『細雪』の挿絵原画が出品される。 
美術館連絡協議会 25 周年記念 日本の美術館名品展（4/25-7/5  東京都美術館）に《着物の
女》が出品される。 
7 月、開館記念展（前期 7/7-9/6、後期 9/8-11/8 神戸・BB プラザ美術館）に《婦人像》が
出品される。 
特別展  両陛下  想い出と絆の品々・第 1 期御成婚（7/11-8/23  千代田・三の丸尚蔵館）
に、婚約時代の美智子さまを描いた肖像画が出品される。 
8 月、小磯良平展（8/20-29  名古屋・ギャラリータカミ）にデッサンや水彩、版画約 20 点
が出品される。 
9 月、土佐の熱き芸術家たち明治・大正から昭和へ（9/19-10/25  香美市立美術館）に出品
される。 
特別展  四季にはたらく 壁画・日本の四季をめぐって（9/19-11/23  小松市立宮本三郎美
術館）に《麦刈り》《働く人々》など 6 点が出品される。 
10 月、描かれた音楽展（10/10-11/8 福井市美術館）に《リュートを弾く婦人》が出品され
る。 
ご婚約が決まった直後の美智子さまの肖像画が小磯良平作品選Ⅳ（10/24-翌年 1/11 神戸市
立小磯記念美術館）にて東京以外で初めて展示される。 
11 月、小磯良平・聖書画の世界展（11/14-翌年 1/24 とちぎ蔵の街美術館）に出品される。 
 
2010（平成 22） 
3 月、文化勲章受章  近代日本美術の精華  日本画・洋画・彫刻・工芸・書（3/6-4/11 名古
屋・松坂屋美術館、4/17-5/23  長野・水野美術館）に《ギターを弾く男》が出品される。 
住友コレクションの近代洋画展（3/6-6/27 京都・泉屋博古館）に出品される。 
4 月、異郷に魅せられて（4/9-6/20 神戸市立小磯記念美術館）に《南仏ニース風景》《青衣
の女》が出品される。 
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企画展ミカタノミカタ 絵を楽しむ 11 のヒント（4/10-7/4 丸亀市猪熊弦一郎美術館）に出品
される。 
中山岩太展（4/17-5/30   兵庫県立美術館）に《洋和服の二人》《横たわる裸婦》と、ポス
ター《第 1 回神戸みなとの祭》が出品される。 
5 月、千葉・赤十字思想誕生 150 周年記念 日本赤十字社所蔵美術展  あなたに届けたい、
「人道」への想い（5/1-30  千葉県立美術館）に《集い》が出品される。 
6 月、麗子登場 ! !  名画 100 年・美の競演（6/15-7/19  兵庫県立美術館）に《斉唱》が出
品される。 
7 月、日本画と洋画の饗宴 女・まち・自然（7/13-10/11 神戸・BB プラザ美術館）に出品
される。 
9 月、髙島屋百華展（9/18-10/29 京都市美術館）に出品される。 
特別展 古家新とゆかりの画家たち（9/18-11/23 神戸市立小磯記念美術館）に《踊り子》が
出品される。 
10 月、描くひみつ、画家のすがお パレットと絵画の展覧会（10/9-11/7 明石市立文化博物
館）に《室内のバレリーナ》が出品される。 
11 月、コレクション名品選 描かれた人々 女と男（11/20-翌年 3/13  兵庫県立美術館）に
出品される。 
 
2011（平成 23） 
1 月、昭和の記憶  名品でたどる 64 年（1/2-2/27  愛知・メナード美術館）に出品される。 
新春展（1/11-22 大阪・梅田画廊）に《バレリーナ》が出品される。 
小磯良平  聖書のさし絵展（1/11-2/13 田川市美術館）に《着物の女》などが出品される。 
ウッドワン美術館所蔵 近代日本絵画のあゆみ（1/12-24 神戸・大丸）に出品される。 
4 月、アート・オブ・ザ・バイブル 視る聖書の物語（4/1-6/10 関西学院大西上ヶ原キャン
パス）に出品される。 
T 氏コレクション展（4/16-6/26 兵庫県立円山川公苑美術館）に出品される。 
5 月、小磯良平展（5/11-17  名古屋・松坂屋）に『婦人公論』表紙絵原画、油彩、素描、
オリジナル版画など約 30 点が出品される。 
6 月、小磯良平・加山又造二人展（6/1-8/28  愛媛・セキ美術館）に 7 点が出品される。 
7 月、マリー・ローランサンとその時代展 巴里に魅せられた画家たち（7/29-9/30 長野・
マリー・ローランサン美術館、10/22-12/25  高梁市成羽美術館、翌年 1/28-3/11  一宮市三
岸節子記念美術館、4/14-7/8 神戸市立小磯記念美術館、7/14-9/30  紀尾井町・ニューオー
タニ美術館）に《ブルターニュ、ソーゾン港》《裸婦》《青衣の女》《洋和服の二人》《踊り
子》《二人の女》《室内のバレリーナ》《婦人像（エステラ）》が出品される。 
10 月、描かれた姫路城展（10/13-11/13 姫路市立美術館）に出品される。 
特別展  心斎橋 きもの  モダン 煌めきの大大阪時代（10/15-12/4  大阪歴史博物館）に《着
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物の女》が出品される。 
新制作派協会創立 75 周年記念  昭和モダン  藤島武二と新制作初期会員たち（10/15-翌年
1/9  神戸市立小磯記念美術館、1/28-3/20 川越市立美術館）に《化粧》《裸婦》《踊り子》《外
国の兵士》《K 夫人像》《働く人びと》が出品される。 
山王美術館  近代洋画セレクション展（10/20-翌年 1/29  大阪・山王美術館）に《赤い帽
子（窓ぎわ）》が出品される。 
 
2012（平成 24） 
1 月、新春によせて  近代の日本画・油彩画（1/2-2/12 西宮市大谷記念美術館）に《ギター
を弾く男》が出品される。 
日本赤十字社所蔵アート展（1/7-2/19 新宿・損保ジャパン東郷青児美術館）に出品される。 
大阪府庁舎本館の大広間「正庁の間」が、完成当時の大正時代の内装で復元され、府所有
の《晩秋の御堂筋》などが展示される。 
近代の洋画・響きあう美  兵庫県立美術館名品展（1/21-3/11  滋賀県立近代美術館）に《横
臥裸婦》《洋裁する女達》《斉唱》《よじのぼる兵》《兵隊二人》《竹中郁氏像》《風景（メリ
ケン波止場）》《働く人と家族》が出品される。 
3 月、開館 5 周年記念展   画家の素顔（3/7-6/10  栃木・岩下記念館）に《音楽室》が出
品される。 
5 月、内外近代洋画巨匠展（5/18-7/1  瀬戸内市立美術館）に《群像》が出品される。 
8 月、秘蔵の名品アートコレクション展（8/3-26  ホテルオークラ東京）に出品される。 
9 月、秋季名品展  名画の美（9/12-12/9   栃木・岩下記念館）に《女と椅子》が出品され
る。 
ザ・大阪ベストアート展（9/15-11/25  大阪市立近代美術館（仮称）心斎橋展示室）に、投
票で 100 点の作品の中から 5 位に選ばれた《コスチューム》が出品される。 
10 月、生誕 110 年記念小磯良平展（10/12-24 大阪・梅田画廊）に《バレリーナ》が出品さ
れる。 
フランス VS 日本  近代絵画（10/13-12/16  西宮市大谷記念美術館）に《ギターを弾く男》
が出品される。 
生誕 110 年  小磯良平の世界（開館 20 周年記念として・10/14-12/24 神戸市立小磯記念美
術館、翌年 1/12-3/3 ふくやま美術館、4/20-6/16 郡山市立美術館）に《自画像》をはじめ、
油彩、素描、版画、挿絵原画、資料など 176 点が出品される。 
11 月、栄冠は君に輝く（11/6-14  朝日新聞大阪本社アサコムホール）に《勝利の一瞬》が
出品される。 
 
2013（平成 25） 
1 月、日光市新収蔵記念  美しき日本の風景   国立公園の絵画展（後期）（2/23-4/7 小杉放
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菴記念日光美術館）に出品される。 
芦屋の画塾  芦屋のアトリエ展（1/5-2/17  芦屋市立美術博物館）に出品される。 
特別展 自らを見つめる  画家と自画像（1/11-3/24 神戸市立小磯記念美術館）に《自画像》
が出品される。 
版画・パステル・水彩  資生堂アートハウスのコレクションから（1/16-3/24  静岡・資生
堂アートハウス）に《西洋婦人》が出品される。 
2 月、小磯良平・加山又造二人展（2/27-5/26  愛媛・セキ美術館）に 7 点が出品される。 
3 月、小磯良平  金山平三展  神戸が生んだ二人の巨匠（3/1-7/28  山王美術館）に油彩、
パステル、素描、リトグラフなど 55 点が出品される。 
特別展  住友グループ秘蔵名画展  花（3/2-5/12  六本木・泉屋博古館分館、5/18-7/15 京
都・泉屋博古館）に《牡丹》が出品される。 
パリに彩られた画家たち マリー・ローランサンとその周辺（3/26-5/26  神戸・BB プラザ
美術館）に《婦人像》が出品される。 
4月、小磯良平「彼の休息」修復記念 特集展示2  藝大コレクション展   春の名品選（4/5-5/6  
東京藝術大学大学美術館）に《自画像》と修復された《彼の休息》が出品される。 
第 22 回企画展  海軍記録画  絵画によりたどる海軍の歴史（後期）（4/10-6/10 呉市海事歴
史科学館）に《戦地にて 1》など 3 点が出品される。 
特別展  巨匠たちの筆あと 日本近代洋画のあゆみ 糖業協会コレクション（4/20-6/2 丹波
市立植野記念美術館）に《朝》が出品される。 
5 月、小磯良平版画展（5/15-21   丸善日本橋店ギャラリー）に約 60 点が出品される。 
9 月、特別企画展  生誕 100 年記念  織田作之助と大大阪（9/25-10/18 大阪歴史博物館）
に出品される。 
特集展示  神戸市所蔵名品選   神戸洋画会とモダニズムの継承者たち（9/28-12/27 神戸ゆ
かりの美術館）に《Y 婦人像》が出品される。 
12月、小磯良平生誕110年記念特別企画  あなたが選ぶ小磯良平作品選（12/21-翌年4/6  神
戸市立小磯記念美術館）に油彩画 50 点が出品される。 
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文献目録 
 
凡例 
① 本目録は、筆者が担当した『東京美術倶楽部カタログ・レゾネシリーズ 小磯良平全作
品集』（2014 年、求龍堂）の文献目録に、博士論文執筆の過程で得た発見や修正を加え、資
料篇として再構成したものである。『特別展  小磯良平生誕 100 年記念 小磯良平の青年時
代』（2003 年、神戸市立小磯記念美術館）、および『生 誕 110 年 小磯良平の世 界』（2012
年、同館）に基づいているが、小磯と同時代の刊行物の悉皆調査を経た結果、新たに判明 し
た情報をもとに追加・修正につとめ、作成したものである。 
② 小磯良平に関連する文献を、以下の項目に分類  し刊行年順に配列した。 
  1 小磯良平作品集 
    1-1 作品集・版画集 
    1-2 個人展覧会目録・図録 
    1-3 二人展ほか目録・図録 
    1-4 出品展覧会目録・図録 
  2 小磯良平の著作 
    2-1 単行本 
    2-2 逐次刊行物 
  3 小磯良平について書かれた文献 
    3-1 単行本 
    3-2-1 逐次刊行物（小磯良平論） 
    3-2-2 逐次刊行物（展覧会評・作品評） 
    3-2-3 逐次刊行物（消息） 
  4 逐次刊行物における小磯良平特集 
  5 挿絵・装丁 
    5-1 挿絵（単行本） 
    5-2 挿絵（逐次刊行物連載） 
    5-3 装丁 
  6 参考図書・関連資料 
③ 原則として、単行本は、書名、著者・監修者・編者、発行社、刊行年の順に、逐次刊
行物は、論題、〈シリーズ名・副題〉、（著者）、掲載誌名、発行社、刊行年月日の順に配列
した。なお、編者と発行社が同一の場合には、発行社に統一して表示した。 
④ 作品名は《 》を使用した。 
⑤ 編者による補足は［ ］を使用した。 
⑥ 1-4  出品展覧会目録・図録は、小磯生前のものを中心に、必要と判断されるものを挙
げた。直接関連する論考が含まれる場合は、その論題と著者を表記した。 
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⑦ 展覧会の告知記事や広告は概ね割愛し、基本的に画家とその作品に直接関連するもの
を中心に採録した。 
⑧ 図版のみの紹介記事や文献についても、「作品目録」との重複を避けるために割愛した。 
⑨ 3  小磯良平について書かれた文献で、展覧会に際して書かれた論考であっても、その
内容から小磯良平論に分類したものがある。 
 
1 小磯良平作品集 
 
1-1 作品集・版画集 
 
日本現代画家選 13 小磯良平  
美術出版社 1954 年  
図版解説（小磯良平）  
小磯良平論（富永惣一） 
 
現代日本美術全集 8  
角川書店 1955 年  
小磯良平（柳亮） 
 
現代作家デッサン 小磯良平  
芸艸堂 1959 年  
作者のことば（小磯良平） 
 略年譜  
［解説］（中村渓男） 
 
小磯良平画集  
青木重雄編 小磯良平画集刊行会 1964 年  
小磯良平（青木重雄） 
 
小磯良平エッチング集Ⅰ  
梅田画廊 1968 年 
 
小磯良平エッチング集Ⅱ  
梅田画廊 1969 年 
 
小磯良平画集 1923-1970  
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求龍堂 1971 年 小磯良平＝人と作品（竹中郁） 
 
薬用植物画譜 
刈米達夫解説、小磯良平画 武田薬品工業  
1971 年［1973 年、日本臨牀社より再版］ 
序文（小磯良平） 
 
口語聖書聖画集 
日本聖書協会 1971 年 
 
小磯良平デッサン集 
R.  KOISO 17 DESSINS 
中外書房 1972 年 
 
小磯良平パステル素描 12 葉 
求龍堂 1973 年 
 
R.  KOISO LITHOGRAPHIES 1975 
ウメダア−ト 1975 年 
 
小磯良平舞妓三態石版画集 
ウメダアート 1976 年 
 
R．Koïso  Quelques jeunes filles  6 
ウメダアート 1976 年 
 
R．Koïso  Belles  poupées françaises  sept 
lithographies 
ウメダアート 1977 年 
 
小磯良平銅版画作品集 
ウメダアート 1977 年 
小磯良平の銅版画（今泉篤男）［『今泉篤男著作集 6』（求龍堂  1979 年）に再録］ 
 
現代の美人画 9 小磯良平  
講談社 1978 年  
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閉じた心を開く清純なメッセージ 小磯良平の芸術（池田弘） 
 線の探求〈インタビュー〉（室伏哲郎） 
 友ありて楽しき日々〈対談〉（小磯良平、竹中郁）［抜粋再録］ 
 
小磯良平画集Ⅰ  
求龍堂 1978 年  
小磯良平＝人と作品（竹中郁）［再録］ 
 
小磯良平画集Ⅱ  
求龍堂 1978 年  
かわらぬ R.K. （竹中郁）  
小磯良平の人と作品・その謎めいた飛躍（中山公男） 
 
小磯良平素描作品集 
ウメダアート 1979 年 
小磯良平のデッサン（今泉篤男）［『二つの絵』（用美社  1984 年）に再録］  
伝習と好尚（竹中郁） 
 
小磯良平素描集  
朝日新聞社 1980 年  
私の素描（小磯良平） 
 
古都 小磯良平画譜  
飯塚書房 1980 年  
見事な写実性と豊かな表現力（市川崑） 
 
兵庫県立近代美術館所蔵 小磯良平作品図録 昭和 56 年度版 
兵庫県立近代美術館 1981 年 
小磯良平について（増田洋） 
 
小磯良平画集Ⅲ  
求龍堂 1983 年  
独学の人、ディレッタント小磯良平の芸術（匠秀夫） 
この薬草図鑑に美あり / 芸大回想  / 石膏デッサン 技法ノート / ジョルジュ・ド・ラツウ
ルからドガまで（小磯良平、すべて再録） 
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小磯良平版画作品集 エッチング・リトグラフ 100 選 
ウメダアート 1983 年 
小磯良平の版画展（今泉篤男） 
 
小磯良平石版画作品集 
ウメダアート 1983 年 
小磯良平の石版画（今泉篤男） 
 
小磯良平素描作品集  
毎日新聞社 1983 年  
小磯良平のデッサン（今泉篤男） 
 小磯さんと私（丹羽文雄） 
 
裸婦・踊り子 小磯良平  
学習研究社 1984 年  
画家の言葉（小磯良平） 
 女性像の画家・小磯良平（島田康寛） 
 作品解説（島田康寬） 
年譜 
 
小磯良平ブックワーク  
形象社 1984 年  
小磯良平さんのこと（丹羽文雄） 薫風のごとく（嘉門安雄） 
朝鮮の思ひ出  / 絵の勉強  / 恩師を語る  藤島 先生と私達  / 植物写生の話（私の場合）
/  児 童画評価に対する基本的見解（小磯良平、す べて再録） 
 
20 世紀日本の美術 17 向井潤吉・小磯良平  
集英社 1986 年  
迎賓館を飾る《絵画》と《音楽》（増田洋）  
日本の洋画界を愛し育んだ芸術家（増田洋） 
 
兵庫県立近代美術館所蔵 小磯良平作品図録 昭和 63 年度版 
アートセンター 1988 年 
兵庫県立近代美術館の小磯良平コレクション 
 
小磯良平油彩作品全集  
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求龍堂 1988 年  
小磯良平人と作品（増田洋） 
上杜会のこと / 神戸山の手の話  / 朝鮮の思ひ 出 / 新制作派協会員としての私 / 無題 / 
全関 西 12 回展 / ジョルジュ・ド・ラツウルからドガまで / 絵の勉強  /  戦争美術私感  / 
4 都競粧  / 藤島 先生と私達  / 南方絵画通信  / 宮本三郎  / 太 田忠君の芸術  / 逗子
の娘 / モデルとデッサン / なつかしい昔の面影  / 神戸と私  / 自作を語る / 天性の素描  
ロートレック作『靴下を脱ぐ女』/  金 山さんのことども  / 東京芸術大学回想  / 新制 作
の仲間  / 慎ましさの魅力  コロー作『真珠の  女』/  この薬草図鑑に美あり / 脇田君の
こと  / 彼はいつも彼の頭にある風景を描いていた / 作 家の言葉  / あかずに人物を描く 
先日久しぶりに 上京 / 画家の言葉（小磯良平、すべて再録） 
 
現代日本素描全集⑨ 小磯良平 
ぎょうせい 1992 年 
 
油絵の正統に立つ画家の素描（増田洋） 
 
神戸市立小磯記念美術館所蔵作品総目録 
神戸市立小磯記念美術館 1992 年 
 
小磯良平作品集  
大野石油店 1992 年  
ごあいさつ（大野輝夫） 
 小磯良平の芸術について（小倉忠夫） 
 
兵庫県立近代美術館所蔵 小磯良平作品集  
兵庫県立近代美術館 1993 年  小磯良平について 
 
神戸市立小磯記念美術館 小磯良平作品選 
神戸市立小磯記念美術館 1995 年 
 
神戸市立小磯記念美術館所蔵作品総目録 
vol.2 
神戸市立小磯記念美術館 1997 年 
 
神戸市立小磯記念美術館所蔵作品総目録 
vol.3 
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神戸市立小磯記念美術館 1999 年 
 
神戸市立小磯記念美術館 作品選 
神戸市立小磯記念美術館 2002 年 
 
神戸市立小磯記念美術館所蔵作品総目録 vol.4 
神戸市立小磯記念美術館 2005 年 
 
小磯良平画文集 絵になる姿  
求龍堂 2006 年  
小磯良平の作品（今泉篤男）  
父・小磯良平の思い出（嘉納邦子） 
 
ちいさな美術館 小磯良平 
青幻舎 2006 年 
序文 小磯良平とその芸術について（廣田生馬） 
 
1-2 個人展覧会目録・図録 
 
小磯良平畫伯洋畫個人展 
1935 年 
銀座・資生堂（6/27-30） 
 
小磯良平 帝国藝術院賞受領記念 年代順作品回顧展 
大塚銀次郎編 神戸画廊 1942 年 
神戸・画廊（9/16-19） 
神戸市須磨の寓居にて（竹中郁） 
［あいさつ］（神戸画廊） 
出品目録 
 
小磯良平作品展  
梅田画廊 1967 年  
大阪・梅田画廊（2/20-3/4） 図版目録 
 
画業 50 年 小磯良平展 
 兵庫県立近代美術館 1971 年   
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日本橋・髙島屋（4/6-11）  兵庫県立近代美術館（4/29-5/23） 
開催のことば（阪本勝）  
小磯良平の横顔（竹中郁） 
 出品目録・年譜 
 
迎賓館赤坂離宮壁画完成記念 小磯良平展 京王梅田画廊編  
京王百貨店 1974 年  
新宿・京王（3/23-27）  
ずいぶん苦しみました（小磯良平）  
大理石に囲まれた暖かい絵（岡田譲） 
 迎賓館建設と絵画（上山勝） 
作家略歴 
 
新館落成記念特別展 小磯良平展  
西宮市大谷記念美術館 1977 年  
西宮市大谷記念美術館（11/27-12/20）  
小磯良平の作品（今泉篤男） 
 六十年（竹中郁）  
 心をひたす芳香（池田弘）  
出品目録一覧・年譜 
 
小磯良平展 小磯良平展運営委員会編  
東急百貨店 1978 年  
渋谷・東急（5/5-17） 
作者の言葉（小磯良平）  
小磯良平の作品（今泉篤男） 
 図版解説（小川正隆） 
 小磯良平年譜ノート（小川正隆編） 
 作品目録 
 
小磯良平素描作品展  
ウメダアート 1979 年  
大阪・梅田近代美術館（7/25-8/31） 
年譜 
 
現代洋画家デッサン・シリーズ 小磯良平展 
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朝日新聞東京本社企画部編 朝日新聞東京本社 1979 年 
銀座・松屋（9/21-26） 
仙台・藤崎（9/28-10/3） 
福岡・岩田屋（10/10-15） 
宇都宮・上野（10/25-29） 
作者のことば（小磯良平） 
小磯良平の素描（桑原住雄） 
略年譜（桑原住雄編） 
出品目録 
 
小磯良平展 
小磯良平展事務局、梅田近代美術館 1980 年 
山梨県立美術館（1/8-2/11） 
岡山県総合文化センタ−（2/14-3/2） 
愛媛県立美術館（3/5-23） 
広島県立美術館（4/12-5/5） 
小磯良平の作品（今泉篤男） 
［コメント］（小磯良平） 
出品目録 
年譜（小野迪孝編） 
参考文献目録（小野迪孝編） 
 
小磯良平展 素描の魅力 
西宮市大谷記念美術館、梅田近代美術館編 西宮市大谷記念美術館 1981 年  
西宮市大谷記念美術館（7/4-26） 
 富士美術館（8/2-9/15）  
名古屋・丸栄（9/19-24）   
町田・東急（10/1-6）  
京都・大丸（10/15-20）  
札幌・東急（10/29-11/3） 
 香川県文化会館（11/28-12/20） 
 高知・大丸（1982/1/14-19） 
 小磯良平の作品（今泉篤男） 
 出品目録  
年譜  
文献目録 
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［各館版あり］ 
 
小磯良平とゆかりの作家展  
神戸新聞社 1982 年 
 神戸・そごう（10/1-6） 
小磯良平の芸術をめぐって（熊田司）  
神戸ゆかりの作家点描 
出品目録  
年譜 
 
小磯良平版画作品展 エッチング・リトグラフ 100 選 
野呂好徳編 ウメダアート 1983 年 
大阪・梅田近代美術館（2/21-3/5） 
小磯良平の版画展（今泉篤男） 
図版目録 
略歴 
 
画業 60 年 小磯良平のすべて 兵庫県立美術館編  
読売新聞大阪本社 1983 年  
日本橋・髙島屋（3/17-29）   
兵庫県立近代美術館（4/9-5/8） 
尾道市立美術館（5/14-6/12） 
北九州市立美術館（6/16-7/17） 
ごあいさつ（小磯良平） 
画業 60 年に寄せて（増田洋） 
出品目録 
参考図版  
年譜（山脇佐江子編） 主要文献（山脇佐江子編） 
 
神戸新聞創刊 85 周年記念 小磯良平展  
姫路市立美術館、神戸新聞社 1983 年  
姫路市立美術館（10/15-11/20）  
小磯良平画伯に聞く ぼくの好きなヨーロッパ画家 “小磯抒情の源泉をたずねて…［”  小
磯良平口述］  
出品目録 
略歴 
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文化勲章受章記念 小磯良平展 その色彩とデッサン 
読売新聞大阪本社 1984 年 
大阪・阪神（3/29-4/3） 
小磯良平のデッサンと色彩（乾由明） 
「薬用植物画譜」の序（小磯良平）［再録］ 
出品目録 
年譜（山脇佐江子編） 
 
小磯良平展  
朝日新聞大阪本社企画部 1985 年  
大阪・京阪（10/12-16）  
モダニズム 小磯芸術の世界（増田洋）  
出品目録  
年譜 
 
小磯良平展  
朝日新聞東京本社企画第 1 部 1986 年 
 銀座・松屋（1/24-2/4） 神戸・大丸（2/13-18） 大分・トキハ（2/27-3/11）  
小磯良平の人と芸術（島田康寛）  
作品目録 
小磯良平年譜（梅田近代美術館編） 
参考文献（土屋悦郎編） 
 
小磯良平展 朝日新聞東京本社企画第 1 部 1986 年 長崎県立美術博物館（7/3-20） 盛岡・
川徳（7/24-8/6）  
小磯良平の人と芸術（島田康寛） 
作品目録  
小磯良平年譜（梅田近代美術館編）  
参考文献（土屋悦郎編） 
 
小磯良平展  
梅田近代美術館 1986 年   
三原リージョンプラザ（10/1-27） 加古川総合文化センター（11/2-30） 
 都市文化と小磯良平（増田洋）  
作品目録 
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年譜（梅田近代美術館編） 
［各館版あり］ 
 
小磯良平展 兵庫県立近代美術館編  
読売新聞社、美術館連絡協議会 1987 年  
兵庫県立近代美術館（1/15-2/15） 呉市立美術館（3/13-4/12） 
群馬県立近代美術館（4/18-5/17） 
宮城県美術館（5/22-6/28） 
東京都庭園美術館（7/11-8/30） 
ごあいさつ（小磯良平） 
小磯良平展によせて（河北倫明） 
小磯良平の芸術   西洋絵画史の遡行と昭和風 
俗史への密着（中山公男） 
出品目録 
小磯良平略伝（増田洋） 
年譜（山脇佐江子編） 
主要文献（山脇佐江子編） 
参考図版 
 
デッサンの美再発見 小磯良平素描展 梅田近代美術館編  
読売新聞社 1989 年  
心斎橋・大丸（9/7-12） 神戸・大丸（9/14-19） 松坂屋ナゴヤエキ店（11/12-17）  東京・
大丸（12/28-1990/1/9） 博多・大丸（1/12-23） 
岸上良平のころ（田中忠雄） 素描にみる 小磯芸術の原点（増田洋） 
出品目録 
年譜（増田洋編） 
 
線と色彩のソナタ 小磯良平の世界 未公開作品にみる 
神戸地下街 1989 年 
神戸・ギャラリー  White  House（9/29-11/8） 
父と北野（沢村嘉子、嘉納邦子） 
作品リスト 
年譜 
 
受贈記念特別展 小磯良平展 いま、べールをぬぐ小磯芸術 
神戸市立博物館編 神戸市スポーツ教育公社 1990 年 
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神戸市立博物館（2/10-3/25） 
アトリエからの贈りもの  神戸市寄贈の小磯作品をめぐって（岡泰正） 
年譜 
出品作品目録 
寄贈作品目録 
 
米子天満屋オープン記念 小磯良平展 
ウメダアー卜 1990 年 
米子・天満屋（11/14-25） 
小磯先生・人と作品・1950 年-1960 年（進藤蕃） 
出品目録 
小磯良平年譜（梅田近代美術館編） 
 
小磯良平遺作展 京都国立近代美術館、兵庫県立近代美術館編  
読売新聞大阪本社 1991 年  
京都国立近代美術館（2/19-3/24）  
名古屋市美術館（4/13-5/19）  
兵庫県立近代美術館（5/25-7/7） 
東京都庭園美術館（7/20-8/27） 
福岡市美術館（9/5-29） 
小磯良平遺作展によせて（河北倫明） 
小磯良平の芸術（島田康寛） 
各章解説（山野英嗣） 
出品目録 
年譜（山脇佐江子編） 
文献目録（山脇佐江子編） 
 
清らかで気品あふれる 小磯良平展 ウメダアート編  
山陽新聞社、中国新聞社 1991 年  
岡山・天満屋（10/30-11/11）   
広島・アルパーク天満屋（11/20-12/2） 
 福山・天満屋（1992/1/3-12） 
小磯良平の芸術（島田康寛）  
出品目録 小磯良平年譜（梅田近代美術館編） 
 
開館記念特別展 小磯良平の世界  
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神戸市立小磯記念美術館 1992 年  
神戸市立小磯記念美術館（11/3-12/13）  
小磯良平の芸術  室内に向けられた近代的感性（中山公男）  
小磯良平と竹中郁（山脇佐江子）  
思い出すままに（田中忠雄）  
小磯良平先生の想い出（西村元三朗）  
私の中の小磯先生（新宮晋）  
小磯先生のこと（石阪春生）  
あとがき 1950 年代の小磯良平の作品（辻智美）  
小磯良平のアトリエ 
年譜  
参考文献  
文献再録  
出品目録 
 
特別展 絵画とモティーフ 室内を描き続けた画家 小磯良平のアトリエより 
神戸市立小磯記念美術館 1993 年 
神戸市立小磯記念美術館（6/12-7/25） 
参考・アトリエにて 
出品目録 
略年譜 
小磯良平の絵画とモティーフ（辻智美） 
 
小磯良平の描いた薬用植物画  
神戸市立小磯記念美術館 1995 年  
文献再録（小磯良平）  
表 紙 画のこと等［『武田薬報』1959 年 1 月］/  薬草の表紙絵によせて［『武田薬報』1968
年 12 月］/「薬用植物画譜」序 文［『薬用植物画譜』1971 年］/  この薬草図鑑に美あり［日
本経済新聞 1972 年 5 月］/  植物写生の話（私の場合）［『アトリエ』第 570 号 1974 年 8
月号］ 
薬用植物画目録  
小磯良平と薬用植物画（廣田生馬） 
 
企画展 小磯良平の挿絵とデザイン展  
神戸市立小磯記念美術館 1997 年  
神戸市立小磯記念美術館（8/8-9/28）  
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小磯良平のグラフィックアートとデザインの仕事について（金井紀子） 
資料  
年譜  
出品目録 
 
小磯良平展 偉大な業績をしのぶ 神戸市立小磯記念美術館、読売新聞社編  
読売新聞社 1997 年  
梅田・大丸ミュージアム（9/3-21）  
KYOTO・大丸ミュージアム（9/25-10/14）  
福岡天神・大丸西館（10/23-27）   
東京・大丸ミュージアム（10/30-11/11） 
 KOBE・大丸ミュージアム（11/13-25）  
小磯良平展に寄せて（小倉忠夫） 
小磯良平再考『口語聖書   聖画集』をめぐって（山野英嗣） 
小磯先生のこと（石阪春生） 
小磯先生との夢（新宮晋） 
年譜 
出品目録 
 
特別展 没後 10 年 小磯良平展  
兵庫県立近代美術館、神戸市立小磯記念美術館、神戸新聞社 1998 年   
神戸市立小磯記念美術館「小磯芸術の流れ」（9/12-11/8）  
兵庫県立近代美術館「小磯良平と同時代を生きた画家たち」（9/12-11/8） 
［2 館同時開催］  
没後 10 年小磯良平展について（中島徳博）  
小磯芸術の流れ（金井紀子）  
小磯良平と同時代を生きた画家たち  昭和の美術の一側面（西田桐子） 
年譜  
小磯良平に関する主要参考文献 
 同時代の画家に関する主要参考文献 出品目録 
解説項目索引 
 
小磯良平展 描かれた静謐な世界 
鹿児島市立美術館編 小磯良平展実行委員会 
1999 年 
鹿児島市立美術館（10/1-11/3） 
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小磯良平と神戸ゆかりの作家たち（中島徳博） 
小磯良平のエスプリ  藤島武二とのかかわりを中心に（野添浩一） 
作品解説 
小磯良平年譜（野添浩一） 
参考文献一覧（上村洋子編） 
出品目録 
 
小磯良平 薬用植物画の表現 
神戸市立小磯記念美術館 2001 年 
神戸市立小磯記念美術館（9/8-11/11） 
小磯良平  薬用植物画の表現（橋本美保） 
 
小磯良平回顧展 
神戸市立小磯記念美術館、読売新聞大阪本社  2002 年 
神戸市立小磯記念美術館（10/5-12/1）  
大丸ミュージアム東京（2003/1/23-2/4）  
大丸ミュージアム心斎橋（3/20-4/1） 
名古屋・松坂屋美術館（4/29-5/18） 
私の中の小磯さん（佐藤忠良） 
小磯良平頌  序説（西村規矩夫） 
参考図版 
小磯良平回顧 日本近代洋画の清流（廣田生馬） 
出品目録 
主要作品解説 
年譜 
主要参考文献 
 
特別展 小磯良平生誕 100 年記念 小磯良平の青年時代 
神戸市立小磯記念美術館 2003 年 
神戸市立小磯記念美術館（10/4-12/7） 
「小磯良平の青年時代」点描 その揺籃期から 
新制作派協会設立期まで：人物画を中心として 
（西村規矩夫） 
小磯良平年譜 
小磯良平に関する参考文献 
出品目録 
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出品作家略歴 
 
ゆたかな物語が宿る日々 小磯良平展 
 世田谷美術館 2004 年  
世田谷美術館（2/28-5/9） 
写実的絵画  小磯良平の場合（橋本善八）  
小磯良平回顧  世田谷美術館「小磯良平展」に あたり（廣田生馬）   
年譜（神戸市立小磯記念美術館編）  
小磯良平に関する主要参考文献（神戸市立小 磯記念美術館編） 
出品リスト 
 
小磯良平展 大野コレクション  
ひろしま美術館 2004 年  
ひろしま美術館（6/25-7/25） 
小磯良平が描いた女性像の系譜  大野コレクシ ョンの作品から（笠岡めぐみ） 
作品解説 年譜 主要参考文献 出品目録 
 
小磯良平挿絵展 読売新聞連載小説「土曜夫人」（織田作之助） 
 ぎゃらりぃ思文閣 2007 年  
京都・ぎゃらりぃ思文閣（1/22-2/4） 
 
小磯良平 聖書のさしえ展  
笠間日動美術館 2008 年  
 神戸市立小磯記念美術館（4/11-5/25） 静岡アートギャラリー（8/9-9/28） 小磯良平と聖
書の挿絵（辻智美） 
 小磯良平略年譜 
作品リスト 
 
生誕 110 年 小磯良平の世界  
神戸市立小磯記念美術館、ふくやま美術館、 郡山市立美術館 2012 年   
神戸市立小磯記念美術館（10/14-12/24）  
ふくやま美術館（2013/1/12-3/3）  
郡山市立美術館（4/20-6/16）  
小磯良平の世界（島田康寛）  
小磯良平の銅版画（大前勝信）  
小磯良平の作品と神戸の人びと（辻智美）  
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小磯良平年譜  
小磯良平に関する主要参考文献 
出品目録 
 
小磯良平生誕 110 年記念特別企画 あなたが選ぶ小磯良平作品選 
神戸市立小磯記念美術館 2013 年 
神戸市立小磯記念美術館（12/21-2014/4/6） 
小磯良平生誕 110 年記念特別企画  鑑賞者が 
選んだ小磯作品（辻智美） 
出品目録 
 
1-3 二人展ほか目録・図録 
 
小磯良平・脇田和退官記念 素描・版画展  
東京藝術大学 1971 年  
東京藝術大学陳列館・正木記念館（9/24-10/2）  
小磯良平・脇田和退官記念素描・版画展（久保守） 
 
秋の大絵画展 
1979 年 
福岡・岩田屋（10/10-15） 
作家略歴 
 
牛島憲之・荻須高徳・小磯良平展 
三越 1987 年 
日本橋・三越（10/6-11） 
三画伯のこと（河北倫明） 
 
企画展 神戸の洋画・戦後の再出発展 小磯良平と仲間たちを中心に 
神戸市立小磯記念美術館 1998 年 
神戸市立小磯記念美術館（7/2-9/6） 
神戸洋画壇・戦後の旅立ち（廣田生馬） 
小磯良平（S.T.） 
出品目録 
展覧会関連年譜 
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市制 30 周年記念 美楽来特別展 小磯良平と新制作協会関西の作家たち 
 生駒市芸術会館  美楽来 2001 年  
生駒市芸術会館  美楽来（3/1-18） 
 
個人美術館散歩 7 人の洋画家  
個人美術館散歩実行委員会 2001 年  
稲沢市荻須記念美術館（4/13-5/20）  
北海道立三岸好太郎美術館（5/25-7/8）  
神戸市立小磯記念美術館（7/13-8/26）  
天童市美術館（8/31-10/8）  
萬鉄五郎記念美術館（10/12-11/18）  
小磯良平と神戸（廣田生馬） 
小磯良平  年譜 
小磯良平  作品データ・解説 
 
開館 1 周年特別展 小磯良平と宮本三郎 
 小松市立宮本三郎美術館 2001 年  
小松市立宮本三郎美術館（9/21-11/11）  
小磯良平と宮本三郎の足跡（廣田いずみ）  
小磯良平の芸術（廣田生馬） 
略年譜  
主要参考文献 
 
開館 15 周年記念特別展 藤島武二と小磯良平展 洋画アカデミズムを担った師弟 
神戸市立小磯記念美術館 2007 年 
神戸市立小磯記念美術館（9/15-11/18） 
子弟でつないだ夫婦の縁  藤島武二「官女と宝船」と小磯良平「池長美術館長像」をむす
ぶもの（成澤勝嗣） 
主要作品解説 
年譜 
主要参考文献 
孤高の子弟・藤島武二と小磯良平（廣田生馬） 
 
開館 10 周年記念 小磯良平と佐藤忠良展 モデルへのまなざし 
佐川美術館 2008 年 
滋賀・佐川美術館（4/24-6/22） 
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私の中の小磯さん（佐藤忠良）  
小磯良平の芸術（島田康寛）  
展覧会と私（嘉納邦子） 
年譜 
参考文献 
出品目録 
 
兵庫県立兵庫高等学校創立 100 周年特別記 念 兵庫が生んだ巨匠。小磯良平・東山魁夷展 
武陽会、神戸新聞社 2008 年 
大丸ミュージアム KOBE（5/14-26） 
芸術の泉  神戸第二中学校（木村重信）  
小磯良平について「神戸二中時代の経験を中心に」（廣田生馬） 
作品解説 
年譜・作品目録 
 
特別展 小磯良平没後 20 年記念 子どものいる風景 小磯良平「二人の少女」から  
神戸市立小磯記念美術館 2008 年  
神戸市立小磯記念美術館（9/6-11/16）  
モデルになった思い出（嘉納邦子）  
子どものいる風景   小磯良平「二人の少女」から（辻智美） 
出品目録  
主要参考文献  
展覧会関連イベント 
 
1-4 出品展覧会目録・図録 
 
第 6 回帝国美術院美術展覧会陳列品目録 
文部省 1925 年 
上野・竹の台陳列館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園第二勧業館（11/27-12/11） 
 
第 6 回帝国美術院美術展覧会図録  
文部省 1925 年  
上野・竹の台陳列館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園第二勧業館（11/27-12/11） 
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第 7 回帝国美術院美術展覧会陳列品目録 
文部省 1926 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園第二勧業館（11/27-12/11） 
 
第 7 回帝国美術院美術展覧会図録 
文部省 1926 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園第二勧業館（11/27-12/11） 
 
第 8 回帝国美術院美術展覧会陳列品目録 
文部省 1927 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園第二勧業館（11/27-12/11） 
 
第 8 回帝国美術院美術展覧会図録 
文部省 1927 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園第二勧業館（11/27-12/11） 
 
第 11 回帝国美術院美術展覧会陳列品目録 
文部省 1930 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園第二勧業館（11/27-12/11） 
 
第 11 回帝国美術院美術展覧会図録 
文部省 1930 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園第二勧業館（11/27-12/11） 
 
第 18 回光風会展覧会出品目録  
光風会事務所 1931 年  
東京府美術館（2/1-19） 
 
第 12 回帝国美術院美術展覧会陳列品目録 
文部省 1931 年 
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東京府美術館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園勧業館（11/27-12/11） 
 
第 12 回帝国美術院美術展覧会図録 
文部省 1931 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園勧業館（11/27-12/11） 
 
第 19 回光風会展覧会出品目録  
光風会事務所 1932 年  
東京府美術館（4/17-5/5） 
 
第 13 回帝国美術院美術展覧会陳列品目録 
文部省 1932 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園勧業館（11/27-12/11） 
 
第 13 回帝国美術院美術展覧会図録 
文部省 1932 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
京都・岡崎公園勧業館（11/27-12/11） 
 
第 20 回光風会展覧会出品目録  
光風会事務所 1933 年  
東京府美術館（2/2-21） 
 
第 14 回帝国美術院美術展覧会陳列品目録 
文部省 1933 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
大礼記念京都美術館（11/27-12/11） 
 
第 14 回帝国美術院美術展覧会図録 
文部省 1933 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
大礼記念京都美術館（11/27-12/11） 
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第 21 回光風会展覧会出品目録  
光風会事務所 1934 年  
東京府美術館（2/11-27） 
 
第 15 回帝国美術院美術展覧会陳列品目録 
文部省 1934 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
大礼記念京都美術館（11/27-12/16） 
 
第 15 回帝国美術院美術展覧会図録 
文部省 1934 年 
東京府美術館（10/16-11/20） 
大礼記念京都美術館（11/27-12/16） 
 
第 22 回光風会展覧会出品目録  
光風会事務所 1935 年  
東京府美術館（2/11-27） 
 
第 8 回上杜会展  
上杜会 1935 年  
東京府美術館（3/17-25） 
 
東京府美術館開館 10 周年記念 現代綜合美術展覧会目録 
東京府 1935 年 
東京府美術館（3/31-4/21） 
 
第 23 回光風会展覧会出品目録  
光風会事務所 1936 年  
東京府美術館（4/24-5/10） 
 
第 9 回上杜会展  
上杜会 1936 年  
東京府美術館（4/29-5/6） 
 
第 1 回新制作派協会展覧会目録  
新制作派協会 1936 年  
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上野・日本美術協会（11/10-17） 
 
新制作派 第 1 号  
新制作派協会 1936 年  
上野・日本美術協会（11/10-17）  
 朝鮮の思ひ出（小磯良平）［『小磯良平ブックワ ーク』（形象社  1984 年）、『小磯良平油彩
作品 全集』（求龍堂  1988 年）に再録］ 
 
明治・大正・昭和三聖代名作美術展覧会図録 
朝日新聞社 1937 年 
大阪市立美術館（4/25-5/25） 
 
第 2 回新制作派協会展目録  
新制作派協会 1937 年  
東京府美術館（12/8-25）  大阪市立美術館 
 
新制作派 第 2 号  
新制作派協会 1937 年  
東京府美術館（12/8-25）  大阪市立美術館 
無題（小磯良平）［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に再録］ 
 
第 3 回新制作派協会展目録  
新制作派協会 1938 年  
東京府美術館（11/24-12/10）  大阪市立美術館 
 
新制作派 第 3 号 
 新制作派協会 1938 年  
東京府美術館（11/24-12/10）  大阪市立美術館 
ジョルジュ・ド・ラツウルからドガまで（小磯良平） 
［『小磯良平画集Ⅲ』（求龍堂  1983 年）、『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に再
録］ 
 
第 12 回上杜会展  
上杜会 1939 年  
東京府美術館（3/22-31） 
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第 1 回聖戦美術展集  
朝日新聞社 1939 年  
東京府美術館（7/6-23） 開港記念横浜会館（7/28-8/1）静岡、名古屋、大阪、福岡、満州
ほか巡回 
 
第 4 回新制作派協会展覧会目録  
新制作派協会 1939 年  
東京府美術館（11/23-12/5） 大阪市立美術館 
 
新制作派 第 4 号 
 新制作派協会 1939 年  
東京府美術館（11/23-12/5） 大阪市立美術館 
戦争美術私感（小磯良平）［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂  1988 年）に再録］ 
 
第 5 回新制作派協会展目録  
新制作派協会 1940 年  
東京府美術館（9/1-17） 大阪市立美術館（10/8-23） 
 
新制作派 第 5 号  
新制作派協会 1940 年  
東京府美術館（9/1-17） 大阪市立美術館（10/8-23）   
或る婦人像（小磯良平） 
 
紀元二千六百年奉祝展覧会目録 
文部省 1940 年 
前期 東京府美術館（10/1-22） 
   大礼記念京都美術館（11/3-17） 
後期 東京府美術館（11/3-24） 
   大礼記念京都美術館（12/3-17） 
 
明治・大正・昭和挿絵文化展記念図録  
日本電報通信社 1941 年   
日本橋・三越（1940/11/20-29）  大阪・三越（12/18-22） 
 
第 2 回聖戦美術展集  
朝日新聞東京本社 1941 年   
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上野・日本美術協会（7/1-20） 大阪市立美術館（9/20-10/3） 名古屋、藤岡 
 
第 6 回新制作派協会展覧会目録  
新制作派協会 1941 年  
東京府美術館（9/23-10/4） 大阪市立美術館京都・丸物 神戸・大丸、三越、そごう 
 
第 6 回新制作派作品集 紀元二六〇一年 
新制作派協会 1941 年 
東京府美術館（9/23-10/4） 
大阪市立美術館 
京都・丸物 
神戸・大丸、三越、そごう 
 
第 4 回文部省美術展覧会図録  
文部省 1941 年  
東京府美術館（10/16-11/20） 大礼記念京都美術館（11/29-12/13） 
 
第 7 回新制作派協会展目録  
新制作派協会 1942 年  
東京府美術館（9/23-10/4） 
 
第 7 回新制作派作品集  
新制作派協会 1942 年  
東京府美術館（9/23-10/4） 
 南方絵画通信（小磯良平） 
 
大東亜戦争美術展覧会目録  
朝日新聞東京本社 1942 年   
東京府美術館（12/3-27） 大阪市立美術館（1943/1/15-2/5） 名古屋（2/15-28） 
 
大東亜戦争美術展覧会  
朝日新聞東京本社 1942 年   
東京府美術館（12/3-27）  大阪市立美術館（1943/1/15-2/5） 名古屋（2/15-28） 
 
第 8 回新制作派協会展目録  
新制作派協会 1943 年  
277 
 
東京都美術館（9/23-10/4） 
 
第 2 回大東亜戦争美術展覧会  
朝日新聞東京本社 1943 年   
東京都美術館（12/8-1944/1/9） 大阪市立美術館（1/22-2/17） 大礼記念京都美術館（3/8-23） 
福岡市本願寺福岡会館（4/3-30） 佐世保・玉屋（5/10-28）  名古屋（5/25-6/10） 
 
陸軍美術展集  
陸軍美術協会 1944 年  
東京都美術館（3/8-4/5） 山形・県会議事堂（11/6-12） 
 
文部省戦時特別美術展集  
朝日新聞社 1945 年  
東京都美術館（1944/11/25-12/15） 
 
第 10 回新制作派協会展目録 
新制作派協会 1946 年 
東京都美術館（9/20-10/4） 
 
現代美術展覧会陳列品目録  
朝日新聞社 1947 年  
東京都美術館（5/1-20） 
 
美術団体連合展覧会出品目録  
毎日新聞社 1947 年 
 東京都美術館（6/10-30）大阪・阪急、三越、大丸、松坂屋（9/2-21） 
 
美術団体連合展画集  
毎日新聞社 1947 年  
東京都美術館（6/10-30）大阪・阪急、三越、大丸、松坂屋（9/2-21）  
連合展を見る〈対談〉新制作派協会（今泉篤男、土方定一） 
 
第 11 回新制作派協会展目録  
新制作派協会 1947 年  
東京都美術館（9/19-10/4） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 
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第 11 回新制作派  
新制作派協会 1947 年  
東京都美術館（9/19-10/4） 大阪市立美術館 京都市美術館名古屋  
窯のはなし（小磯良平） 
 
第 2 回美術団体連合展目録  
毎日新聞社 1948 年  
東京都美術館（5/25-6/16） 
 
第 2 回美術団体連合展画集 
毎日新聞社 1948 年  
東京都美術館（5/25-6/16） 
 
第 12 回新制作派展  
新制作派協会 1948 年  
東京都美術館（9/18-10/2） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 
 
第 3 回美術団体連合展目録  
毎日新聞社 1949 年  
東京都美術館（5/14-6/5） 名古屋・丸栄（6/15-30）  岡山・天満屋（7/6-26） 大阪（9 月
下旬） 
 
第 3 回美術団体連合展画集 
毎日新聞社 1949 年 
東京都美術館（5/14-6/5） 
名古屋・丸栄（6/15-30） 
岡山・天満屋（7/6-26） 
大阪（9 月下旬） 
 
第 13 回新制作派協会出品目録 
 新制作派協会 1949 年  
東京都美術館（9/21-10/8） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 
 
現代美術自選代表作十五人展［目録］ 
読売新聞社 1950 年 
日本橋・髙島屋（1/11-29） 
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第 4 回美術団体連合展目録  
毎日新聞社 1950 年  
東京都美術館（5/14-6/7） 高松市美術館（7/2-23） 福岡・岩田屋（8/7-17） 佐世保公会堂
（9/10-20）  大阪市立美術館（10/14-11/5） 
 
第 4 回美術団体連合展画集  
毎日新聞社 1950 年  
東京都美術館（5/14-6/7） 高松市美術館（7/2-23） 福岡・岩田屋（8/7-17） 佐世保公会堂
（9/10-20）  大阪市立美術館（10/14-11/5）  
私のねらい（小磯良平） 
 
第 2 回秀作美術展  
朝日新聞社 1951 年  
日本橋・三越（1/20-31） 
 
第 2 回関西総合美術展覧会目録  
大阪市立美術館 1951 年  
大阪市立美術館（2/15-3/11） 
 
第 5 回美術団体連合展目録  
毎日新聞社 1951 年  
東京都美術館（5/22-6/13） 
 
第 5 回美術団体連合展画集  
毎日新聞社 1951 年  
東京都美術館（5/22-6/13） 
 
第 15 回新制作展出品目録  
新制作協会 1951 年  
東京都美術館（9/21-10/7）大阪、京都、高松、広島、小倉、福岡、鹿児島、 熊本を巡回 
 
第 3 回秀作美術展 
朝日新聞社 1952 年 
日本橋・三越（1/16-2/3） 
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第 1 回日本国際美術展 毎日新聞社  
1952 年 東京都美術館（5/22-6/14）  
大阪・そごう 名古屋・松坂屋ギャラリー 福岡・岩田屋ギャラリー 京都市美術館 
 
第 4 回秀作美術展  
朝日新聞社 1953 年  
日本橋・三越（1/28-2/8） 
 
第 2 回日本国際美術展  
毎日新聞社 1953 年  
東京都美術館（5/20-6/8） 大阪・そごう（6/19-30）  宇部市民会館岩田屋ギャラリー 佐
世保・公会堂ギャラリー 名古屋・鶴舞ギャラリー 高松市美術館（10/15-30） 
 
第 17 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1953 年  
東京都美術館（9/21-10/7） 大阪市立美術館京都市美術館 名古屋 
 
第 17 回新制作協会展  
新制作協会 1953 年  
東京都美術館（9/21-10/7） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋  
壁画「働く人」について（小磯良平） 
 
第 1 回現代日本美術展  
毎日新聞社 1954 年  
東京都美術館（5/19-6/5） 大阪・そごう（6/11-23）  宇部・渡辺記念館（7/10-19） 佐世
保公会堂（7/27-8/10） 福岡・岩田屋（8/17-22）  名古屋・丸栄（9/7-16） 
 
第 18 回新制作協会展  
新制作協会 1954 年  
東京都美術館（9/21-10/7） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 
 
第 3 回日本国際美術展  
毎日新聞社 1955 年  
東京都美術館（5/20-6/5） 大阪・そごう（6/24-7/6） 愛知県立文化会館美術館（7/13-26） 
福岡・岩田屋（8/16-24） 
佐世保公会堂（9/8-25） 宇部・渡辺翁記念館（10/1-15） 高松市近代美術館（10/23-11/13） 
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広島・福屋・天満屋（11/22-12/4） 
 
第 19 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1955 年  
東京都美術館（9/21-10/7） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 
 
美人画名作 明治・大正・昭和展 
松屋 1956 年 
銀座・松屋（5/12-29） 
 
第 2 回現代日本美術展   
毎日新聞社 1956 年 
 東京都美術館（5/22-6/8） 大阪・そごう（6/22-7/4） 福岡・岩田屋（8/16-26）  佐世保
市民会館（9/1-20） 熊本・鶴屋（9/24-10/2）  宮崎・松屋（10/14-21） 高松市美術館
（10/28-11/11） 
 
第 20 回新制作協会展  
新制作協会 1956 年  
東京都美術館（9/21-10/7） 大阪市立美術館（10/12-25） 京都市美術館（11/1-15）  名古
屋（11/18-29） 
 
1957 年展目録  
日本洋画商連盟 1957 年   
銀座・松坂屋（1/25-30）  難波・髙島屋（2/12-17）  栄町・丸栄（2/23-3/4） 
 
1957 年展カタログ  
日本洋画商連盟 1957 年   
銀座・松坂屋（1/25-30）  難波・髙島屋（2/12-17）  栄町・丸栄（2/23-3/4） 
 
第 4 回日本国際美術展  
毎日新聞社 1957 年  
東京都美術館（5/23-6/16） 大阪・そごう（6/28-7/10） 宇部・渡辺翁記念館（7/17-8/7） 福
岡・岩田屋（8/15-25） 佐世保公会堂（9/5-15） 熊本・鶴屋（9/20-10/4）  広島・福屋（10/8-20） 
高松市美術館（10/25-11/7） 
名古屋・オリエンタル中村（11/13-24） 
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第 21 回新制作協会展 
 新制作協会 1957 年  
東京都美術館（9/25-10/7） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 広島 
 
1958 年展覧会目録  
日本洋画商連盟 1958 年   
日本橋・白木屋（2/4-13） 梅田・阪急 名古屋・丸栄 
 
第 3 回現代日本美術展  
毎日新聞社 1958 年 
 東京都美術館（5/15-6/2） 石橋美術館（7/25-8/28）  佐世保・玉屋（9/4-15） 大阪・そ
ごう（10/10-15） 高松市美術館（10/25-11/9） 
 
第 22 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1958 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 広島 
 
第 22 回新制作協会展  
新制作協会 1958 年 
 東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 広島 
 
1959 年展覧会作品目録 
 日本洋画商連盟 1959 年   
日本橋・白木屋（1/13-18）  大阪・そごう（2/13-18） 
 
1959 年展覧会図録  
日本洋画商連盟 1959 年   
日本橋・白木屋（1/13-18）  大阪・そごう（2/13-18） 
 
第 5 回日本国際美術展  
毎日新聞社 1959 年  
東京都美術館（5/9-6/3） 
 
第 23 回新制作協会展出品目録 
新制作協会 1959 年 
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 広島 
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第 23 回新制作協会展  
新制作協会 1959 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 広島 
 
明治・大正・昭和 三代名画展図録  
朝日新聞社 1959 年  
銀座・松坂屋（10/1-11） 
 
1960 年展図録  
日本洋画商協同組合 1960 年   
日本橋・白木屋（1/12-20）  大阪・そごう（2/12-17） 
 
第 4 回現代日本美術展  
毎日新聞社 1960 年  
東京都美術館（5/10-29）  高松市美術館（6/4-27） 八幡市美術工芸館（7/5-25） ほか 2
会場巡回 
 
1961 年展図録  
日本洋画商協同組合 1961 年   
大阪・そごう（3/3-8）  日本橋・白木屋（4/11-16） 
 
第 6 回日本国際美術展  
毎日新聞社 1961 年 
 東京都美術館（5/10-30）  大阪・そごう（6/9-21） 高松市美術館（7/1-23） 名古屋・中
村（9/12-20） 八幡市美術館（9/26-10/10） 佐世保（10/15-29） 福岡・大丸 宇部・渡辺
記念館（11/14-28） 
 
第 25 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1961 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 広島 
 
第 25 回新制作協会展  
新制作協会 1961 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館 京都市美術館 名古屋 広島 アトリエだより・
ほか（小磯良平） 
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第 5 回現代日本美術展  
毎日新聞社 1962 年  
東京都美術館（5/9-22） 大阪・そごう（6/11-20）  高松市美術館（6/27-7/22） 八幡市美
術工芸館（8/25-9/23） 県立短大佐世保商英部（10/1-15） 
 
第 26 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1962 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/14-24） 京都市美術館（11/1-14） 名古
屋（11/17-12/2）  広島（1963/1/11-15） 
 
第 26 回新制作協会展  
新制作協会 1962 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/14-24） 京都市美術館（11/1-14）  名
古屋（11/17-12/2） 広島（1963/1/11-15）  
猪熊君の手紙（小磯良平） 
 
第 7 回日本国際美術展  
毎日新聞社 1963 年  
東京都美術館（5/10-30）  大阪・そごう 高松市立美術館 市立八幡美術工芸館  鹿児島市
立美術館 福岡・大丸 佐世保中央公民館  熊本・つるや百貨店  名古屋・中村オリエンタ
ル 仙台・藤崎百貨店 
 
第 27 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1963 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 名古
屋（11/17-28） 広島（1964/1/10-15） 
 
第 27 回新制作協会展 
 新制作協会 1963 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 名古
屋（11/17-28） 広島（1964/1/10-15） 
ロダンの素描（小磯良平） 
 
第 5 回国際具象美術展  
朝日新聞東京本社 1964 年   
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上野・松坂屋（3/10-15） 
 
第 6 回現代日本美術展  
毎日新聞社 1964 年  
東京都美術館（5/10-30）  大阪・そごう（6/5-17） 高松市美術館（6/20-7/19） 北九州市
八幡美術館（8/20-9/13） 佐世保市教育委員会ホール（9/16-30） 
 
第 28 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1964 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 名古
屋（11/20-29） 広島 
 
第 28 回新制作協会展  
新制作協会 1964 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 名古
屋（11/20-29） 広島 
 
第 14 回五都展  
五都美術商連合会 1965 年  
 東京美術倶楽部（4/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
第 29 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1965 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 名古
屋（11/20-29） 広島（1966/1/7-11） 
 
近代洋画名作展 特設 原勝四郎遺作展  
和歌山県立美術館 1965 年   
和歌山県立美術館（10 月） 
 
第 15 回五都展  
五都美術商連合会 1966 年   
東京美術倶楽部（4/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
第 7 回現代日本美術展  
毎日新聞社 1966 年  
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東京都美術館（5/10-30）  高松市美術館 広島・福屋 北九州市八幡美術館  佐世保市教育
委員会ホール 長崎県立美術館 愛知県文化会館 仙台・三越 
 
第 30 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1966 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 愛知
県美術館（11/20-28） 
広島 
 
第 30 回新制作展会員作品集  
新制作協会 1966 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 愛知
県美術館（11/20-28） 
広島 
 
第 9 回日本国際美術展  
毎日新聞社 1967 年 東 
京都美術館（5/10-30）  京都市美術館（6/10-30）  高松市美術館 北九州市立八幡美術館 佐
世保市中央公民館  長崎県立美術博物館  愛知県美術館 
 
第 4 回太陽展  
日動画廊 1967 年  
銀座・日動画廊（7/1-15） 
 
第 31 回新制作協会展出品目録 
 新制作協会 1967 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 愛知
県美術館（11/18-29） 
広島 
 
第 31 回新制作協会展  
新制作協会 1967 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14）愛知
県美術館（11/18-29）広島 
 
1968 年展図録  
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日本洋画商協同組合 1968 年   
東京セントラル美術館（1/16-25） 
 
現代洋画大家展 具象への招待  
和歌山県立美術館 1968 年   
和歌山県立美術館（2/3-12） 
 
第 17 回五都展  
五都美術商連合会 1968 年  
 東京美術倶楽部（4/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
第 8 回現代日本美術展 毎日新聞社 1968 年 東京都美術館（5/10-30）  愛知県美術館
（7/11-21） 
 
第 32 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1968 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 愛知
県美術館（11/22-12/2） 
北九州市八幡美術館（12/15-1969/1/12） 広島・天満屋（1/24-28） 
 
第 32 回新制作協会展  
新制作協会 1968 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 愛知
県美術館（11/22-12/2） 
北九州市八幡美術館（12/15-1969/1/12） 広島・天満屋（1/24-28） 
 
裸婦名作展  
読売新聞社 1968 年  
新宿・伊勢丹（10/15-24） 
 
1969 年展  
日本洋画商協同組合 1969 年   
東京セントラル美術館（1/17-26） 
 
第 9 回現代日本美術展  
毎日新聞社 1969 年  
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東京都美術館（5/10-30）  京都市美術館（6/18-7/6） 愛知県美術館（7/9-20） 
 
第 33 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1969 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 愛知
県美術館（11/21-12/2） 九州（1970/1/8-18） 広島（1/23-27） 
 
第 33 回新制作協会展  
新制作協会 1969 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 大阪市立美術館（10/15-25） 京都市美術館（11/1-14） 愛知
県美術館（11/21-12/2） 九州（1970/1/8-18） 広島（1/23-27）  
静物（小磯良平） 
 
第 7 回太陽展  
日動画廊 1970 年  
銀座・日動画廊（7/1-15） 
 
第 34 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1970 年  
東京都美術館（9/22-10/10） ほか巡回 
 
第 34 回新制作協会展図録  
新制作協会 1970 年  
東京都美術館（9/22-10/10） ほか巡回 
 
現代の女性美展  
日動画廊 1970 年  
銀座・日動画廊（11/17-28） 名古屋・日動画廊（12/1-10） 大阪・日動画廊（12/23-29） 
 
第 1 回三月会展  
日動画廊 1971 年  
銀座・日動画廊（3/10-24） 
 
第 20 回五都展  
五都美術商連合会 1971 年   
東京美術倶楽部（4/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
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第 8 回太陽展  
日動画廊 1971 年  
銀座・日動画廊（7/1-15） 
 
第 35 回新制作協会展出品目録 
新制作協会 1971 年 
東京都美術館（9/22-10/10）ほか巡回 
 
第 20 回記念なにわ会展記念画集  
梅田画廊 1971 年  
大阪・梅田画廊（12/3-10） 
 
第 2 回三月会展  
日動画廊 1972 年  
銀座・日動画廊（3/10-22） 
 
世界の巨匠が描く裸婦名品展  
東武百貨店 1972 年  
池袋・東武（4/6-18） 
 
第 21 回五都展  
五都美術商連合会 1972 年   
東京美術倶楽部（4/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
第 9 回太陽展  
日動画廊 1972 年  
銀座・日動画廊（6/21-7/10） 
 
第 4 回潮音会展  
フジヰ画廊 1972 年 
 銀座・フジヰ画廊ニューギャラリー（8/26-9/10） 大阪・フジヰ画廊（9/12-20） 
 
第 36 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1972 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 京都市美術館（10/29-11/4） 愛知県美術館（11/20-29） 
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第 36 回新制作協会展  
新制作協会 1972 年  
東京都美術館（9/22-10/10） 京都市美術館（10/29-11/4） 愛知県美術館（11/20-29） 
 
画家の歩み展  
彩壺堂 1972 年  
東京セントラル美術館（10/17-29） 
 
福富太郎コレクション 日本の美人画展図録 伊勢丹、読売新聞社編  
1973 年  
新宿・伊勢丹（1/23-28） 
 
第 3 回三月会展  
日動画廊 1973 年  
銀座・日動画廊（3/5-17） 
 
描かれた女展  
日動画廊 1973 年  
銀座・日動画廊（6/1-17）  大阪・日動画廊（6/20-28）  名古屋・日動画廊（7/1-10） 
 
第 10 回太陽展  
日動画廊 1973 年  
銀座・日動画廊、日動サロン（7/1-15） 
 
第 37 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1973 年  
東京都美術館（9/22-10/10） ほか巡回 
 
第 37 回新制作協会展 
 新制作協会 1973 年  
東京都美術館（9/22-10/10） ほか巡回 
 
東京藝術大学出身者による 上野の森 85 年の歩み展 洋画の部 
東京セントラル美術館 1974 年 
東京セントラル美術館（2/19-3/3） 
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第 38 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1974 年  
東京都美術館（9/22-10/10） ほか巡回 
 
第 38 回新制作協会展  
新制作協会 1974 年  
東京都美術館（9/22-10/10） ほか巡回 
 
兵庫県美術祭 県下在住作家による 郷土美術総合展第 5 回［目録］ 
兵庫県立近代美術館 1975 年 
兵庫県立近代美術館（3/1-23） 
 
第 39 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1975 年  
東京都美術館（9/23-10/10） ほか巡回 
 
第 39 回新制作協会展  
新制作協会 1975 年 
東京都美術館（9/23-10/10） ほか巡回 
 
第 25 回五都展  
五都美術商連合会 1976 年   
東京美術倶楽部（5/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
上杜会 50 周年展  
日動画廊 1976 年  
銀座・日動サロン（6/1-9） 大阪・日動画廊（7/1-10） 
 
第 13 回太陽展  
日動画廊 1976 年  
銀座・日動画廊、日動サロン（6/25-7/9） 
 
第 40 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1976 年  
東京都美術館（9/21-10/8） 京都市美術館（10/24-11/2） 愛知県美術館（11/18-26） 広島
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県立美術館（12/2-7） 
 
第 8 回潮音会展  
フジヰ画廊 1976 年  
銀座・フジヰ画廊ニューギャラリー（12/10-25） 大阪・フジヰ画廊（1977/1/5-12） 
 
第 14 回太陽展  
日動画廊 1977 年  
銀座・日動画廊、日動サロン（6/25-7/8） 
 
上杜会昭和 52 年度展  
日動画廊 1977 年  
銀座・日動画廊（7/25-8/3） 
 
第 16 回国際形象展 
 国際形象展事務局 1977 年   
日本橋・三越（9/13-25）  大阪・三越（10/18-23） 
 
第 41 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1977 年  
東京都美術館（9/21-10/8） 京都市美術館（10/21-11/1） 愛知県美術館（11/21-30） 広島
県立美術館（12/8-13） 
 
第 41 回新制作協会展  
新制作協会 1977 年  
東京都美術館（9/21-10/8） 京都市美術館（10/21-11/1） 愛知県美術館（11/21-30） 広島
県立美術館（12/8-13） 
 
第 15 回太陽展  
日動画廊 1978 年  
銀座・日動画廊、日動サロン（6/24-7/2） 
 
第 42 回新制作協会展出品目録 
 新制作協会 1978 年  
東京都美術館（9/27-10/12） 大阪市立美術館（10/1-26）  京都市美術館（10/27-11/5） 広
島県立美術館（12/7-12） 
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第 42 回新制作協会展  
新制作協会 1978 年  
東京都美術館（9/27-10/12） 大阪市立美術館（10/1-26）  京都市美術館（10/27-11/5） 広
島県立美術館（12/7-12） 
 
兵庫県美術祭 県下在住作家による 郷土美術総合展第 7 回［目録］ 
兵庫県立近代美術館 1979 年 
兵庫県立近代美術館（3/3-31） 
 
第 28 回五都展  
五都美術商連合会 1979 年   
東京美術倶楽部（5/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
上杜会昭和 54 年度展  
日動画廊 1979 年  
銀座・日動サロン（7/22-29） 
 
第 43 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1979 年  
東京都美術館（9/27-10/12） 京都市美術館（10/26-11/4） 愛知県美術館（11/14-23） 
 
第 43 回新制作協会展  
新制作協会 1979 年  
東京都美術館（9/27-10/12） 京都市美術館（10/26-11/4） 愛知県美術館（11/14-23） 
 
上杜会昭和 55 年度展図録  
日動画廊 1980 年  
銀座・日動サロン（7/19-25） 
 
第 19 回国際形象展  
国際形象展事務局 1980 年   
日本橋・三越（9/9-21） 大阪・三越（10/14-19） 
 
日本洋画にみる 回想の裸婦 現代のヌード 
朝日新聞社 1980 年 
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銀座・松坂屋（9/11-23） 名古屋・松坂屋（10/1-7） 大阪・松坂屋（10/9-14） 
 
第 44 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1980 年  
東京都美術館（9/26-10/12） ほか巡回 
 
第 44 回新制作協会展  
新制作協会 1980 年  
東京都美術館（9/26-10/12） ほか巡回 
 
現代日本洋画展 戦前から戦後へ 
 群馬県立近代美術館 1980 年   
群馬県立近代美術館（10/4-11/3） 
 
特別展 関西洋画の名作  
鳥取県立博物館資料刊行会 1980 年  
鳥取県立博物館（10/18-11/9） 
 
日本の洋画 戦後 20 年の足跡  
京都市美術館 1980 年  
京都市美術館（11/1-26） 
 
第 12 回潮音会展  
フジヰ画廊 1980 年  
銀座・フジヰ画廊ニューギャラリー（12/11-25） 
 
第 3 回日本秀作美術展  
読売新聞社 1981 年  
日本橋・髙島屋（3/12-24）  横浜・髙島屋（4/2-7）  なんば・髙島屋（4/9-14） 四条・
髙島屋（4/16-27） 
 
第 30 回五都展  
五都美術商連合会 1981 年  東京美術倶楽部（5/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美
術倶楽部 
 
上杜会昭和 56 年度展図録  
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日動画廊 1981 年 
 銀座・日動サロン（7/18-24） 
 
第 45 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1981 年  
東京都美術館（9/20-10/6） ほか巡回 
 
第 45 回新制作協会展  
新制作協会 1981 年  
東京都美術館（9/20-10/6） ほか巡回 
 
第 30 回記念なにわ会展  
梅田画廊 1981 年  
大阪・梅田近代美術館（12/8-19） 
 
第 13 回潮音会展  
フジヰ画廊 1981 年  
銀座・フジヰ画廊ニューギャラリー（12/15-28） 
 
創業 55 周年記念 日動画廊と洋画の流れ展 
日動画廊 1982 年 
銀座・日動画廊（2/16-28） 名古屋・日動画廊（3/2-10） 
 
第 31 回五都展  
五都美術商連合会 1982 年   
東京美術倶楽部（5/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
第 19 回太陽展  
日動画廊 1982 年  
銀座・日動画廊、日動サロン（6/3-15） 
 
上杜会昭和 57 年度展図録  
日動画廊 1982 年  
銀座・日動サロン（7/17-23） 
 
第 21 回国際形象展  
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国際形象展事務局 1982 年   
日本橋・三越（9/7-19） 大阪・三越（9/28-10/3） 
 
第 46 回新制作展  
新制作協会 1982 年  
東京都美術館（9/21-10/6） ほか巡回 
 
特別展 近代日本の自画像 自己を見つめる 81 人 
京都市美術館 1982 年 
京都市美術館（11/3-28） 
 
開館 15 周年記念 日本の洋画展 戦後 30 年の展望  
広島県立美術館 1982 年  
広島県立美術館（11/13-12/5） 
 
第 14 回潮音会展  
フジヰ画廊 1982 年  
銀座・フジヰ画廊アートサロン（12/15-27） 
 
第 21 回名作展 描かれた女性美  
岡山県総合文化センター 1983 年  
岡山県総合文化センター（2/2-20） 
 
特別展 戦後日本の洋画  
浜松市美術館 1983 年  
浜松市美術館（2/26-3/24） 
 
第 32 回五都展  
五都美術商連合会 1983 年   
東京美術倶楽部（5/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
上杜会昭和 58 年度展  
日動画廊 1983 年  
銀座・日動サロン（7/16-22） 
 
第 22 回国際形象展  
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国際形象展事務局 1983 年   
日本橋・三越（8/30-9/11） 大阪・三越（9/27-10/2） 
 
第 47 回新制作協会展出品目録  
新制作協会 1983 年 東京都美術館（9/21-10/6） ほか巡回 
 
第 47 回新制作展 新制作協会 1983 年  
東京都美術館（9/21-10/6） ほか巡回 
 
第 33 回五都展  
五都美術商連合会 1984 年   
東京美術倶楽部（5/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
第 21 回太陽展  
日動画廊 1984 年  
銀座・日動画廊、日動サロン（6/1-14） 
 
上杜会昭和 59 年度展図録  
日動画廊 1984 年  
銀座・日動サロン（7/11-17） 
 
第 48 回新制作展出品目録  
新制作協会 1984 年  
東京都美術館（9/27-10/13） ほか巡回 
 
第 48 回新制作展  
新制作協会 1984 年  
東京都美術館（9/27-10/13） ほか巡回 
 
開館 1 周年記念特別展 近代日本洋画の 200 年図録 
東京富士美術館 1984 年 
東京富士美術館（10/4-11/25） 
 
ʼ85 兵庫の美術家  
兵庫県立近代美術館 1985 年   
兵庫県立近代美術館（1/19-2/11） 
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関西三都が生んだ八巨匠展  
梅田画廊 1985 年  
大阪・梅田近代美術館（4/9-27） 
 
第 34 回五都展  
五都美術商連合会 1985 年   
東京美術倶楽部（5/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
上杜会昭和 60 年度展図録  
日動画廊 1985 年  
銀座・日動画廊（7/24-31） 
 
都市と美術 大阪・神戸のモダニズム 1920-1940  
兵庫県立近代美術館 1985 年   
兵庫県立近代美術館（8/31-9/29） 
 
第 49 回新制作展出品目録  
新制作協会 1985 年  
東京都美術館（9/27-10/13） ほか巡回 
 
第 49 回新制作展  
新制作協会 1985 年  
東京都美術館（9/27-10/13） ほか巡回 
 
洋画壇の巨匠が描く国立公園名画展  
尼崎市総合文化センター 1985 年  
尼崎市総合文化センター（10/26-11/24） 
 
現代に生きるヴィーナス展 日本の裸婦像 小磯良平から絹谷幸二まで 
サンケイ新聞社 1986 年 
大阪・ナビオ美術館（2/21-3/18） 渋谷・東急東横店（5/30-6/18） 
 
第 1 回現美展  
五都美術商連合会 1986 年   
東京美術倶楽部（5/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
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上杜会昭和 61 年度展図録  
日動画廊 1986 年  
銀座・日動画廊（7/24-31） 
 
第 50 回新制作展出品目録 
 新制作協会 1986 年  
東京都美術館（9/18-10/3） ほか巡回 
 
第 50 回新制作展  
新制作協会 1986 年  
東京都美術館（9/18-10/3） ほか巡回 
 
特別展 日本近代洋画の歩み 描かれた人間像  
鳥取県立博物館資料刊行会 1986 年  
鳥取県立美術館（10/7-11/3） 
 
特別展 笠間日動美術館所蔵 近代日本洋画にみる巨匠のパレットと作品 
倉吉博物館 1986 年 
倉吉博物館（10/24-11/24） 
 
第 9 回日本秀作美術展  
読売新聞社 1987 年  
日本橋・髙島屋（5/21-6/2） 大阪・髙島屋（6/11-16）  石川県立美術館（7/12-30） 熊本
県立美術館（8/5-30）  仙台市民ギャラリー（9/5-21） 
 
第 2 回現美展  
五都美術商連合会 1987 年   
東京美術倶楽部（5/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
東京藝術大学創立 100 周年記念展 東京藝術大学、朝日新聞社編  
朝日新聞東京本社企画第一部 1987 年  
日本橋・三越（10/13-25） 
 
新学制から今日まで 歴代教官の美の精華 東京藝術大学 100 周年記念展 
日本経済新聞社 1987 年 
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上野・松坂屋（10/22-11/3） 
 
開館記念 関西ゆかりの 8 巨匠展 図録  
伊丹市立美術館 1987 年  
伊丹市立美術館（11/3-12/6） 
 
昭和前期洋画の歩み展図録  
姫路市立美術館、神戸新聞社 1988 年  
姫路市立美術館（3/19-4/17） 
 
第 3 回現美展  
五都美術商連合会 1988 年   
東京美術倶楽部（5/27 開札） 大阪 京都 名古屋 金沢の各美術倶楽部 
 
日本洋画壇の巨匠が描く「国立公園 79 景展」図録  
西武美術館 1988 年  
船橋・西武美術館（10/28-11/15） 笠間日動美術館（1989/7/28-8/31） など巡回 
 
昭和の風景 国立公園絵画展  
藤島武二、林武、梅原龍三郎、小磯良平など昭和を代表 する洋画家の描いた名作 79 点 
東日本旅客鉄道株式会社 1989 年 
東京ステーションギャラリー（3/1-21） 
 
昭和の美術展  
東京国立近代美術館 1989 年  
 東京国立近代美術館（7/21-9/17） 
 
第 53 回新制作展出品目録  
新制作協会 1989 年  
東京都美術館（9/19-10/3） 京都市美術館（10/25-11/3） 愛知県美術館（11/10-19） 広島
県美術館（11/23-28） 
 
第 53 回新制作展  
新制作協会 1989 年  
東京都美術館（9/19-10/3） 京都市美術館（10/25-11/3） 愛知県美術館（11/10-19） 広島
県美術館（11/23-28） 小磯良平君を失なって（猪熊弦一郎） 
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洋画壇物語 1890-1940 画家たちの関西展  
兵庫県立近代美術館 1989 年   
兵庫県立近代美術館（10/7-11/26） 
 
「昭和の洋画 100 選」展  
朝日新聞社 1989 年  
銀座・松屋（10/25-11/6） 広島・三越（12/26-1990/1/7） 大阪・大丸心斎橋店（1/18-30） 
 
特別企画展 明治・大正・昭和の洋画 画家たちの女性像 
メナード美術館 1990 年 
愛知・メナード美術館（10/3-11/25） 
 
特別企画 青森県近代洋画のあゆみ展  
青森県立郷土館 1990 年  
青森県立郷土館（10/12-11/4） 
 
絵画による同窓会展 
稲沢市荻須記念美術館、秋田市立千秋美術館  1990 年 
稲沢市荻須記念美術館（11/8-12/2） 
秋田市立千秋美術館（12/9-25） 
絵画による同窓会   7 名の画家による昭和の絵画（陰里鐵郎） 
ライバルのいるクラス（猪熊弦一郎、文責・山田美佐子） 
東京美術学校の概要 
 
開館 10 周年記念特別展 昭和の絵画 第 3 部戦後美術 その再生と展開 
宮城県美術館 1991 年 
宮城県美術館（9/21-10/20） 
 
今泉篤男と椿会の作家たち図録 資 
生堂企業文化部 1991 年   
銀座・資生堂ギャラリー（10/7-20） 
 
日本の洋画史にみる 人間を描いた名作展図録  
財団法人富山県文化振興財団、 富山県民館会館美術館 1992 年  
富山県民会館美術館（9/14-27） 
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新井完展図録  
姫路市立美術館 1992 年  
姫路市立美術館（12/9-1993/1/24） 
 
郡山市立美術館開館記念展 3 油絵・日本展 写真、舞妓、季語のある風景 郡山市立美術館
学芸課編  
郡山市立美術館 1993 年 
郡山市立美術館（4/17-5/16） 
 
特別展 カンヴァスの中の女たち 洋画 100 年にみる女性美の展開 
神戸市立小磯記念美術館 1993 年 
神戸市立小磯記念美術館（9/23-11/7） 
洋画の中の女性像（島田康寛） 女性像の変貌  洋画史の流れとともに（廣田生馬） 
 
開館 15 周年記念特別展 日本近代洋画の歩み  
豊橋市美術博物館 1993 年   
豊橋市美術博物館（10/8-11/7） 
 
藤島武二と 9 人の若き洋画家たち展  
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 1993 年  
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館（10/17-12/19） 
 純粋な世界への脱出  昭和 11 年、藤島武二と 9 人の若き洋画家たち（岡部昌幸） 
Escape  to the  Simpler   World  -1936 Takeji Fujishima  and  Nine  Modernist   
Painters 
（Masayuki Okabe） 
 
日本洋画壇の巨匠が描く「国立公園名画展」 図録 
神戸新聞社 1994 年 
日高町立文化体育館（7/2-31） 洲本市立淡路文化史料館（8/4-23） 神戸阪急ミュージアム
（8/26-9/20） 
 
藤島武二と新制作派のパイオニアたち 
日本洋画壇の巨匠と 9 人の愛弟子  
秋田県総合生活文化会館 1994 年 
 秋田・アトリオン美術展示ホール（7/23-8/21）  
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決断！7・6「新制作」の 9 人と藤島武二（岡部昌幸） 
 
絵のなかの女たち  
群馬県立近代美術館 1995 年  
 群馬県立近代美術館（9/23-11/5） 
 
神戸・芦屋・西宮を愛した画家たち  
毎日新聞社 1996 年  
大阪・髙島屋（1/11-23）  高崎市美術館（1/27-3/3） 下関・大丸（3/27-4/9） 
 
阪神大震災復興支援特別展 神戸の洋画家たち 
朝日新聞社文化企画局大阪企画部 1996 年 
神戸・大丸（3/7-12） 堺市博物館（4/28-5/12） 
 
1920・30 年代の欧州・米国・日本 
20 世紀美術の誕生  
広島県立美術館 1996 年  
広島県立美術館（10/6-11/14） 
 
内宮ご鎮座 2000 年奉祝 伊勢志摩国立公園指定 50 周年記念特別展 「近代洋画にみる国立
公園」  
式年遷宮記念神宮美術館 1996 年  
三重・式年遷宮記念神宮美術館（前期 10/30-11/17、後期 11/19-12/15） 
 
第 50 回記念関西新制作展［目録］ 
 関西新制作研究会 1997 年   
大阪市立美術館（5/13-18） 
 
創立 110 周年記念東京芸術大学所蔵名品展 卒業制作に見る近現代の美術 
読売新聞社 1997 年 
日本橋・三越（9/9-21） 心斎橋・大丸（9/25-10/7） 名古屋・松坂屋美術館（10/9-26） KYOTO・
大丸（12/31-1998/1/13） 
 
名作でたどる近代日本洋画の歩み展  
高知県立美術館 1998 年  
高知県立美術館（3/28-5/10） 
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梅原、小磯、宮本ら、洋画界 79 人の巨匠が 描く 風景と自然 国立公園の絵画展 
小杉放菴記念日光美術館 1998 年 
小杉放菴記念日光美術館（前期 4/11-5/6、後期 5/9-6/14） 
 
特別展 明治・大正 神戸生まれの芸術家たち  
神戸市立小磯記念美術館 2001 年  
神戸市立小磯記念美術館（4/21-6/10） 写真でたどる 小磯良平と神戸の芸術家たち（辻智
美） 
 
開館 20 周年記念特別展 日本洋画史上に輝く 巨匠展 高橋由一・黒田清輝から小磯良平ま
で 
佐久市立近代美術館 2003 年 
佐久市立近代美術館（7/5-9/15） 
 
三重県立美術館所蔵名品展Ⅰ 日本洋画の楽しみ 
川越市立美術館 2003 年 
川越市立美術館（7/10-8/17） 
 
特別展 描かれた音楽 西洋楽器と出会った日本絵画 
神戸市立博物館 2003 年 
神戸市立博物館（11/1-12/25） 
 
描かれた日本の風景 八王子市夢美術館、アートプランニングレイ編  
アートプランニングレイ 2004 年  
八王子市夢美術館（東日本編  2/28-3/30、西日本編  4/2-5/9） 
 
昭和前期の洋画 1923-1945  
島根県立美術館 2004 年  
島根県立美術館（4/23-5/30） 
 
没後 50 年 内田巌展 猪熊弦一郎・小磯良平とともに 
神戸市立小磯記念美術館、新見美術館 2004 年 
新見美術館（7/27-9/26） 神戸市立小磯記念美術館（10/2-11/28） 
新制作派協会員としての私（小磯良平） 
内田巌と新制作派協会 猪熊弦一郎・小磯良平らとともに（廣田生馬） 
305 
 
 
東京美術倶楽部創立 100 周年記念 大いなる遺産 美の伝統展 
東京美術倶楽部 2006 年 
東京美術倶楽部東美アートフォーラム（2/5-26） 
 
風景を描く 戦後関西の風景画  
西宮市大谷記念美術館 2006 年  
西宮市大谷記念美術館（10/28-12/3） 
 
神戸ゆかりの芸術家たち 神戸市所蔵作品より 神戸市立博物館編  
神戸ゆかりの美術館 2007 年 神戸ゆかりの美術館（3/23-6/24） 
 
生誕 100 年 高光一也の画業 モダンの煌めき  
石川県立美術館 2007 年   
石川県立美術館（4/22-5/20） 
 
田園讃歌 近代絵画に見る自然と人間 埼玉県立近代美術館ほか編  
読売新聞東京本社、美術館連絡協議会 2007 年 
埼玉県立近代美術館（10/27-12/16） 北九州市立美術館（2008/1/2-2/17） ひろしま美術館
（2/23-4/6） 山梨県立美術館（4/19-6/1） 
 
モダンガールズあらわる。昭和初期の美人画展 川西由里編  
島根県立石見美術館 2008 年  
島根県立石見美術館（2/29-4/7） 
 
日本の美術 近代から現代へ 兵庫のコレクション 
オスカー・ニーマイヤー美術館、兵庫県立美術館  2008 年 
ブラジル・オスカー・ニーマイヤー美術館（6/23-10/5） 
 
日本の美術館名品展 東京都美術館、美術館連絡協議会編  
美術館連絡協議会 2009 年  
東京都美術館（4/25-7/5） 
 
小松市立宮本三郎美術館特別展 四季にはたらく 壁画・日本の四季をめぐって 
小松市立宮本三郎美術館 2009 年 
小松市立宮本三郎美術館（9/19-11/23） 
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描かれた音楽展  
福井市美術館 2010 年  
福井市美術館（2009/10/10-11/8） 
 
文化勲章受章 近代日本美術の精華 日本画・洋画・彫刻・工芸・書 
中日新聞社、アートワン 2010 年 
名古屋・松坂屋美術館（3/6-4/11） 長野・水野美術館（4/17-5/23） 
 
麗子登場 ! ! 名画 100 年・美の競演  吉田朋子、服部正編  
兵庫県立美術館、朝日新聞社 2010 年  
兵庫県立美術館（6/15-7/19） 
 
特別展 古家新とゆかりの画家たち  
神戸市立小磯記念美術館 2010 年  
神戸市立小磯記念美術館（9/18-11/23） 
 
マリー・ローランサンとその時代展 巴里に魅せられた画家たち 
2011 年 
長野・マリー・ローランサン美術館（7/29-9/30） 高梁市成羽美術館（10/22-12/25） 一宮
市三岸節子記念美術館（2012/1/28-3/11） 神戸市立小磯記念美術館（4/14-7/8） 紀尾井町・
ニューオータニ美術館（7/14-9/30） 
小磯良平とフランス  古家新、荻須高徳らとともに（廣田生馬） 
 
昭和モダン 藤島武二と新制作初期会員たち  
神戸市立小磯記念美術館、川越市立美術館 2011 年 
神戸市立小磯記念美術館（10/15-2012/1/9） 川越市立美術館（1/28-3/20）  
藤島武二と新制作初期会員たち（廣田生馬） 第 1 回新制作派展について（折井貴恵） 
 
近代の洋画・響き合う美 兵庫県立美術館名品展 
滋賀県立近代美術館 2012 年 
滋賀県立近代美術館（1/21-3/11） 
 
日光市新収蔵記念 美しき日本の風景 国立公園の絵画展 
小杉放菴記念日光美術館編 日光市 2013 年 
小杉放菴記念日光美術館（1/1-4/7） 
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特別展 自らを見つめる 画家と自画像  
神戸市立小磯記念美術館 2013 年  
神戸市立小磯記念美術館（1/11-3/24） 
 
2 小磯良平の著作 
 
2-1 単行本 
 
洋画技法講座Ⅰ  
美術出版社 1949 年  
人物デッサン（小磯良平） 
 
洋画技法講座Ⅴ  
美術出版社 1949 年  
人物画の技法（小磯良平） 
 
人物画の話〈みづゑ文庫〉 
小磯良平著 美術出版社 1951 年 
 
世界美術全集 第 22 巻 西洋十九世紀第 1〈古典主義・浪漫主義〉 齋藤道太郎編  
平凡社 1951 年 
［図版解説］（小磯良平） 
 
原色版美術ライブラリーB1 ドガ 踊り子  
 小磯良平編集・解説  
みすず書房 1955 年 
 
デッサンの技法  
小磯良平、宮本三郎、鈴木信太郎共著  
美術出版社 1955 年 
 石膏と人体（小磯良平） 
 
児童画評価シリーズ 1〈全 3 巻〉  
久保禎治郎、小磯良平、宗像誠也監修  
黎明書房 1959 年  
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児童画評価に対する基本的見解（小磯良平） 
評価実際編（分担執筆） 
 
素敵な女たちよ！ 読売新聞大阪本社婦人部編  
朱鷺書房 1977 年  
“べっぴんさん”がいない（小磯良平） 
 
田村孝之介画集 
日動出版部 1977 年 
田村君との出会い（小磯良平） 
 
六代武田長兵衞追想  
六代武田長兵衞追想編纂委員会編  
武田薬品工業 1982 年  
長兵衞さん（小磯良平） 
 
新制作五十年 
新制作協会 50 年史編纂委員会編  
新制作協会  1986 年 
新制作派協会の旗揚げのころ 小磯良平氏に聞く（聞き手・西村元三朗） 
 
2-2 逐次刊行物 
 
上杜会の事（小磯良平） 美術新論 美術新論社 1933 年 7 月号 第 81 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
神戸山の手の話（小磯良平） アトリエ アトリエ出版社 1935 年 4 月号 第 12 巻第 4 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
味ひある作品 長谷川君の個展をのぞき（小磯良平） 毎日新聞 1935 年 5 月 14 日 
 
新制作派協会員としての私（小磯良平） アトリエ アトリエ出版社 1936 年 9 月号 第
13 巻第 9 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録、『没後 50 年  内田巌展  猪熊弦一
郎・小磯  良平とともに』（新見美術館、神戸市立小磯記念 美術館 2004 年）に再録］ 
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中村鉄君の個展にて（小磯良平） 朝日新聞 1937 年 12 月 17 日 
 
全関西十二回展（小磯良平） みづゑ 美術出版社 1938 年 6 月号 第 400 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
中支戦線素描 4 人集 雨花台に立つ（小磯良平） 朝日新聞 1938 年 7 月 13 日夕刊 
 
支那の婦人服（小磯良平） 新女苑 実業之日本社 1938 年 9 月号 第 2 巻 9 号 
 
山崎隆夫氏の個展（小磯良平） 大阪毎日新聞（兵庫神戸） 1938 年 2 月 12 日 
 
四都競粧（小磯良平） 改造 清水書店 1939 年 9 月号 第 21 巻第 9 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
屋根裏のアトリヱ（小磯良平）文藝春秋  1939 年 9 月 10 日  時局増刊 24 17 巻 18 号 ） 
 
絵の勉強（小磯良平） 新女苑 実業之日本社 1939 年 10 月号 第 3 巻第 10 号 
［『小磯良平ブックワーク』（形象社  1984 年）、『小 磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988
年）に再録］ 
 
恩師を語る 藤島先生と私達（小磯良平） 新女苑 実業之日本社 1940 年 3 月号 第 4 巻
第 3 号 
［『小磯良平ブックワーク』（形象社  1984 年）、『小 磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988
年）に再録］ 
 
夏姿・興亜の女性（小磯良平） 朝日新聞 1940 年 8 月 8 日 
 
新体制の道 かうして翼賛する（小磯良平） 朝日新聞 1940 年 12 月 25 日夕刊 
 
支那の景色と日本の景色（小磯良平） 文藝春秋 1941 年 8 月 1 日 19 巻 8 号 
 
戦争と画家の問題（小磯良平） 現地報告 1941 年 9 月 10 日 48 9 巻 9 号 
 
昂揚する文化人の気魄（小磯良平） 読売新聞 1942 年 4 月 14 日 
 
日本に似ている バリ島の踊り 生かせ・原住民文化 小磯画伯ら語る 小磯画伯の話（小磯
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良平） 朝日新聞 1942 年 6 月 19 日 
 
バタビヤより〈会員のたより〉（小磯良平） 兵庫縣新美術聯盟會報 1942 年 10 月 25 日号 
 
ビルマ独立式典に参列して 刻む厳粛な日本の姿（小磯良平） 朝日新聞 1943 年 8 月 11
日 
 
ビルマ（小磯良平） 毎日新聞 1943 年 8 月 11 日 
 
皇后陛下 陸軍病院行啓 大東亜戦争美術展 特別陳列 “尊き一瞬”の謹写  小磯良平画伯 
謹話（小磯良平） 
朝日新聞 1943 年 12 月 9 日夕刊 
 
美しい油彩の味 欧州名作絵画展評（小磯良平） 新大阪新聞 1947 年 5 月 12 日 
 
現代美術自選代表作 15 人展 私の出品作を語る「裸婦」（小磯良平） 読売新聞 1950 年 1
月 10 日 
 
ドミニック・アングル〈画人伝〉（小磯良平） 美術手帖 美術出版社 1950 年 6 月号 第
30 号 
 
こどもの繪について〈美術教育革新シンポジウム〉（小磯良平） 教育美術 教育美術振興
会 1950 年 7 月号  
第 11 巻第 7 号 
 
宮本三郎（小磯良平） 朝日新聞 1950 年 8 月 27 日 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
新しいということ（小磯良平） 教育美術 教育美術振興会 1950 年 11 月号 第 11 巻第
11 号 
 
袋棚のパラソル〈妻を語る〉（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1951 年 3 月 25 日号 
 
マチスのデッサン 主として初期について（小磯良平） 読売新聞 1951 年 4 月 28 日夕刊 
 
マチス展を見て（小磯良平） 読売新聞 1951 年 5 月 27 日 
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私の舞台装置（小磯良平） 美術手帖 美術出版社 1951 年 8 月号 第 46 号 
 
石膏デッサン〈技法ノート〉（小磯良平） 美術手帖 美術出版社 1952 年 2 月号 第 53
号 
［『小磯良平画集Ⅲ』（求龍堂 1983）に再録］ 
 
エドガア・ドガ 踊りの教師〈原色版解説〉（小磯良平） 美術手帖 美術出版社 1952 年 2
月号 第 53 号 
 
欧州的素描の意味するものと日本〈油絵技法教室・デッサン篇〉（小磯良平） 別冊アトリ
エ アトリエ出版社 1952 年 7 月号 第 19 集 
 
太田忠君の芸術〈新人のぺ−ジ〉（小磯良平） アトリエ アトリエ出版社 1952 年 9 月号 
第 310 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
ファクチュール〈油絵技法教室・油絵篇（〉小磯良平） 別冊アトリエ アトリエ出版社 1952
年 9 月号 第 21 集 
 
私のモデル 竹中郁君（小磯良平） 朝日新聞 1953 年 3 月 21 日 
 
今週の表紙 奥入瀬の渓流（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1954 年 1 月 17 日号 
 
本場のルーヴルと日本のフランス展（小磯良平） 朝日新聞 1955 年 1 月 3 日大阪 
 
今週の表紙 阿蘇外輪山（小磯良平） 
週刊朝日 朝日新聞社 1955 年 10 月 9 日号 
 
今週の表紙 軽井沢散歩（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1955 年 10 月 16 日号 
 
今週の表紙 婦人像（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1955 年 10 月 23 日号 
 
今週の表紙 静物（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1955 年 10 月 30 日号 
 
今週の表紙 腰かける女（水彩）（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1955 年 11 月 6 日号 
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今週の表紙 働く人とその家族（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1955 年 11 月 13 日号 
 
憩う女達〈作品と作者のことば〉（小磯良平） 美術手帖 美術出版社 1956 年 7 月号 第
111 号 
 
今週の表紙 パリスの審判（小磯良平） 週刊サンケイ 産業経済新聞社 1956 年 7 月 29
日号 
 
学校時代 頭の血が絵の方に（小磯良平） 朝日新聞 1956 年 10 月 28 日 
 
昼休み（小磯良平） 朝日新聞 1957 年 1 月 3 日 
 
カメラの目と画家の目（小磯良平） アトリエ アトリエ出版社 1957 年 12 月号 第 370
号 
 
今週の表紙 富士真奈美さん（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1958 年 1 月 26 日号 
 
発想をそのまま画面へ〈美術芸談〉（小磯良平） 東京新聞 1958 年 5 月 20 日夕刊 
 
逗子の娘〈夏の画帳〉（小磯良平） 産経時事新聞 1958 年 7 月 15 日 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
同級生交歓〈座談会〉（小磯良平、竹中郁、藤田巌） 文藝春秋 1958 年 8 月 
 
デッサンの世界（小磯良平） アトリエ アトリエ出版社 1958 年 9 月号 第 379 号 
 
表紙画のこと等（小磯良平） 武田薬報 武田薬品工業 1959 年 1 月号 第 116 号 
 
網谷君のこと〈鉱脈作家紹介〉（小磯良平） 美術ジャーナル 美術ジャーナル発行所 1960
年 1 月号 第 4 号 
 
表紙絵について オペラの通り ホテルの窓から（小磯良平） 武田薬報 武田薬品工業 
1960 年 12 月号  
第 139 号 
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表紙絵について ハンブルグのホテルの部屋（小磯良平） 武田薬報 武田薬品工業 1961
年 1 月号  
第 140 号 
 
林武・小磯良平滞欧デッサン展 なつかしい昔の面影（小磯良平） 朝日新聞 1961 年 3 月
8 日 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
今週の表紙 パリの女（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1961 年 12 月 1 日号 
 
今週の表紙 若い人の顔（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1962 年 2 月 9 日号 
 
今週の表紙 日本髪の顔（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1962 年 3 月 16 日号 
 
今週の表紙 フランス婦人の顔（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1962 年 4 月 20 日号 
 
今週の表紙 若い人（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1962 年 5 月 25 日号 
 
今週の表紙 素顔（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1962 年 6 月 29 日号 
 
今週の表紙 婦人像（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1962 年 9 月 7 日号 
 
今週の表紙 若い人の顔（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1962 年 10 月 19 日号 
 
思い出の湖 中禅寺湖（小磯良平） 朝日新聞 1963 年 8 月 30 日夕刊 
 
今週の表紙 少女（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1963 年 9 月 20 日号 
 
神戸と私 上・中・下（小磯良平） 神戸新聞 1963 年 11 月 5、7、9 日 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
スケッチの旅（小磯良平） アトリエ アトリエ出版社 1964 年 7 月号 第 449 号 
 
男の学生（小磯良平） 読売新聞 1965 年 2 月 28 日 
 
わたしと制作 小磯良平氏が語る（小磯良平） 読売新聞 1966 年 2 月 21 日 
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風景の構図探し〈スケッチ・淡彩の実技（〉小磯良平） アトリエ アトリエ出版社 1966
年 5 月号 第 471 号 
 
晩秋 画家のことば（小磯良平） 週刊朝日 朝日新聞社 1966 年 12 月 23 日号 
 
表裏対面〈座談会〉（小磯良平、刈米達夫、司会・遠藤武男） 武田薬報 武田薬品工業 1967
年 2 月号  
第 213 号 
 
失われた戦争名画〈座談会〉（小磯良平、宮本 三郎、向井潤吉、石川滋彦、岩田専太郎） 週
刊読売 読売新聞社 1967 年 8 月 18 日増大号 
 
自作を語る（小磯良平） 繪 日動画廊 1967 年 9 月号 第 43 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
版画の手はじめ（小磯良平） アトリエ アトリエ出版社 1967 年 10 月号 第 488 号 
 
マイリビング（小磯良平） 週刊読売 読売新聞社 1968 年 11 月 8 日号 
 
薬草の表紙画によせて（小磯良平） 武田薬報 武田薬品工業 1968 年 12 月号 第 235 号 
 
逗子の仕事場〈私の書斎 28〉（小磯良平） 中央公論 中央公論社 1968 年 12 月 
 
天性の素描〈ロートレック展から・1〉（小磯良平） 読売新聞 1969 年 1 月 20 日タ刊 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
地方都市と美術館（小磯良平） 朝日新聞 1969 年 6 月 1 日 
 
金山さんのことども〈特集・金山平三〉（小磯良平） 三彩 美術出版社 1969 年 7 月号 第
246 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
新春炉辺 小磯さんと語る〈座談会〉（小磯良平、 桑原幹根、長谷川仁、長谷川徳七、橋本
尚） 繪 日動画廊 1970 年 2 月号 第 72 号 
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「三月会展」発足宴  主導作家を囲んで〈座談会〉（小磯良平、糸園和三郎、牛島憲之、中
谷泰、 
向井潤吉、脇田和、森芳雄、長谷川仁、長谷川徳七、清野久美）繪 日動画廊 1971 年 3
月号 第 85 号 
 
東京芸術大学回想（小磯良平） 藝術新潮 新潮社 1971 年 4 月号 第 256 号 
［『小磯良平画集Ⅲ』（求龍堂  1983 年）、『小磯良 平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に
再録］ 
 
小磯良平氏に聞く（小磯良平） ピロティ 兵庫県立近代美術館 1971 年 6 月号 第 1 号 
 
芸大教師 20 年（小磯良平） 読売新聞 1971 年 10 月 24 日 
 
新制作の仲間〈交遊抄〉（小磯良平） 日本経済新聞 1972 年 1 月 13 日 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
慎ましさの魅力 コロー 真珠の女〈美の美〉（小磯良平） 日本経済新聞 1972 年 2 月 10
日 2 部 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に再録］ 
 
この薬草図鑑に美あり（小磯良平） 日本経済新聞 1972 年 5 月 20 日 
［『小磯良平画集Ⅲ』（求龍堂  1983 年）、『小磯良 平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に
再録］ 
 
友ありて楽しき日々〈対談〉（小磯良平、竹中郁） オール関西 1972 年 10 月号 
［『現代の美人画 9』（講談社 1988 年）に再録］ 
 
表紙のこと 人形（小磯良平） PHP PHP 研究所 1973 年 7 月号 第 302 号 
 
迎賓館壁画 ずいぶん苦しみました（小磯良平） 毎日グラフ 毎日新聞社 1974 年 4 月 
1276 号 
 
植物写生の話（私の場合）〈植物画の描き方〉（小磯良平） アトリエ アトリエ出版社 1974
年 8 月号 第 570 号 
［『小磯良平ブックワーク（』形象社 1984 年）に再録］ 
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彼はいつも彼の頭にある風 景を描いていた〈故 太田忠〉（小磯良平）美術ジャーナル 美
術ジャーナル発行所  
1974 年 10 月号 復刊第 24 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に再録］ 
 
脇田君のこと〈人間・脇田和〉（小磯良平） Vision ビジョン企画出版社 1974 年 12 月号 
第 4 巻第 12 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に再録］ 
 
作家の言葉〈人形特集〉（小磯良平） アサヒギャラリ サンポウジャーナル 1975 年 4 月
刊 第 5 巻第 3 号 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
線の探求〈小磯良平アトリエ・インタビュー〉（小磯良平、聞き手・室伏哲郎） 版画藝術 
阿部出版  
1975 年 4 月号 第 9 号 
［『現代の美人画 9』（講談社 1988 年）に再録］ 
 
あかずに人を描く 先日久しぶりに上京（小磯良平） 毎日新聞 1976 年 6 月 11 日夕刊 
［『小磯良平油彩作品全集』（求龍堂 1988 年）に 再録］ 
 
表紙 女 13 踊り子（小磯良平） 週刊読売 読売新聞社 1977 年 5 月 7 日 14 日号 
 
前略（小磯良平） 新美術新聞 美術年鑑社 1977 年 9 月 1 日 
 
古家新さんのこと 対談風追憶（小磯良平、竹中郁） 木 梅田画廊 1978 年 9 月 第 4 号 
 
上杜会昔ばなし（小磯良平） 繪 日動画廊 1979 年 7 月号 第 185 号 
 
新企画 神戸 画人 1 私のコスチューム（小磯良平） 月刊神戸っ子 1980 年 1 月号 225
号 
 
武田長兵衞さんの事など〈故人回想〉（小磯良平） 三田評論 慶應義塾 1980 年 12 月号 
第 809 号 
 
稀有に心のきれいな人 詩人 竹中郁さんを偲ぶ（小磯良平、聞き手・足立巻一） 木 梅田
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画廊  
1982 年 7 月 第 15 号 
 
近況報告（小磯良平） 木 梅田画廊 1983 年 3 月 第 17 号 
 
小磯良平とその作品〈対談（〉小磯良平、乾由明） アトリエ アトリエ出版社 1983 年 3
月号 第 673 号 
 
エトランゼの輪郭 13 私の婦人像について（小磯良平） 月刊神戸っ子 1983年 3月号 263
号 
 
わが版画制作〈インタビュー〉（小磯良平） 版画藝術 阿部出版 1983 年 4 月号 第 41
号 
 
小磯良平とその作品〈作家と語る〉（小磯良平） 季刊みづゑ 美術出版社 1983 年 6 月刊 
第 927 号 
 
巻頭インタビュー 画業 60年を迎えて 女の人を 世界の終る迄描き続けたい（小磯良平） 月
刊神戸っ子 1983 年 6 月号 266 号 
 
序（小磯良平） 木 梅田画廊 1984 年 12 月 第 19 号 
 
25 周年記念特集 私と神戸っ子  小磯良平画 伯を訪ねて〈インタビュー〉（小磯良平） 月
刊神戸っ子  
1986 年 3 月刊 第 299 号 
 
パリの街描き 60 年、荻須高徳氏死去 洋画家、小磯良平氏の話（小磯良平） 日本経済新聞 
1986 年 10 月 15 日 
 
週刊新潮掲示板（小磯良平） 週刊新潮 新潮社 1987 年 3 月 5 日 
 
ドガについて（小磯良平） 千趣会 年代不詳 
 
3 小磯良平について書かれた文献 
 
3-1 単行本 
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日本美術体系第 10 巻 現代美術 
富永惣一編 講談社 1960 年 
［図版《婦人像》解説］ 
 
日本洋画の人脈 田中穣著  
新潮社 1972 年  戦争画時代の栄光と悲惨 
 
版画を築いた人々 関野準一郎著  
美術出版社 1973 年 
 
限定版 新制作四十年記念素描集 新制作協会編集委員会編  
新制作協会 1976 年  
新制作の 40 年〈座談会〉（猪熊弦一郎、伊勢正 義、菊池一雄、佐藤忠良、山口文象、池辺
陽） 
 
現代日本美人画全集 第 11 巻 名作選Ⅲ 洋画編 
高橋誠一郎、河北倫明監修 集英社 1978 年 
［図版《フランスの女》《裁縫する女》解説］小池賢博） 
 
原色現代日本の美術 第 10 巻 現代の洋画 相賀徹夫編 河北倫明、土方定一監修  
小学館 1980 年 
［図版《合奏》解説］（山梨俊夫） 
 
アトリエの中の画家たち  藤本四八著  
集英社 1982 年 
 
ノア叢書 5 消えゆく幻灯 竹中郁著  
編集工房ノア 1985 年  
人と作品［『小磯良平画集Ⅰ』（求龍堂、1978 年） を再録］ 伝習と好尚［『小磯良平素描集』
（ウメダアート、1979 年）を再録］ きょうは不 在［『木』（梅田画 廊、1970 年 11 月）
を 再録］ 
 
日本の戦争画 田中日佐夫著  
ぺりかん社 1985 年  
戦争画の落第生と優等生 
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無名草子 随筆 三浦照子著  
美術書院 1985 年  
おかあさんの神様  小磯良平先生 黄金の世紀展 
 
巴里のてがみ 竹中郁著  
編集工房ノア 1986 年  
巴里まで［『ドノゴトンカ』（ドノゴトンカ發 行 所、1928 年 5 月）を再録］ 巴 里だより
［『ドノゴトンカ』（ドノゴトンカ發 行 所、1928 年 12 月）を再録］ 
スペインのある男［『LA VISITE』（1949 年 10 月）を再録］ 
 
評伝 竹中郁 その青春と詩の出発  足立巻一著  
理論社 1986 年 
 
新制作五十年 
新制作協会 50 年史編纂委員会編 新制作協会  1986 年 
新制作協会 50 年概史 
新制作 50 年の回顧と展望〈座談会〉（伊勢正義、猪熊弦一郎、脇田和、菊池一雄、佐藤忠
良、舟越保武、吉田芳夫、内田武夫、小松益喜、瀬島好正、竹田道太郎、司会・荻太郎） 
 
昭和の美術 第 1 巻 元年～10 年 
毎日新聞社 1990 年 
［図版《裁縫女》《踊りの前》解説］（山野英嗣） 
 
昭和の美術 第 2 巻 11 年～20 年 
毎日新聞社 1990 年 
［図版《練習場の踊り子達》《斉唱》解説］（山野英嗣） 
 
昭和の美術 第 3 巻 21 年～30 年 
毎日新聞社 1990 年 
［図版《二人の少女》解説］（山野英嗣） 
 
昭和の美術 第 6 巻 51 年～64 年 
毎日新聞社 1991 年 
［図版《集い》解説］（山野英嗣） 
 
320 
 
昭和の洋画 100 選 
朝日新聞社 1991 年 
［図版《斉唱》解説］（山野英嗣） 
 
松蔭女子学院百年史  校史編纂委員会編  
松蔭女子学院 1992 年 
 
日本美術全集第 23 巻 モダニズムと伝統 近代の美術Ⅲ  高階秀爾、浅野徹編  
講談社 1993 年 
［図版《娘子関を征く》解説］（田中淳） 
 
出会いとともに半世紀 梅田画廊創業 50 周年記念誌  村上隆徳編  
梅田画廊 1993 年 
小磯良平先生と私の五十年（土井憲治） 
 
画商の眼 佐藤廉著  
神戸新聞総合出版センター 1996 年 見かけによらぬ毒舌  小磯良平 
 
イメージのなかの戦争（岩波 近代日本の美術 1） 丹尾安典、河田明久著  
岩波書店 1996 年 
 
三田藩士族 
高田義久著 1996 年 
 
ひょうごの美術家たち 戦後半世紀の出逢い 伊藤誠著  
神戸新聞総合出版センター 1997 年  
画壇の貴公子・小磯良平［『求美』1973 年第 15 号を再録］ ぼくの好きなヨーロッパの画
家（小磯良平）［姫路 市立美術館作品展カタログ 1983 年を再録］ 小磯良平画伯の文化勲
章［『半どん』1983 年春 号を再録］ 
 
三田藩九鬼家年譜 
高田義久著 1999 年 
 
美術館へもっと光を 神戸・姫路からのアート便り 伊藤誠著  
神戸新聞総合出版センター 2002 年  
ある日の小磯良平と田村孝之介 
321 
 
 
京都国立近代美術館所蔵名品集 洋画 
京都国立近代美術館編 光村推古書院 2004 年 
［図版《娘達》解説］ 
 
日本の近代美術と文学 挿絵史とその周辺  匠秀夫著 沖積舎 2004 年 
小磯良平の挿絵 
 
二十世紀神戸物語 神戸芸術文化会議三十周年記念誌 
神戸市芸術文化会議三十周年誌編集部会編  
神戸芸術文化会議 2004 年 
小磯良平（品川鈴子） 
小磯良平（知念正文） 
小磯良平（西田眞人） 
小磯良平  県庁の抽象壁画（林五和夫） 
 
岩波講座 アジア・太平洋戦争 2 戦争の政治学 北原恵著  
岩波書店 2005 年  
消えた三枚の絵画―戦中／戦後の天皇の表象 
 
美と真実 近代日本の美術とキリスト教 竹中正夫著  
新教出版社 2006 年 戦争を経験して  小磯良平 
 
戦争と美術 1937-1945  針生一郎、椹木野衣、蔵屋美香、河田明久、平瀬礼太、大谷省吾
編 
国書刊行会  2007 年 
 
大阪都市遺産研究叢書 別集 3 織田作之助と大阪  増田周子編  
関西大学大阪都市遺産研究センター 2013 年 
瀬戸内海（織田作之助） 
 
3-2-1 逐次刊行物（小磯良平論） 
 
円卓騎士（竹中郁） 関西文学 1927 年 2 月 
 
小磯良平の周囲 間接的エツセエ（竹中郁） 現代美術 現代美術社 1935 年 10 月 第 2
322 
 
巻第 8 号 
 
小磯良平を語る（佐波甫） みづゑ 美術出版社 1937 年 9 月号 第 391 号 
 
小磯良平〈人物ハンドスケッチ〉（藤岡一） アトリエ アトリエ出版社 1938 年 3 月号 第
15 巻第 3 号 
 
宮本三郎と小磯良平（尾川多計） アトリエ アトリエ出版社 1938 年 7 月号 第 15 巻第
9 号 
 
槍騎兵 アカデミズム（木村荘八） 朝日新聞 1938 年 11 月 3 日 
 
中核体を衝く 洋画壇 嵐の中に玉石混淆〈人物評（8）〉読売新聞 1941 年 10 月 9 日 
 
小磯君と戦争画〈“芸術院賞”受賞の人々（1）〉（藤島武二）朝日新聞 1942 年 4 月 14 日 
 
帝国芸術院賞を受けた三氏 戦争画の金字塔 短軀に盛る烈々たる全量感 小磯良平を語る
（内田巌） 読売新聞 1942 年 4 月 14 日 
 
小磯良平論（竹中郁） 新美術 春鳥会 1942 年 6 月号 第 10 号 
 
日本人の手並〈“南の空は燦たり（”  1）（〉藤田嗣治） 朝日新聞 1942 年 7 月 3 日 
 
猪熊弦一郎と新制作派（内田巌） みづゑ 美術出版社 1947 年 1 月号 第 497 号 
 
人 小磯良平〈美術〉藝術新潮 新潮社 1951 年 5 月 第 17 号第 2 巻第 5 号 
 
たのしわが家  サンデー毎日 毎日新聞社 1953 年 4 月 19 日号 
 
芸大芸術家教授（船戸洪） 藝術新潮 新潮社 1953 年 7 月 第 43 号第 4 巻第 7 号 
 
古典絵画の孤塁を守る者 小磯良平〈美術人論断〉東京新聞 1954 年 10 月 5 日 
 
訪問 小磯良平（竹中郁） 美術手帖 美術出版社 1955 年 3 月号 第 92 号 
 
婦人に変りダネ二人 画壇は小磯ら多彩な顔ぶれ〈新・人物風土記〉  読売新聞 1955 年
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12 月 8 日夕刊 
 
官展中心の写実派〈画壇新地図〉 読売新聞 1957 年 2 月 12 日夕刊 
 
特報 画壇内閣誕生（船戸洪） 美術手帖 美術出版社 1957 年 4 月号 第 124 号 
 
御主人採点 96 時にはフロたきも（小磯貞江） 週刊読売 読売新聞社 1957 年 11 月 3 日
号 
 
特集・画家の眼、東郷青児・三岸節子・ 小磯良平・高橋忠弥・向井潤吉・林武   
アトリエ アトリエ出版社 1957 年 12 月号 第 370 号 
 
人気藝術家の秘密〈藝術と人気のからくり・5〉（飯澤匡） 
藝術新潮 新潮社 1958 年 5 月  
第 101 号第 9 巻第 5 号 
 
小磯良平〈美術芸談〉 東京新聞 1958 年 5 月 20 日夕刊 
 
戦後美術史の問題点 
（針生一郎、船戸洪、小川正隆、瀬木慎一）美術手帖 美術出版社 1960 年 4 月号増刊 第
172 号 
 
マスコミ交友録（扇谷正造） 銀座百点 銀座百点会 1961 年 4 月 第 76 号 
 
小磯良平の人と作品（竹中郁） 神戸新聞 1963 年 11 月 12 日 
 
小磯良平氏との架空会見記（竹中郁） 日本美術工芸 日本美術工芸社 1964 年 1 月号 第
304 号 
 
珍聞画壇内閣誕生（桑原住雄）美術手帖 美術出版社 1965 年 8 月号 第 256 号 
 
丹波ゴルフ学校に挑戦する 丹波校長 対 小磯良平氏  週刊サンケイ 産業経済新聞社 
1967 年 5 月 8 日 
 
小磯良平 踊り子（鈴木恵） SD 鹿島出版会 1968 年 3 月 
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小磯良平〈私の書斎 28〉 中央公論 中央公論社 1968 年 12 月 
 
『現代の女性美』うらばなし 小磯良平画伯 千登三子さん（赤井正友） 繪 日動画廊 1970
年 11 月号 第 81 号 
 
小磯・小磯君・小磯さん（竹中郁） 朝日新聞 1971 年 5 月 8 日大阪夕刊 
 
小磯良平〈美術 CLOSE UP〉  芸術生活 芸術生活社 1971 年 6 月 第 262 号第 24 巻 6
号 
 
小磯良平〈表紙の画家〉（中野） 求美 1971 年 7 月 第 8 号 
 
画壇の貴公子 小磯良平（伊藤誠） 求美 1973 年 第 15 号 
 
日の目遠い「戦争記録画」評価めぐり意見対立  読売新聞 1975 年 8 月 9 日夕刊 
 
小磯良平〈神戸っ子ギャラリー 24〉 月刊神戸っ子 1975 年 12 月号 176 号 
 
特別企画 小磯良平の世界 若い女たち 小磯良平の石版画作品について（今泉篤男） 月刊
神戸っ子  
1976 年 10 月号 186 号 
 
あにおとと（竹中郁） 木 梅田画廊 1977 年 12 月 第 2 号 
 
パステル画のたのしさ（土井憲治） 木 梅田画廊 1978 年 4 月 第 3 号 
 
小磯良平の素描（乾由明） Vision ビジョン企画出版社 1978 年 7 月号 第 8 巻第 5 号 
 
画家スケッチ “名画”をナメた  今に変わらぬ探 求心 若き日の小磯良平（鈴木仁一）  
新美術新聞 美術年鑑社 1978 年 8 月 1 日 第 167 号 
 
格調高い小磯絵画 近作には一種の幻想味も（伊藤誠）新美術新聞 美術年鑑社 1979 年 5
月 1 日 第 194 号 
 
文化勲章・文化功労者 15 氏の略歴  読売新聞 1979 年 10 月 19 日夕刊 
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文化功労者の横顔 文化勲章・文化功労者 
朝日新聞 1979 年 10 月 19 日夕刊 
 
昭和五十四年度文化勲章、文化功労者決ま る 小磯良平  月刊美術 サン・アート 1979
年 12 月号  
第 51 号第 5 巻第 12 号 
 
静かなる画家小磯良平〈アンド＆神戸〉（竹中郁） 月刊神戸っ子 1980 年 1 月号 225 号 
 
小磯良平さんの画業（本間正義） 読売新聞 1980 年 3 月 10 日夕刊 
 
アングル 泉 76 歳、霊感を受けて〈世界の名画〉（村瀬雅夫） 読売新聞 1980 年 6 月 4
日 
 
小磯良平画伯の描いた聖書挿絵（鈴木二郎） 繪 日動画廊 1980 年 10 月号 第 200 号 
 
アトリエ訪問  小磯良平氏に聞く 神戸での閑 談、その    かな時の刻み（長谷川智恵子）  
繪 日動画廊  
980 年 10 月号 第 200 号 
 
清澄な油彩（A）  木 梅田画廊 1981 年 7 月 第 12 号 
 
小磯良平 その芸術の歩み〈展覧会から〉（島田康寛） 三彩 美術出版社 1981 年 8 月号 
第 407 号 
 
小磯芸術私見（増田洋） 神戸新聞 1981 年 8 月 31 日 
 
小磯良平 その人と作品（草野拓郎） ピロティ 兵庫県立近代美術館 1981 年 9 月号 第
41 号 
 
小磯良平〈アトリエの画家たち・4〉（南川三冶郎） 週刊朝日 朝日新聞社 1981 年 11 月
13 日号 第 86 巻第 50 号 
 
顔 1649 小磯良平 画家 古さ下地、独自の境地（芥川喜好） 読売新聞 1982 年 3 月 29 日
夕刊 
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竹中さんと小磯さん 美術雑誌『木』のこと（足立巻一） サンケイ新聞 1982 年 7 月 26
日 
 
師の思い出（松本宏）神戸新聞 1982 年 9 月 28 日 
 
小磯良平の人と周辺 上・中・下神戸新聞 1982 年 9 月 29 日-10 月 1 日 
 
自由な都市生活の香り（渡辺恂三） 新美術新聞 美術年鑑社 1983 年 3 月 第 324 号 
 
小磯良平画伯の文化勲章（伊藤誠） 半どん 半どんの会 1983 年春号 
 
女性美きよらか・小磯良平 上・中・下（安黒正流） 読売新聞 1983 年 4 月 26 日-28 日夕
刊 
 
対談を終えて（乾由明） 季刊みづゑ 美術出版社 1983 年 6 月 第 927 号 
 
美女描き続け 60 年文化勲章受章を喜ぶ  鹿児島新報 鹿児島新報社 1983 年 10 月 22 日 
 
天窓 青春の遺跡（足立巻一） 朝日新聞 1983 年 10 月 22 日 
 
小磯良平の世界（松本宏） 神戸新聞 1983 年 11 月 2 日 
 
小磯良平その人と作品 上・中・下〈座談会〉（金井元彦、足立巻一、石阪春生） 
神戸新聞 1983 年 11 月 3、5、9 日 
 
墓碑銘 文化勲章から六日後死去した小磯画伯夫人  週刊新潮 新潮社 1983 年 11 月 24
日 
 
小磯良平画伯文化勲章叙勲に寄せて 小磯良平芸術・頌（赤根和生） 月刊神戸っ子 1983
年 12 月号 272 号 
 
文化勲章  名誉市民を受けた兄・小磯良平を 語る 幼い頃の兄と平野の思い出（岸上恭平）  
平野新聞 1984 年 1 月 15 日 
 
小磯先生のこと（石阪春生） 読売新聞 1984 年 3 月 24 日夕刊 
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小磯藝術の静寂なる光（増田洋） アート・マインド ジャパンアート社 1984 年 5 月号 第
13 号 
 
神戸 金山平三と小磯良平（増田洋） 木 梅田画廊 1984 年 12 月 第 19 号 
 
人間の本性を描く 小磯良平〈新人国記  ’85 兵庫県（9）〉朝日新聞 1985 年 5 月 16 日
夕刊 
 
しごとの周辺 小磯先生（新宮晋） 朝日新聞 1985 年 5 月 27 日夕刊 
 
小磯良平〈福縁随処 45〉（濱谷浩）  毎日グラフ 毎日新聞社 1985 年 11 月 24 日 38 巻
46 号 
 
小磯良平先生と私の五十年〈連載・作家と私（四）〉（土井憲治） 芸術公論 日本美術出版 
1986 年  
第 13 号 3 巻 3 号 
 
田中忠雄回顧談話（田中忠雄） 武蔵野美術大学研究紀要 1986 年 第 17 号 
 
清新で暖かな感覚（植村鷹千代） 新美術新聞 美術年鑑社 1986 年 1 月 1 日 第 421 号 
 
小磯芸術の魅力（桑原住雄） 朝日新聞 1986 年 1 月 23 日夕刊 
 
北光線から生まれる小磯芸術 月刊神戸っ子 1986 年 3 月号 299 号 
 
作家と作品小磯良平 しなやかに漂う馥郁たる芸術の香気  Art vision ビジョン企画出版
社  
1986 年 3 月号  第 14 巻第 1 号 
 
荻須高徳画伯突然の死 パリをこよなく愛し 大相撲楽しんだばかり  読売新聞 1986 年
10 月 15 日 
 
小磯良平 巨匠が迎えた“第二の還暦”〈グラビア 現代インサイド〉 現代 講談社 1987
年 第 21 巻第 3 号 
 
小磯良平 戦前の作品をめぐって（山脇佐江子） ピロティ 兵庫県立近代美術館 1987 年
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9 月号  第 62 号 
 
芸大入試はどうあるべきか“石膏デッサン”の功 罪（野見山暁治） 藝術新潮 新潮社 1987
年 9 月 第 453 号第 38 巻第 9 号 
 
第 五 話、東 京 美 術 学 校 創 設（21）九鬼、美 術行政に触手〈日本近代美術事件史〉
（滝悌三） 日本経済新聞 1988 年 4 月 30 日 
 
自然な女性像追求 暮らしいつくしむ視線〈評伝〉（吉村良夫）朝日新聞 1988 年 12 月 17
日 
 
旅立たれた小磯良平さん（増田洋） 毎日新聞 1988 年 12 月 17 日 
 
小磯良平画伯を悼む（乾由明）朝日新聞 1988 年 12 月 17 日大阪夕刊 
 
小磯良平さん 孤高の画風を貫いて信念の生 涯静かに閉じる読売新聞 1988年 12月 17日
夕刊 
 
小磯芸術 気品に富んだ知的な世界（安黒正流） 読売新聞 1988 年 12 月 17 日夕刊 
 
“自然流”で女性を描き続けた小磯良平画伯の 死去〈編集手帳〉読売新聞 1988 年 12 月
18 日 
 
天声人語  朝日新聞 1988 年 12 月 19 日 
 
小磯良平氏の逝去を悼む（小松益喜） 信濃毎日新聞 1988 年 12 月 19 日 
 
小磯良平先生お別れです 幻のモデル・松岡 峰さん参列 涙で優しさしのぶ 読売新聞 
1988 年 12 月 19 日夕刊 
 
絵の大道を厳然と 小磯良平君を悼む（猪熊弦一郎） 読売新聞 1988 年 12 月 20 日夕刊 
 
小磯良平画伯を悼む（前田昌宏） サンケイ新聞 1988 年 12 月 22 日 
 
小磯さんへの弔詩（寺田竹雄） 連盟ニュース 日本美術家連盟 1989 年 第 323 号 
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小磯君を憶う（田中忠雄） 連盟ニュース 日本美術家連盟 1989 年 第 323 号 
 
神戸モダニズムを創った小磯良平画伯逝く 月刊神戸っ子 1989 年 1 月号 333 号 
 
故小磯良平ら若き日の競作ラクガキ 神戸のバーに今も残る“画家の青春” FOCUS 新潮
社 1989 年 1 月 13 日 
 
蓋棺録 文藝春秋 1989 年 2 月 
 
追悼小磯良平「安心して見られるね」（土井憲治） アート・トップ 芸術新聞社 1989 年
2 月号  
第 109 号 20 巻 2 号 
 
追悼小磯良平 小磯くんの思い出（猪熊弦一郎） アート・トップ 芸術新聞社 1989 年 2
月号  
第 109 号 20 巻 2 号 
 
追悼 小磯良平 壁の大きな円について（櫃田伸也）美術手帖 美術出版社 1989年 3月 第
606 号 
 
小磯番の日々 読売新聞 1989 年 3 月 27 日夕刊 
 
線の喜び光の喜び 小磯良平展から 上・中・下（山本多田勝） 神戸新聞 1989 年 4 月 3、
5、6 日 
 
典雅な女性美の世界〈ソフィア美術館（〉北林紀子） SOPHIA 講談社 1989 年 6 月 6
巻 6 号 
 
故小磯画伯の 2000 点神戸市に〈話題〉 朝日新聞 1989 年 6 月 16 日 
 
月刊神戸っ子副編集長小泉美喜子氏 神戸ゆかりの画伯〈画家たちの関西展私の一点〉 日
本経済新聞  
1989 年 10 月 19 日大阪夕刊 
 
小磯良平杯ゴルフコンペのこと（赤羽恒男） 連盟ニュース 日本美術家連盟 1990 年 第
334 号 
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NHK ジョイント企画  日曜美術館  小磯良平、 金山平三  神戸ゆかりの画家と近代美術
を楽しむ兵庫県立近代美術館の旅（木村裕美）サライ 小学館 1990 年 2 月 1 日 2 巻 3
号 
 
小磯良平の新収蔵作品 ピロティ 兵庫県立近代美術館 1990 年 5 月 第 76 号 
 
小磯良平の画業（岡泰正） 視る 京都国立近代美術館 1991 年 第 284 号 
 
二枚の絵〈巻頭エッセイ 32〉（石坂泰彦） 繪 日動画廊 1991 年 第 332 号 
 
舞妓さんと小磯良平画伯（野呂好徳） 月刊神戸っ子 1991 年 1 月号 357 号 
 
作家プライス研究 小磯良平「わかりやすい美 しさ」が支える一番人気（塩﨑浩子） にっ
けいあーと 日経 BP 社 1991 年 3 月号 
 
小磯良平とフェルメール〈田中穣のにんげん美術史（8）〉（田中穣）月刊美術 サン・アー
ト 1992 年 6 月号  
第 201 号第 18 巻第 6 号 
 
微睡みの刻 芸大のころ・小磯先生のこと（中村清治、小倉忠夫）アート・トップ 芸術新
聞社 1992 年 8・9 月号 第 130 号 23 巻 5 号 
 
父のアトリエ（嘉納邦子）月刊神戸っ子 1992 年 11 月号 379 号 
 
小磯先生のこと（石阪春生） 月刊神戸っ子 1992 年 11 月号 379 号 
 
人・小磯良平（廣田生馬） 神戸市立小磯記念美術館だより 1992 年 11 月 第 1 号 
 
小磯先生とモーツァルト（世良臣繪） 月刊神戸っ子 1992 年 12 月号 380 号 
 
小磯さんをインタビューした（増田洋） 月刊神戸っ子 1992 年 12 月号 380 号 
 
小磯先生のエッチング（今井治男） 金沢大学資料だより 金沢大学資料館 1992 年 12 月 
4 号 
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洋画の正道を歩んだ小磯良平の気品〈ソフィア美術館〉（安部高樹）SOPHIA 講談社 1993
年 7 月 10 巻 7 号 
 
小磯良平先生〈あすへの話題〉（新宮晋） 日本経済新聞 1994 年 2 月 25 日夕刊 
 
美術館感傷旅行 7 回 小磯記念美術館（海野弘） 鳩よ！ マガジンハウス 1994 年 6 月号 
第 12 巻第 6 号 
 
美術史の再編成 世紀末の視界 萬鉄五郎と小磯良平（海野弘） アトリエ アトリエ出版社 
1994 年 6 月号  
第 808 号 
 
小磯良平と薬用植物画（廣田生馬） 神戸市立小磯記念美術館だより 1994 年 9 月 第 3
号 
 
戦後美術の牽引ベスト 10 昔日の大家 小磯良平 アート・トップ 芸術新聞社 1995 年 12
月号 第 150 号 27 巻 1 号 
 
小磯良平とマネ（舟木力英） 繪 日動画廊 1996 年 2 月号 第 384 号 
 
小磯良平とアングル『ドミニック・アングル 画人傅』を中心に（廣田生馬） 神戸市立小
磯記念美術館研究紀要 1996 年 3 月 第 1 号 
 
小磯良平の作品（辻智美） 神戸市立小磯記念美術館研究紀要 1996 年 3 月 第 1 号 
 
小磯良平と挿絵（金井紀子） 神戸市立小磯記念美術館だより 1996 年 8 月 第 6 号 
 
画家のお人柄 小磯良平・堀川理万子〈ぼくの空想コレクション 220 話〉（秋山和歩）月刊
美術 サン・アート  
1996 年 11 月号 第 254 号第 22 巻第 11 号 
 
小磯良平と西洋絵画（舟木力英） 繪 日動画廊 1998 年 2 月号 第 408 号 
 
近代挿絵と小磯良平（戦前篇）（金井紀子）神戸市立小磯記念美術館研究紀要 1998 年 3
月 第 2 号 
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小磯良平展  劣等感なき達観  小磯良平の大 衆的人気〈話題の展覧会から〉（F） 月刊美
術 サン・アート 1998 年 9 月号 第 276 号第 24 巻第 9 号 
 
小磯良平と同時代を生きた画家たち（西田桐子） ピロティ 兵庫県立近代美術館 1998
年 12 月 第 109 号 
 
小磯先生を語る 小磯良平とその時代のしあ わせな関係（石阪春生） ピロティ 兵庫県立
近代美術館 1998 年 12 月 第 109 号 
 
小磯良平の消えた名画「南京中華門戦闘図」 が浮上させた謎 日本を「自責」と「謝罪」
で苦し める「南京事件」は本当に「虐殺」だったのか 
（編集部） 
サピオ 小学館 1998 年 12 月 第 10 巻第 22 号 
 
連載 あの日あの時、そして今（3）父・小磯良 平〔前編〕優しさの中にピリッとした雰囲
気（嘉納邦子） 
月刊美術 サン・アート 2000 年 8 月号 第 299 号第 26 巻第 8 号 
 
連載 あの日あの時、そして今（4）父・小磯良 平〔後編〕ひ弱そうな中にも強靭な精神力
（嘉納邦子） 
月刊美術 サン・アート 2000 年 9 月号 第 300 号第 26 巻第 9 号 
 
優しい賛美歌〈交遊抄〉（野見山暁治） 日本経済新聞 2001 年 1 月 6 日 
 
人物近現代史 小磯良平と小松益喜 第一回 二人の出会いなど（森田修一） 歴史と神戸 神
戸史学会 2001 年 12 月 第 229 号第 40 巻 6 号 
 
初期童詩『きりん』と関西の画家たち 研究ノート（1）伊藤継郎と小磯良平・図版編（勅
使河原君江） 
神戸大学発達科学部研究紀要 2002 年 第 9 巻第 2 号 
 
人物近現代史 小磯良平と小松益喜 第二回 天才画家と純真無垢の画家（森田修一） 
 
歴史と神戸 神戸史学会 2002 年 2 月 第 230 号第 41 巻 1 号 
 
人物近現代史 小磯良平と小松益喜 第三回 運動挫折と「異人館」との出会い（森田修一） 
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歴史と神戸 神戸史学会 2002 年 4 月 第 231 号第 41 巻 2 号 
 
人物近現代史 小磯良平と小松益喜 第四回 その絵画の根底に流れるもの（上）（森田修一） 
歴史と神戸 神戸史学会 2002 年 8 月 第 233 号第 41 巻 4 号 
 
四人の画家の戦争  神戸新聞 2002 年 8 月 15 日 
 
人物近現代史 小磯良平と小松益喜 第五回 その絵画の根底に流れるもの（下）（森田修一） 
歴史と神戸 神戸史学会 2002 年 10 月 第 234 号第 41 巻 5 号 
 
小磯良平回顧展 きょう開幕 二女の嘉納さん鑑賞し画伯しのぶ  読売新聞 2002年10月5
日大阪夕刊（兵庫） 
 
人物近現代史 小磯良平と小松益喜 第六回 根底に流れる旧国人気質（森田修一） 歴史と
神戸 神戸史学会 2002 年 12 月 第 235 号第 41 巻 6 号 
 
小磯良平の新聞・雑誌連載小説の挿絵の研究（辻智美）鹿島美術研究  年報別冊 鹿島美
術財団  
2003 年 第 21 号 
 
人物近現代史 小磯良平と小松益喜 第七回「反戦平和・自由」への希求（上）（森田修一） 
歴史と神戸 神戸史学会 2003 年 2 月 第 236 号第 42 巻 1 号 
 
人物近現代史 小磯良平と小松益喜 最終回「反戦平和・自由」への希求（下）（森田修一） 
歴史と神戸 神戸史学会 2003 年 4 月 第 237 号第 42 巻 2 号 
 
小磯良平展 ゆたかな物語が宿る日々 小磯良平さんのお名前を聞くと、神戸の思い出 がよ
みがえってきます〈展覧会へようこそ  16 回〉（わたせせいぞう）クロワッサン マガジン
ハウス 2004 年 3 月 10 日 第 28 巻第 5 号 
 
装束、小磯良平展、絵画とポスター〈Weekly 日誌〉（横尾忠則）毎日新聞 2004 年 4 月 2
日夕刊 
 
小磯良平の迎賓館壁画《絵画・音楽》の創作 経緯とその画面構成について（廣田生馬） 鹿
島美術研究  年報別冊 鹿島美術財団 2006 年 第 24 号 
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昭和を代表する洋画家が描いた薬用植物 小磯良平〈ARTICLE2〉（廣田生馬） 美術の窓 生
活の友社 2006 年 5 月号 第 280 号第 25 巻第 6 号 
 
戦時下、美術は〈空白〉だったのか 小磯良平・ 向井潤吉ほか〈戦時下日本の美術家たち  第
11 回〉（飯野正仁） 
あいだ 美術と美術館のあいだを考える 美術と美術館のあいだを考える会 2007 年 2 月
20 日 第 134 号 
 
正確な目と技術  小磯良平〈戦時下日本の美術  家たち 第 12 回〉（飯野正仁） 
あいだ 美術と美術館のあいだを考える 美術と美術館のあいだを考える会 2007 年 3 月
20 日 第 135 号 
 
美の風土 小磯良平 小磯作品生み出した神戸（早瀬廣美）産業経済新聞 2007 年 4 月 16
日大阪夕刊 
 
美の風土 小磯良平 風景の中に溶け合う（早瀬廣美）産業経済新聞 2007 年 4 月 17 日大
阪夕刊 
 
美の風土 小磯良平「くつろぎ」残るアトリエ（早瀬廣美）産業経済新聞 2007 年 4 月 18
日大阪夕刊 
 
美の風土 小磯良平 海と山のあいだで（早瀬廣美）産業経済新聞 2007 年 4 月 19 日大阪
夕刊 
 
美の風土 小磯良平 キリスト教徒として生きる（早瀬廣美）産業経済新聞 2007 年 4 月 20
日大阪夕刊 
 
「戦争と美術」雑感 小磯良平さんの矜恃 美連協ニュース 美術館連絡協議会事務局  
2007 年 8 月 95 号 
 
小磯良平の手紙、戦争画巡り苦悩、38 通発見・ 寄贈  日本経済新聞 2007 年 8 月 16 日 
 
「戦争画、何もならない」洋画家・小磯良平の 書簡発見  産業経済新聞 2007 年 8 月 16
日 
 
故小磯良平画伯「戦争画」批判の書簡、 友人の画家にあて 戦中の心境示す資料 
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読売新聞 2007 年 8 月 16 日大阪 
 
ʼ07 問い直す夏：終戦後、戦死者数百人 占守島、旧ソ連侵攻「国は私たちを捨てた」（竹内
良和、津島史人） 
毎日新聞 2007 年 8 月 16 日大阪 
 
小磯良平 戦時下の書簡発見  神戸新聞 2007 年 8 月 16 日 
 
小磯良平 苦悩の戦争画 友人あての手紙発見（森本俊司） 朝日新聞 2007 年 8 月 16 日夕
刊 
 
あおられた戦意 戦時下の美術〈写真が語る戦争〉 朝日新聞 2007 年 12 月 8 日 
 
日の出を求めて藤島武二（下）砂漠の旅、 ついに理想の旭日〈美の美〉 日本経済新聞 2008
年 1 月 20 日 
 
小磯良平における群像表現の探究と成果《働く人びと》（1953）に至るまで（辻智美） 
神戸市立小磯記念美術館研究紀要 2008 年 3 月  第 3 号 
 
小磯良平と戦争画 従軍の記録と制作の過程（廣田生馬）神戸市立小磯記念美術館研究紀要  
2008 年 3 月  第 3 号 
 
戦争画 小磯良平、沈黙を貫いた重み 丁寧に過去の清算を（廣田生馬） 毎日新聞 2008
年 7 月 11 日大阪夕刊 
 
写実の系譜Ⅲ 日本美を求めて 小磯良平（鈴木勝雄）別冊太陽 平凡社 2008 年 8 月 第
154 号 
 
小寺謙吉翁の「肖像画」と小磯良平画伯（藤田裕彦）三田史談 三田市郷土文化研究会 2009
年 第 29 巻 
 
「新聞も兵器なり」 朝日新聞と戦争[1]1937 年-42 年〈戦時下日本の美術家たち 第 26 回〉
（飯野正仁） 
あいだ 美術と美術館のあいだを考える 美術と美術館のあいだを考える会 2008年 10月 
第 153 号 
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小磯良平が描いた人々（上）気高く清楚な和 服女性 淡い恋心に彩られた美〈美の美〉（田
村広済） 
日本経済新聞 2009 年 12 月 13 日 
 
小磯良平が描いた人々（中）戦時中、先見え ぬ兵士たち 緊迫感なく漂う深い哀愁〈美の
美〉（田村広済） 
日本経済新聞 2009 年 12 月 20 日 
 
小磯良平が描いた人々（下）若者のあるがまま の姿 普遍の美に高めた「博愛」〈美の美〉
（田村広済） 
日本経済新聞 2009 年 12 月 27 日 
 
知遊自在 記憶を紡ぐ 開戦 70 年 1 画家と戦争、はざまの闇（深松真司）朝日新聞 2011
年 11 月 14 日大阪夕刊 
 
発掘『細雪』のもう一組の 4 人姉妹（谷崎昭男） 文學界 文化公論社 2012 年 1 月 第
66 巻第 1 号 
 
K O I S O  R y o h e i  a n d  o t h e r J a p a n e s e p a i n t e r sʼ  w a r r e c o r d  p i 
c t u r e s  i n  t h e Netherlands  East   Indies（Ikuma  Hirota） 
［Web 専門誌］ 
ICOMAM  MAGAZINE Basiliscoe Press  
2013 年 4 月 第 10 号 
 
3-2-2 逐次刊行物（展覧会評・作品評） 
 
第一回上杜会展を観る（大久保作次郎）  美術新論 美術新論社 1927 年 10 月号 第 12
号第 2 巻第 10 号 
 
上社会展 
朝日新聞 1931 年 1 月 23 日 
 
光風会を観て（辻永） 読売新聞 1931 年 2 月 19 日 
 
小磯良平君の個展ひらく（竹中郁） 又新日報 1932 年 1 月 16 日 
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上杜会洋画展を観る（橋本八百二） 美術新論 美術新論社 1932 年 7 月号 第 69 号第 7
巻第 7 号 
 
帝展の洋画（2）（春山武松） 朝日新聞 1932 年 10 月 23 日 
 
光風会展 
朝日新聞 1933 年 2 月 10 日 
 
上杜会展 
朝日新聞 1933 年 6 月 18 日 
 
上杜会洋画展寸評（中野和高） みづゑ 美術出版社 1933 年 7 月号 第 341 号 
 
3 人洋画展 
朝日新聞 1934 年 6 月 5 日 
 
古家新、小磯良平、田村孝之介洋画展 
（中村研一） 
アトリエ アトリエ出版社 1934 年 7 月号  
第 11 巻第 7 号 
 
田村孝之介、小磯良平、古家新三人展 
（向井潤吉） 
みづゑ 美術出版社 1934 年 8 月号 第 354 号 
 
帝展洋画雑感（益田義信） みづゑ 美術出版社 1934 年 11 月号 第 357 号 
 
小磯良平氏個人展（四宮潤一） 別巻 阿々土 阿々土社 1935 年 第 4 号 
 
小磯良平、佐藤敬両君の個展（内田巌） アトリエ アトリエ出版社 1935 年 8 月号 第
12 巻第 8 号 
 
小磯良平氏の個展を見て（宮田重雄） みづゑ 美術出版社 1935 年 8 月号 第 366 号 
 
第二部会を観る（4）（児島喜久雄） 朝日新聞 1935 年 10 月 21 日 
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二部会展 個々の作品に就て（中山巍） 読売新聞 1935 年 10 月 23 日 
 
二部会感想（鳥海青児） みづゑ 美術出版社 1935 年 11 月号 第 369 号 
 
二部会評（宮本三郎） みづゑ 美術出版社 1935 年 11 月号 第 369 号 
 
二部会展評（長谷川三郎） みづゑ 美術出版社 1935 年 11 月号 第 369 号 
 
第二部会展評（佐波甫） 美之国 美の国社 1935 年 11 月号 第 11 巻第 11 号 
 
第二部管見（加山四郎） 美之国 美の国社 1935 年 11 月号 第 11 巻第 11 号 
 
第二部会を観る（荒城季夫） 美之国 美の国社 1935 年 11 月号 第 11 巻第 11 号 
 
上杜会展  朝日新聞 1936 年 5 月 4 日 
 
革新的意気に生くる 新制作派協会展（龍） 朝日新聞 1936 年 11 月 13 日 
 
新制作派第 1 回展評（佐波甫） みづゑ 美術出版社 1936 年 12 月号 第 382 号 
 
新制作派展評（宮本三郎） みづゑ 美術出版社 1936 年 12 月号 第 382 号 
 
新制作派小品展（龍） 朝日新聞 1937 年 1 月 25 日 
 
小磯良平個展の印象（尾川多計） アトリエ アトリエ出版社 1937 年 8 月号 第 14 巻第
8 号 
 
小磯良平個展（佐波甫） みづゑ 美術出版社 1937 年 8 月号 第 390 号 
 
ギャラリー巡り 小磯良平個展（榮雅和生） 美之国 美の国社 1937 年 8 月号 第 13 巻
第 8 号 
 
新制作派小品展  美之国 美の国社 1937 年 9 月号 第 13 巻第 9 号 
 
新制作派展（荒城季夫） 朝日新聞 1937 年 12 月 14 日 
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新制作派展（柳亮） 読売新聞 1937 年 12 月 21 日夕刊 
 
新制作派展評（福澤一郎） 美之国 美の国社 1938 年 1 月号 第 14 巻第 1 号 
 
美術展望台 7 月の展覧会評（江川和彦） みづゑ 美術出版社 1938 年 9 月号 第 403 号 
 
「新制作派」展評 旺盛な感情と意欲を見る（荒城季夫）朝日新聞 1938 年 11 月 29 日 
 
新制作派展（福澤一郎） 読売新聞 1938 年 12 月 1 日夕刊 
 
新制作派第三回展（鈴木武久） 美之国 美の国社 1939 年 1 月号 第 15 巻第 1 号 
 
カンバスに偲ぶ戦場 迫る聖戦美術展（7） 燃ゆる南京城（小磯画伯）参戦両大尉の感慨「ま
さにこれ」 
朝日新聞 1939 年 6 月 24 日 
 
小磯良平近作展（龍） 朝日新聞 1939 年 6 月 29 日夕刊 
 
聖戦美術展（2）洋画評 小磯良平の傑作（児島喜久雄） 朝日新聞 1939 年 7 月 12 日 
 
小磯良平個展（佐藤敬） 美之国 美の国社 1939 年 8 月号 第 15 巻第 8 号 
 
小磯良平個展（本所虎夫） アトリエ アトリエ出版社 1939 年 8 月号 第 16 巻第 8 号 
 
趣味 晩秋の上野 新制作派展評 真摯な態度（佐波甫）朝日新聞 1939 年 11 月 25 日 
 
新制作派展（林達郎） 美之国 美の国社 1939 年 12 月号 第 15 巻第 12 号 
 
新制作派展評（今泉篤男） 読売新聞 1939 年 12 月 2 日夕刊 
 
新しいモラルの発芽を拾う 新制作派 4 回展評（柳亮）みづゑ 美術出版社 1940 年 1 月
号 第 422 号 
 
精神と方法の問題（柳亮） 造形芸術 造形芸術社 1940 年 1 月号 
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輝く朝日賞受賞者 日本文化の凱歌 紀元 2600 年の精華 洋画壇の鬼才 小磯良平画伯の両
作 
朝日新聞 1940 年 1 月 10 日 
 
奉祝展そのほか（藤島武二） 塔影 塔影社 1940 年 4 月号 第 16 巻第 4 号 
 
新制作派春季展〈美術〉 読売新聞 1940 年 6 月 28 日 
 
技術の追求 新制作派展評（今泉篤男） 読売新聞 1940 年 9 月 6 日夕刊 
 
二科・新制作派展を評す〈座談会〉（難波田龍起、村井正誠、植木茂、矢橋六郎、山口薫、
小松義雄、荒井龍男） 
美之国 美の国社 1940 年 10 月号 第 16 巻第 10 号 
 
奉祝展 裸体像と環境〈洋画と彫刻（4）〉〈合評〉（木下杢太郎、高村光太郎、児島喜久雄）
朝日新聞  
1940 年 10 月 5 日 
 
奉祝展洋画評（福田豊四郎） 現代美術 現代美術社 1940 年 11 月 第 8 巻第 8 号 
 
展覧会月評（尾川多計） みづゑ 美術出版社 1941 年 5 月号 第 438 号 
 
新制作派協会春季展〈美術〉 読売新聞 1941 年 5 月 29 日夕刊 
 
聖戦美術展評（2）藤田、小磯の力作（荒城季夫） 朝日新聞 1941 年 7 月 5 日 
 
聖戦美術展〈美術〉 読売新聞 1941 年 7 月 9 日夕刊 
 
小磯氏の『娘子関』聖戦美術第二回展を観る（長井代助）美術通信 1941 年 7 月 17 日 
 
学芸・科学 新制作派展評 西欧的な偏向 強い動性のものへの魅力（荒城季夫） 朝日新聞 
1941 年 10 月 2 日 
 
文化 文展洋画評 特選を抜く一般作（柳亮） 読売新聞 1941 年 10 月 23 日 
 
紙上文展 第 4 回文部省美術展出品 朝日新聞 1941 年 10 月 23 日 
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文展 第 2 部評（上）厚顔な無鑑査群 芸術的感興なき小磯良平の作（児島喜久雄） 朝日新
聞 1941 年 10 月 25 日 
 
初の芸術院賞 小磯・高村・川田の 3 氏「娘子関を征く」 朝日新聞 1942 年 4 月 14 日 
 
初の芸術院賞 洋画・小磯氏 詩・高村氏 歌・川田氏「娘子関を征く」 読売新聞 1942 年
4 月 14 日 
 
美術界 南方戦線従軍画展（龍） 朝日新聞 1942 年 8 月 8 日 
 
新制作派評 時代性を把握！「大東亜建設に捧ぐ」一室（中村善策） 読売新聞 1942 年 9
月 29 日 
 
大東亜戦争美術展（下）示された実力 （荒城季夫） 朝日新聞 1942 年 12 月 12 日 
 
大東亜戦争美術展（田中一松） 読売新聞 1942 年 12 月 14 日 
 
上杜会展〈美術〉 読売新聞 1943 年 3 月 10 日 
 
新制作派春季展〈美術〉 読売新聞 1943 年 5 月 23 日 
 
一水会・新制作派 戦時態勢から遊離〈美術評（下）〉（柳亮） 読売新聞 1943 年 10 月 5
日 
 
大東亜戦争展を観る（1）戦果の生きた記録（荒城季夫）朝日新聞 1943 年 12 月 10 日 
 
前線の奮戦に御感一入 畏し陸軍作戦画を天 覧台覧 光栄に輝く 29作品 ビルマ独立式典図 
朝日新聞 1944 年 3 月 6 日 
 
陸軍作戦記録画優秀作品評 小磯良平筆《ビルマ独立式典図》《日緬条約調印図》（山田智三
郎、植村鷹千代） 
美術 日本美術出版社 1944 年 5 月号 第 4 号 
 
新制作派・行動展（正木須惠） みづゑ 美術出版社 1946 年 11 月号 第 495 号 
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絵画（荒城季夫） 読売新聞 1946 年 12 月 30 日 
 
現代美術展評 
読売新聞 1947 年 5 月 9 日 
 
美術団体連合展評 
読売新聞 1947 年 6 月 23 日 
 
新制作派・一水会・二紀会合評〈座談会〉 
（松本竣介、麻生三郎、井上長三郎） 
みづゑ 美術出版社 1947 年 11 月号 第 505 号 
 
連合展〈美術評〉 読売新聞 1948 年 6 月 15 日 
 
15 人展の作家と作品を語る〈座談会〉（今泉篤男、土方定一、植村鷹千代）読売新聞 1950
年 1 月 16 日 
 
誌上美術團体連合展 新制作派〈合評〉（今泉篤男、大河内信敬、植村鷹千代） 美術手帖 美
術出版社 1950 年 7 月号 第 31 号 
 
2 つのオプティミズム 新制作と一水会〈展覧会評〉（滝口修造） 読売新聞 1950 年 10 月
2 日 
 
戦時中の美術（宮川謙一） 美術手帖 美術出版社 1951 年 1 月 第 38 号 
 
見たいもの人 新制作展〈美術〉 藝術新潮 新潮社 1951 年 9 月 第 21 号第 2 巻第 9 号 
 
今秋の一水会と新制作〈対談〉 （大久保泰・宮本三郎） 美術手帖 美術出版社 1951 年
11 月号 第 50 号 
 
秋季展覧会 その 1 新制作（徳大寺公英） 美術手帖 美術出版社 1954 年 11 月号 第 88
号 
 
新聞の挿絵（柳亮） 美術手帖 美術出版社 1956 年 4 月号 第 107 号 
 
主流派の三つの顔（柳亮） みづゑ 美術出版社 1956 年 7 月号 第 612 号 
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小磯良平素描展（桑） 東京新聞 1959 年 7 月 4 日夕刊 
 
冷静な描写態度 小磯良平素描展〈画廊〉（隆） 朝日新聞 1959 年 7 月 7 日 
 
小磯良平素描展（船戸洪吉） 毎日新聞 1959 年 7 月 9 日 
 
小磯良平のデッサン（植村鷹千代） 三彩 美術出版社 1959 年 8 月号 第 117 号 
 
小磯良平素描展（植村鷹千代） みづゑ 美術出版社 1959 年 8 月号 第 652 号 
 
7 月のベスト・8 3（浜村順） アトリエ アトリエ出版社 1959 年 9 月号 第 391 号 
 
展覧会案内 新制作展〈観たいもの〉 藝術新潮 新潮社 1959 年 10 月 第 118 号第 10 巻
第 10 号 
 
展覧会案内 小磯良平作品展〈観たいもの〉 藝術新潮 新潮社 1960 年 7 月 第 127 号第
11 巻第 7 号 
 
小磯良平個展（桑） 東京新聞 1960 年 7 月 3 日夕刊 
 
典雅な描写力 小磯良平個展〈画廊〉（隆） 朝日新聞 1960 年 7 月 5 日 
 
小磯良平個展（大久保泰） 日本経済新聞 1960 年 7 月 5 日 
 
小磯良平近作展（船戸洪吉） 毎日新聞 1960 年 7 月 6 日 
 
小磯良平個展 サンケイ新聞 1960 年 7 月 18 日 
 
小磯良平個展（植村鷹千代） みづゑ 美術出版社 1960 年 8 月号 第 664 号 
 
小磯良平滞欧素描展（桑） 東京新聞 1961 年 3 月 15 日夕刊 
 
古典的な美しさ 小磯良平滞欧作品展（船戸洪吉） 毎日新聞 1961 年 3 月 16 日 
 
小磯良平素描淡彩展（日野） 産業経済新聞 1961 年 3 月 17 日夕刊 
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戦争画の亡霊〈戦後美術の盛衰史 2〉（針生一郎） 美術手帖 美術出版社 1963 年 2 月号 
第 216 号 
 
小磯良平自選展から 1-5（君本昌久、鴨居玲、白川渥、赤根和生、磯江朝子）神戸新聞 1963
年 11 月 12 日-16 日 
 
秋の公募展から 新制作協会・一水会・一陽会〈絵画〉 朝日新聞 1967 年 10 月 3 日夕刊 
 
展覧会案内 小磯良平銅版画展 美術手帖 美術出版社 1968 年 3 月号 第 295 号 
 
展覧会案内 小磯良平エッチング展 美術手帖 美術出版社 1969 年 2 月号 第 309 号 
 
この秋の美術展で注目を集めた絵画・彫刻傑 作 20 3 人の踊り子（植村鷹千代） 週刊現代 
講談社  
1970 年 10 月 22 日 
 
44 年ぶりの対面待つ モデル竹中氏  読売新聞 1971 年 3 月 18 日大阪 
 
詩人と画家、若き日の交友  小磯さんの卒業 制作は竹中さんがモデル〈レシーバー〉 読
売新聞  
1971 年 3 月 21 日 
 
“模索”から“円熟”まで  小磯良平展〈美術〉 読売新聞 1971 年 4 月 9 日夕刊 
 
小磯良平展 読売新聞 1971 年 4 月 9 日大阪夕刊 
 
画業 50 年 小磯良平展 毎日新聞 1971 年 4 月 9 日夕刊 
 
画業 50 年小磯良平展（寺田千墾） 東京新聞 1971 年 4 月 9 日夕刊 
 
画業 50 年小磯良平展 一筋に貫かれた“古典主義（”  小川正隆） 朝日新聞 1971 年 4
月 9 日夕刊 
 
清涼感みなぎる 小磯良平展（田） 日本経済新聞 1971 年 4 月 10 日 
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小磯良平展から 1-6  朝日新聞 1971 年 4 月 30 日-5 月 5 日 
 
小磯良平画業五十年展（多田信一） 三彩 美術出版社 1971 年 5 月号 第 272 号 
 
小磯良平展（亀田正雄） 毎日新聞 1971 年 5 月 6 日大阪夕刊 
 
画業五十年小磯良平展（坂博勝） 神戸新聞 1971 年 5 月 17 日 
 
小磯良平展と海老原喜之助展 藝術新潮 新潮社 1971 年 6 月 第 258 号第 22 巻第 6 号 
 
日本的アカデミズムを歩んだ五十年 芸術生活 芸術生活社 1971 年 6 月号 第 262 号第
24 巻 6 号 
 
小磯良平画業 50 年展 コウベスナップ  月刊神戸っ子 1971 年 6 月号 122 号 
 
新制作 一水会 一陽会 公募展第 2 陣から 中堅の着実さ（原田実） 読売新聞 1971 年 9
月 28 日夕刊 
 
貫禄示した長老  新制作、一陽会、一水会 展評（植村鷹千代） 新美術新聞 美術年鑑社 
1971 年 10 月 25 日  
第 2 号 
 
脇田、小磯の退官記念素描展 新美術新聞 美術年鑑社 1971 年 10 月 25 日 第 2 号 
 
名画に生きる 昭和の女「斉唱」（橋本喜三） 朝日新聞 1972 年 12 月 16 日大阪 
 
小磯良平デッサン集〈週刊図書館〉 週刊朝日 朝日新聞社 1973 年 2 月 23 日号 
 
競い合う内外の作家 描かれた女展 新美術新聞 美術年鑑社 1973 年 7 月 1 日 第 23 号 
 
絵に“音”盛り込む苦心 赤坂離宮を飾る小磯氏の「音楽」〈点描〉 朝日新聞 1974 年 3
月 26 日夕刊 
 
迎賓館に現代の息吹「音楽」「絵画」小磯良平氏の壁画なる  読売新聞 1974 年 4 月 11 日
夕刊 
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小磯良平の迎賓館赤坂離宮壁画完成記念展（村木明）  みづゑ 美術出版社 1974 年 5 月
号 第 830 号 
 
小磯良平の大壁画 赤坂離宮 新美術新聞 美術年鑑社 1974 年 5 月 1 日 第 43 号 
 
小磯良平の迎賓館謁見の間大ホール「音楽」「絵画」 新美術新聞 美術年鑑社 1974 年 9
月 1 日 第 50 号 
 
新制作 39 回展（宮川謙一） 新美術新聞 美術年鑑社 1975 年 10 月 15 日 第 77 号 
 
小磯良平氏の原画、京で製作 京都新聞 1975 年 12 月 29 日 
 
心強い新人層の充実 第 40 回新制作展を観て（宮川謙一） 新美術新聞 美術年鑑社 1976
年 10 月 11 日  
第 102 号 
 
15 年目の国際形象への裸婦  サンデー毎日 毎日新聞社 1976 年 10 月 17 日 
 
朝のひととき（小川正隆） Vision ビジョン企画出版社 1976 年 11 月 第 6 巻第 9 号 
 
小磯良平 斉唱 “仰げば尊し”の時代が、 ふと〈日本の四季〉（田中穣） 読売新聞 1977
年 3 月 27 日 
 
秋の色彩に酔う 上野の森 現代絵画の幅と成熟度（植村鷹千代） 新美術新聞 美術年鑑社 
1977 年 10 月 11 日  
第 138 号 
 
庄司達画廊企画自選展、小磯良平展、大林 義満 展、坪 井勝人 展、永 井文雄 展、柳 原 
睦夫展（T） 
京都新聞 1977 年 11 月 5 日 
 
小磯良平展（池田弘） 朝日新聞 1977 年 11 月 5 日 
 
新館落成記念特別展 小磯良平展 “小磯藝術”に磨き 人に愛され親しまれる未紹介、旧作
など 100 点 
（木村重圭） 新美術新聞 美術年鑑社 1977 年 11 月 21 日 第 142 号 
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洋画の真髄を極めた典雅な画業展（寺本重雄） 日刊美術 職域通信社 1977 年 12 月 第
26 号第 3 巻第 12 号 
 
小磯良平展  京都新聞 1977 年 12 月 3 日 
 
清涼感と日本のこころ 小磯良平と森義利の版画作品集〈点描〉 朝日新聞 1977 年 12 月 5
日夕刊 
 
小磯良平展  神戸新聞 1977 年 12 月 9 日 
 
西宮大谷記念美術館の小磯良平展  サンケイ新聞 1977 年 12 月 12 日 
 
小磯良平の魅力 銅版画の世界〈見る〉 読売新聞 1977 年 12 月 12 日 
 
小磯良平銅版画作品集 京都新聞 1978 年 1 月 9 日 
 
小磯良平銅版画作品集（今泉篤男） 東京新聞 1978 年 1 月 14 日夕刊 
 
京都市鑑賞展 小磯良平個展  点描 1978 年 2 月 15 日 第 118 号 
 
卓越したデッサン力と品格のある作風 小磯良平展〈展覧会・スポット〉（村木明）   
アサヒギャラリ 朝日新聞社 1978 年 3 月  第 34 号第 8 巻 2 号 
 
小磯良平の世界 つつましく美の正統を歩む（小川正隆） 朝日新聞 1978 年 5 月 10 日夕
刊 
 
小磯良平展  毎日新聞 1978 年 5 月 12 日夕刊 
 
小磯良平展、牛島憲之展（寺田千墾） 東京新聞 1978 年 5 月 12 日夕刊 
 
小磯良平展  サンケイ新聞 1978 年 5 月 12 日夕刊 
 
小磯良平展  日本経済新聞 1978 年 5 月 13 日 
 
さわやかな人間像「小磯良平展」代表作一堂に〈手帳〉 読売新聞 1978 年 5 月 13 日夕刊 
348 
 
 
“日赤美術館”所狭しと重文級ズラリ 嘆息出そうな美術品群  読売新聞 1978 年 8 月 15
日 
 
小磯良平展によせて（磯辺勝） 三彩 美術出版社 1978 年 8・9 月号 第 372 号 
 
明るく活発なモダニズム 新制作協会展  日本経済新聞 1978 年 10 月 3 日 
 
熟練した筆致と温健典雅な作風 小磯良平素描作品展  新美術新聞 美術年鑑社 1979 年
7 月 21 日 第 202 号 
 
喜寿祝う 小磯良平素描展（池田弘） 朝日新聞 1979 年 7 月 28 日 
 
小磯良平素描作品展  毎日新聞 1979 年 7 月 28 日 
 
小磯良平素描展  読売新聞 1979 年 7 月 30 日夕刊 
 
小磯良平素描作品展  神戸新聞 1979 年 7 月 30 日夕刊 
 
澄んだ美感が息づく 小磯良平素描作品展（滝悌三） 日本経済新聞 1979 年 8 月 7 日 
 
小磯良平素描作品展（滝悌三） 日本経済新聞 1979 年 8 月 11 日 
 
小磯良平素描作品展  京都新聞 1979 年 8 月 11 日 
 
小磯良平素描作品展（高橋亨） サンケイ新聞 1979 年 8 月 13 日 
 
小磯良平《フランス女》〈一点一作〉 日本美術工芸 日本美術工芸社 1979 年 9 月号 第
492 号 
 
二つの話題 優れた資質の素顔 小磯良平素描展  日本美術工芸 日本美術工芸社 1979 年
9 月号  第 492 号 
 
小磯良平の喜寿を記念し素描作品展〈点描〉 朝日新聞 1979 年 9 月 12 日夕刊 
 
小磯良平展  毎日新聞 1979 年 9 月 22 日夕刊 
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現代洋画家デッサンシリーズ「小磯良平展でスタート」〈点描〉 朝日新聞 1979 年 9 月 25
日夕刊 
 
小磯良平 二人の少女 虚脱の時代 虚心の快打〈日本の四季〉（田中穣） 読売新聞 1980
年 1 月 20 日 
 
山梨で小磯良平展 小磯絵画の全貌を紹介 新美術新聞 美術年鑑社 1980 年 1 月 21 日 
第 218 号 
 
小磯良平展（滝悌三） 日本経済新聞 1980 年 1 月 29 日 
 
小磯良平素描集〈読書〉 朝日新聞 1980 年 3 月 16 日 
 
日仏現代絵画展から 上 小磯良平の素描 作品としての魅力（村木明） 読売新聞 1980 年
5 月 17 日 
 
笠間日動美術館において小磯良平聖画収蔵 記念展開催（椿堂輝寿） 繪 日動画廊 1980
年 11 月号 第 201 号 
 
小磯良平展  神戸新聞 1981 年 7 月 9 日 
 
小磯良平展  読売新聞 1981 年 7 月 9 日 
 
小磯良平展  朝日新聞 1981 年 7 月 15 日 
 
油彩画と素描で画業の足跡をたどる 格調高い創造世界 小磯良平展 静謐 典雅 気品 時代
を超えた不滅の価値（三宅正太郎）新美術新聞 美術年鑑社 1981 年 7 月 21 日 第 270
号 
 
小磯良平《斉唱》〈館蔵品の名作・108〉 読売新聞 1981 年 9 月 4 日夕刊 
 
若い竹中さんと小磯さん〈表紙解説（〉足立巻一） 木 梅田画廊 1982 年 7 月 第 15 号 
 
小磯良平「田舎風のコスチューム」 肢体包むシワに魅せられて〈日本の四季〉 読売新聞 
1982 年 7 月 4 日 
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小磯良平とゆかりの作家展（島京子） 神戸新聞 1982 年 10 月 4 日 
 
画業六十年 小磯良平のすべて〈NEWSMAKER〉 アート・トップ 芸術新聞社 1983 年
2・3 月号  
第 73 号 14 巻 1 号 
 
画業六〇年 小磯良平のすべて 木 梅田画廊 1983 年 3 月 第 17 号 
 
小磯良平のすべて展 三彩 美術出版社 1983 年 3 月号 第 426 号 
 
小磯良平版画展（山脇佐江子） 読売新聞 1983 年 3 月 4 日 
 
爽やかな正統派 小磯良平の人と作品（今泉篤男） 読売新聞 1983 年 3 月 17 日夕刊 
 
奇てらわず、正統の歩み「小磯良平のすべて」展〈手帳〉 読売新聞 1983 年 3 月 22 日夕
刊 
 
小磯良平のすべて展（滝悌三） 日本経済新聞 1983 年 3 月 25 日 
 
小磯良平のすべて展（寺田千墾） 東京新聞 1983 年 3 月 25 日夕刊 
 
良い絵は良いタッチで描いてある 画業六十年・小磯良平展に寄せて  Art vision ビジョ
ン企画出版社  
1983 年 4 月号  第 13 巻第 3 号 
 
小磯良平のすべて（山脇佐江子） 読売新聞 1983 年 4 月 6 日夕刊 
 
おんなの香気 小磯良平展 1-4（安黒正流） 読売新聞 1983 年 4 月 6 日-9 日夕刊 
 
小磯良平のすべて展  神戸新聞 1983 年 4 月 23 日 
 
小磯良平展  京都新聞 1983 年 4 月 23 日 
 
小磯良平のすべて展  朝日新聞 1983 年 4 月 27 日大阪夕刊 
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特集 画業 60 年小磯良平のすべて 美術グラフ 日本美術出版社 1983 年 5 月号 第 4 巻
第 5 号 
 
小磯良平自選版画展（匠秀夫） 月刊美術 サン・アート 1983 年 9 月号 第 90 号第 9 巻
第 3 号 
 
小磯良平の版画（増田洋） 京都新聞 1983 年 9 月 22 日 
 
小磯良平展から 1-6（岸野裕人） 神戸新聞 1983 年 10 月 15 日-20 日 
 
小磯良平 四つの西洋人形（荒屋鋪透）友の会だより 三重県立美術館 第 5 号 1984 年 3
月 15 日 
 
小磯良平展その色彩とデッサン  読売新聞 1984 年 3 月 24 日夕刊 
 
小磯良平展  神戸新聞 1984 年 3 月 31 日夕刊 
 
小磯良平《晩秋》挿絵原画展  神戸新聞 1984 年 8 月 25 日夕刊 
 
私の履歴書・26（坂田道太） 日本経済新聞 1985 年 7 月 26 日 
 
小磯良平展 小磯芸術の変遷〈今月の展覧会〉（多田信一）  三彩 美術出版社 1986 年 1
月号 第 460 号 
 
平穏な清涼感を貫く 小磯良平展〈美術〉（米） 朝日新聞 1986 年 1 月 29 日夕刊 
 
洋画の方向示す 小磯良平展〈美術〉（雅） 読売新聞 1986 年 1 月 31 日夕刊 
 
「小磯良平展」に寄せて（植村鷹千代） 月刊美術 サン・アート 1986 年 2 月号 第 125
号第 12 巻第 2 号 
 
小磯良平《洋裁する女達》〈紙上美術館〉 ピロティ 兵庫県立近代美術館 1986 年 5 月 第
68 号 
 
新制作展、50 周年で盛り上がる（滝悌三） 日本経済新聞 1986 年 9 月 29 日 
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都市のモダニズム 小磯良平展 1-6（岸野裕人） 神戸新聞 1986 年 11 月 5 日-7 日、11 日
-13 日 
 
小磯良平さし絵の魅力 館蔵「晩秋」原画について（速水豊） 姫路市立美術館だより 1987
年 第 14 号 
 
小磯良平展  月刊神戸っ子 1987 年 1 月号 309 号 
 
ひそむ日本的情感 小磯良平・東京展〈美術〉（雅）  読売新聞 1987 年 8 月 13 日夕刊 
 
小磯良平「洋裁する女達」〈紙上美術館〉 ピロティ 兵庫県立近代美術館 1988 年 5 月 第
68 号 
 
小磯良平展  神戸新聞 1988 年 6 月 7 日夕刊 
 
小磯良平 秀麗な版画の世界（舳） 繪 日動画廊 1988 年 8 月 第 294 号 
 
黒い衿の女〈関西作家私の一点〉 毎日新聞 1988 年 10 月 14 日夕刊 
 
小磯良平素描展  読売新聞 1989 年 9 月 4 日夕刊 
 
小磯良平の遺作展  神戸新聞 1989 年 11 月 1 日 
 
受贈記念特別展 小磯良平展 未公開を含む展観  新美術新聞 美術年鑑社 1990 年 2 月 1
日 第 559 号 
 
小磯良平「窓の静物」〈紙上美術館〉 ピロティ 兵庫県立近代美術館 1990 年 4 月 第 76
号 
 
小磯良平の新収蔵作品（山野英嗣） ピロティ 兵庫県立近代美術館 1990 年 4 月 第 76
号 
 
『小磯良平遺作展』を見て（吉原明恵） 潮流 下関市立美術館 1991 年 第 28 号 
 
兵庫県公館の壁掛《メリケン波止場》（増田洋） 月刊神戸っ子 1991 年 2 月号 358 号 
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小磯良平遺作展から（1）T 嬢の像  読売新聞 1991 年 2 月 6 日大阪夕刊 
 
小磯良平遺作展から（2）裁縫する女  読売新聞 1991 年 2 月 7 日大阪夕刊 
 
小磯良平遺作展から（3）斉唱  読売新聞 1991 年 2 月 8 日大阪夕刊 
 
小磯良平遺作展 香る気品と造形 新美術新聞 美術年鑑社 1991 年 2 月 11 日 第 594 号 
 
小磯良平遺作展から（4）D 嬢の像  読売新聞 1991 年 2 月 14 日大阪夕刊 
 
小磯良平遺作展から（5）集い  読売新聞 1991 年 2 月 15 日大阪夕刊 
 
小磯良平遺作展が開幕 一般公開は 19 日から 京都国立近代美術館  読売新聞 1991 年 2
月 19 日大阪 
 
小磯良平遺作展を見て〈よみうり寸評〉  読売新聞 1991 年 2 月 21 日大阪夕刊 
 
小磯良平遺作展  文化庁月報 ぎょうせい 1991 年 2 月 25 日 第 269 号 
 
小磯良平遺作展（滝悌三） 日本経済新聞 1991 年 3 月 8 日 
 
小磯良平遺作展 女性像、昭和の心情〈展評〉 日本経済新聞 1991 年 6 月 17 日大阪夕刊 
 
小磯良平「横向裸婦」気品高く輝く生命  〈日本の四季〉（芥川喜好） 読売新聞 1991 年
8 月 4 日 2 部 
 
四つの西洋人形（中谷伸生）  中日新聞 1991 年 9 月 6 日 
 
笠間日動美術館名作選 その二十五《最後の晩餐》（梶山孝）  繪 日動画廊 1991 年 12
月 第 334 号 
 
小磯良平秀作展 素描と版画  新美術新聞 美術年鑑社 1992 年 第 631 号 
 
開館記念特別展 小磯良平の世界（辻智美）  神戸市立小磯記念美術館だより 1992 年 11
月 第 1 号 
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新収蔵品の紹介 神戸市立小磯記念美術館だより 1992 年 11 月 第 1 号 
 
「小磯良平の世界」展 開館記念、抽象作品も〈展評〉 日本経済新聞 1992 年 11 月 24 日
大阪夕刊 
 
不思議な出合い近代日本の絵と建築十選（8） 迎賓館赤坂離宮、小磯良平の壁画（藤森照
信） 日本経済新聞  
1992 年 12 月 29 日 
 
画家の描いた広告「小磯良平画 日本郵船ポ スター」〈表紙解説〉（中田節子） 月刊百科 平
凡社 1994 年 2 月  
第 376 号 
 
小磯良平の描いた薬用植物画展 1  9 月 18 日まで 神戸市立小磯記念美術館（英） 読売新
聞  
1994 年 8 月 19 日大阪夕刊 
 
新収蔵品の紹介 少女 神戸市立小磯記念美術館だより 1994 年 9 月 第 3 号 
 
ぬくもりある眼差し 小磯評「二人の少女」（中野中）L&G パッセンジャーズ・サービス 
1994 年 10 月  第 82 号 
 
小磯良平「二人の少女」漂う「生きる喜びを描 く喜び」〈名画再読〉（芥川喜好） 読売新
聞  
1996 年 1 月 21 日 2 部 
 
画家たちの愛した「阪神」が見えてくる 高崎 で大震災復興支援の展覧会（浜野真由美） 毎
日新聞  
1996 年 2 月 10 日（群馬） 
 
「洋和服の二人（みなとの祭りの日）」と小磯良 平の 1930 年代の作品について（金井紀子）  
神戸市立小磯記念美術館研究紀要 1996 年 3 月 第 1 号 
 
没後 10 年小磯良平展 
新美術新聞 美術年鑑社 1998 年 9 月 第 841 号 
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小磯良平の絵画に漂う永遠性 迎賓館の 
「絵画」など、里帰り公開（廣田生馬） 
毎日新聞 1999 年 1 月 22 日大阪夕刊 
 
扉の誘惑 装幀本の誘惑 小磯良平装幀 埠頭をのぞむ窓から（山田俊幸） 産業経済新聞  
2000 年 6 月 14 日大阪夕刊 
 
清新なまなざし 小磯良平の薬用植物画（1）オモト  読売新聞 2001 年 9 月 12 日大阪（兵
庫） 
 
清新なまなざし 小磯良平の薬用植物画（2） チャノキ  読売新聞 2001 年 9 月 18 日大阪
（兵庫） 
 
清新なまなざし 小磯良平の薬用植物画（3） カリン  読売新聞 2001 年 9 月 26 日大阪（兵
庫） 
 
清新なまなざし 小磯良平の薬用植物画（4） ササユリ  読売新聞 2001 年 10 月 9 日大阪
（兵庫） 
 
清新なまなざし 小磯良平の薬用植物画（5） マクリ  読売新聞 2001 年 10 月 18 日大阪
（兵庫） 
 
素描の変遷女性のデッサンから十選（10） 小磯良平「裸婦群像」（終）  日本経済新聞 2002
年 6 月 18 日 
 
福富太郎の「美女酔夢譚」第 3 回「昭和の女」 小磯良平 昭和の美人（福富太郎） 月刊美
術 サン・アート  
2002 年 10 月号 第 325 号第 28 巻第 10 号 
 
清楚な世界 小磯良平回顧展（1） モダンなラガー姿  読売新聞 2002 年 11 月 6 日大阪（兵
庫） 
 
清楚な世界 小磯良平回顧展（2） 緊張感漂う輪郭  読売新聞 2002 年 11 月 7 日大阪（兵
庫） 
 
清楚な世界 小磯良平回顧展（3） 力強い存在感  読売新聞 2002 年 11 月 8 日大阪（兵庫） 
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清楚な世界 小磯良平回顧展（4） 一心な女性に強さ  読売新聞 2002 年 11 月 9 日大阪（兵
庫） 
 
清楚な世界 小磯良平回顧展（5） 戦後の意識“描写”  読売新聞 2002 年 11 月 10 日大
阪（兵庫） 
 
清楚な世界 小磯良平回顧展（6） 2 つの壁画大作  読売新聞 2002 年 11 月 12 日大阪（兵
庫） 
 
生誕 100 年記念・小磯良平回顧展 古典的西洋画の「粋」（廣田生馬） 読売新聞 2003 年 1
月 21 日夕刊 
 
特別展 小磯良平生誕 100 年記念 小磯良平の青年時代（辻智美） 神戸市立小磯記念美術館
だより 2003 年 9 月  
第 20 号 
 
二人の少女「小磯良平展」から〈今週の 1 点〉 毎日新聞 2004 年 3 月 10 日 
 
美の森へ 49 回 ゆたかな物語が宿る日々 小磯良平展 小磯良平「着物の女」 週刊新潮 新
潮社 2004 年 4 月 1 日 
 
「T 嬢の像」明るい時代の理想の女性像〈一展逸点〉（田中三蔵）  朝日新聞 2004 年 4
月 10 日夕刊 
 
武田薬品工業会長武田國男氏（6） 小磯良平画伯〈私の履歴書〉（武田國男） 日本経済新
聞 2004 年 11 月 6 日 
 
小磯良平《T 嬢の像》〈名画のなかの女性たち 30〉（中山忠彦）美術の窓 生活の友社 2006
年 10 月号  
第 285 号第 25 巻第 11 号 
 
藤島武二と小磯良平展 書簡に記された戦争画への批判〈セレクト〉 日本経済新聞 2007
年 10 月 2 日大阪夕刊 
 
戦争画を描く苦悩の深さ〈ギャラリー〉（栗原俊雄） 毎日新聞 2007 年 10 月 5 日大阪夕
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刊 
 
兵士を癒やす乙女たちの歌声 小磯良平『斉唱』 日経おとなの OFF 日経 BP 社 2007 年
11 月 第 74 号 
 
「小磯良平・聖書装画の世界」 来月 9 日～9 月 28 日〈見る〉（松久英子） 毎日新聞 2008
年 7 月 30 日（静岡） 
 
こころの玉手箱 ダイキン工業会長井上礼之氏（5）父の肖像画 日本経済新聞 2008 年 8
月 1 日夕刊 
 
日本の美術品がなぜ韓国で見つかるの？〈質問なるほドリ〉（西脇真一）  毎日新聞 2008
年 11 月 26 日 
 
一世風靡の女十選（3）小磯良平「婦人像」（勅使河原純） 日本経済新聞 2009 年 7 月 2
日 
 
ご婚約決まった直後の美智子さまの肖像画 小磯記念美術館で 24 日公開（塩野浩子） 朝日
新聞  
2009 年 10 月 9 日（兵庫） 
 
花のように 宮本三郎展、小磯良平作品選 4  神戸市立小磯記念美術館  朝日新聞 2009 年
10 月 20 日大阪 
 
発掘！ 51 年前の美智子さま、16 年前の雅子さま 幻の皇太子妃肖像画をめぐるふたつのふ
し ぎな物語 
（永井貴子） 
週刊朝日 朝日新聞社 2009 年 10 月 30 日号 第 4974 号第 114 巻第 51 号 
 
絵に映る画家の覚悟〈美術逍遥〉（田村広済） 日本経済新聞 2011 年 6 月 13 日地方経済
面近畿  特集 
 
「昭和モダン 藤島武二と新制作初期会員たち」展〈アートとぴっくす〉（坂下芳樹） 産業
経済新聞  
2011 年 10 月 21 日大阪夕刊 
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「小磯良平の世界」展 小磯記念美術館〈アートとぴっくす〉（S） 産業経済新聞 2012 年
10 月 26 日大阪夕刊 
 
小磯良平の世界 群像・肖像、生誕 110 年を前 に特別展（渡辺亮一） 毎日新聞 2012 年
11 月 21 日大阪夕刊 
 
群像の巨匠（1）T 嬢の像（辻智美） 読売新聞 2012 年 11 月 27 日大阪（兵庫） 
 
群像の巨匠（2）練習場の踊子達（辻智美） 読売新聞 2012 年 11 月 28 日大阪（兵庫） 
 
群像の巨匠（3）働く人びと（辻智美） 読売新聞 2012 年 11 月 29 日大阪（兵庫） 
 
群像の巨匠（4）描く婦人（辻智美） 読売新聞 2012 年 12 月 1 日大阪（兵庫） 
 
画家の内面探求、追体験〈美術逍遥（〉田村広済） 日本経済新聞 2013 年 2 月 18 日地方
経済面近畿  特集 
 
神戸出身・小磯良平、生誕 110 年、展示会相 次ぐ 洗練モダン、時代超え再評価（田村広
済） 日本経済新聞  
2013 年 6 月 20 日大阪夕刊 
 
小磯良平 女生徒の水彩画 校歌の楽譜表紙に  読売新聞 2013 年 8 月 17 日夕刊 
 
旧松蔭高等女学校の校歌楽譜 小磯女生徒の水彩画  読売新聞 2013年 8月 17日大阪夕刊 
 
3-2-3 逐次刊行物（消息） 
 
小磯良平氏 美術新論 美術新論社 1928 年 6 月号 第 20 号第 3 巻第 6 号 
 
帝展政府買上げ 6 点に決定  朝日新聞 1932 年 10 月 25 日夕刊 
 
中堅 62 氏も続いて反撃爆弾 昨夜、花月で声明書  読売新聞 1935 年 6 月 4 日 
 
連判状を作り爆弾決議 洋画無鑑査級 60 名  朝日新聞 1935 年 6 月 4 日 
 
京都に反帝展洋画団体  朝日新聞 1936 年 5 月 11 日 
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6 氏は遂に袂別 きのう第二部会総会  朝日新聞 1936 年 7 月 7 日 
 
「新制作協会」の旗上げ 反官展を宣言  読売新聞 1936 年 7 月 26 日 
 
洋画壇、二つの会合  朝日新聞 1936 年 7 月 26 日 
 
“彩管部隊”中支へ出動  朝日新聞 1938 年 4 月 16 日夕刊 
 
洋行に友情の画展  読売新聞 1938 年 4 月 26 日 
 
きのふ諏訪丸帰る〈ニュースの船〉  朝日新聞 1938 年 6 月 26 日 
 
敵前でスケッチ 藤島・中村両画伯彩管の凱 旋 竜子画伯も凱旋  朝日新聞 1938 年 6 月
27 日 
 
上海の宿（二）（中村研一） 朝日新聞 1938 年 7 月 8 日 
 
彩管戦士の金字塔  砲弾下に制作「十人集」 秋の画壇に光る上海戦線篇  朝日新聞 1938
年 7 月 10 日 
 
忠烈を偲ぶよすが 江南戦場図成る 彩管陣の努力結実「事変記念館」も計画 朝日新聞 
1938 年 12 月 24 日夕刊 
 
次は“大都会芸術” 小橋東京市長が提唱  朝日新聞 1939 年 1 月 4 日 
 
聖戦美術展〈カンバスに偲ぶ戦場（1）〉 朝日新聞 1939 年 6 月 16 日 
 
国画会の彫刻脱退  朝日新聞 1939 年 7 月 5 日 
 
文展の審査員内定  朝日新聞 1939 年 7 月 11 日夕刊 
 
彩管部隊に感謝の宴  朝日新聞 1939 年 11 月 14 日 
 
賀陽宮、新制作派展へ御成  朝日新聞 1939 年 11 月 27 日 
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14 年 度 朝日賞 受 賞 者 決 定「文 化の戦 士」顕 彰 20 日本社で贈呈式挙行  朝日新
聞 1940 年 1 月 10 日 
 
朝日賞贈呈式並に記念講演会  朝日新聞 1940 年 1 月 10 日 
 
2600 年に輝く 朝日賞贈呈式 きのう本社で挙行  朝日新聞 1940 年 1 月 21 日 
 
感銘の記念講演 満場破れる様な拍手  朝日新聞 1940 年 1 月 21 日 
 
綜合展に“げてもの”  待たれる美術の秋  朝日新聞 1940 年 4 月 2 日 
 
洋画壇の競演 今秋の綜合美術展  朝日新聞 1940 年 4 月 12 日夕刊 
 
後代に贈る“聖戦絵巻”  前線へ 12 画伯 陸軍から初の派遣  読売新聞 1940 年 4 月 29
日 
 
後代に贈る“聖戦絵巻”  前線へ 12 画伯 陸軍から初の派遣  朝日新聞 1940 年 4 月 29
日 
 
青史に残す聖戦画 12 画伯、彩管の従軍 明年の陸軍記念日に大美展  読売新聞 1940 年 4
月 29 日 
 
陸軍省従軍画家決定  現代美術 現代美術社 1940 年 6 月 第 8 巻第 4 号 
 
在野から 21 委員 奉祝展委員長に細川侯  読売新聞 1940 年 8 月 6 日 
 
彩管の奉公部隊 新制作派の全員起つ  朝日新聞 1940 年 9 月 14 日 
 
美術会消息 展覧会 10 月 奉祝美術展 現代美術 現代美術社 1940 年 11 月 第 8 巻第 8
号 
 
防空迷彩にも一役 航空立国に起上る画壇  読売新聞 1941 年 4 月 10 日夕刊 
 
あす発会 “空の美術団体”  朝日新聞 1941 年 5 月 8 日 
 
洋画は 13 氏 文展審査員 読売新聞 1941 年 5 月 27 日 
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文展無鑑査決る 洋画に独立・二科両会不参加  朝日新聞 1941 年 5 月 27 日 
 
搬入の力作 1000 点 聖戦美術の審査始まる  朝日新聞 1941 年 6 月 28 日 
 
聖戦献納画 天覧、台覧の栄 輝く 15 画伯の力作  読売新聞 1941 年 6 月 30 日 
 
聖戦画を天覧並に御覧 故永久王の御姿に御感一入光栄の 14画伯  朝日新聞 1941年 6月
30 日 
 
米英撃滅戦を描く 15 画伯の彩管従軍  読売新聞 1942 年 3 月 5 日 
 
従軍 14 画伯、西貢着  朝日新聞 1942 年 4 月 13 日 
 
建設第一線部隊の派遣 初の芸術院賞〈社説〉 読売新聞 1942 年 4 月 15 日 
 
陸海軍南方派遣画家写真作品展  朝日新聞 1942 年 9 月 24 日 
 
美術家“魂の道場” 近く志賀高原に誕生（志賀高原） 読売新聞 1942 年 12 月 16 日 
 
美術家“魂の道場”近く誕生（志賀高原） 読売新聞 1942 年 12 月 17 日夕刊 
 
美しい絵筆の土産 東条さんからバーモ氏へ  朝日新聞 1943 年 3 月 26 日 
 
小磯氏美校講師に  朝日新聞 1943 年 3 月 30 日夕刊 
 
決戦を眼前に遺族へ贈る「靖国之絵巻」朝日新聞 1943 年 4 月 17 日 
 
“勝利の陸軍”を万代に伝う 新戦場へ美術動員 栄の 26 氏・来月進発  朝日新聞 1943
年 5 月 30 日 
 
審査員を辞退 文展不満の 3 氏  朝日新聞 1943 年 7 月 13 日 
 
ビルマの画壇挺身隊  読売新聞 1943 年 8 月 13 日 
 
献金つき絵葉書 大東亜戦 3 周年を期して発売  読売新聞 1943 年 9 月 8 日 
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小磯、猪熊画伯帰る  読売新聞 1943 年 9 月 23 日夕刊 
 
3 画伯の謹作 大東亜戦美術展に出陳  朝日新聞 1943 年 12 月 6 日夕刊 
 
畏し、朝香大将宮殿下台臨 大東亜戦争美術展、ひらく  朝日新聞 1943 年 12 月 8 日夕刊 
 
血の感激再現 2 年前、マライ戦線従軍の 16 画家 昭南神社へ壁画を献納  朝日新聞 1944
年 1 月 29 日夕刊 
 
天覧・台覧に輝く 陸の作戦記録画 29 点  読売新聞 1944 年 3 月 6 日 
 
靖国之絵巻 慰安会もぜひ一夕 遺族迎えた近郊宿舎  読売新聞 1944 年 4 月 22 日 
 
遺族へ偉勲偲ぶ贈物 きょうから一般にも頒布  読売新聞 1944 年 10 月 24 日 
 
靖国に捧ぐ赤子の誓 捧げよ必勝の誓 首相一億奮起を説く 誉れの遺児を顕彰 靖国之絵巻、
遺族へお土産 
朝日新聞 1944 年 10 月 24 日 
 
陸軍作戦記録画主題及作家 美術 日本美術出版社 1944 年 10・11 月号 第 9 号 
 
新日本美術会 マ司令部も支援  朝日新聞 1945 年 10 月 29 日 
 
朝日美術展入賞者  美術 日本美術出版社 1946 年 3 月号 
 
日展 投票は半数 審査員の選挙  読売新聞 1946 年 9 月 26 日 
 
7 氏繰上当選 日展の審査員  読売新聞 1946 年 10 月 4 日 
 
トピック抄［松竹歌劇公演の舞台装置を担当］ 読売新聞 1949 年 9 月 26 日 
 
芸能トピック［谷桃子バレー団の舞台装置を担当］ 読売新聞 1950 年 8 月 19 日夕刊 
 
舞踊シーズンたけなわ 谷桃子「火の鳥」初演幻想歌劇「まぼろし源氏」  読売新聞 1951
年 6 月 4 日夕刊 
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雑誌の表紙〈流行〉 藝術新潮 1951 年 9 月 第 21 巻第 2 巻第 9 号 
 
週刊朝日の表紙コンクール  美術手帖 美術出版社 1951 年 9 月号 第 47 号 
 
新制作と創造美術の合同披露会に於ける 小磯良平氏の挨拶［写真］ 藝術新潮 新潮社 
1951 年 12 月  
第 24 号第 2 巻 第 12 号 
 
素朴な鑑賞〈美術〉 藝術新潮 新潮社 1954 年 6 月 第 54 号第 5 巻第 6 号 
 
第 3 回デッサン・コンクール発表  美術手帖 美術出版社 1954 年 6 月号 第 82 号 
 
アート・トピック［リトグラフの会誕生］ 美術手帖 美術出版社 1955 年 2 月号 第 91
号 
 
読者カード 調査報告と抽選発表（美術手帖編集部） 美術手帖 美術出版社 1956 年 8 月
号 第 113 号 
 
小磯ひでさん（洋画家小磯良平氏の母）死去  読売新聞 1962 年 5 月 28 日夕刊 
 
神戸の集いから 小磯良平画文集出版記念会  月刊神戸っ子 1965 年 3 月号 48 号 
 
皇室春の園遊会 招待者きまる  読売新聞 1967 年 5 月 5 日 
 
故中村真氏の葬儀  読売新聞 1969 年 5 月 15 日夕刊 
 
版画工房「フジ美術」の発足〈ワイド・アングル〉 美術手帖 美術出版社 1970 年 5 月
号 第 327 号 
 
帰って来た太平洋戦争記録画〈美術〉 藝術新潮 新潮社 1970 年 6 月 第 246 号第 21 巻 
第 6 号 
 
秋の叙勲 3443 人、勲 1 等は 32 氏に “官尊”傾向やまず  読売新聞 1973 年 11 月 3 日 
 
秋の叙勲 今回は 3443 人 岡潔氏や柳橋師匠 秋の叙勲  朝日新聞 1973 年 11 月 3 日 
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美術界の名門 新制作協会が分裂 運営に不満 日本画全員が退会  読売新聞 1974 年 5 月
24 日 
 
“美術不在”の新制作分裂 会場運営などに不満もつ 日本画部  読売新聞 1974 年 5 月 29
日夕刊 
 
75 新春 読者が選ぶこの一点 私が推す日本画洋画十人の作家  新美術新聞 美術年鑑社 
1975 年 1 月 1 日  
第 58 号 
 
帰ってきた“戦争画” 直前に公開取りやめ 悪夢よび戻しては…「中止でうれしい」 読売
新聞 1977 年 3 月 8 日 
 
文化勲章 歌右衛門ら 5 氏に  読売新聞 1979 年 10 月 19 日夕刊 
 
文化功労者の顕彰式 東京・国立教育会館  読売新聞 1979 年 11 月 5 日夕刊 
 
文化功労者を顕彰 文化勲章・文化功労者  朝日新聞 1979 年 11 月 5 日夕刊 
 
功労者 小磯、高山両氏 新美術新聞 美術年鑑社 1979 年 11 月 11 日 第 213 号 
 
芸術院新会員に 5 氏 小磯氏（洋画）や片岡さん（日本画）ら 芸術院  朝日新聞 1982 年
11 月 20 日 
 
芸術院新会員に 5 氏 片岡球子・小磯良平・ 淀井敏夫・吉賀大眉・後藤得三の各氏 
日本経済新聞 1982 年 11 月 20 日 
 
57 年度日本芸術院（美術）新会員に 4 氏決まる 洋画・小磯良平〈Information〉 三彩 美
術出版社  
1983 年 1 月号 第 424 号 
 
小磯良平展のレセプション〈ニュース・スポット〉 読売新聞 1983 年 3 月 18 日 
 
文化勲章  山本（文芸評論）服部（言語学）氏 洋画牛島・小磯  建築構造学武藤氏  文化
勲 章・文化功労者 
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朝日新聞 1983 年 10 月 21 日夕刊 
 
文化勲章に山本・牛島・小磯・服部・武藤氏 功労者は 10 氏  日本経済新聞 1983 年 10
月 21 日夕刊 
 
喜びにわく文化勲章・功労者 山本健吉氏ら 5 名  日本経済新聞 1983 年 10 月 21 日夕刊 
 
晴れやか文化勲章の五氏皇居で伝達式 文化勲章・文化功労者  朝日新聞 1983 年 11 月 4
日 
 
栄誉胸に意欲新た 文化勲章、5 氏に伝達式  日本経済新聞 1983 年 11 月 4 日 
 
小 磯貞江さん（文 化 勲 章 受 章 者、日本 芸 術 院会員小磯良平氏の妻）死去  読売
新聞  
1983 年 11 月 9 日夕刊 
 
名画の花も空に散った 小磯画伯「音楽」の 中村さん 犠牲者と遺族  朝日新聞 1985 年 8
月 18 日 
 
洋画壇の重鎮 小磯良平氏が死去  読売新聞 1988 年 12 月 17 日 
 
洋画界を代表、文化勲章の小磯良平さん死去  朝日新聞 1988 年 12 月 17 日 
 
故小磯良平氏の葬儀  朝日新聞 1988 年 12 月 17 日夕刊 
 
小磯良平氏 死去 洋画家、文化勲章受賞者、 芸術院会員  毎日新聞 1988 年 12 月 17 日 
 
洋画界の重鎮文化勲章受章、小磯良平氏 死去  日本経済新聞 1988 年 12 月 17 日 
 
気品ある女性像で知られ、88 年 12 月に亡くな った〈窓〉  日本経済新聞 1989 年 6 月
13 日 
 
小磯画伯の 2000 点神戸市に、手元の全作品、 遺族が寄贈  日本経済新聞 1989 年 6 月
13 日大阪 
 
故小磯良平画伯の秘蔵の代表作 遺族が神戸市に寄贈、2 年後公開へ  読売新聞 1989 年 6
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月 14 日夕刊 
 
故小磯良平氏の 200 点 神戸市に寄贈 記念美術館を建設へ  新美術新聞 美術年鑑社 
1989 年 第 540 号 
 
東京国立近代美術館で「昭和の美術」はじま る 戦争画批評の必要痛感  朝日新聞 1989
年 7 月 26 日夕刊 
 
歴史の意味を考えさせられた「昭和の美術」展〈よみうり寸評〉 読売新聞 1989 年 7 月
29 日夕刊 
 
新設の小磯良平賞“独学”の大家の願い生か し記念美術館で第 1 回展（河北倫明） 読売
新聞  
1992 年 4 月 7 日夕刊 
 
近代美術史の空白、戦争記録画 表現手法の面から再評価〈文化〉 日本経済新聞 1994 年
8 月 13 日 
 
洋画の小磯良平が描いた男性肖像画を初公開  産業経済新聞 1996 年 4 月 1 日 
 
戦争美術 高まる関心 戦後 60 年余、タブーを越え絵画集刊行  毎日新聞 2008 年 3 月 24
日夕刊 
 
戦争画 小磯良平の原画確認「香港黄泥涌高 射砲陣地奪取」（栗原俊雄） 毎日新聞 2008
年 6 月 7 日大阪夕刊 
 
幻の絵は李王家コレクションに 小磯良平「日本髪の娘」見つかる  読売新聞 2008 年 11
月 14 日大阪 
 
幻の小磯作品、韓国で発見 洋画「日本髪の娘」  朝日新聞 2008 年 11 月 14 日 
 
行方不明の小磯良平作品、「日本髪の娘」発見、韓国・李王家コレクションから。  日本経
済新聞  
2008 年 11 月 14 日 
 
幻の小磯良平作品「日本髪の娘」発見 韓国・ 李王家が所蔵（水沼啓子） 産業経済新聞 2008
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年 11 月 14 日 
 
小磯良平 幻の作品「日本髪の娘」見つかる 所蔵する韓国の博物館、展示へ 毎日新聞 2008
年 11 月 14 日夕刊 
 
「日本髪の娘」見つかる  小磯良平 幻の作品展示へ（西脇真一）  毎日新聞 2008 年 11
月 14 日夕刊 
 
小磯良平画公開「戦後初は誤り」と訂正 韓国博物館  朝日新聞 2008 年 11 月 15 日 
 
小磯作品、3 年前も公開 韓国・国立中央博物館  読売新聞 2008 年 11 月 15 日大阪夕刊 
 
小磯良平  展示予定の洋画「05 年に公開」と 訂正  毎日新聞 2008 年 11 月 15 日夕刊 
 
小磯作品、05 年に公開されていた  産業経済新聞 2008 年 11 月 15 日大阪夕刊 
 
「日本髪の娘」、05 年に一度公開、韓国中央博物館が訂正。  日本経済新聞 2008 年 11 月
16 日 
 
小磯アトリエ跡 掲示板 中央区山本通 画伯サイン入れ  読売新聞 2012 年 11 月 21 日大
阪 
 
「新世界」63 年ぶりに来月、東京小牧バレエ団  読売新聞 2013 年 10 月 11 日 
 
4 逐次刊行物における小磯良平特集 
 
モデルによる人物画入門 デッサンから彩色まで 
アトリエ アトリエ出版社 1956 年 9 月号 第 355 号 
 
モデルとデッサン  
別冊アトリエ アトリエ出版社 1960 年 5 月号 第 57 号  
モデルとデッサン（小磯良平）［『小磯良平油彩  作品全集』（求龍堂  1988 年）に再録］ 
 
鉛筆デッサンの実技 
アトリエ アトリエ出版社 1964 年 9 月号 第 451 号 
小磯氏のタッチ（久保守） 
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裸婦・鉛筆デッサンの制作過程（小磯良平） 鉛筆クロッキーについて（小磯良平） 
 
デッサンの実技 
アトリエ アトリエ出版社 1967 年 6 月号 第 484 号 
人体デッサン（小磯良平） 
 
人体デッサンのコツをつかむ法 
アトリエ アトリエ出版社 1968 年 8 月号 第 498 号 
人体デッサンの勉強（小磯良平） 
 
特集 迎賓館壁画のすべて  
アート・トップ 芸術新聞社 1974 年 12 月号 第 25 号 
小磯良平さんのこと（丹羽文雄）  
小磯良平の芸術（富永惣一）  
その一断面（竹中郁）  
感動の壁画（村野藤吾談）  
“音楽”を描く（朝比奈隆）  
壁画と植物図鑑（村松寛）  
初夏の御影アトリエ（千登三子）  
小磯良平“白の感性（”  池田弘） 
 
特集 小磯良平  
Vision ビジョン企画出版社 1975 年 4 月号 第 5 巻第 3 号 
インタビュー（聞き手・福岡晟）  
小磯さんとの事（脇田和）  
芸大での小磯先生（進藤蕃） 
 
美術特集 小磯良平  
アサヒグラフ別冊 朝日新聞社 1976 年 11 月 第 2 巻第 4 号 
作品解説（米倉守）   
小磯良平（中山公男）  
小磯良平さんと私（丹羽文雄）  
心中の天秤（竹中郁）  
若き時代の良平さん（猪熊弦一郎） 
 
小磯良平の人と作品  
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求美 1977 年春 第 31 号 
 清貧を貴ぶ心  小磯良平 
清楚な画格“小磯芸術”の魅力（伊藤誠） 
清貧を貴ぶ画業  典雅なる小磯絵画の世界 
（小磯良平） 
 
人と芸術 小磯良平  
月刊美術 サン・アート 1977 年 12 月号 第 26 号第 3 巻第 12 号 
近作・未発表作品   
洋画の真髄を極めた典雅な画業展〈小磯良平展〉によせて（青木重雄） 
 
特集 小磯良平  
Vision ビジョン企画出版社 1978 年 2 月号 第 8 巻第 1 号 
小磯良平の芸術・私見（増田洋） 
小磯良平先生のこと（西村元三朗） 
 
巻頭特集 小磯良平  
アート・トップ 芸術新聞社 1978 年 8 月号 第 47 号 9 巻 4 号 
小磯良平 その人と芸術（小川正隆）  
小磯良平と日本洋画の関係（増田洋）  
迎賓館の小磯良平の作品（今泉篤男）  
美校時代の小磯良平君（山口長男）  
私の始めて買った油絵（山崎富治）  
小磯先生と私（秋山庄太郎）  
小磯先生について（小島俊男） 
 
特集 小磯良平自選版画集  
版画藝術 阿部出版 1979 年 7 月号 第 26 号  
小磯良平の芸術（匠秀夫）  
茶をのみながら 小磯良平と版画（竹中郁）  
小磯良平の版画にみる線描の魅力（小川正隆）  
小磯良平自選版画集  略歴 
特集 小磯良平自選版画集  主要銅版画目録 
 
特集 小磯良平の素描  
月刊美術 サン・アート 1979 年 8 月号 第 47 号第 5 巻第 8 号 
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素描作品紹介  
音楽が聞こえそうな小磯良平の魅力（池田弘）  
師弟座談会  自由さの中に厳しさを求めた小磯教室（小磯良平・小島俊男・岩崎正・櫃田
伸也・ 佐藤泰生・酒井信義） 
小磯教室の思い出『小磯良平素描作品集』紹介 
 
巻頭特集 小磯良平  
アート・トップ 芸術新聞社 1981 年 8 月号 第 64 号 12 巻 4 号 
その人の視覚（朝日晃）  
一貫する造形（朝日晃）  
永遠のテーマ（村木明） 
 
特集 小磯良平 小磯良平画伯の 80 年とその周囲 
木 梅田画廊 1982 年 11 月 第 16 号 
八十歳を迎えた小磯画伯の最新作   
小磯良平先生へひとこと   
私の見た小磯芸術の世界（増田洋） 
アルバムから 
 
小磯良平画伯文化勲章受章記念特集  
木 梅田画廊 1984 年 1 月号 第 18 号  
小磯良平氏の素描（山本健吉）  
小磯さんの芸術（司馬遼太郎）  
小磯良平の画業（乾由明）  
柿一つ（白川渥） 
竹中郁と小磯良平とのパリ その事歴をたずねて（足立巻一）ほか 
 
EXHIBITION 小磯良平 正統派の勝利者 
 アート・トップ 芸術新聞社 1986 年 2 月号 第 91 号 17 巻 1 号 
小磯先生と私（新宮晋） 
 小磯良平   
年譜 
 
巻頭特集 小磯良平 
 三彩 美術出版社 1986 年 3 月号 第 462 号  
小磯良平略年譜  
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小磯良平の世界（小川正隆）  
小磯さんと上杜会のこと（牛島憲之）  
 展評 小磯良平展  松屋（牛島憲之） 
 
小磯良平先生追悼号  
木 梅田画廊 1989 年 9 月号 第 41 号  
葬儀説教〈神を見る〉（岩井健作）  
小磯君は生きて居る（猪熊弦一郎）  
ハワイでの想起（脇田和）  
神戸二中時代の思い出（田中忠雄）  
小磯良平先生を偲んで（東山魁夷）  
小磯君の思い出（金山元彦）  
小磯家の人びと［図版］  
父の写真（嘉納邦子）  
祖父と私（もも・かのう・ポドルスキー）  
想いで断片（増田洋）  
“光りの画家”小磯良平（池田弘）  
若き日のダンディズム［写真］  
華やかなモデル達［写真］ 
小磯さん、ありがとうございました（佐藤忠良）  
小磯先生の御恩（土井憲治）  
小磯先生のゴルフ（野呂好徳） 
くつろぐひと時［写真］ 
小磯良平［年譜］ 
編集後記 ほか 
 
［小磯良平特集］  
視る 京都国立近代美術館 1991 年 第 285 号  
小磯先生のこと（桑田道夫）  
小磯先生の想い出（西村元三朗） 
筆の止め時  小磯先生を偲んで（小松崎邦雄） 
 
小磯良平  分冊百科シリーズ日本絵画の巨匠 たち その生涯と作品の源 
週刊アーティスト・ジャパン 同朋舎 1992 年 第 13 号 
画家の生涯 モダニズムと共に   
作風と活動  油絵の正道を歩く 
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ギャラリー［図版と解説］ 
名画の背景  大阪・神戸のモダニズム 
生涯のこの一年  1960 年 
鑑賞のポイント 表現明快 
 
没後 10 年 小磯良平特集  
月刊神戸っ子 1998 年 11 月号 450 号    
小磯良平の世界  見事な気品と優雅さ（伊藤誠）  
父をしのぶ  私の好きな絵（嘉納邦子） 
師をしのぶ  没後 10 年に寄せて（小島俊夫）  
小磯良平画伯とにしむら珈琲店（川瀬喜代子）   
神戸新百景  小磯記念美術館（石阪春生）  
私の意見 芸術のまち神戸へ、わたしの想い（鞍本昌男）  
小磯良平先生をしのぶ 小磯良平先生の思い出（武田誠郎）  
小磯良平先生の絵のモデルになって（星住輝子）  
特別対談 小磯良平かく語りき『よーく見てごらん』（妹尾河童、石阪春生） 
小磯良平画伯をしのぶ（青木重雄）  
月刊神戸っ子 450 号記念  表紙コレクション 
小磯良平作品展 
 
特集 アカデミスムの清流 小磯良平 
花美術館 2010 年 第 16 号 
小磯良平の芸術   
60 余年の画業（廣田生馬）  
藤島武二と小磯良平（山西健夫）  
小磯良平と神戸（西田桐子） 
 
5 挿絵・装丁 
 
5-1 挿絵（単行本） 
 
詩集 枝の祝日 完 
竹中郁著 海港詩人倶楽部 1928 年 
 
征人 
桜井忠温著 主婦之友社 1939 年 
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土曜夫人 
織田作之助著 鎌倉文庫 1947 年 
 
土曜夫人［再版］ 織田作之助著 鎌倉文庫 1948 年 
 
美貌と白痴［再版］ 井上友一郎著 全國書房 1951 年 
 
子鹿物語 イヤリング 
吉田甲子太郎著 新潮社 1951 年 
 
ほおじろあっちゃん 
獅子文六著 講談社 1959 年 
 
しろばんば 
井上靖著 中央公論社 1962 年 
 
続 しろばんば 
井上靖著 中央公論社 1963 年 
 
花紋 
山崎豊子著 中央公論社 1964 年 
 
しろばんば 
井上靖著 主婦の友社 1964 年 
 
口語聖書 
日本聖書協会 1971 年 
 
5-2 挿絵（逐次刊行物連載） 
 
暴風帯 
下村千秋著 大阪・東京朝日新聞 
1932 年 5 月 12 日-10 月 19 日 160 点（160 回） 
 
薔薇合戦 
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丹羽文雄著 都新聞 
1937 年 5 月 30 日-12 月 31 日 218 点（218 回） 
 
征人 
桜井忠温著 主婦之友 主婦之友社 
1938 年 11 月号-1939 年 8 月号 30 点（10 回） 
 
波濤 
林芙美子著 大阪・東京朝日新聞 
1938 年 12 月 23 日-1939 年 5 月 18 日 145 点（145 回） 
 
暁の合唱 
石坂洋次郎著 主婦之友 主婦之友社 
1939 年 1 月号-1941 年 1 月号 62 点（25 回） 
 
望樓 
岸田國士著 新女苑 実業之日本社 
1939 年 2 月号-11 月号 30 点（10 回） 
 
愛と智と 
里見弴著 新女苑 実業之日本社 
1940 年 1 月号-12 月号 20 数点（12 回） 
 
風樹 
石川達三著 東京日日・大阪毎日新聞 
1941 年 9 月 1 日-12 月 10 日 100 点（100 回） 
 
じゃかるたをとめ 
佐藤春夫著 朝日新聞夕刊 
1943 年 12 月 1 日-12 月 28 日 21 点（21 回） 
 
人間鉱脈 
中野實著 毎日新聞 
1944 年 4 月 22 日-8 月 18 日 103 点（103 回） 
 
ひとで 
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武田麟太郎著 夕刊新大阪 
1946 年 2 月 4 日-3 月 31 日 50 点（50 回） 
 
土曜夫人 
織田作之助著 読売新聞 
1946 年 8 月 30 日-12 月 6 日 96 点（96 回） 
 
細雪（下） 
谷崎潤一郎著 婦人公論 中央公論社 
1947 年 3 月号-1948 年 10 月号 40 点（20 回） 
 
私は見た 
藤沢桓夫著 朝日新聞 
1948 年 2 月 15 日-7 月 8 日 144 点（144 回） 
 
細雪（朝日賞受賞記念特集） 
谷崎潤一郎著 週刊朝日 朝日新聞社 
1949 年春季増刊号 7 点（1 回） 
 
分水嶺 
高見順著 夕刊新大阪 
1949 年 6 月 1 日-10 月 12 日 134 点（134 回） 
 
その人の名は言えない 
井上靖著 夕刊新大阪 
1950 年 5 月 10 日-9 月 30 日 143 点（143 回） 
 
柳色新なり 
林房雄著 読売新聞 
1950 年 10 月 20 日-1951 年 3 月 31 日 162 点（162 回） 
 
母の自画像 
石坂洋次郎著 婦人倶楽部 講談社 
1951 年 4 月号-1953 年 12 月号 
 
娘と私 
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獅子文六著 主婦の友 主婦の友社 
1953 年 1 月号-1956 年 5 月号 84 点（42 回） 
 
白い魔魚 
舟橋聖一著 朝日新聞 
1955 年 6 月 8 日-1956 年 3 月 15 日 280 点（280 回） 
 
噴水 
永井龍男著 毎日新聞夕刊 
1957 年 2 月 16 日-8 月 8 日 173 点（173 回） 
 
人間の壁 
石川達三著 朝日新聞 
1957 年 8 月 23 日-1959 年 4 月 12 日 593 点（593 回） 
 
残虐記 
谷崎潤一郎著 婦人公論 中央公論社 
1958 年 2 月号-11 月号 38 点（10 回） 
 
がしんたれ 
菊田一夫著 週刊朝日 朝日新聞社 
1958 年 5 月 11 日号-1959 年 2 月 1 日号 116 点（39 回） 
 
しろばんば 
井上靖著 主婦の友 主婦の友社 
1960 年 1 月号-1962 年 12 月号 73 点（36 回） 
 
女の勲章 
山崎豊子著 毎日新聞 
1960 年 2 月 24 日-8 月 22 日 180 点（180 回） 
 
古都 
川端康成著 朝日新聞 
1961 年 10 月 8 日-1962 年 1 月 23 日 107 点（107 回） 
 
花紋 
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山崎豊子著 婦人公論 中央公論社 
1962 年 10 月号-1964 年 3 月号 36 点（18 回） 
 
盛装 
井上靖著 読売新聞 
1963 年 5 月 24 日-1964 年 5 月 15 日 355 点（355 回） 
 
青春のお通り 
京都伸夫著 週刊朝日 朝日新聞社 
1965 年 1 月 1 日号-9 月 24 日号 78 点（39 回） 
 
適齢期 
白川渥著 神戸新聞夕刊 
1966 年 11 月 14 日-1967 年 9 月 11 日 300 点（300 回） 
 
晩秋 
丹羽文雄著 週刊朝日 朝日新聞社 
1967 年 1 月 6 日号-1968 年 2 月 23 日号 180 点（60 回） 
 
いづこより 
瀬戸内晴美著 主婦の友 主婦の友社 
1967 年 1 月号-1969 年 6 月号 60 点（30 回） 
 
積木の箱 
三浦綾子著 朝日新聞夕刊 
1967 年 4 月 24 日-1968 年 5 月 18 日 326 点（326 回） 
 
5-3 装丁 
 
ボヘミヤ歌 
福原清著 海港詩人倶楽部 1926 年 
 
薔薇合戦 上巻 
丹羽文雄著 竹村書房 1937 年 
 
薔薇合戦 下巻 
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丹羽文雄著 竹村書房 1938 年 
 
征人 
桜井忠温著 主婦之友社 1939 年 
 
七色の朝 
丹羽文雄著 実業之日本社 1939 年 
 
暁の合唱 上巻 
石坂洋次郎著 新潮社 1940 年 
 
明日への精神 
宮本百合子著 実業之日本社 1940 年 
 
暁の合唱 下巻 
石坂洋次郎著 新潮社 1941 年 
 
物射る眼 
内田巌著 立命館出版部 1941 年 
 
東京八景 
太宰治著 実業之日本社 1941 年 
 
愛と智と 
里見弴著 実業之日本社 1941 年 
 
風樹 
石川達三著 春陽堂書店 1942 年 
 
ジャワの旋風 
十河巌著 栄榮堂 1943 年 
 
北の守り警乗兵 
田中栄次著 湯川弘文社 1943 年 
 
燦く眞情 
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山中峯太郎著 國民社 1943 年 
 
エジソン 
小島政二郎著 朝日新聞社 1946 年 
 
鮫人 
谷崎潤一郎著 全國書房 1946 年 
 
夜光虫 
織田作之助著 世界文學社 1947 年 
 
土曜夫人 
織田作之助著 鎌倉文庫 1947 年 
 
がま 
徳永直著 髙島屋出版部 1947 年 
 
定本青畝句集 
阿波野青畝著 宝書房 1947 年 
 
舞姫の記 
林芙美子著 尾崎書房 1947 年 
 
随筆集 女靴の跡 
宮本百合子著 髙島屋出版部 1948 年 
 
土曜夫人［再版］ 織田作之助著 鎌倉文庫 1948 年 
 
野麥の唄 
林芙美子著 尾崎書房 1948 年 
 
KOBE とその附近 
白川渥著 日本交通公社 1948 年 
 
妻と良人 
林芙美子著 尾崎書房 1949 年 
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落穂ひろい 
こども朝日編 朝日新聞社 1949 年 
 
細雪 
谷崎潤一郎著 中央公論社 1949 年 
 
その人の名は言えない 
井上靖著 新潮社 1950 年 
 
こころ變り 
舟橋聖一著 創元社 1950 年 
 
谷崎潤一郎作品集〈全 9 巻〉 創元社 1950 年 
 
夏目漱石作品集〈全 10 巻〉 創元社 1950 年 
 
森鷗外作品集〈全 6 巻〉 創元社 1950-51 年 
 
志賀直哉作品集〈全 5 巻〉 創元社 1951 年 
 
ゲーテ作品集〈全 8 巻〉 創元社 1951 年 
 
太宰治作品集〈全 6 巻〉 
創元社 1951 年 
 
國木田独歩作品集〈全 3 巻〉 創元社 1951 年 
 
芥川龍之介作品集〈全 4 巻〉 創元社 1951 年 
 
樋口一葉作品集〈全 2 巻〉 創元社 1951 年 
 
石川啄木作品集〈全 3 巻〉 創元社 1951 年 
 
有島武郎作品集〈全 3 巻〉 創元社 1951 年 
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永井荷風作品集〈全 9 巻〉 創元社 1951 年 
 
道標 第三部 
宮本百合子著 筑摩書房 1951 年 
 
日向の風土と観光 
綜合文化協会編 宮崎県 1951 年 
 
柳色新たなり 
林房雄著 新潮社 1951 年 
 
近代作家傅 上巻 
村松梢風著 創元社 1951 年 
 
近代作家傅 下巻 
村松梢風著 創元社 1951 年 
 
子鹿物語 イヤリング 
吉田甲子太郎著 新潮社 1951 年 
 
トルストイ作品集〈全 14 巻〉 創元社 1951-52 年 
 
泉鏡花作品集〈全 5 巻〉 創元社 1951-52 年 
 
横光利一作品集〈全 8 巻〉 創元社 1951-52 年 
 
野火 
大岡昇平著 創元社 1952 年 
 
武者小路實篤作品集〈全 6 巻〉 創元社 1952 年 
 
井伏鱒二作品集〈全 6 巻〉 創元社 1953 年 
 
小林多喜二作品集〈全 3 巻〉 
創元社 1953 年 
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島木健作作品集〈全 5 巻〉 創元社 1953 年 
 
二葉亭四迷作品集〈全 3 巻〉 創元社 1953 年 
 
ツルゲーネフ作品集〈全 7 巻〉 創元社 1953-54 年 
 
正岡子規作品集〈全 3 巻〉 創元社 1954 年 
 
マイクのたわごと 
平井常次郎著 甲鳥書林 1955 年 
 
メアリ・アン 
デュ・モオリア著 中村佐喜子訳 新潮社 1956 年 
 
日日の背信 
丹羽文雄著 毎日新聞社 1957 年 
 
湘南夫人 
井上友一郎著 新潮社 1957 年 
 
悔いなき愉悦 
丹羽文雄著 講談社 1957 年 
 
噴水 
永井龍男著 毎日新聞社 1957 年 
 
私の大学 次代にささげる 
扇谷正造著 春陽堂書店 1958 年 
 
人間の壁 前編 
石川達三著 新潮社 1958 年 
 
人間の壁 中編 
石川達三著 新潮社 1959 年 
 
人間の壁 後編 
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石川達三著 新潮社 1959 年 
 
しぶちん 
山崎豊子著 中央公論社 1959 年 
 
ほおじろあっちゃん 
獅子文六著 講談社 1959 年 
 
暖簾 新書版 
山崎豊子著 新潮社 1959 年 
 
女の勲章 上巻 
山崎豊子著 中央公論社 1961 年 
 
女の勲章 下巻 
山崎豊子著 中央公論社 1961 年 
 
しろばんば 
井上靖著 中央公論社 1962 年 
 
武田百八十年史 
武田薬品工業編 非売 1962 年 
 
続 しろばんば 
井上靖著 中央公論社 1963 年 
 
新約聖書〈1954 年改訂版〉 日本聖書協会 1964 年 
 
しろばんば 
井上靖著 主婦の友社 1964 年 
 
燭台 
井上靖著 講談社 1965 年 
 
青春のお通り 
京都伸夫著 朝日新聞社 1965 年 
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古人今人 
西直彦著 実業之友社 1966 年 
 
口語聖書 
日本聖書協会 1971 年 
 
薬用植物画譜 
刈米達夫著 武田薬品工業 1971 年 
 
コチャバンバ行き 
永井龍男著 講談社 1972 年 
 
薬用植物画譜 
刈米達夫著 日本臨牀社 1973 年 
 
天衣無縫 石坂うら追悼録 
講談社 1973 年 
 
名優雀右ヱ門女房おしかの一生 
十河巌著 新売書社 1974 年 
 
崖 
白川渥著 創樹社 1977 年 
 
新約聖書〈1954 年改訂版〉 石坂うら追悼録刊行会編 日本聖書協会 1979 年 
 
桑原幹根回顧録知事二十五年 
桑原幹根著 毎日新聞社 1979 年 
 
しろばんば 正続 新装版 
井上靖著 中央公論社 1980 年 
 
古都画譜 
川端康成著 本郷書院 1980 年 
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忙中閑詩 
桑原幹根著 中日新聞本社 1982 年 
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